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まえがき

この便りは､ 筆者が3 2 才の 時 ､ 19 7 5 年1 1 月 1 日から 1 9 7 6 年5 月 1 日ま

で の 6 ケ月 間､ オ ラ ン ダの 研究学園都市である ワ ー ゲ ニ ンゲ ン に温室に関す

る研究の 目的で留学 して い る間に書かれました｡ こ の便りは､ 家族､ 恩師､

同僚 ､ 友人に留学中の事件や経験を伝える目的で書かれたもの であり ､ 通

常の個人的な日記とはやや異なります｡ 妻と子供 には ､
こ の便りに加えて ､

毎週 2 ､ 3 通 は､ 絵はがきあるい は手紙を書い て いま した｡

初めて の外国生活で あり ､ 研究､ 生活､ 観光な どにわた っ て 日々 新たな

経験をして ､ 留学中は興奮の連続でした｡ 6 ケ 月 の 間 に研究論文を数席書き､

また小 さな専門書の原稿の主要部分を書きました｡ 並行して ､ ベ ル ギ ー

､
フ

ラ ン ス ､ ドイ ツ ､ イギリス の研究所を訪ね､ また美術館 ､ 博物館､
公園を

訪 ねたり ､ 観光をしました｡ また多くの方々 と知り合い ､ 世話になりまし

た｡

替かれて から 2 3 年も経てから､ こ の ｢ 便り｣ を公表したの は ､ 5 5 才を抱

えた人間の ､ 若き日 へ の郷愁に よる もので はない と断定はで きませ んが ､ 研

究者を目指す若者にこ の ｢便り｣ から何かを感じてもらえればありがたい

との思い が大きな理由です｡ ご批判 ､ ご批評い ただければ率い です｡ なお､

留学後における 4 剛 こおよぶ住居の引っ 越 しの 間に ､ 11 月 17 日から 1 2 月

1 9 日までの ｢ 便り｣ が紛失して しまい ました｡ こ の 間に研究者として いく

つ かの大きな事件､ 教訓を得て ､ それを ｢ 便り｣ に香い て い たの で ､ 紛失

が残念ですが致し方ありませ ん ｡

｢ 便り｣ の内容は､ 誤字､ 脱字お よびオラ ン ダ語 ､ 英語 などの地名と人名

の 一 部をカタカ ナ表記 に修正 した他は､ 手を加えませ んで した｡ ｢便り｣ 中

の 登場人物にご迷惑をおかけする ことは無い と信 じて い ますが ､ もしその

ようなことがほんの少しで もあれば ､ 心からお詫び申し上 げます｡

19 9 9 年 2 月 1 0 日 古在豊樹
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図1 オラ ン ダの地図
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図 2 ワ
ー ゲ ニ ン ゲ ン 中心部の 地図
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1 1 月 1 日

大阪府知事に よる半

年間の オラ ン ダ へ の

出張命令書

1 1 月 3 日

パ ス ポ ー ト入り財布

を盗 られたス キポ ー

ル空港
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1 1 月3 日

ア ム ス テル ダム督察

に お ける パ ス ポ ー ト

入り財布の盗難届け

1 1 月 3 日

ア ム ス テル ダム 中央

駅 近くの ホ テ ル ･ セ

ン ト ラ ル の 領 収書

(1 1 月3 日宿泊｡ 宿賃
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ー
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1 1 月 4 日

ア ム ス テ ル ダム から

ハ ー

グ に向かう電車

の 中からもや にかす

む牧場を望む

1 1 月 7 日

テ ィ
ー

･ タ イ ム に紅

茶 を 飲 む ホ ニ ー ･

フ ア ン ･ ラ
ー

ル さ ん

1 月 1 7 日

国際 農 業 セ ン タ ー

(I A C) の 道路向か い に

並ぶ住居

1 2



1 月 2 9 日

国 際 農業セ ン タ
ー

(I A C ) の 8 階から見

た
､
アイ ス ス ケ

ー ト

を楽しむ人々

1 月 3 1 日

日本人研修生の 案内

で ア
ー

ル ス メ ー ア の

鉢物草花生産温室を

見学

2 月 2 日

ベ ル ギ ー の ニ
ー セ ン

教授とデ ル ツア教授

を訪ねて討論する

1 3



2 月 1 1 日

デ イ ク ソ ホ
ー ル ン氏

の研究室を訪ねて討

論する

2 月 1 2 日

国際農業セ ン タ ー を

訪れた ユ リアナ女王

3 月 1 日

オ ラ ン ダ南部の マ ー

ス トリ ヒ トで の カ ー

ニ バ ル風景

1 4



3 月 1 日

オラ ン ダ南部の マ ー

ス トリ ヒ トで の カ ー

ニ バ ル風景

3 月 9 日

英国 ロ ン ド ン の ホ テ

ル の部屋で

3 月 1 0 日

英国の 国立農業工学

研究所の 建物｡ 昔の

貴族の 別荘を使用 し

て い る ｡

1 5



3 月 3 0 日

干拓地ジ
ー

ラ ン ド へ

の ドライ ブの途中で

の砂丘 に立 つ ア ル バ

ダ夫妻

3 月 3 0 日

干拓地 ジ ー ラ ン ドへ

の ドライ ブの途 中で

の砂丘 に立 つ 筆者

4 月 1 7 日

キ ュ ー ケ ン ホ フ の

チ ュ
ー

リ ッ プ畑
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4 月 1 7 日

キ ュ ー ケ ン ホ フ 公園

4 月 2 4 日

フ ェ ン ロ
ー に 現存し

た フ ェ ン ロ ー 温室 の

原型

4 月 2 5 日

オ ッ テ ル ロ
ー

国立森

林公 園で の お別 れ ピ

ク ニ ッ ク

1 7



4 月 2 5 日

オ ッ テ ル ロ ー 国立森

林公 園での お別れピ

ク ニ ッ ク

4 月 2 6 日

テ ィ ー ･ タイ ム に同僚

の 話に耳 を傾 ける ド

ゥイ ッ ト先生

1 8



4 月 2 9 日

ドゥイ ッ ト先生 の 祝

賀会で ユ ー

モ ア に富

ん だ祝 辞 を 述 べ る

ハ ー

ス トラ所長

4 月 2 9 日

ドゥイ ッ ト先生 ､ 勲

章(襟章) を胸に ､ 奥

様と記念撮影
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4 月 3 0 日

ハ ノ ー バ ー 工科大学

に立 つ タ ワ
ー

温室

5 月 1 日 帰国 の

飛行機の 窓か ら､ 万

感の 思 い を込 めて ､

空を眺める ｡
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1 1 月7 日 (金)

日本の皆様 ､
お元気ですか

日本の皆様､ お元気ですか｡ 私はきわめて元気です ｡ 私が日本 にい るとき､

また出発に際 して ､ 更には ､ 現在も多大なご支援を い ただき ､ 皆様に は心 から

感謝 して い ます ｡ 皆様の おかげで ､ 私はオラ ン ダで 快適な毎日を送 っ て い ま

す｡

オ ラ ン ダに来てから6 日間が過 ぎました｡ 日本に い る妻と子供 ､ 友人 ､ 同僚 ､

先生方が､ 私 にオラ ン ダ留学 の機会を与えてくれたこ と に何とか報い た い と強

く感じて い ます ｡ と は い え ､
お み や げを買 っ て帰る ほ どの 金銭的余裕は ない

し
､
おみ やげで は私 の感謝の 気持ちを表せ ない と感じて い ます ｡ そ こ で ､ 私 の

オラ ン ダ便りを皆様にお送りして ､ 感謝の気持ちを伝えたい と思い ます ｡ た だ

し
､ 毎日忙しい の で ､ 時間をかけて正しい文章を考えたり ､ 字をきれ い に書く

余裕はありませ ん｡ お許し下さ い ｡ 誤字､ 脱字､ 文法 エ ラ ー が多いかと思 います

が､ 読み返 して文章を直す時間的余裕がありません ｡ また､ 頭が英語専用 に切り

替わ っ て い て ､ 正し い 日本文がと っ さには出て こ な い ことも理由の
一

つ です ｡

こ の 手紙は ､
ひとまず､ 愛する妻 と子供､ 大阪府立大学矢吹研究室の矢吹先

生 ､ 鈴木先生､ 青木先生 ､ 坂 口棟 ､ 千葉大学三原研究室の 三原先生 ､ 高倉先

生 ､ 友人の 重さんと文子棟､ 束京の鷺宮と国分寺に住ん で い る両親に捧げま

す｡ ただし､ コ ピ
ー

部数に限りがある の で皆様で 回し読み して下さい ｡ 友人 の

長谷川氏､ 上和田氏 ､ 金関先生にも見て もら っ て下さ い ｡ そ の佃､
こ の手紙を

喜んで読んで下 さる と判断 したら ､ 上記の 人以外に読 んで もら っ て も結構で

す｡ 珍談､ 杏談から静が始まりますが､ び っ くり しなくて結構です ｡ また私の

真意を理解 してくれる ようお願い します ｡ こ の 手紙ある い はそ の コ ピ
ー

を送 る

の は
､ 堺市の私の 自宅 ､ 大阪府立大学､ 千葉大学 ､ 鷺宮の両親宅の4 か所で す｡

鷺宮で読み終 っ た こ の手紙､ またはその コ ピ
ー は ､ 大阪府茨木市の山口棟宛に

送 っ て下さい ｡

1 1 月2 日( 日)

初めての外国オラン ダヘ

朝瞞 35 分に家を出る ｡ 路子 ､ 由武､ ゆり､ 由春及び青木夫妻の 見送りを受け
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て ､ 堺市新家町交差点にて ､ 央吹教授及びその次男 ( と っ ちん) の タク シ ー

に

同乗 し､ 大阪空港に向かう｡ 日曜日のせい か､ 道路 はすい て い て9 時過ぎには空

港に到着する｡ 搭乗手続きを済ませた後､ 3 人 で コ
ー

ヒ
ー を飲 み ､

9 時4 0 分頃 に

別れる ｡ 大阪に来て以来､ 突吹教授に最も親しみと尊敬を感じた｡ オラ ン ダ留

学の チ ャ ン ス を与えてくれた教授に心から感謝したい ｡ しばらくの 間み やげ物

屋を の ぞ い たりして ､
10 時3 0 分 に東京の 羽田空港 へ 向けて大阪を発 つ ｡

1 1 時3 5 分頃に東京羽田空港着｡ 国際便の搭乗手続きを した後､ 空港ロ ビ ー

に

行 っ たが ､ 秀子さんは見当たらなか っ た｡ しばらくして ､ 秀子さんと達也君が

現れたの で ､ 秀子さん はひれか つ 定食を､ 私と達也君は刺身定食を食べ る ｡ そ

の 後達也君にはミ ニ カ
ー

を買 い ､ 陽子 ちゃ ん の ため には小さなバ ッ グを買 っ て

やる ｡ ( 由武君とゆりちゃ んや由春君にはも っ と立派なおみや げを買 っ て帰り

ます よ｡ ) 秀子さんから彼女と菅原さんからの せ ん別をもらう｡ 食事後､ 空港

ロ ビ ー に戻 ると ､ 後か ら来た孝彦夫妻と陽子ちゃ ん の見送り に会う｡ せ ん別と

ネク タイ2本をもらう｡

午後1 時過ぎに出国手続きの ために ､ 骨に別れを つ げ､ 税関入口に入る ｡ 手続

きを終え､ 出発を待 つ 間に ､
タ バ コ とウ イ ス キ ー と絹の財布2個をオラン ダ人 へ

の おみ や げ用に買う｡ 自分 の カ メ ラ用 の フ ラ ッ シ ュ も買 っ た｡ 皆と別れて緊張

が取れ たせ いか ､ 我慢して い た頭痛がひ どくなる｡ 2 時になると､ 搭乗者はバ

ス に乗 るように との ア ナウ ン ス があり ､
バ ス で飛行機まで行く｡ そして機上の

人とな る｡ 定時 (1 4 時2 5 分) に出発 ｡ 定員 は 10 0 人以上 なの に ､ 乗客は2 0 ～

3 0

人 の み ｡ ソ 連
･ ア エ ロ フ ロ ー ト航空の イリ ュ ー シ ョ ン6 2 という機種である ｡

モ ス ク ワに着くまでは頭痛がひ どく ､ 食事も取れなか っ たが ､ モ ス ク ワで 一

度着陸し､ 1 時間ばかり空港ロ ビ
ー で休ん で い る間に具合い が良くな っ た｡ 外

の空気を吸 っ た の が良か っ たの で あろう｡ 空港には雪が数c m 積も っ て い た｡ 気

温 は
- 1

0

c と の こ とだ っ た｡ 3 日続きの歯痛もおさま っ てきた｡ 頭痛はおそら

く歯痛とそれに伴う睡眠不足のせい だ っ た の だろう｡ モ ス クワ空港の ロ ビ ー

は

立派だ っ たし､ 機内 のサ ー ビ ス も悪くはなか っ た｡ もともと私は､ サ ー ビス 過

剰は好きで はな い のでち ょう ど良か っ た｡ ｢ 外国に きたな｣ と感じ始めた｡ 機

内で三度目の食事を取り ､ 2 ～ 3 時間してからや っ とオラ ン ダの ス キポ ー ル空港

に着く ｡ 空港で入国手続きを終え ､ 空港近く の ホテ ル の ､ 出迎 えの バ ス に乗

り､ 現地時間2 2 時頃ホ テル着｡ 熟睡｡
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1 1 月3 日 (月)

スキポ
ー

ル 空港で パ ス ポ
ー ト入り財布を盗られる

ホ テ ル で朝食を取 っ た後､
ホ テル専用の バ ス で8 時5 0 分頃に空港に戻り､ 9 時

発の ユ トレ ヒ ト駅行きの空港バ ス に乗る｡ バ ス の ス テ ッ プに足をかけて乗ろう

とした時に､ 後ろに並 んで い た女の人 に
一 寸ボ ー

ル ペ ンを貸して くれと言 われ

て貸す｡ そ の時､ 私 の 前に並ん で バ ス に乗りかけて い た男の 人 に ､ 振り向きざ

ま ､ 強く押される ｡ まさかとは思 っ たが ､ 座席に腰掛けて背広の 内ポケ ッ トに

手をやると財布がな い ｡ (以下は息詰まる ような話だが ハ ッ ピ
ー エ ン ドだから

ご心配なくお読み下さい ｡ ) あわて て ､ あちこち の ポケ ッ トを探したが見当た

らない ｡ 次 い で ､ カ バ ンと ス
ー

ツ ケ
ー

ス を捜したが見当たらない ｡ ああ ､ あ の

時ス リ盗 られたの か なと思 い ながらも､ バ ス は ユ ト レ ヒ トまで止 まらない の

で
､
どうしようもな い ｡ バ ス の乗客は私を含めて数人であ っ た｡ 先程 の ボ

ー ル

ペ ンを貸した女と私を押した男は ､ 逃げて ､
バ ス の乗客の 中には い な い の であ

る｡

ユ ト レ ヒ ト駅 に着くとすぐ､ 財布をなくしたの で 督察に行きたい が ､ 警察は

どこかと通行人 に開 い たがオラ ン ダ語で答えられて ､ さ っ ぱり分か らない ｡ そ

こで
､
近く の ホテ ル に飛び込み ､ 電話の受付係の 人に事情を話す ｡ そ して ､ 昨

夜泊ま っ たホ テル に電話を掛けて もらい ､ 私がホ テ ル に パ ス ポ
ー ト

､ 財布を忘

れたの で はない ことを
一

応確認 した後 ､ タ ク シ
ー

で 督察署 に行く｡

財布には パ ス ポ
ー

ト､ 旅行者用小切手 (額面4 0 万円) ､ 現金 2 0 0 ドル ､ 帰り

の航空券､ つ まり全財産が入 っ て い る の で ､ そ の 旨を証明してくれと督察官に

頼ん だが､ 係が異なるの で私の所で はパ ス ポ
ー ト の紛失証明香しか書 けない と

言う｡

そこで今度は東京銀行 (小切手の振り だし銀行) の アム ス テ ル ダム 支店に電

話を掛けたら､ ユ トレ ヒ ト市の督察は そういうことに馴れて い ない からア ム ス

テ ルダム の警察に行 っ た方が良いと いう｡ ただし､ 先に ハ
ー

グ の 日本大使館に

行っ た方が良い というので ､ ハ
ー

グ の 日本大使館 へ 行く ことに した｡ こ の とき

日本円で7 万円とオラ ン ダのお金約 1 0 0 ギ ル ダ
ー ( 1 万円) を持 っ て い た の で ､

交通費は十分あ っ て ､ その 日の 生活費に困る こ とはなか っ た｡ ス キポ
ー ル 空港

で 1 万円だけギル ダ
ー に替えて おい た｡

ハ ー グ へ 行く前に ス
ー

ツ ケ
ー

ス とおみ やげの 入 っ た袋を ユ ト レ ヒ ト駅 の
一 時

預かりに預 けて ､ 持ち物をシ ョ ル ダ ー バ ッ グだけに した｡ 急 い で い るの で ハ
ー

23



グ駅からタクシ
ー

に乗 っ た｡ と こ ろが ､ 私がメ モ して おい た日本大使館の住所

は古い らしく､ そこ に行 っ たら建物の中はから っ ぼ ｡ 運転手が隣の建物
へ聞き

に行っ てくれて ､ 移転先を聞き､ や っ と大使館に着く｡ 大使館に着い たら､ ド

アが開かない ｡ 呼び鈴を押すと女の 人の 声がして ､ 今日は1 1 月3 日で文化の 日だ

から休日だ､ 明朝1 0 時頃に来てくれ､ 今は日本人は誰もい ない と､ ( もちろん

英語で) 言う｡

仕方なくアム ス テ ル ダム に引き返 し､ 警察署 に行く ｡ そ この督察官は親切

で
､ すぐ事故調書を作 っ て くれた｡ パ ス ポ

ー トの 番号は別の紙に控えてあ っ

た｡ 事故調書を持 っ て ､ 東京銀行アム ス テ ル ダム 支店に行く ｡ そ こには 日本人

がい た｡ オ ラ ン ダに来て初めて日本語が使えた｡ 事情を説明すると､ 旅行者用

小切手の発行番号の控えを私が持 っ て い たの で ､ それならおそらく旅行者用小

切手は再発行出来るだろうと言う｡
一 安心である ｡ 小切手が再発行出来るか ど

うかは明日の 午後に分かるからその 頃電話してくれと言われる ｡ 小切手紛失届

を書き終えたら夕方5 時3 0 分を回 っ て い た｡ 昼食を取っ て い なか っ たので ､ 自動

販売機でパ ンを買い ､ 売店で コ カ コ ー ラ を買 っ て空腹を
一

時的に満たす ｡ それ

にして もア ム ス テ ル ダム は美しい 町であるという印象を受けた｡ 銀行の人 (西

さんと神原さん) が近くの ホテ ル オ ー ク ラそ の他を電話で当た っ てくれたが､

いずれも満室で駄目｡ 結局自分で捜しますからという ことで別れる ｡

それから､ タ ク シ
ー ばかりは乗 っ て い られない の で 市電で アム ス テ ル ダム 中

央駅に戻り､ 近くの 観光案内所で ホ テル の予約をしようとしたがその 案内所が

見 つ からない ｡ バ ス の案内係に開くと ､ 観光案内所は夕方に は閉じて しまうと

の ことである｡ 結局､ 近く の ホテ ル を
一

軒ずつ 問い て 回ることにした｡ 大きな

ホ テ ル は皆駄目なようなの で ､ 小さ な安 っ ぼ い ホテ ル を回る ことにした｡

安ホテ ルに泊まる

4 軒目の ホテル に入 っ て びっ くりした｡ ホテルと番い てあるからドアを開けた

ら
､ 中は バ

ー なの である ｡ ホ テ ル で はない ので すかと開くとホテル だと言う｡

シ ン グ ル の 部屋が空い て い るかと聞くと､ 空 い て い る と いうので それで はい く

らかと聞くと5 0 ギル ダ ー (5 千円) と言うので ､ それで は頼むというと｢ O K｣ と

い い
､ 宿泊者記 入票 に記入する ｡ そ れが終わ ると ､ そ の人 が盛ん に フ ィ フ

テ ィ
ー

ン ( 15) ､ プリ
ー ズと言うが ､ 何の ことか分からず､ 聞き直すと､ ホ テ

ル 代は 前払い だという ｡ 私が フ ィ フ テ ィ ー

ン ( 1 5 ) ギ ル ダ
ー

を フ ィ フ テ イ

(5 0) ギ ル ダ ー と聞き間違えて い たの である ｡ こ の瞬間 ｢ しま っ た｣ と思 っ

た｡ い くら安い方が良いと言っ ても1 泊が1 50 0 円は安すぎる｡ しかしもう どうし
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ようもない ｡ 思 い き っ て 15 ギル ダ
ー 払 っ て部屋の鍵 を受け取る ｡

部屋を開けると畳約2 枚分 の広さで ､ そ こに通常の ベ ッ ドの半分の 幅しかない

ベ ッ ドと安 っ ぼ い 木製 の 椅子が1 つ ､ それに灰 皿 ､ 水道 の 蛇 口 ､ それで すべ て

だ っ た ｡ 東京の 山谷､ あ る い は大阪 の釜 ケ崎の ホテ ル が こうなの だろうと思 い

ながら
､
あきらめる ｡ まだ夜8 時半頃だ っ たが ､ 疲れ切 っ て い た の です ぐベ ッ ド

に横になる ｡ ベ ッ ドの ス プリン グが軟らかす ぎて ベ ッ ドに乗る と腰 が3 0 c m 位沈

んで しまう｡ それで も､ す ぐ寝 つ い た｡ 夜1 2 時頃に目が覚める ｡ 窓 の外で ､ 誰

かがけんかをし､ 他 の人は酒 を飲 んで騒 ぎ､ ともかくうるさい ｡ 窓からの ぞく

と半分くらい は黒人である｡

深夜の 訪問者

うつ らう つ らして結局また寝入 っ て しま っ た｡ しばらくして誰かが私の部屋

の ドアをノ ッ クす る音 に目を覚ました｡ 暗か っ たが目をこらして見ると ､ ドア

の ノ ブがかすかに動 い て ､ 外から ドアを開けようとして い る の が分か る ｡ 時計

を見たら午前4 時前で あ る ｡ もちろ ん ､ 私 の 知人で あ る はず がな い から ､ そ

お
一

つ と ドア の近くに身構えて ､ もし入 っ て来ようと したら ドア を押さえる用

意をす る ｡ す べ て無言の ままである ｡ 声を出すの は まずい と思 っ たか らだ｡

す ると､ 1 分後位に隣の ドアをノ ッ ク し始め た｡ かなり強くで ある ｡ しか し､

隣 の 人も何も答えな い ｡ す ると ､ あきらめて帰る足音がした｡ だが ､ す ぐ戻 っ

て 来て ､ 今度は 隣の 部屋 の ドア を激 しく ( おそらく ､ 靴を脱い で その 靴で)

ノ ック し始めた｡ する と､ 部屋 の 申から男の人の 声で ｢ イ エ ス｣ と答える の が

聞 こえ､ 部屋の外から女の 人が ｢ ジ ョ
ー ｣ と叫ぶ声が聞こえた ｡ 30 秒後位に隣

の ドアを開ける昔が聞こえた｡ どうやらその 女と男 は知り合 い らしい ｡ そ して

私の 部屋をノ ック したの は部屋を間違えたらしい の で ある ｡
"

ジ ョ ー

"

と は男

の名前で あろう｡ やや あ っ て ､ そ の 女が激しく泣き出 した｡ 何かを訴えて い る

の だが英語では ない ので何を言 っ て い るかは分からな い ｡ しかし状況から ､ 女

の 人が何 か辛い 日にあ っ て それを泣 い て訴えて ､ 男が時々 な ぐさめの 声をかけ

て い る ようだ｡ 安宿だから隣の 声は つ つ 抜けで ある ｡

2 0分 間位､ 女は間欠的に泣きじゃく っ て い たが､ そ のうち ､ それがや んで ､

男 の しの び笑いが始まり ､
ややあ っ て女もくすくす笑い 出した ｡ どうや らセ ッ

ク ス を始めたらしい ｡ や っ と安心して再び寝た｡ 次に日が覚めたらまだ朝 の6 時

だ っ たが
､ 長居は無用 なの で ､ 着替えて ､ 昨夜買 っ て お い た菓子パ ンと バ ナナ

1 本を食べ て6 時半に楕 を出る ｡
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1 1 月4 日 (火)

ハ ー グの日本大使館を探す

ホテ ルを出て ､
プラプ ラ歩きながらアム ス テ ル ダム 中央駅 に着き､ そ こから

電車に乗 っ て ハ ー

グ の 日本大使館に向かう｡ 時間的にはまだ早す ぎるが ハ ー

グ

の 町並み でも見物してから大使館に行こうと思 っ たの で ある ｡ と にかく ､ あの

安宿に長居は無用である｡ アム ス テ ル ダム から ハ ー グ へ 向かう景色は素晴らし

い の
一

言 に つ
.

きた｡ 日本で は決して見られな い 幻想的な情景であ る 0
一

面の牧

草地に牛､ 羊 ､ 馬が群れ ており ､
地上2 m 位まで だけに漉 い もやがかか っ て い

る ｡

写真を1枚撮 っ た｡ そ の牧草畑の 中に フ ェ ン ロ
ー

タ イ ブの 連棟温室だけでな

く､ 古 い 塑の 温室や ら､ 単棟､
2 連棟の温室もある ｡ つ くづくオラ ン ダに来て良

か っ たと思う｡ こ の温室とこ の牧草地を見ただけでも ､ オ ラ ン ダに来た意義は

あ っ たと感じた ｡ 今度 ､ 近 いうち に改めて ゆ っ くりこ の 辺を見 ようと心 に誓

う｡ そんなことに心を奪われて い たら､ 電車が止ま っ た｡ ｢ あ っ ､
い けな い ､

もう ハ ー

グ に着 い た のか｣ と思 っ て急 い で降りたら ､ どうも昨日来た ハ ー

グの

駅 の 印象と異 なる ｡ 急 い で近く の 人 に ｢ こ こ は ハ ー グ です か ? ｣ と聞くと

｢ ノ ー ｣ と答えたの で ､ また急 いで 電車に飛び乗 っ た｡ 電車の中で ハ ー

グの 駅

は次ですかと聞くと､ い や､ 今停車した駅が ハ ー

グだと言う｡ で は次の駅は ど

こですかと聞くと ロ ッ テ ル ダム だと いう｡ 仕方が ない の で ロ ッ テ ル ダムまで

行 っ て ､ またハ ー グ へ 引き返した｡ 時間は十分ある の で別にあわて なか っ た｡

ハ ー グ か らロ ッ テ ル ダム へ 行く途中の景色 も実に美 しか っ た｡ 木 々 の紅葉､ 牛

の群れ､ ま っ す ぐに の びて い る運河 … …

｡ 昨日は忘れて い た美しさを感じる心
が取り戻せた ような気がする ｡

これで
､ 到着後3 日目にして ､

ハ ー

グ ､ ユ ト レ ヒ ト
､
ロ ッ テ ル ダム ､ ア ム ス テ

ル ダム とオラ ン ダの 主要都市の 大部分は 回 っ た こ とに なる ｡ 再 び ､ ハ ー

グ に

戻 っ た｡ 昨日は急い で い たの で タク シ ー で行 っ たが
､ 今日は1 0 時まで に行けば

い い の で
､
まだ1 時間以上の余裕がある｡ そ こ で市電 に乗 っ て行く こ とに した｡

案内係に何番線に乗るかを聞い て ､ 8 番線に乗 っ た｡ 車内の 中学生 とおぼしき

女の子 に日本大使館に行くには何という駅で降りたらい い かと聞く と､ 運転手
にたずねてくれて ､ そ こ に来たら教えてやるという｡ こ んな中学生が実に上手
な英語を話す｡ うらやましい限りだ｡ 何となくうれ しく な っ た｡ 心 はずむ思い

である ｡ 町並み も実に美しい ｡
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さて ､ そ の市電は5 分 も走らな いうちに止ま っ て しま っ た｡ 運転手がオラ ン ダ

語で何か言 っ て い る ｡ 先 ほ どの 中学生に聞くと､ 前の市電が事故を起 こしたと

言う｡ ぞろぞろ乗客が降りだして ､ 市電内に残 っ た の は私と中学生とその他数

人にな っ て しま っ た｡ しばらく して後ろの 車両 (市電は2 両連結) から小学生が

数人移動してきた ｡ 2 0 分位待 っ たが ､ 市電は動かない ｡ す ると中学生 は小学生

に何やら言 っ た後､ 私に ｢ 私は市電を降りて バ ス で学校 に行く が､ こ の 小学生

が市電 で大使館の 方に行くの で ､ 後は彼らに聞い てくれ｣ と言うの で ､ 中学生

と別れ る｡

また
､
1 0 分 ほ ど待 っ たが､ まだ動かない ｡ 小学生は運転手 に何やらオラ ン ダ

語で 聞 い た後､ 私達も バ ス で行 こうと言うの で市電を降りる ｡ こ の小学生の英

語はあまり上手でな い ｡ バ ス を降りて小学生と1 0 分位あちこ ち探した後に大使

館を見 つ ける ｡ そ の 小学生 に ､ 持ち合わせ の 日本 の5 円玉 と1 0 円玉 を1枚ず つ

や っ て握手して 別れる ｡ と ても親切な国民で ある ｡ 5 円玉と1 0 円玉をもら っ た こ

とをとて も喜ん でくれた｡ 大使館を探してい る間も周囲の 景色の美しさに心を

奪われた｡ 古城 あり ､ 古びた教会あり ､ 紅葉した樹々 ､ れ んが造り の道路､ 充

分に広 い庭をと っ た家 々
… …

｡

大使館での パ ス ポ ー

ト再発行依頼 の 手続きはす ぐに終わ っ た｡ 2 ～ 3 週間以内

に パ ス ポ ー トは 再発行されるか ら､ 連絡す るとの こ とであ る ｡
一

件落着｡ テ

レ ッ ク ス代 17 ギ ル ダ ー (l
,
7 0 0 円) を払えば 1 0 日以内に パ ス ポ ー トを再発行す

ることが可能だと言われたが ､ オラ ン ダから出国しなければ別に パ ス ポ
ー

トは

必要ない だろうというの で ､ 1 7 ギ ル ダ ー を倹約 した ｡

旅行者用小切手と航空券の再発行手続きをする

次は旅行者用小切手の 再発行である ｡ 昼過ぎまで にア ム ス テル ダム の 束京銀

行に行かなければなら ない ので タク シ
ー

を電話で呼ん で もらうと ､
どういう訳

か2 ～ 3 分以内に タク シ ー が来る｡ ア ム ス テ ル ダム 中央駅に戻 っ て 東京銀行に電

話す る と､ 東京にテ レ ッ ク ス を打 っ たら旅行者用小切手を再発行してよい と言

われた という｡ 銀行に着くとすぐに再発行してくれた｡ お礼を言 っ て銀行を出

る ｡

パ ス ポ ー ト､ 小切手が終わ っ たの で ､ 次は航空券の再発行手続きである ｡ 私

のア エ ロ フ ロ
ー

ト航空会社の航空券はJ A L ( 日本航空) を通じて 買 っ た の でJ A L

の ア ム ス テ ル ダム支店に行 っ たら､ ｢ ソ 連 の ア エ ロ フ ロ ー ト航空会社の 券では

どうしようもない ｡ 安 い飛行機運賃で 済ませようとしてJ A L 航空券を買 わなか っ

た罰である ｡ 航空券の 再発行は出来ない ｡ ｣ と日本人 の社員に言われた｡ 事情
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を了解したらしい 隣の オラ ン ダの女の人が､ ア
エ ロ フ ロ

ー

ト航空会社の アム ス

テルダム 支店は この近くだから
一

応行 っ てみ たら､ と耳打ちしてくれたの で ､

道順を聞い てそこ へ 行く ｡ す ぐ見 つ か っ た｡

事情を話すと､ 航空券の番号を覚えて い るかと言うの で ､ 覚えて い ない が帰

りの 便は 19 76 年 5月1 日の S U 58 5 便だということは覚えてい たの でその 旨を告

げ､ 私の 名前も言 っ たら､ すぐ調べ てくれて ､ 確か にあなたはその便を予約し

て い ると言 っ てくれた｡ そして確認の ために ､
日本の大阪に照会してから再発

行の手続きをすると言うの で ､ ワ
ー ゲ ニ ンゲ ンで宿泊す る ことに なる住所を伝

えてお い た｡ こ の 時点で ､ 盗られた財布に入 っ て い たもので 未だ戻 る ことに

な っ て い な い の は ､ 現金 2 0 0 ドル だけにな っ た｡ 出発前に住友海上保険の 盗難

保険に加入して い たので ､ 失 っ た現金2 00 ドル も何 とかなるかもしれない ､
と思

う｡ あとで ゆ っ くり
`

保険契約書
,

を読んで みよう｡

ア エ ロ フ ロ
ー

ト航空会社の ア ム ス テル ダム 支店は市の 中心にあり ､ そ こに行

く途中で ､ オ ラ ン ダ観光案内書に書い てあ っ た多くの もの を見かけた0 街頭で

オ ル ゴ ー ル を奏でてチ ッ プをもらう芸人､ ｢ 生 に しん｣ の酢潰け､ き ゅうりの ピ

ク ル ス の街頭売りなどである｡ 生 にしんときゅうり の ピク ル ス を1 ギ ル ダ
ー

払 っ

て食べ る ｡ なかなか い ける ｡ 日本 の｢ しめさば｣ ､ あ る い は､ ｢ こ はだ｣ の酢漬け

みた い である｡

次い で ､ 近くの市場をちょ っ と見て回る｡ ゆ っ くり見たか っ たがなる べく早

くワ
ー ゲ ニ ン ゲ ンに行かなければならない の で ､ ア ム ス テ ル ダム 中央駅 に向

か っ た｡ ワ
ー ゲ ニ ン ゲ ン のI A C (I n te rn ati o n al A g ri c u lt u r al C e n t er: 国際農業セ ン

タ ー ) の 事務局長で ある チ ッ プさん (M r . Tip ) に は パ ス ポ
ー トをなくしたので ､

そちらに着くの は夕方遅くなるかもしれない と電話で伝えて おい たが ､ あまり

待たせ て は悪い ｡

や っ とワ
ー

ゲニ ンゲンに到着する

エ デ ･ ワ
ー

ゲ ニ ンゲ ン(E d e
- W ag e ni n g e n) とい う駅 で降り､ そこからバ ス に乗

り､ 終点のワ ー ゲ ニ ン ゲ ン ･ バ ス ･ タ
ー ミ ナ ル で 降りる ｡ こ の 時､ 私が大きな

ス
ー

ツ ケ
ー

ス とかばんを持 っ て い たので ､ 高校生く らい の女の子が ｢ M a y I b elp

y o u ? ( お手伝い しましょうか) ｣ と言 っ てくれた ｡ ｢ T h a n k y o u ･ (ありがと

う) ｣ と言うと ､ 私の 自転車が近く に置い てある ので それを持 っ て くるから

待 っ て下さい ､ その自転車であなたのス
ー

ツ ケ
ー

ス を運んで あげましょうと言

う｡ ありがたい ことで ある ｡ そ の女の 子にも別れ際に日本の 5 0 円玉と 5 円玉

をあげる ｡ すると､ こ の コ イ ン は私の アル バ ムに貼 っ て ､ 日本人からの贈り物
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として大切に しますと言 っ てくれた｡ 皆､ 親切である｡ 午後4 時半頃であ っ た｡

仏 C に着き､ 早速 チ ッ プさんに会い ､ 事情を説明する ｡ 合わせ て ､ 私が入国

ビザ を持 っ て い な い 旨を告げる｡ する と彼は ､ ｢ これは私が今まで出会っ た中

で最悪 の ケ ー

ス だ｡ ｣ と言 っ た｡ と にかく ､ ビザがなければ不法滞在に なる の

で ､ 明 日この近くの警察に 出頭 しようと言われた ｡ そ の後､ チ ッ プさんは､ 私

の受入れ研究者で あるア ル バ ダ氏( D r . A lb e r d a) に電話してくれたが ､ 会議中で

こちら には来られない と言う ｡ その後､ 事務室の会計係に行 っ て ､ 今月分の奨

学金4 万 円と半年間分 の本代として4 万円､ 計8 万円相当をギル ダ ー で もら っ た｡

その 事務室で偶然居合わせ た ク ロ イさん( M is s . C r o y) を紹介された｡ 彼女は

温室の 環境調節を勉強して い て ､ 私と同じB S (作物 ･

草地研究所) に所属する

との ことで ある ｡ ドイ ツ 人で まだ2 0 歳すぎくらい だが ､ 流暢な英語で早口 に話

すの で半分くら い しか聞き取れなか っ た｡ 部屋で ひと休み して い るとア ル バ ダ

氏から電話が掛かり､ I A C の私 の 部屋まで来 てくれた ｡ パ ス ポ ー

トの 件で同情

され
､
1 0 分程度話したが､ 疲れて い るだろうから早く寝 なさい と言われてすぐ

別れた ｡ 明日 ､ 夕食に招待してくれる という ｡

IA C の 1 階 に ある レ ス トラ ンで夕食 を6 時半に取 っ た｡ セ ル フ サ ー ビ ス の カ

フ ェ テ リ ア方式で あるが ､ 粗食 に慣れて い る私に は立 派な料理 で ､ と て も良

か っ た｡ 食事を して い ると ､ 前に日本人とおぼしき人が来て座 っ た の で ､ 日本

人ですかと聞くと､ い や韓国人だ ､ だが日本人ならあそ こに2 人座 っ て い る よと

言う の で見る と､ 確かに日本人らしい ｡ 食事後､ 挨拶に行く｡

失敗と冒険を大 い に笑う

東北 の 大学の坂本さんと九州の大学の 山口さんで ､ ほ ぼ同年代だ っ た ｡ しば

らくして ､ もうl 人若い 日本人が来て ､ 松浦です､ 東京大学農学部の環境調節工

学研究室を昭和4 6 年に卒業しましたと言う｡ 出発前に オラ ン ダに松浦という人

がい るら しい と岡田君に開い て はい たが ､
び っ くり した｡ その 後､ 小林夫妻 と

いう方が来た ｡ 彼らはここ に い る の は2 日間だけで 明日は ドイツ に帰る という｡

ドイ ツ の カ ー ル ス ･ ル ー エ に留学して い て ､
たまたまこ こに来たらしい ｡ そ

･

こ

で
､ 私がこ の2 日間の体験談の概略を皆に話して ､ 皆で大笑い した ｡ 私 も大 い に

笑 っ た｡

本当 に有意義な2 日間だ っ た｡ 一 刻 一 刻に これだけの意義を感じたことはか つ

て なか っ た｡ す べ てが新鮮で ､ 充実して い た｡ たとえこれで旅行者用小切手が

再発行されなく ても､ オ ラ ン ダに来た意轟は充分あっ たと思う ｡ マ ン ネリ化し

た生活からの完全な脱却で ある ｡ 多くを学んだ｡ 実際 ､
こ の2 日間は不思議なこ
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とに､ 楽しか っ た｡ 本当に愉快であ っ た｡ 自分で も説明が付かな い ｡ 途方に暮

れるよりは冒険心の方がず っ と強か っ た｡

仏 C に 日本人がこん なに い るとは知らなか っ た の で ､ 何だかち ょ っ とが っ か

りしたような気がした｡ 日本語 はもうしばらく使わない だろうと思 っ て い た矢

先だ っ たからで ある｡ で も何かの 時はお互い に助け合えるだろう ｡ 坂本 ･ 山口

氏 は2 人とも薬学の研究者で有機化学の研究所 にい ると言 っ て い た ｡

夜8 時過ぎに自分の部屋に戻り､ 日本から持 っ て きた梅干しを食べ る｡ 部屋は

日本の ビ ジネス ホ テ ル の シ ン グル ル
ー

ム よりや や大きい ｡ ベ ッ ド､ 机､ 洗面

所 ､
トイ レ

､
シ ャ ワ ー (風呂はなし) ､ 本棚 ､ 衣装棚 ､ そ の佃棚 2 つ である｡

こ れから半年間､ こ の部屋で寝泊まりする ことになる ｡ 荷物を多少片付けた後

に ベ ッ ドに入り､ チ ッ プさんからもら っ たIA C の案内書を読み なが ら寝入る ｡

目を閉じると頭の 中で英語が飛 び交 っ て い る ｡

千金に億する経験をする

こ の2 日間で何人と話 しただろう｡ とにかく､ 電話の 掛け方､ 電車の 乗り方 ､

交通信号の見方､ 電車が何番の プラ ッ トホ ー

ム から発車するか､ 電車や バ ス の

切符の 買 い方､ 銀行 ､ 大使館等の 住所と電話番号等す べ て知らな い ことばかり

であ っ た ｡ 平均して2 0 分 に日計は誰かに何 かを聞 い て い た ことにな るだろうか

ら､ こ の2 日間で1 00 人位 の人と爵をしたことになる ｡ 貴重な体験で ある｡ ア ム

ス テ ル ダ ム に半年間くら い 住ん で い て もこれだけ多種の 人と話した人は い ない

かもしれな い ｡

一 つ 気付 い た ことがある ｡ 始め はもの をたずねる の に年輩の人ばかりを選ん
だ0 老人 の方が親切に教 えてくれるだろうと思 っ たからである ｡ 確かにその 通
りだが ､ 残念ながら彼らの多くは英語がうまく なく ､ 要領を得な い ｡ そ こで次
第に若い 人に開き始め た0 若い 人は 一

般 に英語がうまい ｡ そ七 て男 も女も要領
よく教えてくれる｡ 男 に しても女に しても､ 通りを所狭しと歩い て い る の は､
大阪で会えば思わず振り返るような美男子 ､ 美女で ある ｡ そ こで つ い聞くのを
遠慮して い たが

､ そうも言 っ て いられない 0 正確な情報はやはり若い 人からの
方が得やす い ようである 0 かくして通常ならス キポ ー

ル 空港からIA C まで2 時間
足らずで到着するとこ ろを

､ 私 は50 時間位かか っ て到着した｡
部屋に入 っ て

､ 盗難保険の契約書を読 むと､ どうやら失 っ たお金 を返 してく
れそうで ある 0 住友生命保険の代理店がアム ス テル ダム にある の で

､ 今度行っ
た時に寄 っ てみ ようと思うQ うまく い けば､ 失 っ たもの はすべ て 戻り､ 得たも
の は非常に大きい ことになる ｡ 万歳!
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財布を盗られたの は 一 応､ ｢ 事故｣ で ある ｡ 私 の 落ち度とい えば ､ 背広の内

ポケ ッ トの ｢ ボタ ン｣ を掛けて い なか っ たこ と位である ｡ しか し､ あの場合､

あれだけの プロ フ ェ ッ シ ョナル なス リで は､ ボ タ ン を掛けて い て も駄目だ っ た

だろう｡ 大切なの は その後の処理である ｡ これは大体におい て正 しか っ たと思

う｡ 処理の 順序もパ ス ポ ー

ト､ 旅行者用小切手､ 航空券､ 現金と大事な順に処

理した｡ 誰 にで も臆 せずに何でも聞い たのが良か っ た｡ 親切に敢 えてくれたオ

ラ ン ダの人々 に感謝する ｡ 財布を盗んだ2 人組にも今とな っ て は感謝したい位で

ある ｡ 先ほ ど書い た ｢ 山口さんと坂本さん｣ はオラ ン ダに釆て4 0 日に なるが ､

ス キポ ー ル 空港からI A C に直行し､ それ以来､
ワ ー ゲ ニ ンゲ ン からまだ

一

歩も

外に出て い ない という｡ 何事もな い の と何事かがあ っ て ベ ス トを尽くすの とで

はどちらが良い かは即断で きない ｡

1 1 月5 日 (水)

警察署に出頭する

朝9 時に チ ッ プさん の 部屋に行く ｡ ち ょうどコ ー

ヒ
ー

タ イ ム だ っ たので
､
コ ー

ヒ
ー

を ご馳走 に なる ｡ こちらで は決ま っ た時間に なる と コ ー

ヒ
ー

を飲 むよう

だ｡ 事務系の 部屋 には係の 人が コ ー ヒ ー ワ ゴ ン に ポ ッ トと カ ッ プをの せて 運

び､ 希望を聞 い て 回りながら ､
コ ー

ヒ
ー

または紅茶を注 い で い く ｡

ワ ー ゲ ニ ンゲ ン の 督察署はIA C の す ぐ近く だっ た ｡ 啓察官は チ ッ プさん と知

り合い らしく､ 話はフ ラ ン ク に進められた｡ そして ､ オ ラ ン ダ語で審かれた何

かの誓約音にサイ ンをしろと言われ ､ パ ス ポ ー トと航空券が再発行された時点
で また来 い と言 われた｡ 塩辛して別れる ｡

買い 物をする

午後は ス ー

ス トさん(M r .Is a c S o est) に ワ
ー

ゲ ニ ン ゲ ン の 町の 中を車で案内し

て もらう ことに な っ た｡ 2 時に彼の オフ ィ ス に行くと､ まずコ ー

ヒ
ー

を勧めら

れ ､
一

服する ｡ 彼は､ あなたの コ ー

トは軽すぎる (生地が薄い) ､ それで は

ワ ー

ゲ ニ ン ゲ ン の冬は越せな い ､ 私が つ い て い っ て やるからも っ と厚い生地の

コ ー ト を買うこ とを強く勧める ､ と言 っ た｡ 更に マ フ ラ ー と手袋も必要だろ

う､ それ に中古の 自転車も必要 だろう ､ 安くて質の 良い 品を売っ て い る店を数

えて や ると言う ｡

そういうわけで ､ まずI A C の すぐ近くの シ ョ ッ ピ ン グ街に行く ｡ I A C から5 分
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もかからない所である ｡ とても小ぎれい な店が2
～ 3 0 0 m 続い て ､ そ の 雰囲気の

良い こととい っ たら ､ 東京の銀座や京都の 八条町 とか大阪の 心斎橋 に相当す

る ｡ 雰囲気にゆ とりがある ｡ 最初 に洋服屋 に連 れて
い っ て もら っ た 0 売場が

50 m X 5 0 m 程の大きな店である ｡ そ こで コ
ー トとマ フ ラ

ー を買 っ た0 全部で18 0

ギル ダ
ー であ っ た｡ 私が コ

ー トとマ フ ラ
ー を選ぶ の に1 分もかからない の で驚い

て い た ( 私の洋服選びは常に3 0 秒以内で終了する) 0

次に ､
ス

ー パ ー マ ー ケ ッ トに寄 っ て ､ 7 ギル ダ
ー

の 手袋を買 っ た0 そ この2 階

で文房具を売 っ て い たの で ､
便 せ ん ､ 封筒､

ノ ー

トを買う0 とに かく 良い 町で

ある｡ 歩い て い る少年少女 ､ 子供がかわい い 0 顔もかわい い の だが ､ 服装がア

力抜けて い る｡ 10 才前後の 子どもが実にセ ン ス の 良
い 服を着て い る ｡ 子供の時

からの育ち方が日本人とは異なる の だろう｡ ところが ､ 大人 ､ 特に2 0 ～ 3 0 才の

男女の 服は実に ラ フで ある 0 ネク タイをして
い る人はほ とん ど見かけ ない 0 と

ても良い ｡ ヒ ゲズラ ､
ジ ー パ ン

､
ズ ッ ク靴 の青年が多い 0

買 い物が済ん だの で ､ 私が世話になるア ル バ ダ氏の 作物
･ 草地研究所(IB S) に

連れて い っ て もらう ｡ ス
ー

ス トさん は事務員なの で研究の ことに は 何 も触れ

ず､ ⅢS の 中にも入らず､ 外からちょ っ と眺め ただけだ っ た0 次 に はワ
ー

ゲ ニ ン

ゲ ン の 町をぐるりと案内してやると言う｡ 車中で ､ 土地およ び家 の 値段の 話が

出たの で ､ 日本 の 大阪や東京では土地の値段が住宅街で も10 万円 / m
2位はする

と言うとび っ くりしてい た｡ ワ
ー

ゲ ニ ンゲ ンで は
一

番良い ところで も1 万 円/ m
ヱ

だと い う｡

土地 の 話がき っ かけとな っ て ､ 彼は自分の 身の 上話をしは じめ た ｡ 彼は傲

初､ 学校の 先生だ っ たが ､
や や難聴気味になり､ 生活上の不便は な い が遠くの

生徒の声が聞きにくくな っ た の で先生をやめ ､
I A C に勤めはじめた｡ 彼 の奥さ

んは学校の 先生をして い る ｡ 彼の 母は8 0 才で同居して い るが1 0 日程 前に階段を

踏み外して ､ 肩 の骨とろ っ 骨を折り ､ 今は入院して い る ｡ 彼の 父が今彼の住ん

でい る家をい くらで買い ､ そ の 時植えた木が今どれくらい の 大きさ に な っ て い

るかなどに つ い て話してくれた｡

オランダの家庭をか い ま見る

私が彼の話に質問を交えながら熱心に聞い たせい か ､ それなら
一 寸だけ彼の

家を外から眺め ても良い と言うので ､ 是非見たい と言 っ た｡ 彼 の家 は前後に4 0

坪ほ どの庭の ある7 ～ 8 部屋ある立派な家だ っ た｡ 魔 の物置､ 洗濯用 の小屋 ､ 自

分の趣味用の小屋は自分で作 っ たの だという ｡ 彼はス テ レオ ､ カ メ ラ ､ 木工が

趣味だという｡ 彼の家は何と立派なこ とかと私がまたほ めたせ い か ､ で は､
-
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寸家の 中に入 っ て みようかという ことに な っ た｡ 女房は学校の先生をして い る

ので部屋を汚して い るが ､ どうか気にしない でくれと言う｡ 是非見たい と答え

た｡

玄関を入る とすぐ1 0 m X 4 m の 大きな居間と台所があ っ た｡ 黒猫が2 匹 い た ｡

子供がい ない ので 子供代わりだという｡ 居間には立派なス テ レオ装置が置い て

ある｡ 4 ス ピ
ー カ ー

の本格派で ある｡ ピ ック ･ ア ッ プは特別製で ､ レ コ ー ドの最

後に来ると ､ 定位置に戻 っ て停止するの では なく､ 指定した位置まで戻っ て何

回で も演奏を繰り返す のだという｡ ピ ッ ク ･ ア ッ プの ウ デは回転運動で なく ､

平行移動して元に戻る仕掛けにな っ て い る ｡ バ ッ ハ の レ コ
ー

ドをかけてくれた

が
､
その 昔が素晴らしい ｡ ス テ レオ の 音がこんなに良い とは知らなか っ た｡ コ

ンサ
ー

トホ
ー

ル の臨場感にかなり近い と感謝の言葉を述 べ て ､ ス テ レオ ･ メ ー

カ ー の 会社名を聞い たらオラ ン ダのB & 0 ( B a n g & 0 1 ufs e n) 社だという｡ 日本

のア カイヤソ ニ
ー も音 質が良くて安い が ､ B & 0 社 の ア ン プとス ピ

ー カ ー は値

段は高い が最高の 質を持っ て い る という｡ こ の ア ン プを買うことに決める の に

2 年間かけたという｡ あらゆるカタ ロ グを集め､
一

覧表を作り､ 性能と値段 を比

較し､ 良さそうなもの を選 んで ､ 今度はそれを実際にス テ レオの専門店に行っ

て聞 い て比較したの だという ｡ ア ン プだけで2 0 万円という｡ ス ピ
ー カ ー

もB &

0 社だ っ たが ､
これは贈 られたもの だからと言 っ て ､ 値段は言わなか っ た｡

こ んな良い音のス テ レオは初めて知 っ たと重ねて 言 っ たら ､ 80 才の母が退院

して元気にな っ たら､ もう 一 度家に レ コ ー ドを聴きに来てくれという｡ 4 時3 0 分

にな っ たので ､ 彼 の家を出た｡ とて も楽しか っ た｡ 帰り はカメ ラの話である ｡

彼はミノル タ製の カメ ラを持 っ て い るそうで ､ 今はその ズ ー ム レ ン ズが欲 しい

の だが､ 価格が本体よりも高い のでまだ買えない の だと いう｡ 2 階に自分の 暗室

を持 っ て い ると言 っ て い た｡ 彼にお礼を言 っ て別れ た｡

別れてすぐ､ I A C の轟の シ ョ ッ ピ ン グ街にまた行 っ て ､
コ ッ プ1 つ と竹製の茶

こし
､ 電気の プラグ (差込) を買う｡ オラ ン ダで は電圧が2 00 Ⅴなの は知 っ て い

たが､ プ ラグの形がま っ たく違うとは思わなか っ た｡ T 塑でも3 本足で もなく ､

2 本足で ピン巾が広く､
ピン の断面が円形で ある ｡ 日本の プラグを持っ て い き､

これとオラ ン ダの差込との コ ネクタ
ー はな い かと開くと ､ な い と いうの で仕方

なくプラ グを新たに3 個買う｡ ス クリ ュ
ー

･ ドライ バ ー も買 っ た｡ 電源 コ ー ドを

切 っ て付け替える ほかない ｡

ア ル バダ家に夕食を招待される

6 時に部屋 に戻 っ て ､
1 階の食堂 に行こうとして ､ ア ル バ ダ氏に招待されて い
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る の を思 い出した｡ ま っ たく忘れて い たので ひやりとした｡ 危ない ところだ｡

早速ワイ シャ ツ に着替えて ､ ネク タイをし､ 用意がで きたところ にち ょうど電

話が掛か っ てきた｡ ア ル バ ダ氏の車で彼の 家に行く ｡ 真紅のピカ ピカの車なの

で ､ 新し い奉じゃない ですかと言うと､ 買 っ てまだ 2 週間しか経 っ て い ない と

いう｡ フ ラ ン ス の ル ノ ー 社製とか言 っ て い た｡

彼の 家では､ 例 の人な つ っ こ い 笑顔の アル バ ダ氏の 奥さんと彼の 次男とが迎

えてくれた｡ 次男は今兵役中だが ､ 兵役基地が近 い ので 家から通 っ て い るとい

う｡ ただし､ 自宅から軍隊に通うの はまれな例で ､ 兵隊中の5 % にすぎない とい

う｡

オラ ン ダ料理を食べ ながら､ ア ル バ ダ夫妻 の 日本での思 い 出話に花が咲く｡

日本で の 初めて の朝食で生卵が出され､ どうしてよ い かわからず途方に暮れた

と言 っ て い た｡ 息子さん は余り英語が得意で な い らしく､ す ぐオラ ン ダ語に

な っ て しまう｡ すると､ しばらくオラ ン ダ語で話が続く ｡ こ の言語状況は､ オ

ラ ン ダに来てか ら度々経験した｡ 私が い ても ､ オ ラ ン ダ人 どうしの 会話はオラ

ン ダ語で する の が普通 だ｡ 奥さんが時々 ､ さ あ骨英語 で話しま しょうと言う

が､ しばらくすると､ 私 に話す時はもちろん英語 だが､ 息子やご主人に話す時

にはオ ラ ンダ語 にな っ てしまう｡ それは当然で ､ 日本でも事情は同じである｡

奥さん は ､ 日本で同じような状況の 時､ 何を話して い るのか皆目見当が付かな

い で ､ ず い ぶ ん神経が疲れ たらしい ｡ しかし､ 私はオラ ン ダ人同志の オラ ンダ

語で の会話がほ とん ど苦にならない ｡ 別 に私 の悪口 を言 っ て い る ので はなかろ

うし､ 母国語で話すのが 一 番楽である ことは誰でも同じだからで ある ｡ 彼らが

その 時に何を話 して い るかは全く気にしない ことに して い る｡

ただし
､ 困る の はオラ ンダ語から急 に英語に変わる瞭間で ある ｡ それが私自

身に対する質問であ っ た時には特に困る ｡ と いうの は､ 彼らがオラ ン ダ語で話

して い る時､ 私 はほかの ことを日本語で考えて い るからである｡ オ ラ ン ダ語で

話してい る の を いくら聞き取ろうと思 っ ても無理だし､ そんなことをして い て

は疲れるだけだからである ｡ と ころが ､ その場合､ 頭脳 の ス イ ッ チは日本語の

方に開い て い る から､ そ こに英語が入 っ てきてもそれは雑音としか聞こえない

の である ｡ その 時は､ 大体とんちんかんな答えをしたり ､ 文法的に 間遠 っ て い

る英語を話して しまう｡ 1 分 ほ どして頭 の ス イ ッ チが英語側 に入る とうまくい

く｡ 高倉氏も前にそんなことを言 っ て い た｡ これはお互い に仕方の ない ことだ

から､ どうしようもない ｡ 互 い に相手を理解し合うだけの ことで ある｡ とはい

え､ 私は日本で外人と接するときは日本語を使うことを最大限の努力をして避

けてきた つ もりである ｡ でも､ どちらが良い かは 一 概に言えない ｡
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話が横道にそれたが ､
こ の 一 夜も実に楽しか っ た｡ 持 っ て きた絹の財布とら

くがん ( 米と砂糖の和 菓子) をプレゼ ントしたら喜んでくれた｡ 話がまたカメ

ラ の 話にな っ た｡ 彼らが日本で 買 っ たミノ ル タ の 最高級 カメ ラ の マ ニ ュ ア ルが

日本語なの で使い 方で分からない所がある という｡ そ の カ タ ロ グを持 っ て来て

もら っ たが､ 私 にも分からなか っ た｡ カ メ ラ好きの 同僚 の鈴木さん なら即答で

きるだろうにと思 い ながら ､
マ ニ ュ ア ル を預かる ｡

話が日本の ことに なると､ 息子さんには通 じなくなり ､ 通 じなくなると息子

さ んはオラ ンダ語で話し始め る ので ､ 話題 を息子さ んの 方に努めて向ける ｡ 彼

は軍隊でも技術関係の仕事をして い る の で ､ 銃 はか つ がない と言 っ て い た｡ オ

ラ ン ダでは若い 人はキリス トを信じる人が どん どん減 っ て ､ 教会に行く人が少

なくな っ て い るとも言 っ て い た｡ 昼 間の ス
ー

ス トさん の話を持ち出し､ B & 0

社 の ス テ レオの こ とを話 したら､ こ の 家 の ス テ レオ もB & 0 社 の も の だが15 年

も前の もの だと言 っ て い た｡ 彼はB & 0 社 の ス テ レオは高価なだけで ､ 質は 日

本の アカイヤソ ニ ー と変わらない と激しく主張した ｡ どうもカ メ ラ と電気製品

( ス テ レオ) は 日本の 評判が高い らし い ｡

息子さんが私 に貸すため の 自転車を直しに部屋を出た の をき っ かけに､ ア ル

バ ダ氏はオラ ン ダの干拓の 歴史を話し始めた｡ 8 時半を回 っ て い たし､ 奥様が疲

れてい るらしく ､ 先ほ どから何度か生あくびをして い る ので ､ もう帰らなけれ

ばと言 っ た｡ す ると どうして だと聞くの で ､ 仕方なくIA C に門限があるかもし

れない と言うが ､ そ ん なもの はない と言うの で返答に窮 して しま っ た｡ 結局ま

た干拓の 話の続きが始まり ､
とうとう1 6 Ⅲl m フ イ ル ム の 映写機も持ち出して き

た｡ 干拓 の やり方が フ イ ル ム に収めて あるから見せ たい と言う｡ 私の 研究の専

門分野が農業工学である こ とを考えて の厚意で ある ことを感じたの で ､ ありが

たく見せて もら っ た｡ 16 m IⅥ フ イ ル ム は無声なの で ア ル バ ダ氏が内容の 説明を

してくれた｡ 映写機の 音がうるさく ､ 時々 聞き取れなか っ たが実に興味深かっ

た ｡ こ の干拓事業は忍耐強い 国民性を必要とするなと感じた｡

夜1 0 時 に別れの言葉を述 べ ､ 早速借りた自転車に乗 っ て アル バ ダ家を去 る ｡

ア ル バ ダ氏がI A C ま で
一

緒 に来て くれ た｡ I A C 到着後 2 日間で 2 軒の 家を訪れ

る ことがで きたの は誠 に幸運である ｡ 皆親切 に精
一 杯や っ てくれ る｡ ア ル バ ダ

氏は本当に忙しい の に ､ 最善を尽くしてくれて い る ｡

部屋に戻 っ て こ の 手紙を書き始め､ 就寝は1 時頃にな っ てしま っ た ｡ 大阪 の家

庭 の こと､ 刀根山で入院中の重さん の こと､ 矢吹研究室の矢吹先生 ､ 鈴木､ 青

木､ 坂口 ､ そして長谷川の 各氏等の ことが頭を走りはじめる ｡ 管楽しくや っ て

い るだろうか｡ 3 人 の子供の世話で女房も大変だろうなと気に なる ｡ 松浦氏 はオ
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ラ ン グ行きを知らされたの は7 日前で ､ 坂本さんは1 ケ月前､ しかも最初の子供

が産まれて2 週間後に羽田を発 っ たとの ことである｡ 別 に私だけが特別なケ
ー

ス

で はなさそうで ある ｡

1 1 月6 日( 木)

留学研究生活が締まる

朝9 時にI A C からIB S ま で自転車で行く 0 10 分位で 到着する0 道順 は昨日ス
ー

ス トさん に教わ っ て いた の で大体分か っ た｡ 早速ア ル バ ダ氏に研究所内を案内

してもら い ､ 数人に紹介してもら っ たが､ 名前が聞き取れず閉口 した0 二
～ 三

度開き直しても数分後には忘れて しまう｡ 研究所長の ハ
ー ス トラ( D r ･ G a a str a) 博

士 にもちょ っ とだけ会 っ た｡ 立派な体格をした紳士 である 0

I B S は4 つ の建物からなり ､ 各建物は約4 0 m X l O m で ある｡ 実を いうと､ I B S

は11 月1 日付で組織が改編され､ 今はC A B O ( 農業
･ 生物研究セ ンタ ー ) と名称

変更されたとの こ とだ｡ 以下ではC A B O を使うこと にしよう｡ 人工気象植物育

成室 ( フ ァ イトトロ ン) ､ 図昏室､ 実験室等を
一

通り見た後､ 一 昨日I A C で会っ

た ク ロ イさん の所に連れて いかれた｡ ア ル バ ダ氏は1 0 時から会談に出 なければ

ならない の で ､ あと の 案内はク ロ イさんに頼 んだとの こ とである ｡ 彼女はシ

ミ ュ レ
ー シ ョ ン用言語C S M P を使 っ た コ ン ピ ュ

ー タ シ ミ ュ レ
ー シ ョ ン をや っ てい

るらしい ｡ 専門は植物学で ､ 温室にはそれ程の関心 はない との ことだ っ た0

彼女が作成したC S M P の プロ グラ ム の概略を説明 してもら っ た後 ､ 2 階にある

作物の光合成畳および蒸散畳を測定する ための実験室に連れて い っ て もら っ

た｡ レタス の光合成を測っ て い た｡ 50 ×3 0 ×4 0 c m 程度の 大きさのチ ャ ン バ
ー が

4 つ あり､ レタス 4 個体を同時に別々 に測れ るように なっ て い る｡ そ
･

の 詳細を高

倉氏が 『農業及園芸』 証で 紹介した記事を読んで い たの で測定シス テ ムの内容

は大体理解で きた｡

彼女は来週の水曜日には ドイ ツに帰るので ､ それまで に研究レポ ー トを沓き

上げねばならず､ 忙しい らしい ｡ 昼近くに な っ て ､ これからレポ
ー トをタイプ

しに行かねばならない ということなので ､ 礼を言 っ て別れた｡ 正午まで ､ 1 人で

建物の内外を見物してI A C に戻る｡ 午後は ハ ウ ドリア ン ( M r . G o u d ri a a n) 氏が案

内してくれる こ とになっ て い たが ､ 時刻を正確に聞い て い なか っ たの で ､

一 応

13 時すぎにC A B O に戻 っ た｡ すると彼は14 時頃来る ということなの で ､ それま

でぶ らぶ らと所内を見物す る｡
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1 4 時すぎに ハ ウ ドリア ン氏が来た｡ 頭の 切れそうな､ 親切そうな長身やせ形

の髭をたくわえた男で ある ｡ 互 い に研究上の 自己紹介をして ､ こちらで私がす

る こ とになる仕事等に つ い ても討議した｡ 非常に頭 の 良 い 男で ､ 質問がぴたり

と的を得て い る ｡ それ に親切 だ｡ 彼の上司で ある ドゥイ ッ ト(d e W i t) 教授と彼

の 共著 『si m ul ati o n o f e c ol o g i c al p r o c e s s e s ( 生態プ ロ セ ス の シ ミ ュ レ
ー シ ョ

ン) 』 の翻訳を したい 希望を持 っ て い る旨伝えたら､ す ぐ出版社に電話してく

れた｡ 15 時3 0 分頃まで 議論 し､ そ の後､ 計算セ ン タ ー に連れ て い っ て もら っ

た｡ 計算セ ン タ
ー は大きな建物の6 陽にあり ､ 想像して い たよりも小さなセ ン

タ
ー だ っ た｡ 束京大学の 大型計算機セ ン タ

ー

と は比較に ならない ほ ど小さ い ｡

コ ン ピ ュ ー タ の オ ペ レ ー テ ィ ン グシ ス テ ム は
､
D e c l O シ ス テ ム で あり､ し ょ っ

ち ゅう故障する らし い ｡ 計算結果の 返却 ( タ
ー

ン ア ラウ ン ドタイム) は1 日 に1

回だけだそうだ｡ 1 6 時4 0 分頃 ､
I A C に 戻 っ た ｡

こちらで は朝1 0 時と午後3 時に コ
ー

ヒ
ー

タイ ム が1 5 分 ぐらい ある｡ 午後の コ
ー

ヒ
ー

タ イ ム の 時に私の パ ス ポ ー ト紛失事件の話が出て ､ 説明させられた｡ そこ

でも ､
オ ラ ン ダ人どう しは つ い オラ ン ダ語にな っ て しまう｡ ク ロ イさん はオラ

ン ダ語が話せ る｡ コ ー ヒ ー タ イ ム の 後､ ク ロ イさん は ｢ 皆がオラ ン ダ語で 話す

の で途方に暮れたろう ､ 私も最初 はオラ ン ダ語が分からず困 っ た ｡ しかし､ 彼

らは皆親切だから気を悪くしない でくれ｡ ｣ と言 っ てくれた｡ ク ロ イさん も同

じ経験を持っ て い る か らだろう ｡ 私 は ｢ 僕はあまり気に ならない から大丈夫

だ｡ 気を使っ てくれて ありがとう ｡ ｣ と答えた ｡

夕食前､ I A C の レ ク リ エ
ー シ ョ ンホ ー ル で皆とピ ンポ ン をや っ た ｡ 私は例 に

よ っ て
､
どんな玉がきて も思い っ きり強くス マ ッ シ ュ を打ち込 むので ､ 相手の

東南ア ジア人が苦笑して い た ｡ 昨日 ､ 寝る の が遅か っ た の で 眠 い ｡

1 1 月7 日 (金)

コ ン ピ ュ ー タを使 い 始める

朝9 時前にC A B O に行 き､ ドゥイ ッ ト教授に会う｡ 2 0 分間ほ ど､ 彼と､ C A B O

で何を研究するかに つ い て議論した｡ そ の結果 ､ と にかく最初 の2
～ 3 週間は コ

ン ピ ュ ー タ ･ シ ュ ミ ュ レ ー シ ョ ン用言語であるC S M P の使い 方に慣れろと言われ

た｡ 彼らの著書を翻訳 出版する詰も出た｡ 私がC S M P 言語を使 っ たことがない の

に ､ あの本を翻訳 した い と いうの には驚い て い た｡

ドゥイ ッ ト氏 にホ ニ
ー

さ ん ( M i s s . G o n ni e v a n L a ar) を紹介され た｡ 彼女から
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C S M P と コ ン ピ ュ ー タ ･ タ ー ミ ナルの利用法を習 っ てくれという ｡ 彼女は私に

D E C l O オ ペ レ
ー

テ ィ ン グ ･ シ ス テ ム の 概要を1 0 分 ほ どかけて説明してくれた

後､
マ ニ ュ ア ル の読むべ き ペ ー ジを指定してくれ た｡ その マ ニ ュ ア ル を読む

と
､ そ の ソ フ トウ ェ ア体系は私が東大で利用したD E C P D P8 / E コ ン ピ ュ ー タ ･

ソ フ トウ ェ ア シ ス テ ムと基本的には 同じだ っ たの で大筋はす ぐ理解で きた｡ 命

令 ( コ マ ン ド) の種類が違うだけで ある ｡

1 1 時頃 ､
ホ ニ ー

さ ん に ､
マ ニ ュ ア ル に書 い てある こ とは大体理解できたか

ら､ もう実際に使 っ てみたい と言 っ たら､ すぐO K してくれて ､ コ ン ピ ュ ー タ .

タ
ー

ミ ナ ル重に連れてい っ てくれた ｡ タ ー ミ ナ ル室は同じ建物の2 階にある ｡
と ころが

､ 使 い始めて5 分もしないうちに､ テ レ タイプ ( キ ー

ボ
ー

ド) がおか

しくな っ て印字しなくな っ た｡ コ ン ピ ュ ー タ の シ ス テ ム ダウ ン らしい ｡ こ の シ

ス テムは1 年ほ ど前に新 しく入り､ よく ダウ ン し､ こ の 前は3 週間動かなか っ た

という｡ あきらめて ､ 30 分後にまたトライす ることに して部屋 に戻 っ た ｡ 3 0 分

後にまた寄 っ てみたが
､
まだダメ なの で あきらめてIA C に昼食をとりに帰る ｡

帰る前 に､ 明日の夕方､ 家 で こ こ の 理論生態研究部 の 人たちが皆集まる パ ー

テ ィ ー を やるか ら参加しない かとホ ニ ー さ んに言われたの で ､ 喜 んで参加させ
てもらうと言 っ た｡ ただし

､ 明日 ( 土曜日) は朝からI A C の 長期滞在者の希望

者が参加する､ ア ム ス テ ル ダム とア ー

ル ス メ
ー ア花市場 へ の エ ク ス カ ー シ ョ ン

(見学会) がある の で忙し い ｡

夜､ 毎日こ の手紙を書くの に時間がかかり､ 寝不足気味で ちょ っ と頭痛がす
る ｡ 明日からは日記をも っ と簡単に しよう ｡ 午後からまたホ ニ ー さ ん に コ ン

ピ ュ ー タ ･

タ
ー ミ ナ ル の使い 方を30 分程習う｡ そうしたら ､ またシ ス テム ダウ ン

だ｡

オ ランダの食事

食べ物に は余り興味がない の で ､ 今まで書かなか っ たけれ ど
､ 今日はI A C の

食堂の食事に つ い て少し記そう｡ 食事は カ フ ェ テリア方式で ､ 日本式に言えば

｢ バイキン グ料理｣ に近 い 0 置 い てあるもの を自分で好きなだけ次々 に取 っ て
い く方式だ｡ 例を述べ てみよう｡

〈朝〉

1 ノヽム 数種類､ 上等なものばかり 0 日本で買え古お0 0 円/ 10 0 g 位の も の だと
思う ｡ 私は大体2 ～ 3 枚とる ｡

2 パ ン数種類､ 黒パ ン ､ 自パ ン ､ ブドウ パ ン ､ ク ロ ワ ッ サ ンに近い卵形の パ
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ン､ 固い 菓子状のパ ン ､ その他2 ～ 3 種類｡ 私は大体黒パ ンの ス ライス を2 枚食

べ る ｡

3 .飲 み物 コ
ー

ヒ
ー

､ 紅茶､
ジ ュ ー

ス
､
ミ ル ク ､ 水を好きなだけ｡

4 . ジャ ム ･ バ タ ー ･ チ ー ズ
｡ ジャ ム はイチゴ ､ ブ ドウ ､ リ ン ゴ ､ オ レ ン ジ等

10種類くらいがパ ン1 枚分ずつ の小 さなパ ッ クにな っ て い る｡ これらは ､ もち

ろん
､ 好きなだけ｡ バ タ ー は2 ～ 3 種類｡ チ

ー ズはス ライス 状 ｡

5 .野菜類 ほん の少し｡

畳 ､ 夜はも っ と立派で ある ｡

基本的に昼食は朝食と同じもの の他に果物及びおかずが1 ～ 2 種類足される ｡

今日はビ ー

フ シチ ュ
ー に 似たもの だ っ た｡

夜 は昼食と同じようなものの他に ､ 肉 ( ポ ー クか ビ ー

フ かチキ ン) ､
豆 の煮

たもの ､ ポテト等が つ く｡ 肉とポテ トの
一

人前が多すぎる の に は閉口する ｡ こ

れだけの食事を日本の レ ス トラ ン で したら ､
2 5 0 0 円

～

3 00 0 円/ 日はかかるだろ

う ｡

私は日本で はミ ルクを
一

切飲まなか っ た｡ 飲むとして も コ
ー

ヒ
ー

牛乳だけで

あ っ た ｡ まずい し､ 飲 むと下痢す るからである ｡ と こ ろが､ こ ちら へ 釆てから

ミル クを飲むのが楽しくな っ た｡ 味が日本の もの と異なる｡ 自分 の味覚が日本

の ミ ル クを受け付けなか っ たらしい ｡ 食事で困るの は､ ｢ 漬け物｣ がない こと

位である ｡ こ の 国にはキ ュ ウリ の ピクル ス があるが ､ IA C の食堂で は出してく

れない ｡ 日本から ｢梅干し｣ を少し持 っ てきたの で ､ 食後時々 それを食 べ る ｡

｢ ライ ス｣ はこちらに来て からまだ
一 度もロ にして い な い ｡ しかし､ ま だ､ ど

うしてもライス や漬け物が食べ たい とは感 じて い ない ｡

こ ちらに来て明らか に ｢ 便｣ の色が変わっ た｡ 黒 っ ぼくな っ た｡ 肉食 (動物

性タ ン パ ク) のせ い であろう｡ 私は日本で は野菜をたくさん食べ ､ 肉はあまり

食べ ない ように して い たの で特にそうなの だろう｡ 野菜類が不足気味だ｡ 近 い

うちに八百屋で少し買 っ てくる ことにしよう｡ 少し疲れた｡ あさ っ ての 日曜日

はゆ っ くり休もう｡

本屋さんに寄る

午後1 時すぎにC A B O に行くと､ ホ ニ
ー

さんが､ もう 一 度コ ン ピ ュ
ー

タ ･ タ
ー

ミ ナル 室に行 っ て試してみ よう ､
と言うのです ぐに行 っ た｡ 今度はうまく い っ

た ｡ と ころが3 0 分 もするとまた動かなくな っ て しま っ た｡ こ れで は正常の コ ン

ピ ュ ー

タ とは言えない ｡ ただし､ 操作法などの 概略は充分飲み込めた｡ これな
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ら使用法にはす ぐ慣れるだろう｡

そ の後､ TE C O と呼ばれるプロ グラミ ン グ ･ エ デ ィ タ ー

の マ ニ ュ ア ルを読み始

めたが
､ ちっ とも頭に入らない ｡ と言うの は､ となりの席で ク ロイさんが､ 電

話であちこちに ドイ ツ語､ オ ラ ン ダ語､ 英語 を自在に駆使して話をしてい るか

らである ｡ 言うのを忘れたが ､ C A B O で は今朝からタ ロ イさ んと同室してい

る ｡ とて もよく気が付く性質で何くれとなく世話をして くれる ｡ 性格は多少内

気なところがあるらしく､ そ の ため ､ きっ と､ こ こ に来た当初自分も相当まご

つ い たのだろう ｡ 彼女は ドイ ツ から来た大学院生である｡

夕方4 時過ぎに はC A B O を出て ､ 仏 C に
一 度戻 っ た後､ 便せ んと コ ピ ー

用 の

カ ー

ボ ン ペ
ー

パ
ー

を買 い に外出した｡ そ の つ い でに ､ こ の 前ス
ー

ス ト氏に数え

られた本屋 に寄っ た｡ 想像以上 に立派な本屋で ある ｡ 農業関係の 本がびっ しり

と並 び､ 農学書に関して は紀 ノ国屋や丸善の比で はな い ｡ 坂本氏の 話による

と ､ 農業関係の 本の在庫数では世界
一

の 本屋だそうで ある ｡ 余り時間的余裕が

なか っ たので
､
ゆ っ くり見られなか っ たが ､

い く つ か良い 本が見つ か っ た｡

D r .S e e m an 著
.■

C li m ate u n d e r gl as s
‖

( 温室気候) , 1 9 7 4( W M O N o .3 7 3) , T e ch n i c al N o te

N o .1 3 1
,
W o rl d M e te o r ol o gi c al O rg a n i z a ti o n 発行 (18 .6 ギ ル ダ ー ) を買う｡ わずか

40 ペ ー ジの研究レポ ー トだがよくまとま っ て い るようだ｡ 日本人の番い た論文

が引用文献として複数挙がっ て い る｡ 他に欲しい本が 3 冊ばかりあ っ たが ､ 高

価なの で ､
もう少し内容を吟味してから買うこ とに した｡ どうも野菜が不足気

味なの で ､ 帰り際にトマ トを買 っ た｡ 夕食後､ 坂本､ 山口氏と談笑する ｡ 夜8 時

に別れ､ 部屋 に帰る ｡

昨日､ 帰り際､ C A B O の ス タ ッ フが番い た論文の別刷りを ハ ウ ドリア ン氏 に

2 0 繍ほ どもらっ た｡ こ の調子で別刷りや本を集めると､ 帰国時の荷物が多くな

るだろう｡ 20 編 のうちの 2 席を来週中に読む計画だ｡ そ の 前に コ ン ピ ュ ー

タの

マ ニ ュ ア ル (全部で厚さ3 00 ペ ー ジ程) を読まねばならない ｡ 英語だと日本語の

マ ニ ュ ア ル を読むよりは大分時間がかかる ｡

マ ニ ュ ア ルを読んで い て ､ 矢吹研究室の小型 コ ン ピ ュ ー タT O S B A C 4 0 C の こ

とが気になりだした｡ 高木氏は毎日大学に来てい るだろうか｡ 何かわからない

ことがない だろうか｡ 青木氏も コ ン ピ ュ ー タ をい じりは じめただろうか等々 ｡

コ ン ピ ュ ー タ はともかく､ 植物育成風洞の 方が故障がちで彼等は困 っ て い るか

も知れない ｡ それに引きかえ､ こちらでは､ コ ン ピ ュ
ー

タ は駄目だが植物育成

室 ( グ ロ ー

ス チ ェ ン バ ー) は実に立派だ｡ 腕の 良い テ ク ニ シ ャ ン (技師) が い

るか らだ｡ 実験装置は設計図をわたせ ばテ ク ニ シ ャ ンが製作してくれるそう

だ｡ 先日書い た光合成と蒸散の測定装置は､ テ ク ニ シ ャ ンが作 っ たとの ことだ
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が ､ 実に良くで きて い る ｡ 工作の不器用な私には実にうらやましい ｡ 今年の4 月

から出発前の 10 月初めまで ､ 人 工気象植物育成風洞の故障と制御特性の 悪さに

悩まされ続けた私 には ､ 特にそれがうらやましか っ た｡

1 1 月8 日( 土)

楽しか っ たア
ー ル ス メ ー ア ヘ の花市場と園芸展示会見学

今日も朝から晩まで楽しく､ 実りの 多い 柑 だ っ た｡ 朝から夕方まで 仏 C の遠

足 ( エ ク ス カ ー シ ョ ン) で ある ｡ 見学希望者がバ ス 3 台 に分乗 し､ I A C を朝8 時

に 出発 し､ まず､ ア ー ル ス メ
ー

ア の 花市場 に行 っ た｡ こ の花市場 の せ り ( オ ー

ク シ ョ ン) は世界
一

の 規模である ｡ こ の オ
ー

ク シ ョ ン に つ い ては日本で何度も

雑誌記事で読 んで い た し､ 写真を見て い たの で特に驚かなか っ た｡ しかし､ 他

の見学者は ､ そ の 規模の 大きさ ､ 花 の美しさと種類 の豊富さと コ ン ピ ュ
ー タ に

ょる 自動化装置に驚い て い た｡ こ の 花市場 の 敷地 は22 0 ,0 0 0 m
2
で あり ､ そ のう

ち ､ 建物が9 0 ,0 00 m 2 を 占める ｡

私が驚い たの は､ 同 じ建物の反対側で 開催されて い た､ 専門家向けの花の 展

示会場である ｡ 展示会場 の面積が広く ､ 数十社以上が花と園芸機器 ( 温室環境

コ ン ト ロ
ー ル装置 ､ ポ ッ ト の 自動鉢植え機､ 自動包装構､ 人工土壌各種) を展

示 し､ 係員が説明して くれる ｡ こ の 展示場を見 るために2 時間の予定を見学プ ロ

グラ ム 上で取 っ て あ っ たが ､ 2 時間で は展示の1 / 4 も見られなか っ た｡ 花の展示

場 は ､ 本当に駆け足で通り過 ぎただけだ｡ それで も花は美しい ｡ 花 の デ コ レ
ー

シ ョ ン (飾り付け) の セ ン ス が日本とは異なる ｡ 実に興奮した｡ こ んなに時間

が惜しい と思 っ た ことは最近ない ｡ パ ス ポ
ー

トを落と した時より ､ 興奮した ｡

園芸機器の 展示場 はす ばらしか っ た｡ 英語の カ タ ロ グがあればカ タ ロ グを

持 っ て帰 っ て あとで ゆ っ くり読めばよい の だろうが ､ カ タ ロ グの ほとんどがオ

ラ ン ダ語なの で ､ おも しろそうな機器に つ い て は係員から英語 で機械の 開発目

的 ､ 特徴､
コ ス ト､ 使用法等に つ い て い ちい ち開 い て回らなければならな い ｡

彼らは 親切に説明して くれる ｡

こ こで は農家向けに温度の 自記計 ､ p H メ
ー タ (水素イオン濃度計) ､ 水耕液

肥成分分析装置､ 照度計 ､
そ の他多くの測定器 (土壌水分計､ 風速 ､ 風向計)

な どを展示して い る｡ 温室の複合環境制御機器も多種類展示されて い る 0 こ の

種の 機器は日本でも いく つ かはあるが ､
こ こ の機器 に比 べ ればお もちゃ の よう

なもの で 比較に ならない ｡ 最近で は､ こ の種の機器で は ほとん どが L S I (大規
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模集積回路) ､ または プ ロ グラ マ ブル
･ マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ

ー を利用 して い ると

の ことで ある｡ こ の複合制御機器が前記の 各種測定器とつ なげられてい る0 そ

して ､ 温室環境制御操作のきめがこまかい ｡ 内外温度差によ っ て窓開閉の角度

と方向を変えたり､ 換気とC O 2施用 の 選択を論理回路で実行させるな ど
の
､ 複雑

な操作をして い る ｡ 残念なの は英語の カタ ロ グが無い ことである 0 名刺を係員

にわたして ､ 詳し い資料を後で送 っ てくれるように頼ん だ0

温室の環境制御に コ ン ピ ュ
ー タが利用されて いる

温室環境制御用の コ ン ピ ュ
ー

タ の 展示には驚い た0 残念なことに これもオラ

ン ダ語 の 半 ぺ らの カ タ ロ グ1 枚きりで ､ そ の タイ トル に ｢ A u t o m a ti s c h e

K li m a a tb e h e e rsi n g (温室自動気候制御) ｣ と奮い てある o 説明係にし
つ こく聞い

たが ､ 英語がうまくなく ､
しかも専門知識を持 っ て い な い から､ 要領を得な

い
｡ あなたの 説明で はよく理解できな

い から､ コ ン ピ ュ
ー タ にも っ と詳しい 人

と交代 して欲し いと言うと､ その 人は今昼食に行 っ てあとl 時間しな
いと帰 っ て

こない とい う｡ こ の温室用 コ ンピ ュ
ー タ は実用化して い るのかと開くと､ こ こ

の 近くの フ ィ
ー

ル フ ェ ン ス ( Y . Y . F i er vi e n s) 氏 の 温室で3 週 間前から使い 始めた

のがただ
一

つ の 納入例だけだという｡ その 人 の 住所 を聞い たが ､ わからない と

言う｡ 後ろ髪を引かれる思い で ､ あきらめた｡ もう時間が無い 0 もし出来たら

また来るが､ 詳し い資料があっ たら送 っ て ほしい と言 っ て名刺をわたした0 是

非､ もう 一 度こ の展示場 に来たい ｡ さらに ､
フ ィ ー ル フ ェ ン ス氏 の温室を見た

い ｡ 温室コ ン ピ ュ ー タの 会社の名は､ フ ア ン デル バ
ー グ社(V a n d e r B u r g b ･Ⅴ ･)

で
､
ロ ッ テル ダム とハ

ー グの 間にあるプライス バ イク( Bl eis w 埴) に所在すると

いう｡ コ ン ピ ュ
ー

タ本体は他の 会社のもので ､ そ の会社名は判らない というo

G e v ｡ k ｡ という名札が コ ンピ ュ
ー

タの上に置い てあ っ た の で ､ それが コ ン ピ ュ
ー

タ の機種名か会社名かもしれない ｡

日本人にも創意が欲し い

見学途中に コ ー ヒ
ー

タ イ ムがあ っ たが､ 時間が惜しか っ たの で コ
ー

ヒ
ー は飲

まなか っ た｡ 強く感じたのは､ 日本人の物まね根性で ある｡ 国 の政策､ 歴史を

考えれば､ 園芸技術に関して ､ 日本の方がオラ ン ダより遅れて い ても仕方がな

い ｡ しかし､ こ の展示場を見て ､ 日本の最近の 園芸技術 のほ とん どの原型がこ

こにある のを感じて､ 研究者の1 人として恥ずかしくな っ た｡ これで は我々 は単

なる ｢通訳｣ ｢翻訳者｣ で しかない ｡ 学ぶ べ きもの は多い に学ん だ方がよい ｡

だけど､ 何かそこに創意と努力が欲しい ｡ 紹介だけで はい けない ｡ 独創性が必
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要であ る｡ 外国に学ぶ だけでなく､ 日本を直視する こ とが必要だ ｡ 今に必ず､

日本の 技術をこの 展示場で オラ ン ダ人に見せてやりたい ｡ それで こそ本当の 両

国親善であろう｡

こ の花市場の すぐそばに ､ 大きな温室群がある｡ 聞くとそれは生産用商業温

室で あると いう ｡ そ こ に行きたい と思 っ たが ､ 今回は ｢ 遠足｣ だから､ 単独行

動を取る訳 には い かな い の で ､ あきらめ､ 素早く昼食を摂る ｡ こ の遠足はすべ

て食事を含めて無料で ある ｡

ポ ー トによる運河めぐりとポ ル ノ雑誌店

午後3 時過ぎからは､ 美術館とシ ョ ッ ピン グとポ
ー ト乗り (運河め ぐり) の3

斑に分かれた｡ 参加者全部で1 5 0 人位の ほとん どがシ ョ ッ ピ ン グを選び､ 私 の選

ん だ運河 めぐり は1 0 人足 らず だ っ た｡ 運河めぐりは結論 的には おもしろく な

か っ た ｡ 東京の 隅 田川 を東京湾に向けて遊覧船で見 て 回 っ た ようなもので あ

る ｡ こ の運河め ぐり の 本当の 目的は運河沿い にある古 い 建物の 見物なの で あ

る ｡ 運河沿い の建物は1 7 世紀頃建て られた もの が多く ､ 昔 の 面影が強く残 っ て

い る ｡ ただし､ 私 は パ ス ポ
ー ト事件で オラ ン ダの あち こちを歩き回 っ た の で ､

こ の ような建物は珍しく なくな っ て しま っ たの だ｡ それに ､ 遊覧船は ドイツ 人

が多く乗 っ て い たので ､
ガイ ドが主 に ドイツ語 で説明 し､ 時 々付け足 し気味に

英語とオラン ダ語で説明す るの で説明が良く分からなか っ た｡ 1 時間 の運河め

ぐり の 大半は ､
｢ 花市場 と展示会場｣ で もら っ た ｢ カ タ ロ グ｣ を見て 過ご し

た｡

夕方6 時にア ム ス テ ル ダム 中央駅近くの ダム広場 に集合した ｡ 集合地点のす ぐ

近く に ､ い わゆ るポル ノ雑誌を売 っ て い る店があ っ た の で ､ 皆で
一 寸入 っ て み

た｡ こ の種の 店はア ム ス テ ル ダム にはい くらでもあ る｡ ただし､ 日本人が日本

で期待して い る ような感じはこの 種の店には全くない ｡

何はともあれ､ 午前中の ア ー ル ス メ
ー

ア の 花市場 には満足 した ｡ オラ ン ダ行

きを援助して下さ っ た皆様に本当に感謝 したい ｡ しか し､ や はり ､ 日本に残し

て きた妻子 の こと､ 入 院中の重さん の こ とが しきりに頭の 中をかけめぐる ｡ や

はり ､

一

番心配なの は家族が病気に な っ て い ない かということである ｡ たとえ

病気で なくとも､ 妻は赤ん坊を含めて子供3 人の世話で て んて こ舞い であろう｡

何もで きなくて本当に申し訳 ない ｡ 子供はき っ と父親が い なくて多少精神的に

不安定 にな っ て い る だろう｡ 私が帰るまで何 とか無事に過 ごせ る よう祈 っ て い

る ｡ もし､ 大変なら東京から誰かに助けに来て もら っ た方が良 い か もしれな

い ｡
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ク ロイさんのさよならパ
ー ティ

ー

7 時半にI A C に戻 っ た｡ 私と研究室で 同室してい るク ロ イさんが来週 ドイツに

帰るの で ､ 今夜8 時からホ ニ ー

さんの家で ｢ さよならパ
ー テ ィ ー ｣ がある ので大

急ぎで 食事を して行 っ た｡ それでも2 0 分ばかり遅 れた ｡ 8 時から始まるパ
ー

テ ィ
ー

に は軽食しか出ない そうである ｡ 行く時に羽田空港で買っ た免税のウイ

ス キ ー を1本持 っ て行 っ た｡ ク ロイさん は､ ドイツからわざわざや っ てきたポ
ー

ル (P a ul) という名のボ
ー

イ フ レ ン ドを連れてきて ､ 常に紹介して い た0 彼は英

語を話さない の で､ お互 い に英語と ドイツ語で
一 方的な挨拶をした ｡ 集ま っ た

の は15 人位で ､ ドゥイ ソ ト教授の 研究部門の 人 ､ またはそこで以前に働い て い

た人で ある｡ ドゥイ ソ ト教授夫妻､
ハ ウ ドリ ア ン氏 ,

フ リル ス 氏( F ril s) , ベ ニ ン

グ ･ ド ･ フ リ
ー

ス 氏 (P e n n i n g d e V ri e s) などである ｡ 最初 に コ
ー

ヒ
ー

が出て ､

コ ー ヒ ー を2 杯飲んだとこ ろで ､ ワイ ンが出た｡ パ
ー テ ィ ー で は ドイ ツ語とオラ

ン ダ語と英語が入り混じる｡ 大学出の人は大体その 3 カ国語をしゃ べ るらしい ｡

他の 人で もドイ ツ語と英語をしゃ べ れる人は多い ｡

実に楽しい 雰囲気で ある｡ ホ ニ ー さん の家 は大きなア パ ー

トの 中の 1 L D E .

で ､ 居間がとても広い ｡ 隣 に座 っ た年配の女性に聞くと､ 彼女はこ こに1 人で住

んで い て
､
こ の部屋の 家賃は大体月4 万円位だそうだ｡ オラ ン ダで はかなり高い

家賃らしい ｡

フ リ ル ス氏に今度製作する フ ァイ トト ロ ン (人工気象植物育成室) の 計画を

聞き ､
デ ィ ス カ ッ シ ョ ン した｡ ア フ リカの植物の 光合成を測定した い ので ､ 気

温35 ℃ ､ 相対湿度20 ～

5 0 % の部屋が欲しいという｡ 私は湿り空気線傑ほ 沓き､

相対湿度20 % はち ょ っ と得られない よ と言 っ たら ､ 今度改めて相談に来ると

言 っ た｡ 彼は3 0 才にならない位のま だ若い 人で ある ｡

ク ロイさんは ､ 自分がパ
ー

テ ィ
ー

の 主役なの に ､ 食物や ワイ ン をサ ー ビス し

て回 っ て ､
ホ ス テ ス ( バ ー の ホ ス テ ス で はない よ) の ように､ 何くれとなく気

を使 っ て い る｡ 隣の席に彼女が座 っ た時 ､ ｢ あなたを見てい ると日本の女性を

思い 出す｡ と いうのは､ あなたはヨ ー ロ ッ パ人として は珍しく､ デリケ ー

トな

心の持ち主で ､ 日本的だ｡ あなたの パ
ー

ソ ナリテ ィ は平均的 ドイ ツ 人よりも心

が優しい のだろう｡ ｣ と言 っ たら､ ありがとう ､ と言っ て い た｡

と こ ろが､ そ の ク ロ イさんがパ
ー

テ ィ ー

の 後半で は ､ もちろん骨と同じ部屋

で
､
ポ ー

ル と抱き合っ て ､ 盛んに キス して い る ｡ と ころが ､ 他の 人 はそれを

ま っ たく気に してい ない ｡ 目 の やり場に因 っ て い るの は私だけである ｡ やはり

ク ロ イさ んは日本女性とはかなり異なるようだ｡
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あこがれの ドゥイッ ト博士と話せ た

しばらく して ､ ドゥ イ ッ ト博士が私の隣の い すに来て座 っ た｡ 農学 ･ 生態学

の分野で は知らな い 人 がい ない ほ ど世界的に有名な人であ る｡ 2 ､ 3 日前ちょ っ

と話したことがあ る の で ､ 気軽に静がで きた｡ とて も気さく な人で ､ 人が よ

い ｡ 私は､ まずドゥイ ッ ト氏がなぜ1 0 年以上も前に コ ン ピ ュ ー タ ･ シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン用言語で ある D Y N A M O やC S M P を使い始めた のか ､ 当時として は ､ 工学

関係を含めて もそれ らを使 っ て い る人は世界的にい なか っ たろうと質問した｡

すると､ ｢ 確かに ほ と ん どの 人は D Y N A M O やC S M P が何である かを知らなか っ

た｡ 農学分野で それ を知 っ て い たの は私だけだ｡ しか し､ 私は当時の 分析的な

農学を統合的な農学の方向に変更する ために い かなる方法論を用 い るかを目を

皿 のように して探 して い たの だ｡ そ して私の選択は間違っ て い なか っ た｡ ｣ と

言 っ て い た｡

そ こで ､ 確かに あなたの研究はすばらしい が ､
あなたの方法を今後も続けて

良い の だろうか｡ あなた の作 っ た作物の 光合成 ､ 蒸散､ 呼吸を含めた植物生長

モ デル (B A C L O S ) は今 で は少し複雑になりすぎる の で は ない か と意見を述 べ

た｡

そうしたら ､ まさに そ の通りだ ｡ 今はシ ミ ュ レ ー シ ョ ン プ ロ グラ ム が複雑す

ぎて ､
しかもそれ らは分業して つ くられて い るので ､

B A C L O S と言う植物成長

モ デルを記述 したプロ グラム全体を理解して い る人はい なくな っ て しま っ た｡

今､ 我 々 はこ の 仕事をまとめて い るの で ､ それが終わ っ たら少し研究方向を変

えたい と言 っ た｡

で は
､ 次の ス テ ッ プ として藍要な研究課題 は何で すか ､ と重ね て質問す る

と､ それはB A C L O S の 農学 へ の実際的な応用だという｡ 実際的 に農業に応用す

るにはB A C L O S は複雑す ぎる の で はない かと言うと ､ その 時は多少単純化する

と言 っ た｡

そ こで ､ それは確か に大串なことだが ､ もう
一

つ
､ あなたの進む道として は

植物の形態発生､ 形態形成の 数理 モ デル化の問題が ある で はない かと意見を述

べた｡ すると ､ 正 にそ の 通りだ｡ 私も3 ～

4 年前からそれを感じて い るの だが ､

それを研究で きる若 い研究者が い なく て因 っ て い る の だ｡ 私は日本のM r . H o rie

(堀江氏) に期待 して い るの だが､ と言 っ て い た｡

実に親しい デ ィ ス カ ッ シ ョ ン だ っ た｡ ドゥイ ッ ト氏と私は大体同じ意見を

持 っ て い た｡ 彼は話して い る途中､ ｢ オ
ー ｣ と言うの が癖で ､ 1 5 ～ 3 0 秒 ごとに

｢ オ ー ｣ が入る ｡

こ の パ ー テ ィ
ー

が夜1 1 時を過ぎても終わらず､
1 2 時を過ぎて も終わる気配が
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ない ｡ 1 2 時半にな っ て ､
フ リ ル ス が帰る時､ 私も

ー 緒に席を立ち ､ ホ ニ
ー

さん

に ｢ とて も楽しか っ た ｡ 招待してくれて大変ありがとう｡ ｣ とお礼を言 っ て

帰 っ た ｡

オランダ人と日本人

これはあんまり大きな声では言えない が ､
と言 っ て ドゥイ ッ ト氏 がこんな話

をして い た｡ 最近 ､ 数年前からこ こ にく る日本人はだん だん英語がうまくな っ

て きたの で助かる ｡ 昔は日本人が来るとお手上げだ っ た ､ と0

オ ラ ン ダで の初対面の 人に､ ｢ 私は日本から来た｣ と言うと､ 3 割くらい の人

が ｢本当か? ｣ と言う｡ 顔立ちが日本人らしくない と言うの であ る 0 今日会っ

た若い人には ｢ あなたの 国籍は日本だろうが ､ 純粋な日本人で はな
い だろう｡

私には どうして も日本人 とは思えない ｡ ｣ と言われた｡ ただし､ ｢ 私は日本人

だ｡ ｣ と言うと ､ ｢ そうだろうと思 っ た｡ ｣ と言う人もい て色々 で ある0

ハ ウ ドリア ン氏に は ､ あなたの パ
ー

ソ ナリ テ ィ (個性) は日本的で ない ｡ 瞥

通 の 日本人は ｢ イ エ ス｣ ｢ ノ
ー ｣ をは っ きり言わない が ､ 懲は活し方が非常に

直接的だと言われた｡ これには二 つ の 理由があろう｡
一 つ は英冨吾が下手だから

である ｡ 質問の 大意を つ かん で ､ それに対 してまず ｢ イ エ ス｣ か ｢ ノ
ー ｣ を

･

言 っ て ､ それから何をしゃ べ るかを考えるからで ある ｡ もう
一

つ は ､ 私の性格

に直情的な面があるからであろう｡ この 性格は日本で は欠点とみ なされる ｡ 日

本では複雑な人間関係と自分自身の神経の細かさ の ために隠されて い るが､ 外

国で はそれらをあまり気にしなくて済むから私に は楽で ある｡ 日本で はよく

｢肩が凝る｣ の だが､ こ ちら へ 釆て から疲れはする けれ ども､ ｢ 樹凝り｣ がな

くな っ た｡ また､ 私はもともとすぐ机に腰掛けたり ､ 食 べ ながら歩い たり､ 極

めて行儀が悪い ｡ と ころ が､ こ ちらでは､ それは普通の 動作である ｡ 平気で人

前で足を机の 上 に の せたりする ｡

服装のセン ス が適う

服装もきわめてラフ である ｡ この研究部門で仕事中わりときちんとした服鵜

旨して い る の は､ ホ ニ
ー

さん位の ものである ｡ 彼女はイ ン テリ女性研究者で ､

苧が高く､ 大柄で ､ い つ も黒っ ぼ い しゃ れた服を着て い る ｡

ク ロイさんなどはい つ も素肌に丈が短い セ ー タ ー 1 枚を着て い る だけで ､ かが

ンと背中の肌が15 ～

2 0 c m の 帽にわた っ て見えるが ､ 本人も他人も気にしていな

′
､

｡ 私はもともと自分の服装も他人の服装にも構わない ｡ こ の 点につ い ても

｢あなたは平均的日本人よりも少し礼儀正 しくない ね｡ ｣ とからかわれた｡
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服装と言えば､ 日本 出発直前に弟の 秀美が送 っ てくれたセ ー タ ー

､ ズ ボ ン ､

シ ャ ツ､ 下着な どには 助か っ て い る ｡ 日本で こんな柄物の ズボ ン ヤシ ヤ ツ を着

たことがなか っ たの で どうかなと思 っ て い たが ､
こちらに来て着てみ ると､ こ

ちらの雰囲気に ぴ たり なの だ｡ やはり ､ 専門家の選 んだ服はセ ン ス が違うと

思 っ た｡ 地味で何 で もな い 色なの だが ､
それが良 い の である ｡

こ ちらに来てネ ク タイ をしめたの は 一 度だけ､ ス ー

ツ (背広上下) はまだ 一

度も手を通 して い な い ｡ ど こに行く にも普段着である ｡ 昨夜の パ ー

テ ィ ー で ネ

クタイをして い る の は1 人だけだ っ た｡ そして ､ その 人は入 っ てきた時､ 骨に冷

やかされて い た｡ 実際 ､
キザに見えるの で ある｡ ただし､ 4 5 才以上の年配の 人

は別で ､ 職場で の 彼ら の ネク タイ姿は別に珍しくない ｡

英会話能力の限界を感じる

今まで ､ 自分 は英語 で 詰が通 じる よう な ニ ュ ア ン ス で 番 い て きたが ､ 実際

は
､ 会話の6 割程度しか聞き取れて い ない ｡ また自分 の話 したい ことの5 割程度

しか表現で きて い ない ｡ 残りは フ ィ ー リ ン グによる理解である ｡ したが っ て ､

重要そうなこ とで ､ 自分 が聞き取れなか っ たこ とはそ の 旨伝えて ､ もう 一 度

はっ きり言 っ ても らう こ とが重要だ｡ それを しない とト ンナ ン カ ン な答えをし

てしまう｡ 実際､ 今で も私 はよくトン チ ン カ ンな答えをする ことがある ｡

英語で 一 番困る の は ､ 単語､ 特に地名 ･ 人名等の固有名詞の ア クセ ン トで あ

る｡ ア クセ ン トに 関 して は愉快な体験が いく つ かあ る｡ 私 はIA C に着 い た次の

日にア ル バ ダ博士から自転車を借りた ｡ その自転車でI A C から毎日C A B O に 通 っ

て い る ｡ こ の 町で は 自転車は必常品で ､ 新たにI A C に来た人 には ｢ もう自転串

は手に入れたか ? ｣ が 一 つ の挨拶にな っ て い る ｡ 私もそれをI A C に着い た翌日

に何回か尋ね られ ､ そ の たびに ｢ は い ｡ ア ル バ ダ氏から借りて い ます ｡ ｣ と答

えて い た｡ と ころ が皆 キ ョ ト ン として い る ｡ 私は皆がア ル バ ダ氏を知らない は

ずない から､ 当然話が通 じて い るもの と思 っ て い た｡ 2 日目にク ロイさんにも同

じことを聞かれたの で ､ 同じ答えをするとその アル バ ダと いうの は レセ プシ ョ

ン デ ス ク ( 受付) で働 い て い る人の名ですか ､ と聞かれた｡ ｢ と ん でもない ｡

ドクタ ー ･ ア ル バ ダで すよ ｡ 知 っ て い る で し ょう ? ｣ と言うと知らない と言

う｡ 二 ､ 三度言 い 直す と ｢ オ ー

､ ア ー ル バ ダ ( ア に アク セ ン ト) !! イ エ ー

ス ｡ ｣ と言 っ た｡ ア ー ル バ ダの アに強 い アク セ ン トがあり､ 残り の ル バ ダは非

常な早 口で言うの だ｡ 私 はどちらかと いうと ｢ ア ル バ ー ダで バ にア クセ ン トを

置い て い た｡ 昨夜 ､ ドゥイ ッ ト氏と話して い る時も私の マ ッ クリ ー

( M a
-

C r e e ､

人名) の発音が悪 く､ 二 ､
三度言い直さねばならなか っ た｡
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ァナリス(A n ni el es) さ んの ことを書くのを忘れて
い た 0 彼女はI A C の受付係で

ぁる ｡ I A C の受付けは､ ち ょうど､ ホ テル の フ
ロ ン ト

･

デ ス クの ように な っ て

ぉり､ 案内､ 部屋の鍵の授受等をや っ て い る ｡ 日本に来る前に ､ 岡田君に受付

係にアナリス という女の子がい て ､ 親切で何で も敢え
てくれるから ､ 困 っ たこ

とがあ っ たら聞くと良い と言われてい た0 しか し､ 受付係は数人が交替
で やっ

て い るし､ 彼女の人相を開い て い なか っ たの で ､ 最初 ､ 誰がアナリス さ んか分

からなか っ た｡ そ こで ､ 誰ということはなく ､ 分からない ことは､ そ の ときど

きの 案内係に開い て い た0 私は見知らぬ女性に名前を聞く
の はち ょ っ と抵抗を

感じるの で ､ 様子を見て い たのである 0 そ のうちに ､ たぶ んあ
の子 だろうと予

想が つ い たので ､ 名前を開い てみ るとやはりア ナリ
ス だ っ た0 ボ

ー イ ッ シ ュ な

短い 毛をしたス マ
ー トな人で確かに親切 そうである｡ しかも､ 非常にテ キパキ

して い る ｡

そ こ で岡田君の 話をすると､ 彼女は私がここ に来る の をすで に知
っ て い た0

何も知らない ので ､ 分からな い ことが あっ たら敢 えて欲しい と言っ て ､ 大阪で

15 0 円で買 っ た縦横 2 c m の 七福神の 人形とらくが ん (砂糖菓子) ､ お よび1 円

玉 ､
5 円玉､ 5 0 円玉を日本からのおみや げだと言っ て渡した｡ そ の後 ､ 何度か

種々 の ことを開きに行 っ たが､ い つ もテキパ キと要領よく敢えてくれ
る 0 岡田

君に紹介してもら っ て い る人が他にも何人かい るが連絡を取る暇が な
い o

tA C ( 国際農業セ ンタ
ー)

今日は少し私が宿泊してい るI A C に つ い て番 い てお こう｡ I A C のある ワ
ー ゲニ

ンゲ ンの 町は､ オラ ン ダにおける農学研究の 中心で ､ い わゆる研究学園都市で

ある ｡ 人 口3 万人近くと開い た｡ I A C の建物は19 7 2 年 に建て られ ､ 国際会偶の会

場などにもなっ て い るが､ 主に数カ月間の研修の ため に世界各国 ( 特にア フリ

カ と東南ア ジア) から集ま っ てくる若い 人 (研修生) の 宿泊所舵研修施設に

な っ て い る ｡ 私などのように研究所に直接所属して い る人は少ない ｡ 9 階建ての

建物で ､ シ ングル の部屋が1 2 0位､ ツイ ン の部屋が3 0 位あり ､ 各部屋 にはベ ッ

ド､ 机､ シ ャ ワ ー 等々 が付い て い る｡ 卯削こはバ
ー がある ｡ I A C の 近くには各種

運動施設､ 娯楽場な どもある ｡ I A C 内では黒人 ､ 有色人種が7 割くらい で ､ 白人

は少ない ｡ 世界40 カ国位から集ま っ て い るそうだ｡ 私 の部屋は8 階で ､ 部屋の窓

からの夜景がきれい である ｡ 1 階の娯楽室にはピンポ ン台が置い てある ｡ こ の前

からち ょくちょくや っ て い るが､ 私はすぐス マ ッ シ ュ を強く打ち込むの で ､ 常

に
"

D o n
.

t b e e x cit e d:
一

(興奮する な) とヤジられる｡
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1 1 月9 日 ( 日)

洗濯 をする

ワ
ー

ゲ ニ ン ゲ ン に到着してから初めて の 日曜日で ある｡ 昨夜の パ
ー

テ ィ
ー か

ら部屋 に 戻 っ て寝たの は 午前1 時半頃だ っ た の に ､ 朝6 時くらい に目が覚めた｡

そこで ､ 前日の 日記を審く｡ 9 時過ぎに朝食をして ､ そ の後､ 部屋を片付けた｡

部屋は ホ テル と同様に毎日メイ ドさんが掃除をして くれる ｡ タ オ ル は週2 回､

ベ ッ ドの シ ー ツは週1 回きれい なもの と変えてくれる｡ しか し､ 自分 の着て い る

もの は もちろ ん ダメ ｡ 私 は洗濯が嫌い で ､ 日本で は毎日取り替えて い た下着ヤ

シヤ ツ も 日本 を出てからはなる べ く着替えない ように してい たが ､
とうとうス

ト ッ ク が無くなり ､ 仕方 なく昼食後洗濯をした｡ 2 階 に洗濯機があるが､ 日本で

通常使 う洗濯機よりも小 さく ､
一

度 に多くは洗濯で きない ｡ それに色々 な人が

使うの で なかなか空か ない ｡ 仕方なく ､ 部屋で手もみで洗濯した｡ 洗濯をする

の が､ 今 の私にと っ て は
一 番い やな仕事である ｡ シ ャ ツ は過l 回部屋 に取りに来

てくれ る クリ
ー ニ ン グ屋 に出すつ もりで い たが､ お金がも っ た い な い の で止める

ことに した｡ 洗濯後､ 夕食前まで昼寝した ｡ 夕食後､
ピ ンポ ンを少しした｡

1 1 月1 0 日(月)

ドゥイ ッ ト氏の論文を読む

昨日 は昼寝もしたし､ 夜も早く寝たので今朝は5 時半頃起きて ､ 朝食前に､ ド

ゥイ ッ ト氏の総説論文 ｢ 植物生産｣ (
‖

P l a n t P r o d u c ti o n
■t

M is c ･
,
P a p e r s L a n d b ･

H o g e s c h . W a g e ni n g e n , 1 9 68 ･ N o ･3 , 2 5
-5 0 ･) に 目を通 した0 ざっ と目を通しただけ

なの で ､ まだよくは解らない が ､ 立派な論文の ようだ｡ この前の パ
ー

テ ィ
ー で

の私と の会話で ､ 彼は ｢私は常に農業に役立 つ ための 科学の総合的結合 を目指

して い る 農学者だ｡ 私 は作物生理
･ 生態学看で はない ｡ ｣ と強調 して い た 0

こ の 著作はその 観点から審かれて い る総合農学的論文で ある ｡ 農学の歴 史

を､ ナ ポ レオ ン時代の
"

C arl v o n W ul ff e n a u s Pi e t z p u h l
"

の
"

D a s S t a ti s c h e

G e s e t s
"

か ら説きお こ し､ つ い で V o n T h u n e n ( フ ォ ン
･ チ エ

ー

ネ ン) 氏 の

"

Is oli e r t er St a at
"

,
K e y n e n ( カ イ ネ ン) 氏 の

"

G e n e r al T h e o ry o f E m p l o ym e n t ,

I nt er e s t
,
an d M o n e y (雇用 ､ 利子およ び金の

一

般理論)
"

,
L i eb ig ( リ

ー ピ ッ ヒ)

氏の
"

L o w o f M i ni m u m (最小律)
"

さら にはR o b er t M a y e r 氏 ､
B o y s e n J e n s e n
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( ポイセ ン ･ イ ェ ン セ ン) 氏 の研究を総括し､ そ の上に自分の研究成果を位置
付け､ 今後の農学の進むべ き道､ 世界の食糧問題 を論 じてい る｡ 彼は現在の食

糧問題は社会的な問題で あると言明してい る ｡ 立派な哲学を含んだ論文で ある

と思う｡

日本で も ｢ 新農学会｣ の設立が噂され､ 新しい 農学を求める動きが出てい

る0 確かにうなずける動きだと思う｡ そ の感覚は正 しい ｡ しかし
､
それを哲学

に高め､ 農学に位置づけ､ それを自分の研究に直接に結び つ けられる人は少な
い
0 ドゥイ ッ ト氏はそれが可能な1人だと思う｡ 日本人の 中にも､ 日本の農学の

伝統をし っ かり見据えて
､ 新しい科学技術を導入し､ 独自の研究を発展させる

人がも っ と出て こなければならない ｡

C A B O で は
､ 午前中は机 に座 っ て 本や マ ニ ュ ア ル を読む｡ ア ル バ ダ氏から

は
､ で きるだけ早い機会に､ ドゥイ ッ ト氏､

ハ ー ス ト ラ所長､ ア ル バ ダ氏およ

び私で ディ ス カ ッ シ ョ ン して ､ 私が こ こ で何を研究する か決めるから
､ それま

でしばらく待 っ てくれ ､ その 間は好きなことをや っ てくれと言われて い る｡ そ
こで今は ドゥイ ッ ト氏に言われた通りに､ C S M P の利用法を主に習 っ て い る｡ た
だし

､
もうここに来て1 週間が過 ぎた の で ､ そ ろそろ何をや るかを大体決めたい

と思 っ て い る｡ しかし
､
ハ ー

ス トラ氏 は研究所長なの で モ ウ レ ツ に忙 しい らし
い の だ｡ ア ル バ ダ氏も最初の2 ､ 3 日はず い ぶん時間を書腑 ､ てくれて い たが､ や
はり相当忙しい らしい ｡ まあそれほど慌て る必要は ない かもしれない ｡ もう少
し待とう｡

研究パ
ー

トナ ー の ヤ ンと話す

夕方､ ハ ウ ドリア ン氏 ( フ ァ ー

ス ト ･ ネ ー

ム はヤ ンと いう) が釆た｡ こ の頃
は ､ 私も彼をヤ ン(Ja n) と呼ぶようにな っ た｡ ヤ ン は ､ 私がこ の前渡しておいた

私の論文別刷り､ および下書き原稿に日を通 してくれて い て ､ そ の 意見を言い

に来たの だ0 彼は仕事がとても早い ようだ｡ そして意見も実に的を得て い る ｡
2 9 才だそうだが､ 私よりは るかに頭が良く､ 彼の意見は大変参考になる ｡ 良い

友を得た0 彼はオラン ダ人だが ､ 英語 ･ ドイツ語はもちろん
､
ロ シ ア語もかな

り話すことがで きるらしい ｡

オラ ン ダ語と英語は文法と冠詞の使い方などがほとん ど同じで ､ 英語は彼に
と っ てほとん ど苦にならない と言 っ て い た｡ 実際 ､ ロ ビ ー

や談話室にあるテ レ
ビを見て い ると､ 西部劇ヤアメリカで作られたテ レビ映画な どはオラン ダ語の

字幕付きだが､ 音声はほとん ど英語である0 これで はオラ ン ダ国民 は自然に英
語に慣れるはずだ｡
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人の つながりと広がり

昼食時に 人の 良さ そう な人 と隣り合わせ たの で ､ ｢ どこ から来 たの で す

か? ｣ と聞くとポ ー ラ ン ドからだという｡ 私は日本から釆たと言うと ､ 彼は ､

日本の 長塚氏 ､ 岩田氏 ( 農業技術研究所) ､ 相馬氏 ( 宇都宮大) を良く知 っ て

い る ｡ 長塚氏とは数年前この ワ
ー

ゲ ニ ンゲ ンで2 年間 一

緒 に勉強したし､ 岩田氏

とは2 ～ 3 年前モ ス クワ の 国際会議で2 時間以上の長い デ ィ ス カ ッ シ ョ ン をしたと

いう ｡ 私 は､ 土壌物理学研究者の岩 臥 相馬両氏の名前を知っ て い た ので ､ そ

の旨告げると喜ん でくれた｡ そして ､
あなたも土壌物理学者だろうとたずねる

と ､ そうだという ｡ 彼は､ P r of . P .
K o w ali k ( T e c h . U ni v . of G o d a n s k , I n s t ･ Of ･ H y

dr ote c h nic s) だと いう｡ そうい えば､ どこ かで聞 い た名の ような気がする o K o w
-

alik 氏 は ､
以前は､ S Oil m a p pi n g の 研究をして い たが ､ 今は ､ 土壌 中の水移動の

数学的背景を明らかにす るための コ ン ピ ュ
ー タ ･ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よる研究

が主だという｡ それを畑 の 蒸発散の推定に利用したい と言うの で ､
ではあなた

の 水移動モ デ ル には植物が含まれて い る の かと尋ねた｡ する と ､ ｢ 正 にそう

だ｡ 我 々 は土中から植物の 根 へ ､
そして茎を通り､ 葉が大気を通ずる水移動の

モ デ ル を､ 新し い アイデ アで プ ロ グラ ム を作っ たとこ ろで ､ それを実験結果と

比較する ために こ こに来たの だ｡ ｣ と言う｡ そんな仕事をして い るなら､ ドゥ

イ ッ ト氏を知 っ て い るだろう､
と言うと､ 知 っ て い る どこ ろか ､ 彼はドゥイ ッ

ト氏の 弟子だと言う｡ 彼はワ
ー

ゲ ニ ンゲ ン に来る の は4 回目で ､ 1 回目は2 年間

で
､
そ の 時ドゥイ ッ ト氏 に習 っ たという｡ 2 回目は半年間で ､ 3 回目は3 ケ月 ､ こ

ん どの 4 回目は2 週間だけで ､ 来週 の月曜には帰るという｡ 私 は今 ドゥイ ッ ト氏

の とこ ろで勉強 して い る の だと いうと､ 大変喜んで くれて ､ それで は私が帰る

まで に私の論文別刷りをあなた にあげようと言っ て くれた｡ 私も彼に､ 名前､

所属 ､ 専攻などを紹介し､ 再会を約束して別れる ｡ まだ4 0 才前後の ようだ っ

た｡

リベ リア人と話す

夕食後､ 前から顔見知りの 黒人と話した ｡ 彼はア フ リカのリ ベ リアから来た

人で ､ 皮膚の色は完全 な黒 である ｡
一

寸見たの では ､ 髪 の 毛と皮膚の 境目が わ

からない ｡ 私が日本から来たと言うと､ ｢ 私は前々 から日本に行きたくて しょ

うがない の だ｡ だが ､ 遠 い の で お金がかか っ て行けない ｡ 私 の友人が東京のリ

ベ リア大使館の 秘書をして い る ので ､
"

つ て
"

はあ るの だが ｡ ｣ と言う｡ 東京

に来て ､ 機械工業を見て 回りたい と言うの だ｡ 短期間の滞在でもき っ と有益で

リベ リア の建国に役立 つ だろうと言っ て い た｡ かなり真剣らしい ｡ 彼は農務省
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の 役人だ｡ 私は5月に日本に帰るから､ 機会があ っ たら訪ねてくれと言 っ て ､ 住

所 ､ 氏名を教えた｡ そしたら､ す ぐには日本に行けそうに ない が ､ 私は日本の

セ イ コ ー

の 時計が欲しくてたまらない の で ､
5 月か6 月 に金 をあなたの所に送 る

から､ 時計を送り返してくれと言う｡ ｢ まあ､ できる ことなら何でも します 0

で は､ 日本に帰っ たら､ あなたの 手紙を待 っ て い ます ｡ ｣ と言 っ て別れた0 ア

フ リカに限らず､ オラ ン ダで も､ 日本の カメ ラ ､ 時計､ 音響機器は抜群の 人気

があるらしい ｡

1 1 月1 1 日( 火)

研究生活がはじまる

朝6 時 に起きて ､ 昨日 の 日記を書く｡ 思 い つ くままに雑に書い て い るだけだ

が
､ 結構な時間を取られる｡ 他方､ 段々 ､ 事件がなく な っ て きて ､ 日常的な決

まり切 っ た生活になり ､ 書く こ とがなくな っ て きた0

明日､ 午後､ ク ロ イさんが帰国する ｡ もう帰国の用意は済んで ､ 何もや るこ

とがない と言うの で少し話をした｡ 彼女の 家は西 ドイ ツ の ケ ル ン で ､
こ こから

電車で2 時間くらい しかかからない という｡ 週末には い つ もケル ンまで帰 っ て い

たらしい ｡ 彼女は ､ 堀江氏がこ の研究所に居たときに ､ 堀江氏から日本の こ と

を聞 い て い たらしく ､ 日本の結婚式､ お見合い な どの こ とを知 っ て い た0 宗教

の話や､ 私の家庭の話､ 私には子供が3 人もい る こと ､ 大学院生の 時は棄に働い

てもら っ て養われて い た ことなどを話した｡ 日本語 の詰も少しした｡

ア ル バ ダ博士 にしばらく会 っ て い なか っ たの で ､ 昼食に戻る前に部屋 に
一 寸

寄り､ 挨拶し､ I M A G ( 園芸工学研究所) の ハ イナ(H e 軸a) 氏 に会
い たい の で ､

紹介して欲し い と頼んでおい た｡ IM A G (イ マ ッ ハ と発音して い る) は温室工学

関係の研究所でC A B O のすぐ近くにある ｡ ハ イナ氏は岡田君が紹介してくれた

人である｡ 午後､ 仏 C からC A B O に行 っ てしばらくすると､ ア ル バ ダ氏から電話

があり､ ハ イナ氏と連絡が取れ､ 明日の午前中､ い つ でも い い からIM A G に行 っ

てくれと言 っ てくれた｡ 明日も楽しい 日を送れそうだ｡ ア ル バ ダ氏から ､ 彼の

論文の別刷りを1 0 種類ほ どもら っ た｡ そ の 後は､ ヤ ン とディ ス カ ッ シ ョ ン した

り ､
C S M p の使用法を覚えたりした｡

ヤ ン は作物群落内の光分布の ことを研究したことがあるらしく､ 光環境の こ

と に つ い ても詳しい ｡ 1 9 7 3 年 に パ リで開かれた国際会議 ( 人類に貢献する太

陽)
"

T h e s u n i n th e s er v ic e of m a n ki n d
"

に お い て ､ 作物群落内の光環境に閲す
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る数理的研究
"

A c al c ul ati o n m o d el a n d d e s c rip tiv e f o r m ul a s fb r th e e
x ti n cti o n a n d

r efle cti o n of r ad iatio n in l e af c a n o pi e s
"

を発表しており ､ そ の論文の コ ピ
ー

をも

ら っ た ｡ 彼は今2ウオだか ら､ 発表は2 7 才の 時である 0

韓国人と話す

夕食時に ､
こ の 前の エ ク ス カ

ー シ ョ ン で隣り合っ て座 っ て ､ 知人に な っ た韓

国の バ ク さん ( M r . P a 瑚 と話して い て ､ 重大な思 い違 い に気が付い たo 1 1 朋 日

に ア
ー

ル ス メ ー ア で見た花の 展示会は1 年で た っ た3 日間の催 し物で ､
もう終

ゎ っ て しま っ たらし い ｡ 私達があの展示会を見る こ とがで きた の は幸運
だ っ た

らしい ｡ 大変な損をした 0 3 日間だけと知 っ て い れぼ､ 午後
の 運河め ぐりなどや

めて おく べ きだ っ た｡ 後悔して い る 0 き っ と バ ス の ガイ ドさんがそ
の ことを説

明した の だろうが聞き取れなか っ たらしい 0 そ のうちに ､ もう 一 度あ の 展示会

を見に行こうと思 っ て い た の に 0

バ クさんは温室に興味を持 っ て い て ､ 私が温室の こ とを研究して い る と知 っ

て ､ 色 々 と質問してくる 0 彼 の 専門は ｢ かんが い
･

排水｣ だが ､ 温室の こ とを

オ ラ ン ダで勉強 しておきたい と言 っ て い た 0 そして ､ 今度 の1 4 日 ( 金) に彼の

属して い る畑地排水国際研修コ
ー

ス (I n te m ati o n al C o u rs e o n L a n d D r ai n a g
e) の 実

習 ツ ア
ー で温室の 見学が組まれて い る の で

一 緒に行かない かと誘われた0 さ っ

そく ､
明日､ ア ル バ ダ氏 に開い て了解してくれれぼ参加す ると答え

た｡ 場所は

ハ
ー

グ の近くで ､ 温室の ことを説明してくれる人が現地で待 っ て
い る という 0

こ の 見学ツ ア ー

の参加者は今の とこ ろ ､
た っ た2 人だそうだ0 私が参加するなら

ば
､ 研修 コ

ー

ス の賓任者で あるデ オル フ (D e W 叫 氏に電話で了解を取
っ て お

い て くれと､ バ クさん に言われた｡

さ らに英会話能力の限界を感じる

今日あたりから私 の英語力には っ きりと限界を感
じは じめた0 今まで は､ 釆

たばかりで ､ 日常的な会話ばかりだ っ た の で何も感じなか っ たが ､ 午後
にヤ ン

と話して い て ､ 私 の言 い た い こ とが英語で どうして も表
せ な い 0 込み入 っ た こ

と､ 複雑な論理はとて も英語で表せ ない ｡ 短
い文章は無意識 のうちに英語で 出

て くるが ､ 内容が複掛こな っ てく ると､ 日本語でまず考え､ そ
れを英語に直そ

ぅとす る ｡ すると口がモ グモ グ動くだけで英語 になら
ない 0 仕方がない から ､

日本語で考えたことを ､
より簡単に言い 直して英語にする 0 す る と､ そ の論理

の弱さ をヤ ン に つ かれ る 0 まあ ､
初めから英語のうま い 人もい な い から ､ そう

ぁせ る こ ともあるまい ｡ 半年もすれば､ もう少し何とかな
るだろう0
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タロイさんは ､ 自分が何語をしゃ べ っ て い るかを余り意識して い ないようで

ある ｡ 英語､ 独語､ オラ ン ダ語を無意識のうち に使い分けて い るようだ｡ 彼女

は
､ 明日､ ドイツ に帰る の で明日からはC A B O の 私 の今使用 して い る部屋 は私

の専用 になる ｡ 残念な気もするが ､
正直､ ほ っ とする気もする ｡ 彼女の英語は

ス ピ ー

ドが早すぎて ( 早口なので) 疲れる ｡ 夕食後､ またピンポン をやる ｡ 日

本を出発して10 日が過 ぎようとしてい る｡ IA C の 生活も大体様子が分か っ てき

た｡ 少しず つ 仕事も始めたい ｡

1 1 月1 2 日(水)

園芸工学研究所(l M A G) を訪問する

朝6 時に起きて ､ 昨日ヤンからもら っ た論文別刷りを読む｡ 彼は数学が得意な

ようで ､ 私には理解できない個所が多い ｡ 朝9 時に ､ 昨日､ ア ル バ ダ氏に紹介し

てもら っ た M A G の ハ イナ氏を訪ねる ｡ 彼はアル バ ダ氏の 名前は知 っ て い るが､

顔は知 らな い と言 っ て い た ｡ お互 い 自己紹介 して い る 間 に ､ ス ト フ ァ ー

( S t o 晩r s) 氏が入 っ てきた｡ しばらく話してい るうちに ､ ス トフ ァ ー

氏がそれで

は研究所内を案内しましょうと言っ て くれた｡ 最初 に見せてくれたの は
､ 直径

2 .5 m 程 の大きな積分球である｡ 積分球の 上に模型の温室を置き ､ 遠くから光を

あてて ､ 温室の床面における全方向からの光量を測定す るの だとい う｡ 光を感

じるセ ンサ ー は模型温室の床面に設置されて い る ｡ 光源として は探照灯 ( サ ー

チ ライ ト) を使うらしい ｡ まだ光源部分は未完成 だが ､ 今年中あ るい は来年

早々 には完成の 予定だという｡ どうして こ んな大がかりな装置を作 っ てまで ､

全方向の光を測定する必要がある のか疑問がない で はない が
､
おもしろ い装置

だ｡ 光源は天井に沿っ て動くようにするという｡ 積分球は回転可能にな っ て い

る ｡ こ ん な装置を考える の はき っ と彼が物理学専攻だからで はない かと思う｡

次い で ､ 彼は私をア ドリ ー

( A d ri e v an d e r K i e b o o n ) の部屋に連れて い っ てく

れた｡ ア ドリ
ー

の名は岡田君から聞い て い た｡ 帰っ たら､ 益己 (岡田) によ ろ

しくと言 っ て い た｡ ヒ ゲをたくわえた非常に気のよさそうな男で ､ 親しみがも

てる｡ 彼とス トフ ァ ー

氏は､ 彼らが今や っ て い る暖房費節約に関する研究を説

明してくれた｡ フ ェ ン ロ
ー

型 の温室の気温 ､ 暖房用温水の温度､ 暖房用パ イプ

の表面温度など2 0 0 ケ 所 の温度を測ることによ っ て ､ 二重保温カ ー テ ン の効果を

カ ー テ ン の位置､ 種類等を変えながら検討するの だと いう｡ 彼らは2 00 点の温度

計測が可能なデ ー タ収録装置を持っ て い る ｡ そして
､ 去年D E C の デ ィ ス ク付き
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ミ ニ コ ン ピ ュ
ー タP D P l l を買 っ た の で ､ 今度はその コ ン ピ ュ

ー

タ に デ
ー タ収録

装置を接続する つ もりだと言 っ て い た｡

日本で も石油の 値上がりの ため ､ 温室の暖房費の 節約が切実な問題とな っ て

おり､
D , . M ih ar a ( 三 原義秋先生) がそれに関してよい研究をして い る の で ､ そ

のうちその研究成果の い く つ かを紹介した い と言 っ てお い た｡ ス ト フ ァ
ー

民ら

の研究は い かにも物理屋らしい雰囲気がある｡ 二重保温カ
ー テ ン の 実験は､ 最

初は乾燥した植物の な い 温室で行い ､ それが終わ っ たら､ 温室内に大きな ( 1 m

x 2 m ) の 吸水紙を つ る して ､ 植物の 蒸散を模擬 し､ その吸水紙の吸水量から蒸

散量を推定するの だと言 っ て い た｡

もう 一 つ
､
温室内の植物の 熱伝導係数を決定する ための 実験装置を見た｡ 実

験室には上下1 0 c m 間隔くら い に ､ 放射をカ ッ トするた めにア ル ミ箔で包 んだ豆

電球を3 0 00
～ 5 0 00 個も並 べ( 2 0 ×3 0 ×5 ; 上下方向に5 段) ､ そ の 豆電球を点灯した

状態で ､ 温度の 垂直分布を測定 し､ 上下方向の顕熟移動を測定する の だという0 か

なり物理実験的で ある ｡

そ の佃 ､ 波長別 の フ イ ル ム の 放射透過率､ 反射率の 測定装置等を見せ て も

ら っ た｡ そ こ で ､ 耳新 しい こ とを聞い た｡ ガ ラ ス 板に ､ あ る種の 酸化ス ズ化合

物 (彼はその名を知らなか っ た) を塗ると日射透過率は7 5 % に低下するが､ 長

波射出率が0 .2 に低下するという 0 そ こ で彼は これが商業的に利用で きるか どう

かを検討して い る と言 っ て い た｡

ス ト フ ァ ー 氏とア ドリ
ー は非常に親日的だ｡ き っ と岡田氏の 功績だと思う0

ス ト フ ァ
ー

氏は名刺の フ ァ イルを取り出してきて ､ 今まで にI M A G を訪ねた日本

人からもら っ た名刺を見せ てくれた｡ 千葉大
･ 三原先生 ､ 九大 ･

坂上先生､ 大

阪府大 ･ 織田弥三郎先生等々 ､ そして つ い には岡田君がカタカナで奮い た ｢ ス

ト フ ァ
ー ｣ の紙切 れまで見せ てくれた｡ そ して私も日本に行っ て み たい ､ オ ラ

ン ダ政府は実験装置には金 を出すが､ 旅費には金を出さない ので 困ると言 っ て

い た｡ と ころが研究費も この イ ン フ レで余り出さなくな っ たがね
… … と愚痴 っ

て い た｡ ハ イナ氏 は岡田氏が残して い っ た コ ン ピ ュ
ー

タ ･ プ ロ グラ ム がうまく

動かな い と言っ て い た｡ ア ドリ
ー はとても人が良さそうなので ､ I M A G に は度々

訪れる ことができそうだ｡ 常に再会を約して昼前に別れる 0

仏 C へ の 帰りにオラ ン ダ
ー 英語の辞書を1冊買う｡ やはりオラ ン ダ語を全く知

らない と困る ことがある｡ その辞書を使 っ て早速調べ たところ によ ると､ 1 M A G

(I n stit u u t v o o r M e c h a nis atie , A rb ei d e n G e b o u m
e n) は ､ 構造物の機械化およ び労

働 に関する研究所 ､
と いうことになるらし い ｡ 牧畜､ 果樹 ､ 園芸

一

般 に関 して

広く研究して い るらしい ｡
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昼食時に ､ 先日話をしたポ
ー

ラ ン ド人(D r . K o w alik) に会 っ たら､ 私を彼の部

屋 に連れて い っ てくれ､ 論文別刷りにサイ ンしたもの をくれた｡ ｢ 私は土壌物

理の ことをよく知らないが ､ よく読んでみたい ｡ それに私の友人で土壌物理を

研究して い る の が何人かい るので ､ 帰国したらその 人たちにあなたの仕事を紹

介したい｣ と言 っ たら喜んでくれた｡ 読んで何か意見があ っ たら今週 中に伝え

てくれ
､ 来週の 月曜にはもうポ

ー ラ ン ドに帰らねばならない と言 っ て い た｡ し

かし､ 本当の ことを言うと､ 毎日10 編以上の 別刷りをあちこちからもら っ て い

るので ､ と ても読み きれるもの で はない ｡

食生活が変わる

こちらに来てから､ 食生活がだい ぶ変わ っ た｡
一 番大きな変化は動物 タ ン パ

クを摂る量 の増加であり､ 生野菜を食べ る量の 減少である ｡ 第二 の変化は摂取

カ ロ リ ー 量 の絶対的な増加である ｡ 私は 日本で は朝食はほとんど摂 らない 方

で
､ 食べ ても ご飯を軽く1 杯 ､ またはパ ン1 片 にジ ュ

ー

ス
､ 潰物､ 野菜く らい

で ､
ハ ム ･ 卵などの動物タ ン パ クを摂 ることは ほとん どなか っ た｡ と こ ろがこ

ちらに来て ､ 最初 の 日は ハ ム3 枚､
ミ ル ク ､

パ ン2 枚､
バ タ

ー 等､ 2 日目は ハ ム4

枚､ そ の他同じ､ 等々 で ､ 今日はとうとうハ ム 5 ～ 6 枚､ パ ン4 枚､ バ タ ー (2 ×

2 ×2 c m ) 2個､
ミ ル ク の食事を摂 っ た｡ 朝食に野菜が出る ことはない ｡ 昼食に

も野菜はほとんど出な い ｡ 夕食には少し出るが､ ほ ん の ち ょ っ とである ｡ やは

りオラ ン ダは酪農の 国なの だろうか｡

私は好み と､ 健康上の理由に加えて ､ 農学徒として食糧問題を強く意識 して

い る の で
､
肉類はできる限り食べ ない ように努力して い た｡ そ の代わり､ 生野

菜を多く食べ て い た｡ それが ここに来てから全く逆転して しま っ た｡ 野菜を食

べ たか っ たら店で買 っ て来るほかない ｡ 今は摂取カロ リ
ー にして日本に居る時

の約1 .5 倍､ 家畜の育成に必要な熱量を含めたオリジナル
･ カ ロリ

ー に換算すれ

ば､ 約10 倍を消費して い る ことになろう｡

食生活でもう
ー

つ 変わ っ たの は コ
ー

ヒ
ー を飲む回数である ｡ 私は コ ー

ヒ
ー が

余り好きで はなく､ コ ー

ヒ
ー よりは紅茶を好み ､ 紅茶でも1 日1 ～

2 回なら良い

が
､
3 回 はち ょ っ と多すぎる｡ やはり緑茶や水が良い ｡ と ころが､ こちらに来て

から､ たとえば今日はI M A G に行 っ たこともあ っ て ､ 午前中に コ
ー ヒ ー

を4 回飲

んだ｡ 午後に コ
ー

ヒ
ー

1 回 ､ 紅茶1 回で ある ｡ 昼食前､ コ
ー

ヒ
ー

の ため少しだけ

胃がもたれた感じがした｡ 私は コ ー ヒ ー に砂糖を入れない ので ､ 砂糖の取り過

ぎにはならない が､ とにかく ､ 人を訪ねれば必ずコ ー

ヒ
ー

､ お礼を言 っ てその

コ ー

ヒ
ー

を飲み干せば､ またおかわりとい っ た具合で つ い飲み過ぎて しまう｡
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今日の 夕方もC A B O からI A C に帰る途中に本屋 に寄 っ た｡ そ して ､ S oilI n fb r -

m a ti o n S y st e m ( 土壌情報シス テ ム) と いう名の本を買っ た ｡ I A C に帰 っ たら私

が日本から送 っ た小包が届 い て い た｡ 何故だか分からない が､ 追加料金だとか

言 っ て2 7 ギ ル ダ
ー を取られた｡ どうも この ところ出費がかさむ｡ 毎日3 0

～ 5 0 ギ

ル ダ ー ず つ 消えて い っ て しまう｡

1 1 月1 3 日 (木)

少しづ つ知人が増える

こ の ごろ
､
I A C で 私 の存在もだんだん知られるようにな っ てきた ｡ 私が日本

人で ある と知っ て 日本語で挨拶してく る人もい る ｡ 今日はセイ ロ ンから来た人

と知り合い にな っ た ｡ 韓国 の 人はもちろん ､ 東南 アジア の 人でも ｢ おはよう｣

｢ こ ん にちは｣ ｢ ありがとう｣ などの 言葉は知 っ て い る人が多い ようだ0 私 の

ことを ｢ ミ ス タ ー ･ ジ ャ パ ン｣ とか ｢ ミ ス タ
ー ･ マ ウ ン ト フ ジ (富士山) ｣

とか言 っ て 気軽に話しかけてくる ｡ I A C で は どういう訳か ､
エ レ ベ ー タ ー で ~

緒 に な っ たら ､ 誰 とで も ｢ ハ ロ
ー ｣ ｢ グッ ドモ ー ニ ン グ｣ ｢ ハ ー イ｣ とか言 っ

て挨拶す る ｡ そして次に会 っ たら前からの知り合い の ような顔をして話しかけ

てくる ｡ 特に ア フ リカ から来た人は 陽気で気さくだ｡

昼食時 ､ 日本からI A C に昨日来たという山崎という人に あ っ た｡ 神戸製鋼の

人で船の プ ロ ペ ラの作り方を研究しにN B S と いう研究所に1 年間留学する予定だ

という ｡

今日の 昼食時にはポ
ー ラ ン ドの婦人研究者と

一

緒 にな っ た｡ 4 0 才過 ぎの 人の

良さそう なおばちゃ ん風で ､
ポ ー ラ ン ドで は園芸作物研究所 の病理学研究室で

病害を起 こす線虫 ( ネ マ ト
ー ダ) に つ い て研究して い る ｡ ポ

ー ラ ン ドで は女性

の研究者が とても多い そうだ ｡ 彼女は最初は近くの オラ ン ダ人の家 に寄宿して

い たと いう｡ そしてオ ラ ン ダ人の 国民性はポ
ー ラ ン ドのそれとだ い ぶ異なるの

で最初 はだ いぶ面食ら っ たと言 っ て い た｡

今日は夕食後､ 少し仕事をしたり ､ 手紙を書いたりしようと思 っ て い たが､

部屋 に戻る 時に韓国の バ クさん に話しかけられた｡ 彼は帰国後温室に関係した

仕事もした い というこ とで ､ 色 々 と温室の こ とを聞きに来る ｡ 彼は温室に関 し

ては基礎知識がない の で ､ 何 から何まで説明しなければならず､ 話して い る と

少しく たびれる ｡ こちらの 説明が下手なせい もあるが ､
なかなか こちらの 言う

ことが通 じずに困 っ た ｡ これも国際親善と思 っ て ､
なる べ く にこや かに静をし
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て い たが
､
3 時間も話してい たの で疲れた｡ しか し､ 彼は元気旺盛で ､ ロ ビ ー で

話 して い た の に､ 彼 の部屋 に行っ て ､ もっ と話したい と言う｡ 彼とは明日も､
ハ ー グ 近郊の ナ ー

ル ドバイク(N a al d w 碑) の温室作物研究試験場に ､ 他の ト)t / コ

人 1 人 と共に 一 緒になる の で ､ 彼と話は明日にしようとい っ て別れた｡ やはり韓

国か ら来 てい る人､ ア フリカから来て い る人などは､ 何ご とに も熱心で ､ 建国

に 自分自身を何とか役立 てたい と いう熱意が感じられ る｡

1 1 月1 4 日 (金)

パ スポ ー トがもどる

き ょうも朝から忙しい1 日だ っ た ｡ 昨夕､ 日本大使館から電話があり､ ア ムス

テ ル ダム 中央駅で私の パ ス ポ
ー

トが見 つ か っ た の で ､
ユ ト レ ヒ ト駅の遺失物係

に すぐ受け取りに行くようにとの伝言があ っ たの で ､ 今朝､ 早速遺失物係に電

話 を掛け､ 午前中にそちらに行く旨を伝える｡ 遺失物係で品物を見せ てもらう
と ､ 現金以外は財布ごとすべ て無事で あ っ た｡ 早 速､ 東京銀行､ 日本大使館､

ア エ ロ フ ロ ー ト等にその旨電話で連絡する ｡

午 後 は そ の まま ハ ー

グ近 郊 ､ ナ
ー ル ド バ イ ク の 温 室作物研究試験場

( G l a s s h o u s e C r op s R e s e a r c h a n d E x p e ri m e n tal S t ati o n) に見学に行 っ た｡ 韓国人の

M r . P a r k ともう1 人 の ト ル コ 人と は ユ ト レ ヒ ト駅で落ち合 っ た｡ こ こ の コ ン

ピ ュ ー

タ環境制御温室には期待して い たの だが､ 見る べ きもの がなく少しが っ

か り した ｡ こ の研究所は半官半民 だそうで ､ 実用 的な研究だけをして い ると

言 っ て い た｡ 水質の 問題 ､ 育苗中 の 人工照明 ､ 肥料､ 潅漑法等を主な研究テ ー

マ に して い た｡ 案内してくれたのは M is s v an d e r S ar と いう若い女の子で ､ 肥料､

痛苦等 の話ばかりで ､ 私が環境制御の ことを質問 して も余り答えて くれず､

困 っ た｡ そして私が植物を何も植えて い ない温室の 中に入 っ て熱心に制御装置

等 を見て い ると､ 彼女は､ 植物の 入 っ て い な い 温室をどうして見て い るのか理

解 に苦 しんでい る ようで ､ 不機嫌に な っ て しま っ た｡ 又機会があっ たらしかる

べ き人 に案内を頼んで ､ ゆ っ くり見てみ たい ｡

帰り際に､ 年配の男の人が研究室から飛び出してきて ､ あなたは日本人か､

も しそうならこの文献を訳 して欲 しい と言われた｡ それは､ 果物､ 野菜中の鉛

の 含有量を二 つ の化学的分析法で測定した例 に関する物だ っ た｡ 概要を教えて

ヤ る と喜んで い た｡
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1 1 月1 5 日 (土)

日本人と遊ぶ

今日は土曜日なの で休日で ある｡ 午前中はゆ っ くり休ん だ｡ 午後は坂本 ､ 山

口 ､ 松浦氏等と福井先生 (京都大学助教授 ､ 束南ア ジア研究セ ン タ
ー ) の家を

訪ねた ｡ 今年3 月 こちらに来て ､ 来年7 月まで こ こに居られるそうだ｡ 専 門は土

壌化学及び土壌地理学との ことだ｡ 実は､ 今夕､ 近く の 学生会館で
■

b te 皿 如io n al

F o od m a r k et ( 国際食べ 物市)
一

と いう のが大学職員組合 の 主催で 開かれ ､ それ に

日本で も店を出す の で ､ そ の手伝い ということで伺 っ た の だ｡ しかし､ 実際は

余り手伝わずに話を して い ただけだ っ た｡ こ の食 べ物市には20 ケ 国 の 店が開 い

て盛況 だ っ た｡ 日本店はうどん ､ お茶､ ク ッ キ
ー (抹茶付き) を出したが ､ 人

気が高く､ 1 時間足らずで皆売り切れて しま っ た ｡ た だし､ 3 分 の1 くら い の人 は

お茶に砂糖を入れて 飲ん で い た ｡ そ の ままで は苦 い らしい ｡

食 べ物市が終わ っ た後､ 皆で ､
ワ

ー

ゲ ニ ン ゲ ンの 中華料理店で食事を摂り ､

そ の後､ 又､ 福井先生 の 家 に行 っ て ､
1 2 時頃まで談笑した｡ こ ちらで は､ 土曜

日の夜 は12 時頃まで他人の 家に居て も良い らしい ｡

1 1 月1 6 日( 日)

少し疲れが出た｡ 夕方まで ほとん ど部屋 に閉じこも っ て ､ 手紙を番 い たり ､

本を読んだり､ 昼寝をしたりする ｡ 夕食前に少しピン ポ ンをや る ｡ 夕食後､ し

ばらく本を読ん でい る と､ M r . P a rk が私の 部屋を訪ねて きて ､
2 時間ほ ど､ 話を

した｡ 彼は自分 の将来に色 々 と計画があるらしく ､ 熱心にそれを話して い た0

1 2 月2 0 日( 土)

国際討論会での議論に圧倒され る

1 2 月1 5 日 (月) から12 月19 日 (金) まで の 5 日 臥 仏 C の会議場 におい て ､ 国

際討論会 ｢ 農業およ び生物学における モ デ ル の 評価｣ ( m e W o r k s b o p
't

E v al u a -

ti o n of m o d els i n ag ri c u lt u r e a n d b i ol o g y
- 1

) が開催された ｡ 参加者は全部 で2 7 人だ

けで ､ 名の 知られた人と して は､ オ
ー ス トラリア の ベ ネ ッ ト(B e n n e tt) ､ 米国 の
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カリ ー

( B r u c e C u r r y) と ル
ー ミ ス ( R . S . L o o m i s) ､ デ ン マ

ー ク の エ ツ カ ー ト

(E c k ar dt) ､ 英国の ソ
ー

ン リ
ー

(J ･ H ･ M ･T h o m l ey) ､ オ ラ ン ダの ドゥイ ッ ト(d e W it)

の各氏がい る｡ 英国の モ ン テ ィ ー

ス ( M o nt eith) が､ 他 の仕事上の 理由で直前に

参加を取り止めたの がとて も残念で ある ｡

この討論会はドゥイ ッ ト氏が発起人となり､ ベ ニ ン グドフ リ ー

ス ( P e n nin g d e

V d es) が企画したもので ､ その主旨は､ ｢ ダイナミ ッ ク ･ シ ュ ミ レ ー シ ョ ン ･ モ

デ ル の評価に関する可能性と方法の徹底的な討論｣ にある ｡ こ の討論会におけ
る各セ ッ シ ョ ン の議長と､ 討論の導入的話題提供をする人およ び議事録を作る

リ ポ ー

タ
ー

が決められたが､ 実質的には ま っ たくの 自由討論で ある ｡ 第6 セ ッ
シ ョ ン の議長は日本の農技研の堀江氏が つ とめ

､ 議長としてみ ごとに討論を進

行させ ､ 皆の喝宋を浴びた｡ 討論の 詳細な説明は省くことに して ､ 以下には個
人的か つ 断片的な感想を記したい ｡ こ の討論会の 議事録は ､ 来年中には

､
しか

る べ き国際誌に掲載され る ことにな っ て い る ｡

今回 の ような､ 徹底的な学問的討論会は国際的にも珍し い もの と思う｡ 私と

しては貴重な体験をした｡ こ の ような感想は ､ 私だけで なく ､ 他の人も持 っ た

ようで ある ｡ 議事の進行の主導権は､ 実質的に は ドゥイ ッ ト氏とル ー ミ ス 氏が

障っ て い たようだが､ 他 の 人もよく発言 し､ 日本では考えられない ような激し
′
一議論が沸騰 した ｡ 相手が血相を変えて話 してい る にも関わらず､ それをさえ
ぎっ て反論したり ､ 大声で怒鳴 っ たり､ 日本的常識で は理解で きない ほ どだ｡
しかし､ 最後は喧嘩別れとい うことは絶村にない ｡ 最後は 互 い に冗談を言い

合 っ て和解する｡ 私 は ､ 日本では､ 議論にすぐ興奮し､ 真 っ 赤 にな っ てかみ っ

く方だが､ こ の討論会で は私などは問題 にならない 程 ､ 激 しい議論をする人が
たくさん い た｡ そして ､ 議論の 内容はそれだけ確実に深ま っ た｡
モ デリ ン グの目的､ 効果に関する意見 は大別すると二 つ に なる ｡ 一

つ はドゥ

イ ッ ト､ ル
ー ミ ス等の栽培学者(A g r o n o m ist) の 意見であ る｡ 彼らは､ モ デ ルは

科学的知識を深めるための ､ また実験の補助手段の ための
､ 即ち ､ どんな実験

をしたらよい かを指摘するための道具で あると考えて い る ｡ 彼らは自分たちを

科学者として位置づ けて ､ 物理的または生理生態学的に意味のない モ デル は無
意味だと考えてい る ｡

他の 一 つ は
､
ベ ー カ ー に代表される農業工学者( A g ri c ult u r al E n gi n e er) の 意見

である0 彼らは ､
モ デ ル は実社会に役立て ばよい の で

､
モ デ ル の物理学的 ･ 生

理生態学的な意味は必ずしも明確で なくて も構わない とする ｡ 数学者にもこの
ような考え方をする人が多か っ た0 そして この2派はしばしば本当に激しい討論
をした｡
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ル ー ミ ス 氏は討論会で ドゥイ ッ ト氏と共に常にオピ ニ オ ンリ
ー

ダ
ー

の 役を果

たして い た｡ 思慮深 い ､ 説得力のある学者らしい 態度には過半の人が肯い て い

たが､ 面白い ことに他の アメ リカ人である ベ
ー カ ー

(B ak er) ､ カ リ
ー

およびパ
ー

ト( P e a叫 がル
ー

ミ ス に対して盛 んに反論して い た｡

ル
ー ミ ス 氏は世界の食橿問題に 関して ､ ドゥイ ッ ト氏と同じく､ 現在および

将来の 食糧問題 は自然科学とい うより は社会科学､ 政治の問題だと言っ て い

た｡ 栽培学と して は世界の食橿不足は完全 に解決で きる ､ しかし本当の解決は

社会機構の改革なくして は実現しない と言 っ て い た｡

こ の討論会で私が 一 番悩まされたの は米語 ( アメリ カ人 の英語) である｡ 発

音が モ ゴ モ ゴ して クリヤ
ー でな い の に加えて ､ 討論中にス ラ ン グ ( 俗語) を巧

みに使 っ て皆を笑わせて い る ｡ と ころがこちらはス ラ ン グが皆目分からず､ 冗

談を言われて もその意味が分からない ｡ 皆が笑 っ て い るか らき っ と面白い の だ

ろうと いうこ とで ､ 私 も訳も分からず つ きあ っ て笑う次第で ある｡ それに1 日6

時間の 討論な の で ､ 午後になると疲れて英語が頭を素通りして い く ｡

英語 に は本当に何種類 もあるもの だ ｡ 英国人､ オ ラ ンダ人､ イ ス ラ エ ル人､

デ ン マ ー ク 人 の 英語は分 かりやすい が ､ 米国人､ オ
ー

ス トラリア人 の英語は ど

うも分から ない 時が多か っ た ｡

もう少し英語が達者ならば ､ 私もここで こういう意見を言 い た い の だがと1 人

で悔しが っ て い た ｡ チ ク シ ョ ー である｡ 次の機会には是非堂々 と英語で意見 を

述 べ てみ たい ｡

討論会 の途中の見学会で ル
ー ミス氏に感銘を受ける

討論会の3 日日である1 2 月17 日 (水) には ､ 観光バ ス を借り切 っ て ､ 皆でオラ

ン ダの 干拓地 に ｢ エ ク ス カ ー シ ョ ン ( 遠足) ｣ をした｡ 家族を連れて こ の 見学

会に参加 した討論会の参加者もい た｡ 行きの バ ス で は ､ 英国 の温室作物研究所

( Gl a ss h o u s e C r op s R e s e ar c h I n stit u t e) の ソ
ー

ン リ
ー

氏と
一 緒 になり､ 楽しい 時を

過 ごした ｡ 彼は ､ 物理学者だ っ たのが途中で作物生理学者 に転向したと いう人

である ｡ 今度の討論会に は､ 物理学者だ っ た人力叫人 ､
応用数学者オ叫人ほ どい

る ｡ ソ
ー

ン リ ー

氏 と私に は ｢ 温室｣ と いう共通の話題があ っ た の で話がはずん

だ｡

帰り の バ ス では米国カリ フ ォル ニ ア大学 ( デ
ー ビ ス校) の ル ー ミ ス氏 と座席

を隣り合わせ た｡ 彼は世界第
一

級 の栽培学者で ､
人間的に も非常に立派な人で

感銘を受 けた ｡ 彼とはこ の 時以外にも ､ 討論会中､ 3 ～ 4 回話をした ｡

彼は私 に こんな ことを話した｡ 彼は い ま､ ｢ さとうきび｣ の研究をして い る
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関係で ､ 研究用さとうきびの 栽培をさとうきび栽培の 名人とい われる日系米人

に依頼して い る ｡ カ ル フ ォ ル ニ アに は中国系米人と日系米人が沢山住んで い

て ､ 中国系米人は商業で ､ 日系米人は農業で活躍して い る とい う｡

ル
ー ミ ス 氏がその ｢ さとうきび畑｣ を訪ねた際､ そ の 日本人が ､ 何もな い が

お茶で も飲んで い っ てくれ､ と言うの で彼の家に立ち寄 っ た｡ 彼の 身なりは誠

に粗末という他なし､ これ以上の貧乏人があろうかと感じるほ どだ っ た｡ とこ

ろが
､
家 に入 っ て みると ､ 彼の 娘が長くの ばした爪に マ ニ キ ュ アを つ け､ 立派

なピアノで ピア ノ を弾 い て い る ｡ 音楽大学の ピアノ科を卒業した音楽家で ､ 今

はかなりの 収入を得て い るという｡ 他に3 人 の息子が い て ､ そのうち2 人はすで

に博士の 学位をとり､ 現在､ 大学の教官をして い る物理学者と工学者で ､
3 番目

の 息子は博士課程大学院生として研究生括を送 っ て い ると いう｡ ル ー ミ ス 氏は

こ の 両親の 生き方に深く感動したという｡ こ の ような態度を子供に対 して とれ

る アメ リ カ人の両親は決してい な い だろうということだ｡

ル
ー ミ ス氏は昨年5 月に日米エ ネルギ ー

合同委貞会の招待で ､ 他 の米人科学者

3 人と共に日本に1 週間ほ ど滞在した という｡ 東京で ｢ 中山｣ さん という人が議

長をした公開討論会に参加したという ｡ そう い えば､ そ の ような公開討論会の

新聞記事を読んだ記憶がある｡ たしか ､ 朝日講堂かどこかで ､

一

般 の 人も参加

できるような形で討論会が行われた はずだ｡ 討論会の後､ サシミヤタ コ を食べ

て ､ 休日には埼玉県の ｢秩父｣ へ ハ イキ ン グに行っ たという｡ そ こ で ､ 風景 の

話が出て ､ ル
ー

ミ ス 氏がオラ ン ダと日本の 風景 は ｢ す べ てがス モ ー

ル
･

ス ケ ー

ル ( 規模が小さい) という点で｣ よく似て い るという｡ そうい えばそうかもし

れない ｡ 少なくともアメリカ の風景と比較すれば､ オラ ン ダと日本の風景は共

に小規模という点で共通したもの があろう｡ しかし､ 私 はそういう風な考え方

をしたことがなか っ た｡ オ ラ ン ダの風景と日本の それとは異なる と考えてい

た｡ 見方 の 違 い というもの は人によ っ て実に大きい ｡

1 2 月2 3 日(火)

クリス マ ス ･ パ ー テ ィ ー

多く の 人達の厚意で ､ 楽しい クリス マ ス 週間を過 ごす ことができた｡ 以下に

その概略をお伝えした い と思う ｡

まず､ 12 月23 日 (火) の 夕方5 時過 ぎから､ ヤ ン の 家で ､ ドゥイ ッ ト氏が教

授をして い る理論生産生態学科の 職員ほぼ全員､
お よびアメリ カ人の ミ レ ン
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( M ill e n) 夫妻 ､ 日本の堀江氏それに私が招待されて ､ パ
ー

テ ィ
ー があ っ た｡ 全

部で2 5 人前後で ある ｡ ヤ ン は2 9 才の助手だが､ 月給は24 0 0 ギ ル ダ
ー ( 約22 万

円) で立派な家に住んで い る ｡ 月賦で毎 郎5 0 ギルダ
ー ( 6 万円) ず つ ロ

ー

ン を

支払 っ て ､ 何年か後には自分の家になるとの ことで ある｡ 大きなリ ビン グル
ー

ム の他に ホ ビ
ー

ル
ー ム (趣味を楽しむ部屋､ 彼 の場合 には立派な大工道具

一

式

の 揃 っ た工作室) がある ｡

こ の パ
ー

テ ィ
ー で は ｢ スイ ス ･ チ

ー ズ ･

フ ォ ン デ ュ 帥 n d u)｣ を楽しんだ｡ 大

きな銅 にチ
ー ズを入れて 溶か し､ ワイ ン を加える ｡ そして フ ラ ン ス パ ンをち

ぎ っ て鍋 の 中に つ つ こ み ､
チ

ー ズ の 沌み たパ ン を食べ る という至極簡単な料理

で ある ｡ フ ォ ン デ ュ とは フ ラ ン ス 語で ｢溶かす｣ と いう意味だそうで ､ 最近 オ

ラ ン ダで は こ れがはや っ て い ると いう ことだ｡ 大きな鍋を囲んで ､ 皆で パ ンを

チ ー ズ の鍋 に つ けて食べ る の で ､ 日本の すき焼きや鍋物を つ つ い て い る ような

感じに なる ｡

パ ー テ ィ
ー と い っ て も別 に どうという訳でもなく､ 勝手に食 べ 始めて勝手 に

隣の 人 と話して勝手に飲 んで ､ 各人が適当な時刻に勝手に帰ると いう感じで ､

日本の パ ー

テ ィ
ー とは少し異なる ｡

オ ラ ン ダに来てからこの 種の パ
ー

テ ィ
ー に はもう何度も招待されて い るし､

今回は 日本の 堀江氏 も
ー 緒だ っ た の で気楽に楽しめた 0 とはい っ て も､ や はり

何かをす る といく つ か の新たな体験､ 発見がある｡ 今回の発見は以外にも堀江

氏 に関 してで ある ｡

彼は大変な人気者な の だ｡ 少なくとも､ 誰もが彼に親しみを感じて
い る よう

で あ る ｡ 彼が何かを話す と骨がよく笑う ○ 話の 内容は別 にどう
とい うこと は

( 日本人 から見れば) な い ように思えるが､ と ても愉快なのだ0 私が
こちらで

一 番困 っ たのは､ こ こ で は い わゆる
"

日本式冗談
"

が通 じない ことだ っ た 0 日

本譜で つ まらぬ話をして お互い に大声で笑うの は日常よくある
ことだが ､ それ

を英語で どう話したら良い の かほとほと因 っ て い た0 気軽に話すにして も､ ど

の 程度気軽に話してよ い の かその 程度がなかなか つ かめなか っ た
の が

､ 今 臥

堀江氏 の ふ るまい を見て ､ そ の辺 の呼吸が多少つ かめたようで ､
とて も参考に

な っ た ｡

彼 は よく ､ ドゥイ ッ ト氏 の もの まねをして骨を笑わせて い た0

天 真らんまんなドゥイッ ト教授

ドゥイ ッ ト氏は個性的な人で ､
ま っ たく得難い 人材で ある ｡ 彼 はとて も知的

な反面 ､ 子慎みたい なふ るまい をよくする 0 彼は議論を して い る と､ 突然奇声
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を発して立ち上がり､ 部屋の中をぐるぐる歩き回 っ て ､ 時には部屋 の外に出て

い っ てしまう｡ そして どうしたの かなと思 っ て い ると ､ 数分で戻 っ てきて ､ ま

た議論を続ける の である ｡ 部屋の外で考えをまとめて い るらしい の だが､ 最初

は私も
ー

寸 びっ くりした｡ そして興奮してくると､ 大声で 同じことをわめい て

い る ｡ ア メリカ人 に聞くと ｢ 彼の 英語は文法的 にはデタ ラメ に近 い ことがある

が
､ 少なく とも彼の考えて い ることはとてもよくわかる｣ と いうことである｡

い つ も早 口でしゃ べ る ｡

話を聞い て い る ときは､ イ ス から落ちそうなほ ど反り返 っ た姿勢で い るかと

思うと､ 急に机にう つ ぶ したりで変化に富んで い る ｡ しかし､ と にかく ､

一

生

懸命何かを考えてい るらしい というこ とがわかるの で相手には悪く思われない

ようだ｡

彼は パイプの愛好者で ､ い つ も パイ プを二 つ 持 っ て い る ｡ こ の パイ プにタバ

コ を つ めて吸う訳 だが ､ 議論に夢中 にな っ てく ると ､
せ っ かく つ めたタ バ コ

を､ もう吸 っ てしま っ たと思うの か､ あ る い はまだ っ めて い ない と思 っ て か､

ほじくり出し､ また新しい タ バ コ と つ めかえて しまう ｡ しかもそれが議論に夢

中になると度々 なのだ｡ どうして こ の 人が現在の世界の 農学分野で の 第
一

人者

なのかと思 い たくなるぐらいで ある ｡ 他方､ 私が
一 番感心するの は彼の 笑顔が

実に美しい と いうことだ｡ 5 0 才を過ぎた人で ､
い や20 才を過 ぎた人で も､ 彼ほ

ど純粋な笑顔を持 っ て い る人は数少ない であろう｡ 赤ん坊の笑い顔と同じで汚

れがない の だ｡ 天衣無縫､ 天真らんま んの 人の代表で あろう｡

ヤ ン には2才の子供がい る の だが､ こ の パ ー テ ィ ー で ドゥイ ッ ト氏とその子供

がす っ かり仲良くな っ て しまい ､ 8 時半を過 ぎてその子供が寝る時間にな っ て

も､ ドゥイ ッ ト氏から離れたがらない ｡ そして ､ ｢ こ の おじちゃ んと 一 緒なら

寝る｣ と いうことになり､ とうとう ドゥイ ッ ト氏が子供と寝室に行き ､ 寝 つ か

せてきた｡ やはり､ ドゥイ ッ ト氏の 性格が純粋で それがすぐに子供に通 じるの

であろう｡

その 他､
ドゥイ ッ ト氏に つ い て は色々 な面白い話を聞い た｡ ホ ニ

ー さんが話

したとこ ろによる と､ 彼は靴をはい て い る の が好きで はなく ､ 試論が長くなる

と靴を脱 い で ､ 素足で歩き回るそうだ｡ ところが ､ 談論で興奮する と､ 帰ると

きに靴をはくの を忘れて ､ 素足で部屋から出て い き ､ そ のまま車を運転して帰

宅し
､
それでも気付かない で ､ 奥さん に家で ｢ 靴は どうしたの で すか ? ｣ と聞

かれては じめて
､ 靴をは い て帰るのを忘れたことに気が付く こ とがときどきあ

るとの ことである ｡

それをヤン に確かめると､ 実話だという｡ ヤ ンと ドゥイ ッ ト氏は昨年イス ラ
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ェ ル に行き ､ そ こで モ ス ク ( 回数の寺院) を訪ねた時､
モ ス ク の 中 には素足で

ない と入れ ない の で ､ 靴を脱い で入 っ たの だが､ その時も帰りに靴をはいて 帰

るの を忘れ て ､
ホ テ ル に帰り ､ そ こ の ボ

ー イ に ｢あなたの靴はどう したの です

か｣ と言われて はじめて気が付き､ あわてて モ ス クまで靴を取りに戻
っ たそう

だ｡ そ の時 ､
モ ス ク の 下足番のお じさん に ｢ 私は10 年間､ 下足番をや っ て い る

が ､ 白人で 靴をはくの を忘れて帰 っ たの はあなたが初めて だ0 以前 ､
ア フ リカ

の 奥地か ら来た黒人 に1 人そう い うの がい たがね｡ ｣ と言われたそうだ0

堀江氏 の話によると､ 彼 の 車の運転は相当に乱暴らしい 0 ドゥイ ッ ト氏は道

路を曲が るとき ､
ほ とん どス ピ

ー

ドをゆるめない の で ､ 同乗者はどこか にしが

み つ い て い な い と､ 振り回されるとの こ とだ｡ しかも､ 彼は時々 ､ 運転中に何

かを考え出すと､ 自分が車を運転して い る ことを忘れ る時があると
いう0 そし

て
､ 信号 を無視したり ､

ハ ン ドルから手を離して ペ ンと手帳を取ろうとしたり

す ると い う｡ 私が彼の運転する車に同乗させてもら っ た時は､ 辛か不幸か､ そ

れほ ど乱暴な運転で はなか っ た｡

彼は農学 の分野で は ､ 世界で も っ とも早く コ ン ピ ュ
ー

タ を使 い 始めた人なの

だが
､
堀 江氏 の話 によ る と､ 彼の作 っ た コ ン ピ ュ

ー タ ･ プ ロ グラ ム はまるで デ

タ ラメ で
､ 結果がちゃ ん と出てきた ことはいまだか っ て ない との

ことで ある 0

と こ ろ が ､ 彼 の部下の ドヨ ン グ(d e J o n g e) 氏が コ ン ピ ュ
ー

タ ･ プ ロ グラ ミ ン グ

の名人で ､ 彼が ドゥイ ッ ト氏の プロ グ ラ ム を完成させて い たそうで あ
る 0 ド ヨ

ン グ氏と は私もよく話をするが ､ ま ことに ス ロ
ー テ ンポ の 人間で ､ 仕事はべ ら

ぼうに遅 い が ､ 内容は驚くほ ど正確な人だ0 他方､
ドゥイ ッ ト氏は仕事はべ ら

ぼうに早 いがまこ とにそそ っ かし い ので ､
2 人の コ ン ビネ

ー シ ョ ンが良か っ た の

だろう｡ ドヨ ン グ氏はあまりにもス ロ
ー

テ ンポの人間で ､ 奥さんに逃げられた

そうで ある ｡ 彼にプ ロ グ ラ ム の ことを
一

寸質問すると ､
そ の答を得るの に1

～ 2

時間はた っ ぶ りかかる ｡

ド ゥイ ッ ト氏の奥さん にも何度も会っ たが ､
こ の奥さんもなかなかの 人で あ

る ｡ どちらかというと ドヨ ン グ氏の タイ プで落ち着き払っ た人間
で

､ そそ っ か

しい ドゥイ ッ ト氏をウ ラからし っ かりと支えて い る感じで ､ 動作は誠に端正で

ある ｡ 人間関係という の は､ コ ン ビネ
ー シ ョ ン の妙というの が実に大事なの で

は ない かと感 じる ｡ ドヨ ン グ氏およびあの奥さんがい なければ､ ドゥイ ッ ト氏

があれほ ど自由奔放に自己の 才能を発揮し､ 農学研究の世界的第
一

人者にはな

れなか っ たので はない だろうかと思 い たくなる｡

ドゥイ ッ ト氏の 頭脳はきわめて 明晰で ､ 実に論理的に物を考え るので ､ 彼と

議論 して彼を説得する の は難しい 0 しかも ､ 彼はかなり頑固なとこ ろがあり ､
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私が見れば どうで もよ いようなことで も ､ なかなか自説を曲げない ことがあ

る ｡ そして ､ ｢多分 ､ 私 は頑固者と思われて い るで あろうが ､ それで も私は考

えを変えない ｡ ｣ としばしば言 っ て い る ｡ それでも､ 彼は誰からも親しまれて

い るし､ 学問的にも第 一 級なの であるから､ ま っ たく ､ 人格､ 人柄というべ き

であろう ｡

彼はどうも1 ケ月 に1 ､ 2 回も服装を変えて いない ようだ｡ 断言 はできない が ､

彼の ネクタイは私がオラ ン ダに来て以来､ 2 ケ 月 間
一 度も変わ っ て い ない ような

気がする｡ しかも､ そ のネク タイは しばしば ｢ 裏返 し｣ にな っ て い る｡ 実に愉

快な人物だ｡ 彼の エ ピソ
ー

ドは私が問 い ただけで も他に も沢山あり ､
どれも彼

の性格を実によく表して い る ｡

ヤ ン の 家で の パ ー

テ ィ
ー は夜中の1 時半まで続い た らしい が､ 私は12 時半に

帰宅した ｡

1 2 月2 4 日 (水)

ゴッ ホ美術館を訪ねる

朝方 はC A B O で仕事を した が､ 以前､ 韓国 の洪 ( ハ ン) 氏 に計算機セ ンタ ー

の 見学に つ きあうことを約束してい たの で ､ 10 時半過ぎから1 時間ほ ど計算機セ

ン タ ー を案内した｡

正午にア ル バ ダ氏の 家に行き､ ア ル バ ダ夫妻と堀江氏と私で ､ ア ル バ ダ氏 の

車 (ル ノ
ー

の新車) でア ム ス テル ダム に行 っ た｡ ア ル バ ダ夫寮は､ 私達を ゴ ッ

ホ美術館に連れて い っ てくれるというの で ある｡ 実は ､ 私 は ゴ ッ ホ美術館に は

1 週間前に行 っ てゆ っ くり見てきたのだが ､ 堀江氏は見て い ない というし､ 何回

でも見たい と思 っ て い たので ､

一

緒に連れて い っ てもら っ た｡

出かける ときは雨が降 っ て い たが ､ ア ム ス テル ダム に着く頃には やん で い

た｡ 高速道路 の路面状態が良い せい か ､ 雨で も車は時速1 0 0 k m 以上で走 っ て い

る｡ ア ム ス テル ダム郊外の 駐車場に車を置き､ そ こから電車に乗っ て ､ 市の中

心に向かう ｡ 市内は車が混雑して い るので こ の方がよい そうである ｡

最初 ､ 堀江氏が買い物をしたい と言うので ､ デ パ
ー

ト に行き､ 彼の 子供 へ の

お土産とア マ リリス の球根を買い ､ つ し
.

- で ス ポ ー

ツ の専門店に行き､ テ ニ ス の

ラケ ッ トを1 40 ギ ル ダ
ー で買う｡ こ の ラケ ッ トを日本で買えば3 万 円はするとい

うことである ｡

ゴ ッ ホの絵は何度見ても飽きない ｡ 先週は1 人でただ見て 回るだけだ っ たが ､
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今回は アル バ ダ夫妻の解説付きだ っ た の で ､
とて も理解が深ま っ た｡ 時代の背

景や各地方で の 仕事の特色 などを細かに説明して もら っ た の で ､ す っ かり ゴ ッ

ホの ｢ 通｣ にな っ た感じである ｡

私がオラ ン ダに関して
一

寸不思議なの は ､
こ の 美術館に限らず他の美術館､

ある い は駅や 町中の 標識や説明がすべ てオラ ン ダ語で ､ 決して英語で は書かれ

て い な い ことで ある｡ これだけ､ 外国人の 多い ､ しかも英語をよく知 っ て い る

オラ ン ダ国民が多い の に ､
どうして なの か｡ き っ と国民性とそれなりの 時代的

背景があるのだろう ｡ 日本で は全く逆 に ､ 分かりもしな い 英語がや たらと目に

付き､ ど っ ちも ど っ ちなの だが
… …

｡

美術館を出る時に ､ ア ル バ ダ夫妻から堀江氏と私に ､ 売店で売 っ て い た ゴ ッ

ホ の 画集を ｢ 記念に｣ と言われ､ プ レゼ ン トされた｡ とて も立派な ､
ほ とん ど

が原色 の 画集で ､ 恐縮す る ｡ オ ラ ン ダの 生んだ､ 世界的画家 ゴ ッ ホ へ の理解を

深めよう と思う｡

ア ム ス テ ル ダムで あの安ホテ ル に出会う

美術館 を出てから ､ 近く の ｢ 骨董屋｣ を見て 回 っ た後､ 中華料理店で夕食を

しようと いう ことになり ､ 歩い て ダム広場の 方 へ 向か っ た ｡ ダム 広場 へ 向かう

道で ､ 偶然､ 私が パ ス ポ ー ト盗粍事件の あおりで ､ 1 1 月3 日の 夜に ア ム ス テル ダ

ム で1 泊した安ホテ ル ( 1 泊1 5 ギ ル ダ
ー ) の 横を通 っ た｡ 堀江氏に ｢ こ こが私の

泊ま っ た ホテ ル だ｣ と言うと､ ｢ ほ んとかよ､ こ の 辺は有名な連れ込み宿街だ

ぞ｡ ｣ と言う｡ 彼の 解釈に よると､ こ の 種の宿に1 人で泊ま るという ことは､ 女

を求めて い る と解釈され るという｡ あの夜中に ､ 私の部屋を激 しく ノ ッ クした

の は そ の種の 女だろう と い う｡ そして 次に となりの 部屋 をノ ッ ク し始めた の

は､ 私 をあきらめたからで ､ 隣の部屋で最初大声でわめ い て い たの は ､ 値段 の 交

渉だ っ た の だろうと いう｡ あの とき､ 女の 方は最初大声で泣い て いた の で ､ 本当

に彼の解釈通りか どうか知らない が､ あり得ない ことで もない か もしれない ｡

1 1 月 の3 日と4 日に私 はア ム ス テル ダム の 町を歩き回 っ た の で ､ 今日歩 い た所

も､ その 時歩き回 っ た所と同じ個所がい く つ もあ っ て ､ と ても懐か しか っ た｡

ただ
､ あの 時はどこを歩い て い る の かよく分からずに歩き回 っ て い たの だ｡ 苦

労して探し当て た ｢ ア エ ロ フ ロ
ー ト の ア ム ス テ ル ダム 支店｣ や空腹の余り路上

で立 ち食い した ｢ ム ン ト広場 の に しん売り｣ で買 っ た ｢ 生 に しん｣ も見かけ

た ｡

レス トラ ン を探して い る途 中､ おかしな所を通 っ たの で ､ 堀江氏 に聞くと､

こ こが有名な ｢ か ざり窓｣ だと説明してくれた｡ ア ル バ ダ婦人も ｢ こ こ はs p e -
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ci al pla c e fb r m e n (男性のための特別 な場所) ｣ だと説明してくれた｡ ア ル バ ダ

夫妻が知 っ て い て ここを通 っ たのか､ 偶然通 っ たの か知らないが ､ 堀江氏はア

ル バ ダ夫人に ｢ あなたはここを通 っ たの は初めてで しょう｣ と質問されて ､ 答

に窮して い た｡

街全体の感じは ､ 暗くて ､ 汚くて ､ 陰惨で ある ｡ こ の 一 角 に住んで い る人

は
､ 中国系､

イ ン ドネシア系､ 黒人系が大多数で ､ 他に少し白人の ドロ ッ プア

ウトした人がい るそうだ｡ 店の ドアにも ｢ C hin e se o nl y｣ と いう張り紙があり､

中国系の人以外の入店を断 っ て い る クラブ風 の店をとき どき見かける｡ そ の近

くの 中華料理店で食事をして ､ 8 時半過ぎにア ル バ ダ氏の家に戻り､ 一

服 してか

ら､ 近く の 教会にクリス マ ス イブを過ご しに行 っ た｡

教会でクリス マ スイブを過ごす

ホ ニ ー が堀江氏と私を教会に招待してくれた ｡ そ の教会には5 00 人程度の人が

入れる､ 大きい礼拝堂があ っ た｡ 沢山 の人が つ めかけて ､ 参会者が座りきれず

補助イス を使 っ て い た｡ 牧師の 説教をはさみながら､ 教会の合唱団や私達の 賛

美歌の 連続である ｡ 歌詞が皆に配られて い たの で ､ それを見ながらデタ ラメ の

発音とメ ロ デ ィ ー で私も大声を出して歌 っ た｡ なに しろ ､ 5 00 人 の 合唱だからひ

とりふたりデタ ラメ の歌を歌う人がい ても分かりはしない の で ある ｡ 英語で書

かれてい る歌詞が2 ､ 3 あ っ たの で それは特に大声で歌 っ た｡ メ ロ デ ィ ー

を知っ

て い た の は ､ 最後に歌 っ た 一

つ だけだ っ た｡

教会でち ょ っ とび っ くりしたの は ｢ 牧師の説教｣ で ある ｡ 私 は ｢ 牧師の説

教｣ などにま っ たく興味のない方だが ､ こ こ の 牧師は まるで シ ェ ー ク ス ピア の

役者の ようにジ ェ ス チ ャ ー が大きく ､ 声も大きく良 い声で ､ ま っ たく芝居かオ

ペ ラを見て い る の と同じである ｡ 勿論オラ ン ダ語だから何を静して い るかは分

からなか っ たが､ 面白かっ た ｡ 聞くと ､ あの程度の ジ ェ ス チ ャ ー は牧師として

は当然で
､
あの牧師はジャ ン プしながら話をしなか っ たからまだおとなしい方

だということだ｡

Il 時半頃にミサが終わり､ その後ホ ニ ー と堀江氏とホ ニ ー

の友達2 人と私でホ

ニ ー の家に行き ､ 皆で ブドウ洒を飲んだ｡ ただし ､ 私だ けはジ ュ ー

ス を飲ん

だ｡ どうもブドウ酒を飲むと疲れる ｡ 午前1 時半頃帰宅する ｡
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1 2 月2 5 日 (木)

クリ ス マ ス の夕食招待

今日はクリス マ ス で祝 日で ある 0 連日､ 帰宅が深夜だ っ た
の で ､ くたびれて

午前中は寝て い た｡ 今日はクリス マ ス の祝日なの で ､ 午後は部屋 の 整理 ､
ピ ン

ポ ン
､ 洗 濯をしたりした ｡ 夕方5 時頃 ､ 堀江氏が私 の部屋を訪れ ､ 少し話を し

た｡ そして6 時過ぎにア ル バ ダ氏の 家に行 っ た0 クリ ス マ ス の夕食に堀江氏
と私

を招待して くれたの であ る0 典型的クリス マ ス 料理と
いうことで ､

七面鳥の 肉

にジ ャ ガイ モ ､
ビ ー トベ リ

ー

､ リ ン ゴ ペ
ー ス ト等を食べ た 0 食事後､

ア ル バ ダ

氏が日本に行 っ たときに撮 っ た ス ライ ドをプ
ロ ジ ェ ク タ

ー で写 して 見せてくれ

た｡ とて も良か っ た ｡

私 は現在､
オ ラ ン ダの 風景や生活株式に不満を少しも持 っ て い な い が ､

ス ラ

イ ドで 写 さ れ る 日本の 景色 や 生活を見 る と ､ 何 か 言葉 に表せ な い よう な

｢ ホ ー ｣ と気分が楽に なる から不思議で ある 0 や はり文化が異な
るの だろう

か ｡ ス ライ ドを見た後､ 私が ｢
"

ホ
ー

ム シ ッ ク
, ,

に な っ た 0 明日 日本 へ 帰りた

い か ら至急切符を手配 してくれ ! ｣ と騒 い だ ので大笑
い にな っ た 0 堀江氏は明

日 の 昼 の飛行便で帰国す る ｡ 1 2 時過 ぎに帰宅する 0

1 9 7 6 年1 月1 日( 木)

お お み そか パ
ー

テ ィ
ー

あけましておめで とう ご ざい ます 0

昨年の大晦日が近 づくに つ れて ､ やはり正月だけで も家族と
一

緒 に迎 えた い

も の だと強く感 じて い ました ｡ 日本の 大晦日から正月に
かけて の 町や家庭内の

雰囲気に はやはり独特の もの があります 0 と
こ ろがオラ ン ダで は ､

クリ ス マ ス

が盛大だ っ ただけに､ 正月 は､ 何か､ そ の ｢ 疲れ休
み｣ と い っ た感 じで淡々 と

して おり ､ 少しも正月 らしい 雰囲気がなく､ 正直言 っ て ､ 少しさみ しさを感 じ

そ れで も､
一

応 ､
I A C で は12 月3 1 日 の大晦日 に

"

N e w Y e ars E v e P a r ty
"

を夜

卵寺からやるから､ 参加 した い 人は応募用紙に申し込
むこ と､ そ の 際 仏 C 以外の

友人 を4 人まで招待して もよ い 0 パ
ー テ ィ

ー で の飲み物 ､ 食べ 物は無料で ある旨

の パ ン フ レ ッ トをもら っ て いました｡ 私は酒がダ
メ な方なの で ､ 参加する気に
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なれず ､ 申し込まずにい たとこ ろ
､ 受付係の 人に ｢ あなたはもう申し込 んだ

か､ まだ申し込ん で い な い なら ､ こ こに申込用紙があるから
､
これに書き込

め0 ｣ と言われたので ､ しぶ しぶ 一 応申し込んでおきました｡ IA C に は ､ 現在､

私を含めて3 人の 日本人が宿泊してい るが ､ 他 の2 人 (坂本氏と小島氏) は正月
をス コ ッ トラ ン ドのア バ ジ ー

ン という所の 友人の 家で 酒を飲み ながら過 ごすと
いうことで ､ 昨日朝早く仏 C を発ちました｡ その 2 人は酒飲みで

､ 漕が大好きで

す0 従 っ て
､
仏 C の 住人で こ の パ ー

テ ィ ー に参加する の は私 ひとりで した｡ そ
こで 一 応､

I A C に は住んで い な い が
､
ワ ー ゲ ニ ンゲ ン の他の 場所 に下宿して い

る日本人の名前 ( 山崎) を友人として書き込んで おきました｡ 別 の 日本人 (松
浦) は他の 人の ゲス トとして来ると聞い て い た の で ､ 一 応､ 日本人が3 人参加す
る予定で した｡

夕食後､ 少し居眠りをしてい たとこ ろ､ 8 時半頃､ 山崎氏が私の部屋を訪ねて
きました｡ パ

ー

テ ィ
ー

は9 時からで したが ､ 9 時半頃に会場 に2 人で 出向きまし
た0 会場はI A C の1 階談話室で ､

5 0 人強が既 に集ま っ て い ま した ｡ 最初 は ､ 何
か､ 寡囲気がちぐはぐでなじめなか っ た ので すが ､ しばらくしてゲ ー ム の よう
なもの が始まり ､ な ごや かにな っ てきました｡ 最初 は ｢ チ ェ ア ー

ダ ン ス ｡ b air

d 狐 C e｣ と いうもの で､ 参加者より 一

つ 少ない 数のイス を用意して
､ 座れなか っ

た人は失格という ､ 日本でもよく知られてい るゲ ー

ム で す｡ 私 は思 い き っ て ､

2 回目の ゲ
ー

ム の 時 に参加しました｡ それで大分気分がほ ぐれま した｡
こ の パ ー テ ィ ー

の参加者の4 0 % 位が ア フ リカ諸国から ､ 3 0 % 位が東南ア ジア

諸国からとい っ た感じで す｡ 通常はI A C に は女性は極めて少ない のですが ､ ク
リ ス マ ス から正月 にかけて ､ I A C に単身で来て い る既婚男性で奥さんを呼んで
い る人が何粗かい る の と ､ ゲ ス トとして 来て い る オラ ン ダ女性が数人い る の
で

､
パ ー テ ィ

ー

出席者の20 ～ 3 0 % が女性で した｡ I A C に宿泊 して い る女性はほ
とん どがア フリカからの 人で ､ そ の他は コ ロ ン ビアからl 人､ ポ ー ラ ン ドから1

人だけです｡

多国籍パ
ー ティ

ー

ご承知の ように ､ 私 は無粋､ 無趣味の 男で ､ 生まれて こ の 万
一

度もダン ス を
したことがありません｡ フ ォ

ー

ク ダン ス さえもしたことがありません ｡ 1 2 ､ 3 年
前に､ 法政大学で音楽バ ン ドの リ ー

ダ
ー

をして い る森本という友人に彼らが演
奏する ダン ス パ ー テ ィ ー

に
一

度友人達と 一 緒に行 っ たことがありま したが､ 何
か雰囲気が不自然でとても踊 る気になれませんで した｡ もちろん

､ 踊り方を知
らなか っ たことも事実で す｡ それ以来､ ｢ ダン ス は しない｣ ことにして今まで
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や っ て きま した｡ そして ､
それは死ぬまで そうであろうと感じて いま した0

それが ､ わりと気軽に ｢ チ ェ ア
ー ダ ン ス｣ に参加できたの は､ 黒人の ダン ス

を見たか らです ( チ ェ ア
ー ダ ン ス で も私にと っ て はダン ス に変わりありませ

ん) ｡ 彼らの ダン ス は実に自然で ､ 本当に ダン ス を楽しんで い るとい っ た感じ

で
､
不自然さ ､

い やらしさがま っ たくなく ､ び っ くりしました0 今まで 日本人

の ダ ン ス だけを見て い たの が ､ 私 の ダ ン ス に関する先入観を作 っ て しま っ た
の

かも しれません ｡ 目 の前で黒人の ダン ス を見て ､ こ れなら私も楽
しめる という

気に な っ た の です ｡

｢ チ ェ ア ー ダ ン ス｣ の 次に は ｢ ペ
ー パ ー ダン スp a pe r d a n c e｣ が始まりまし

た｡ ｢ ペ ー パ
ー

ダ ン ス｣ とは新聞紙を広げて ､ 床の 上 に敷き､ そ の 上で2 人1観

で ダ ン ス をす るのですが ､
3 分毎位 に ､

その 新聞紙を次々 と半分の 大きさにたた

んで い か なければなりません 0 そして ､ そ の2 人 の どちらかが､ そ の 新聞紙の 外

に出 て しま っ たら､ そ の 組は失格する というゲ
ー ム です 0 したが っ て ､

4 回目

位に は新聞紙がノ
ー ト大の大きさになり､ 2 人がし っ かりと抱き合わな

い と新聞

紙の外に足が出て しまうの で ､
い わば､ それを楽しむの です 0 私も誘われま し

たが ､ ち ょ っ と抵抗があり､ やりませ んで した0

誤解からダン スするはめになる

そうこう して い る内に ､ 本当 の ダ ン ス パ
ー

テ ィ
ー に な っ てきま した0 ホ

ー ル

の 中央で皆がダン ス を踊り､ 飲み食い はホ
ー ル の周囲の テ

ー ブ ルで や ると い っ

た感 じです ｡ 私は手持ちぶ さたになり､ 隣り合
っ た フ ィ リ ピ ン の 人としゃ

べ っ

たり ､ 料理 をバリ バリ 食べ たり して いました0 の どが渇
い たの で ､

ジ ュ ー ス を

もら い に カウ ンタ
ー に行くと､ そ こ の バ

ー テ ンが何を思 っ たか､ 大きなビ ン を

ボ ン と私 の 前に置きま した○ そして ､ ｢ お前は 日本人だろう 0 こ れは日本酒

で
､
す で に37 ℃ に温めて ある ( オカ ン して ある) 0 これをお前に プレゼ ン トす

る｡ ｣ と言うので す｡ び っ くり しま したが､ ありがたく頂戴
しました 0 オカ ン

して あると ころに泣かされま した｡ こ の厚意に はうれしく感
じま した0 ただ ､

私 は 日本酒は飲めない ので ､ テ
ー ブ ル で酒を飲 んで い る人達に ｢ こ れは日本の

"

サ ケ
"

と いうアル コ
ー

ル だ0 とて もうま いから､
一 度飲んで み ない か0 ｣ と

言 っ て つ い で回りました 0 ｢ フ ク ム ス メ｣ と
いう銘酒で した0 ひ とわたりお酒

を つ ぎ終わ っ た頃､ 何人かがさかん にカメ ラの フ ラ ッ
シ ュ をたき始めた の で ､

私 も部屋 に カメ ラを取りに戻りま した0 そし
て再び会場 に行くと ､

ポ ー ラ ン ド

の ポズ ニ ヤ ツ ク氏 に呼び止められました0 彼は仏C に
い る坂本氏 と同 じ研究所

に留学して い る の で ､ 前に 二 三度話をした
ことがあります0 た だ､ 余り英語
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がうまくなく ､ 話をするの にとても骨が折れます 0 彼の奥さんがクリス マ ス前

からIA C に来て い る の ですが､ 坂本氏から奥さんは英語がま っ たくダメ だと聞

い て い たの で奥さんが来てからは彼には近づい て い ませ んで した0

｢ ボズ ニ ヤ ツ タ氏は酒に強い｣ と坂本氏から聞 い て
い た の で ､ 先ほ ど ｢ 日本

酒｣ を勧め てお い た の です 0 彼が私を呼び止めた
の は ｢ あ の 酒 はとて もうま

か っ た｡ 女房もも っ と欲しが っ て い るがまだ残 っ て
い るか0 ｣ と私 に尋ねるた

め で した｡ まだ残 っ て い た の で喜ん で つ い で や る と､ す ぐにまた飲ん で しま

い
､ また つ ぐと い っ た感じで ､ 私も彼らの 隣 に腰掛けて話をしは じめました0

だけど､ 彼の奥さんに紹介されたはい い けれ ど､ 本当に英語
をほとん ど知らな

い の で
､
す べ て旦那の 通訳付きで す0 英語 の 単語は1 0

～

2 0 位しか知 らな い と

言 っ て い ま した ｡ な に しろ ､ 日本で は子供 も知 っ て い る ｢ ハ ッ ピ
ー ｣

｢ ニ ュ
ー

｣ ｢ イヤ
ー｣ (H a p p y N e w Y e a r) がま っ たく通 じな

い の です0 しかも､

旦那も変な英語をしゃ べ る の で ､
ほとん ど何を言 っ て い る の か分かりませ ん0

それに ､
ダ ン ス の 音楽がうるさくて ､

よく聞き取れない の で す｡

テ ン プン カ ンプ ン の 話を しばらくした後､ 日本酒の ビ ンを彼らの とこ ろに置

い たまま､ 席を離れようとして ､ ｢ ダ ン ス の 音楽がうるさくて あなたがたの話

がよく聞こえな い の で ､ 後でまた来る ｡ ｣ と言 っ て席を立とうとすると､ 奥さ

んが ｢ ダン ス ? ｣ と聞き返 しました｡ ｢ ダン ス｣ と いう言葉を知 っ て
い たらし

い のです｡ そこ で ｢ そうだ｡ ダン ス の音楽がうるさす ぎる o ｣ と答えると､ 彼

女は夫と何 か二言 ､ 三言ポ
ー ラ ン ド語で しゃ べ っ たかと思うと ､ やおら立ち上

がり､ 肩にかけてい たシ ョ
ー ル をと っ て ､ ホ

ー ル の中央の 方 へ 歩 い て い き､ 私

を手招きで呼ぶ の です｡ どうも ｢私が彼女とダン ス を したくて立ち上が っ た｣

と解釈されて しま っ たようです｡

どうしようもありませ ん ｡ 彼女は向こうで じれ っ たそうに待 っ て い るの で

す｡ 私が行 っ て ｢ 私はダン ス を踊れません｡ ｣ と謝ろうに も英語が通じない の

です｡ ｢ エ
ー

イ ､ ままよ｣ と彼女の方に行き､ に っ こりと笑っ て踊り始めまし

た｡ もちろ んス テ ッ プの踏み方などはま っ たく知らない の で デタラメもい いと

ころで ､ 音楽に合わせて体を動かして い るだけです｡ ただし､ 腕をと っ て抱き

合う形で はなく､ 向かい 合 っ て5 0 c m 程離れて踊りま した0

ダ ン ス用語を知らない の で説明できませ んが､ と にかく､ 体を動かしながら

ニ コ ニ コ して い るうちに､ 一 曲終わり､ 次 い でもう
一

曲踊り､ それから席に戻

りました｡ 早速､ 旦那に ｢ 私は生まれて初めて ダン ス と いうもの をしたの で ､

とても下手だっ たに違い ない ｡ 奥さん にその点を謝 っ て くれ｡ ｣ と伝えまし

た｡ そしたら､ そ んなことはない ､ と慰められました ｡ そして ｢ 私の寮は､ あ
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なたととても気があ っ たと言 っ て い る ｡ ｣ と言われま した｡ その 間､ 彼ら2 人が

ガブガブと日本酒を飲み ､ あ っ と言う間に ､
2 人 で5 合ほ ど飲ん で しま い ま し

た｡ かなり酒に強 い ようです ｡

他 の ポ
ー

ラ ン ド人と話をして い て も感じるが､ ポ ー

ラ ン ド人は大体におい て

感受性が強い というかデリケ
ー

トと いうか ､ 悪く言えば気分屋 で ､ 表現が大げ

さ
､ 良く言えば人と対する とき ､ 非常 に情感を込めて対応するよう だ｡

そんなわけで ､
また

､
ボズ ニ ヤ ツク夫妻と話が始ま っ て しまい ､ 旦那とも気

が合い始め､ 彼らは私がオラ ンダから帰る前に ､ 私をポ
ー ラ ン ドの彼らの 家に

1 週間ほ ど招待したい と言 い 出 した｡

そ の 後､ タ ンザ ニ ア の 人とも話をした｡ 彼は1 9 70 年の 大阪万博で 大阪 に行 っ

たそうで ある ｡ 政府からの派遣者として タ ンザ ニ ア館で働い たらしい ｡ タ ン ザ

ニ ア には日本人がい っ ぱ い い ると言 っ て い た｡ 鉄道 ､
電気 ､ 繊維関係が多い ら

し い ｡ 私も大阪 に住ん で い る と言うととても喜ん でくれた｡ そして ､ ｢ 大阪万

博に行 っ て ､
タ ンザ ニ ア館を見たか? ｣ と言うの で ､ 本当は大阪万博に は行 っ

て い なか っ たが ､ 酒を飲 んで い たせ いか ｢ 大阪万博で タ ンザ ニ ア館を見 て ､
と

ても感銘を受けた｡ ｣ な どと言 っ て しま っ た｡ そうしたら喜んで抱 き つ い て き

た｡

ボズ ニ ヤ ツ ク の 旦那 の 方は ダン ス が若手らしく ､ 奥さん がしきりに誘うが席

から動 こうとしな い ｡ そして 私を見るの で ､ また､ 踊 る こ とになり ､ 結局ずい

ぶ ん踊 っ てしま っ た｡

元 旦0 時のバカ騒ぎ

そうこうしてい るうちに ､ 急に騒がしくなり ､ 奇声が飛び交い 始めた｡ 時計

を見 る と丁度1 2 時で あ る ｡ 1 9 7 6 年 に な っ た の だ ｡ 皆 ｢ ハ ッ ピ
ー ニ ュ ー イ

ヤ
ー

! ｣ と言 いながら誰かれとなく ､ 握手してキス( ほおをとり合 せる感じ) をし

合 っ て い る ｡ たま たま､ 隣り合わせた松浦氏が ､ 全員と撞手とキ ス をしなけれ

ば失礼 になるよと耳打ちしてくれた｡

松浦氏 は昭和46 年､ 東大農学部の 杉研究室卒業で ､ 現在農林水産省の 役人だ

が ､ 去年8 月 よりワ ー ゲ ニ ンゲ ン農業大学の 修士課程に留学して い る ｡ と ても感

じの 良い ､ 頭 の 良い青年で ､ 私達は彼を仏 C 社交界の プリ ン ス と呼んで い る ｡

骨に 人気があるの だ｡ 皆の面倒を良くみる し､ 成績も抜群 に良い らしく ､ 評判

が良い ｡

｢ ハ ッ ピ ー ニ ュ
ー

イ ヤ
ー ｣ の撞手とキス はものすごく ､ 私 に考える暇をま っ

たく与えない ｡ 黙 っ てボサ ッ と立 っ て い ると男も女もだれかれとなく ､ 近く の
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人が握手を求めてきて ､ 抱き合い ､ 両頼に キス をし合うのである ｡ こうな っ た

らもう どうしようもない ｡ キス されて ､ 仕返さない訳に行かない し､ や ぶれか

ぶ れだ｡ もう､
こちらからも積極的に握手を求めて回る ことにした｡ それが大

変な騒ぎで ､ 大声で何かを叫びながらやるの で ある ｡ 私も結局5 0 人位と撞手と

キス をし合っ たと思う ｡ コ ン ゴ ､ イ ン ドネシア ､
セイ ロ ン ､ タ ンザ ニ ア ､ ギ ニ

ア
､
エ ジプト

､
ヨ ル ダ ン … …

｡ そ の 間､ 2 ､ 3 人とは間違えて ､ くちびるとくち

びるが合 っ て しま っ た｡

後で 開い たところ によると､ 1 2 時を期して ､ 外で はあち こちで盛大に花火が

打ち上げられ
､
と てもきれい だ っ たらしい ｡ 私達は気付かなか っ た｡

一

段落 して ､ 日本の家族に新年の 国際電話をしようと思 っ て
､ 申し込ん だが

混 んで い て だめと い うこ とであきらめ た｡

結局､ こ こで の パ ー テ ィ ー は午前2 時頃まで続き､ 次はIA C の 建物の裏にある

イン タ ー

ナ シ ョ ナル ク ラブという建物に行 っ て ､ そ こ で続きをやることにな っ

た｡ 皆が行くの で私も行くことにした ｡ 実 の ところ ､ 酒を少し飲ん で い たため

に疲れて い たが､ まあこれも 一

生 に
一 度､ どんなもの か経験 しようという気持

ちである｡

再びダン スを

インタ
ー

ナシ ョ ナ ル ク ラブでは
､
また酒とダン ス と談笑で ある｡ 今度は酒 は

飲まなか っ た｡ 立 つ と少しフ ラ フ ラするからだ｡ そこで向かい 合 っ た女の 人と

目線が合い ､
互 い に ニ ッ コ リすると､ 自然に踊りだして しま っ た｡ イ ン ドネシ

ア の 人で毒物学 ｢t o xi c ol o g y｣ の 専 門家で博士の 学位を持 っ ており ､ ワ ー ゲ ニ ン

ゲ ン の研究所で働い て い るという ｡ 今日初めて合 っ た 人だが､ ず っ とある男の

人と
一

緒だ っ たの で ､ そ の 人 の 奥さんだとばかり思 っ て い たら ､ 独身だとい

う ｡ 親戚に 日本人がい ると言 っ て い た ｡

ポ ー ラ ン ドの陽気な独身おばち ゃん (年は4 0前後) も､ 私がイス に座 っ て い

ると
､ 肩 をたたい て ､ 踊 ろうと言う｡ もう疲れと酔い で フ ラ フ ラだ っ たが 2 曲

ばかり踊 っ た｡ 途中､ その 人 の 足を 一 寸踏んで しま っ た の で
､ 謝 っ て ､ ｢ 実は

ダン スをする の は生まれて この方 ､ 今日が初めてなの だ｡ 下手なの は許してく

れ｡ ｣ と謝ると､ 手の組み方が違うだとか ､ 支え手の位置が悪 い とか敢えてく

れた｡

結局 ､
こ んな バ カ騒ぎを朝の 5 時過 ぎまで や っ て ､ 私はI A C に引き上げた｡

他にまだ沢山残 っ て い る人がい たが､ とても私には つ きあい きれない ｡ あと3 時

間 ､ 朝の 8 時過ぎまで続くというの だ｡
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本当に新年の迎 え方というの は国に よ っ て異なるものだ ｡ 日本の正月はやは

り ｢ 家族｣ が単位で ある ｡ あ んな バ カ騒 ぎはしない ｡ こちらで はクリス マ ス が

｢ 家族｣ 単位の行事で ､
N e w Y e a r

-

s E v e はお祭りの ようだ ｡ 日本で はクリス マ

ス がお祭りである｡

飲 み過ぎと食べ 過ぎで吐く

I A C に帰る途中 ､ ボズ ニ ヤ ツク夫妻に私達の 部屋に
一

寸寄 っ て い けと言われ

た｡ 断りきれずに行くと ､
またビ

ー

ル を出された｡ もうア ウトで ある ｡ 実を い

うと ､
しばらく前から吐き気がして ､

とて も食べ たり飲ん だりで きる状態で は

な い ｡ でも厚意は受けねばならな い ｡ 結局 ､
コ ッ プに

一

杯 ビ
ー

ル を飲み ､
バ ナ

ナ1 本 とみ かん2 つ を食べ ､ 訳 の わからぬ話をして午前6 時頃 ､ 自室に戻 っ た｡ 楽

し い とは い っ て も､ や はり ､ 外国人同志との つ き合い には気が疲れる ｡ 言葉の

問題と ､ もう
一

つ は エ チ ケ ッ トの 遠 い で ある ｡ こう いうこ とをして失礼になら

な い か ､ 気 を悪くしない か ､ 誤解されない か ､ と いうこ とにや はり気を使う ｡

自重に戻 っ てす ぐ吐 い た｡ 飲 み過 ぎと食べ 過ぎである｡ そして朝 6 時半から

10 時過 ぎまで 3 時間少し寝て ､
そ の 後こ の手紙を書き始め ､

1 1 時頃と1 2 時頃､

日本の 自宅 に新年の あ い さ つ の 電話をかける ためにまた 国際電話を申し込 ん

だが通 じな い ｡

1 時半か らは 日本人の福井氏の家に招待されて い たので行 っ た｡ ｢ お経煮｣ を

い ただい た｡ まさか ｢ オラ ン ダ｣ で こん なもの が食べ られる とは思 わなか っ

た｡ そ の他 数の 子 ､ 豆腐も食 べ た ｡

カ ズノ コ は ハ ー グ で バ ケ ツ
ー 杯を3 0 ギル ダ

ー

で売 っ て い る の を､ 福井氏の友

人が持 っ て きてくれたという｡ オ ラ ン ダ人はカズノ コ を食べ ない ので ､
ほとん

どは捨て て い るが ､ オ ラ ン ダの 日本人の ために カズノ コ を少量だけ作っ て売る

店が ハ
ー

グ にある の だという ｡ そ の他の 料理材料は､ 最近オラ ン ダにきた､ 山

口氏 の奥さんが日本から持 っ て きたもの で ある ｡

1 月3 日(土)

ア ンネフラ ンクの家と国立美術館に行く

朝10 時頃､ かねてから行きたい と思 っ て い た､ ア ム ス テ ル ダム の 国立美術館

( ライク ス ミ ュ
ー ジア ム) に出掛けた｡

ア ム ス テ ル ダム 中央駅から市電 に乗 っ て美術館 へ 向かう途中 ､
｢ ア ン ネ ･ フ
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ラ ンクの家｣ の そばを通 っ たの で ､ 何気なく途中下車 して立ち寄 っ てみ た0

｢ ア ンネの日記｣ は素晴らしいが ｢ ア ンネの家｣ を見て もしょうがな
い 0 単な

る観光名所の
一 つ に過ぎない だろうという気がして ､ あまり気乗り しなか っ た

が ､ そのす ぐ隣にある ｢ 西教会｣ も つ い で に見るなら
一

寸寄る価値がない でも

なかろうと思 っ た｡

こ の先入観は､ ｢ ア ンネ の 家｣ に入 っ て ､
しばらく して完全 に打ち砕かれ

た｡ こ の家は､ ｢ ア ンネ
･ フ ラ ン ク協会｣ が管理して おり ､ 家 の 中に は各種資

料が展示されて い た｡ い わゆ る ｢ ナチ｣ による
ユ ダヤ 人収容所で の行為に関す

る記録写真に は胸を強く打たれた0 だが ､
なぜか ､ 出 口付近の ドア の ｢ ヒ ロ シ

マ の子供たち｣ か らという貼り紙の 下 に掛けて あ っ た ｢ 千羽鶴｣ を見
た時 ､ 涙

を抑える土とが どうして もで きなか っ た0 高校卒業彼の 浪人時代､ 九州 の 山奥

の 開拓農家で4 0 日を過ご した帰りに ､
ヒ ロ シ マ 原爆記念館に寄 っ た時に受けた

｢ ぁ の衝撃｣ を思 い 起 こ したからだろう 0 最後の部屋 には ｢ 現在
の 人種差別｣

に関する資料が展示してあり ､ そ こで ア フ リカから来たという黒人が ｢ ア ンネ

の日記から3 0年以上もた っ た今､ 富と権力の集積はますます大きくなり､
ア フ

リカ の多くの 人が今も差別と飢 えのた めに次々 と死ん で
い く の をあなたがたは

どう思うか｡ ｣ と訴えて い た0 ナチ
ー

ヒ ロ シ マ ー ア フ リカ ､
こ の 三 つ の共通点

は何か?

国立美術館は規模が大きすぎて ､
と て も半日ですべ て を見る ことは で きな

い ｡
一

通 りざっ と見た後 ､
おもしろ そうな所を重点的 に見て ､ 他の所は次の機

会に見る こ とにした｡

レ ンブラ ントの ｢夜番｣ は､ 9 月 に何者かによる破損被害にあ っ て現在修復作

業中で見られない との こ とであ っ たが ､ 今日はその作業を休んで
い るとかで ､

運良く見るこ とがで きた｡ その 他レ ンブ ラ ン トの作品を多く見た0 確かに レ
ン

ブラ ントは良い ｡ しかし､ どうして も何 か納得で きな い ところがある 0 完全す

ぎる ｡ 統
一

されすぎて い る｡ これはゴ ッ ホと比較すれば明らかだ0 農民と田舎

の風景を好んで措い たゴ ッ ホに村する ､ 王族､
金持ちの肖像画を措い たレ ン ブ

ラ ントの違い だろう｡ それに､ どうもその前に ｢ ア ン ネ
･

フ ラ ンクの家｣ で受

けた感じがまだ残 っ て い て ､ 率直に絵を見る ことが で きない 0

レ ンブラ ントを見た後は､ 東洋美術館で ｢仏像｣ を見て時を過 ごした｡ デ ル

フ ト焼が美しか っ た｡

1 日中立ちっ ばなしだ っ たの で ､ 帰りは少し疲れたが ､ 気持ちの 良い疲れだ っ

た｡

7 6



1 月1 4 日( 水)

日本人と日系ブラジル人に出会う

今週 の月曜 (1 2 日) から､ IA C に6 人 の若い 日本人が 1 週間の予定で宿泊して

います (古口光夫､ 磯野宏
一

､ 宮尾正道他3 人) ｡ 彼らは農林省の外郭団体 ｢ 国

際農友会｣ の 援助で オラ ン ダの 農家に約1 年間研修に来て います｡ 6 人とも温室

関係の 農家で働い て おり ､ 時 々 試験場で の 見学や ら研修を受けて い ます0 IA C

に来たの は ､ 隣町 の E D E ( エ デ) で研修を受ける ためで す｡ 6 人 のうち4 人は自

営で ､
2 人は県庁の 職員で ､

全員20 代､ 独身です｡ 夜､ 彼らと話し合 っ て ､ 多く

の 情報を得ました｡

私はオラ ン ダに来て ､
温室関係の試験場 ､ 研究所､ 展示会と主だ っ たとこ ろ

はもう
一

度は見て回りま したが ､ 実際の農家の温室は外か らちょ っ とながめた

だけで ､
まだじ っ くり と見る機会がなく ､ 何 とかして ､ 農家 の 温室を見たい も

の だとチ ャ ン ス をうかが っ て い たとこ ろで した ｡ 研究所から紹介されて見に

行 っ て も ､
そ の 実態に触れる に は

一

寸不十分なの で ､ 民間 ペ
ー

ス で コ ネをさが

して い たとこ ろだ っ た の です ｡

彼等6 人は研修員として毎日温室農家ではたらい て い るから､ 実際の温室作業

が どん なもの か
､ 問題点は何かを ハ ダで感じて い る訳です ｡ こ の 機会を逃が し

ては ならじと早速 ､ 是非､ 君 たちが働い て い る温室を見たい とた の んだとこ ろ

心 よくオ
ー ケ ー してくれました｡ 4 人がア

ー ル ス メ ー

ル で働い てお り､ 4 ケ 所 と

も見 せ てくれる と いう の で ､ お どりあがらん ばかりによ ろ こびま した｡ それ

に､ 他にも､ 見て お い て 損の ない温室は見せて やるというの で す｡

民 間 の商業温室 (面積3 h a) で完全な コ ンピ ュ
ー

タ コ ン ト ロ
ー ル されて い ると

こ ろ もあ るそうです ｡ その他､ 多くの 情報を得ました｡

最近オラ ン ダで は二酸化炭素施用は減少傾向にある こと､ 小規模な温室経営

者は どん どん倒産して い る こと､ 経営は合資会社の 形態をとる ことが多く ､ 従

業員は1 0 0 人 ～

2 00 人位の ところが多い こ と｡ 経営面積は2
～ 5 h a位｡ 従業員 の多

く はモ ロ ッ コ 人､ ト ル コ 人 ､
ス リラ ン カ人等で ある こと｡

彼等は ､ 日本で1 0 日間ほ どオラ ン ダ語を習い ､
オ ラ ン ダに来て3 週 間オラ ン ダ

語学校に通 っ た後､ 各農家に入り ､ 今は ､
オ ラ ン ダ語が大体話せ る という こと

です ｡ オ ラ ン ダ語が通 じなければ仕事ができない訳です ｡ 最初は大分苦労した

ようで すが ､ 皆好青年で バ イタリティ
ー に富んだ若者で ､ 大い に刺激をうける

と同時 に ､ 研究者を通 じてで は決して得られない情報を多く入手しました｡ 私
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としては貴重なチャ ン ス で ､
これを機会に何とかオラ ン ダの実際の 温室経営に

関して
一

つ で も多くを知りたい気持ちで す｡

と ころが
､ 今日も､ 夕食後､ 彼等と談話室で話して い たら ､ 日本人的な顔を

した人が､ 更に6 人や っ てきました｡ 彼等はブラ ジ ル 人で全員日系2 世で した｡

( K ei k o K as hi n o , S hig e ru K a m i m u r a , K o s h i z u m i H a s hi他3 人) ｡ 全点ほほ完全な

日本語を話します｡ 彼等も､ 国際農友会の援助で ブラ ジル から来 た自営農家の

後継ぎで ､
5 人が温室関係､ 1 人が じゃ がい も関係 の 農家で研修してい ます ｡ そ

のうちの1 人がア
ー

ル ス メ ー アで カ ー ネ ー シ ョ ンを大規模にや っ て い る農家で研

修して い ると いうの で早速見せて ほ しい と頼んだと ころ オ
ー

ケ
ー

で ､ 1 月3 1 日

(土) に他の温室見学も兼ねて訪れる こ とにしました｡ いずれも好青年ばかり

で
､ 実にゆか い な気持ちになりました ｡ 彼等はブラジル の 家で は日本語を ､ 外

で はブラジル語 ( ほぼポルトガ ル語と同じ) を使 っ て い るが ､ どちらの 言葉で

も自分の気持ちは9 0 % 位しか表せな い と いうこ とで ､
2 世同志で話しをするとき

は日本語とブラジ ル語を混ぜて使うそうで す｡ 実際､ 彼等同志で話すときはそ

うして い ました｡

ブラジル の 家庭で の 生活は､ ほ ぼ日本式で ､
お米の ゴ ハ ン に ､ 漬け物､ 味噌

汁だそうで ､ さしみ ､
ス キヤキ等もよく食べ ､

どうも､ 現在の 日本よりも日本

食をよく食べ て い るようです ｡ 結婚相手をお見合い で 決める の がかなり多く

( 70 % 位) ､ それが実にうまくい っ て い ると いうことです ｡ 彼等の両親は､ 野

菜を作っ て い る人が多く ､ 彼等はそれに加えて ､
温室で花を冬期栽培したいと

いうことでオラ ン ダに研修にきてい ます｡

ワ
ー

ゲ ニ ンゲ ン のIA C (国際農業セ ン タ ー

､ I n te m ati o n al A g ri c ult u r al C e n t e r)

と は良くい っ たもので ､
こ こ に屠ると､ 世界各国の農業関係の研究者､ 自営者

が出入り してい るので ､ 居ながらにして各国の農業事情が勉強できるの で
､
た

の しくなります｡

ブラジルの若者は皆20 代 の独身男女で ､ 実に明る い性格です｡ ところが ､ 彼

等が､ ｢ どうもオラ ン ダの食事はまずくて い かん､ やは りこめのメ シと漬け物で

お茶づけがたべたい｣ などと流ちょうな日本語で言うと､ 奇妙な感じです｡ 今年

の 正月はモ チが食べ られなか っ たことをさかん に残念が っ て いま した｡

ブラジル人6 人と日本人6 人は今週中､ となり町の エ デ(E D E) の 同じ場所で研修

を受けるそうです｡ ブラ ジル人の宿舎はI A C で はなく ､
E D E にあるので10 時半頃

帰 っ て い きました｡ そ の 後､ 日本人とは1 1 時すぎまで 話しま した｡

彼等は､ 休み の日にはあちこちを旅行してあるい て い るようで ､ 皆デ ン マ ー

ク ､ ス ウ ェ
ー

デ ン ､ ス ペ イ ン ､ ギリ シ ャ等 へ 足 をのば しており ､
そ の旅行話を
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問い て い ると実に バ イタリティ
ー

に富ん で います｡ い わゆ る ｢ 貧乏旅行｣ と い

うや つ で す｡

何 はともあれ ､
1 月3 1 日 の ア

ー ル ス メ
ー ア ヘ の 温室見学がたの しみです ｡

1 月1 6 日(金)

急な見学依頼を何とか切り抜ける

今朝､ 朝食前に ､
日本 人の研修生に ､ 研修は今日の午前 中で終わり ､ 夜には

各自の 下宿に もどらなければならない が ､ そ の前に ､
ワ ー ゲ ニ ンゲ ン の 温室関

係の 研究所 を見学 したい と言われた ｡

早速 ､ I M A G の ハ イナ氏( M r . H e 蜘a) の 所
へ 行き ､ 急 で申し訳ない がこう いう

事情なの で案内してもらえる人は居 るかとたずねたとこ ろ ､ ｢ だめ だ｣ と言わ

れた｡ 前も っ て約束をして い な い し､ それに来週からはじまる展示会の 準備で

忙しくて とて も時間がさけな い と言う｡ 突然 の お願 い だか ら断られても当然で

ある｡ で も､ 何 とか彼等に研究所を見学させ てやりた い ｡

そ こで次 に ス ト フ ァ
ー

氏( M r .S t o ff e r s) をたずねた ｡ 彼はとても親切なの で ､

もしか した ら無理を聞い てくれるかもしれない ｡ ス ト フ ァ ー

氏 は､ 午後は出か

ける予定があるが ､ 誰か他の 人に頼 んでや ろうとい っ て ､ 私を連れてあちこ ち

当た っ てくれたが､ 次々 と断られた｡ 5 ～ 6 人目に ソ ン デ ル ン氏( M r .S o n d e m ) を訪

ねて ､ や っ とO K が とれた｡ 午後3 時に彼等研究生と研究所(I M A G) 玄関で待ち

合わせて ソ ン デル ン氏 を訪ねた｡ 彼等6 人 のうち2 人は来なか っ た｡ 後で 聞く

と､ 道 に迷 っ たと いう ｡

ソ ン デ ル ン 氏は最初 ､ 骨を椅子 に座らせて次の ようなことを言 っ た｡ ｢ 私は

第二次世界大戦で ビ ル マ に行き､ 日本軍と戦 っ た｡ オ ラ ン ダの兵隊の 平均年令

は
､
3 9 才で ､

日本の それは2 0 才だ っ た｡ 私が行っ たときは､ 雨期で とて も つ ら

い 戦い で ､
どちらにも多くの 戦死者が出た｡ 私はとて も若しか っ たが､ 最後ま

で頑張 っ た｡ き っ と日本軍も つ らか っ たろう｡ で も私 は今は 日本が好きで あ

る ｡ 私 の と こ ろ へ 日本人の 訪問者も多い ｡ 私 は日本との友好を広げ たい ｡ ｣ と

言 っ て序論を終わ っ た｡ 彼は恐らく6 0 才近く ､
と ても親切な人で ある ｡

そ の 後､ I M A G の 中を 一

通り見学させてくれた｡ リ ン ゴ の 自動収穫機 ､ ポ ッ

ト (鉢) 植物の自動定植､ 運搬装置､ 通路 のな い 温室､ 水耕装置で ポ ッ ト の底

から植物の 根が出ない ような科学物質をい れたシ
ー

トの 試験 ､ サボテ ン 類の水

耕栽培､ マ ルチ ン グ､ プ ラ ス テ ィ ッ ク ハ ウ ス ､
バ ラ栽培温室等々 を約1時 間か け
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て 見て 回っ た｡ 彼はプラス テ ィ ックフ イ ル ム の農業及び園芸における利用を研

究 して い て ､ なかなかの 工夫､ 独創があり､ かなり実用的なことをしてい る｡

い く つ か の 文献ももら っ た｡

そ の後､ 彼の オフ ィ ス にもどり､ 彼の研究を､ 写真を見せ てもらいながら約

1 時間 ､ 紹介してもら っ た｡ とても親切にて い ね い に説明 してくれる0 ただし､

彼等日本人研修生はオラ ン ダ語､ 私は英語しか分からない の で彼が英語で話す

と私がうなずき､ オラ ン ダ語で話すと彼等がうなずくと い っ た具合である ｡

そ の 日にな っ てからの突然の見学申し込みを快くオ
ー ケ

ー

してくれ ､ しかも

2 時間も熱心に説明してくれたの には本当に感謝した ｡ 無理な申し込み だ っ た

が ､ 研修生たちも熱心 に開い て い た の で き っ と何か の役にたて てくれる と思

う ｡ 彼等は本当に勉強熱心で頭が下がる｡ 日本の将来は決して捨て たもの では

な い ｡

1 月1 7 日(土)

ロ シア 人の苦労話

昨日の朝､
ス ト フ ァ

ー 氏を訪ねたとき ､ そ こ にI A C で よ く見かける人が客人

と して先に来てい た｡ その ときは､ 何も話をしない で 別れたが､ 今日の昼食時

に話しかけてみた｡ I M A G に居たの だからもしかしたら温室関係の研究者かもし

れな いと思 っ たからだ｡ 予想通り､ 彼は温室の環境制御の研究者で ､ ソ ビ エ ト

から11 月 に来たそうだ｡ 専攻は電気工学だっ たそうで ､ 温室の コ ン ピ ュ ー

タ コ

ン ト ロ
ー ル に興味をも っ て い ると いう｡

彼は次の ような苦労話を1 時間ほどかけて話してくれた｡ 彼は､ 学校数育では

ドイ ツ語を習 っ ただけで ､ 英語はオラ ン ダに来るまで習 っ たことがなか っ たと

いう ｡ ス キポ
ー

ル 空港からIA C ま で は何とか来れたも の の ､ I A C で は静がま っ た

く通 じず､ 困りき っ たらしい ｡ そ こでまず､ カ セ ッ トテ
ー プに英語を吹き込ん

だもの を入手し､ カ セ ッ トテ ー プ レ コ ー ダ ー で 英語 の練習 をしようと思 い ､

テ
ー

プと レ
ー コ ー ダ ー を探しはじめたが ､ 英語もオラ ン ダ語も話せな い からそ

の ことをオラ ン ダ人に ( 店の 人にも研究者にも) どう しても理解してもらえず

結局 その2 つ を入手するの に3 週間もかか っ て しま っ たと いう｡

それから英語の勉強をはじめたが ､ 最初は､ 人 に話しかけられ るの がい や

で ､ 仏 C の 食堂で もい つ もカウ ンタ ー で外を見ながら1 人で 食事をしてい たとい

う｡ 1 2 月 の 中頃からどうやら片言が英語で話せ るようになり ､ 最近や っ と大体
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の話はできるようにな っ てきたという｡ 英語を習い 始めて2 ケ月半で これまで話

せるようにな っ たのだからたい したもの である｡ 先日の 日本人の若い研修生 も

そうだ っ たが ､ 必要を痛切に感じれば､ 外国語というも の は半年間くらい で何

とか用がたせるようになるもの らしい ｡ 今で も毎日英語 の テ
ー プを開い て い る

という｡

現在は､ ア ドリ
ー

,
ス トフ ァ ー

,
ハ イナ氏等に質問しながら文献を読んで い

るという ｡ ア ドリ ー

や ス ト フ ァ
ー

氏が親切なの で助かると言 っ て い た0

ただ
､ 最初は英語が話せなか っ たの で ､ 彼等も家には招待してくれず､

い つ

も1 人ぼ っ ちだ っ たと い う｡ 最近や っ と彼等は家に招待してくれる ようにな っ た

という｡

ソ連 の 現在の 温室面積は約8 ,0 00 b a だと いう｡ 日本の それが約2 0 ,00 0 b a だか

ら､ かなりあることになる ｡ ただ ､
ソ 連で は雪が多く ､ 因 っ て い る と言 っ て い

た｡ 彼は レ ニ ン グラ
ー

ドの 研究所 にい ると いう｡ 私 の方も簡単に自己紹介0 お

互 い に今後も温室関係の情報を交換し合おうと い っ て ､ 別れた0

1 月1 9 日 (月)

農業機械化展示会

朝7 時に食事をすませ ､
ア ム ス テル ダム の 町はずれにある ライ国際展示場(R 〟

G e b o u w ) に ､ 農業機械化展示会を1 人で見に行 っ た｡ こ の展示場は床面積4 b a で

柱が1 本もない ｡ オ ラ ン ダで は､ 昨今､ 空が明るくなりは じめ る の は8 時半を過

ぎてからで あるから､ 真 っ 暗なうちに出かけたことになる ｡ 会場 には9 時半頃到

着した｡

まず､ 会場 の前で ､
5 ～ 6 人の 若者が ､ サ ン ドウィ ッ チ マ ン の ように身体の前

後に板をぶらさげて何かを訴えて い る｡ 早速 ､ そ の1 人 に近付い て ､ 君の そ の カ

ン パ ン に は何が書いて あ る の かと聞くと､ ｢ 農業の機械化 ､ 農産物 の 工場生産

は将来の方向として 間遠 っ て い る ｡ 有機農業をも っ と真剣 に考える
べ きだ｣ と

書いて ある の だとい っ て い た｡ 大学生かとたずねると ､ ｢ そうだ､ 法律専攻の

大学生 だ｣ とい っ た｡

こ の展示会は､ 温室関係の機械化展で なく､ 畑地農業の機械化展 である 0 専

門的なことは別に して ､ まず､ 会場で感じたこ とは､ 見学者に ､ 子供(小学生 ､

中学生 ､ 高校生､ 大学生) ､ 女性 ､ それに若い2 人達れ､ 中年の2 人達れが多い こ

とであ る｡ そして ､ 会場 の 係員 (説明者) が子俵や女性 に熱心 に しかもて い ね
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い に説明して おり､ 聞い て い る方も熱心である 0 何か､ オ ラ
ン ダ国民 の農業に

対す る姿勢あるい は受け取り方､ およ び国民性というものを感じた0 日本の農

業機械化展で はどうだろうか?

私はじゃ がい も､ トマ ト等の 選果機､
マ ル チ ン グ､ フ イ ル ム の自動被覆機､

穀物類 の乾燥機等を中心 に4 時間ほ ど見て 回 っ た0

遅い 昼食後､ 会場を出て ､
かねて から気になっ て い た東京銀行アム ス テ ル ダ

ム 支店に ､ 先日 ( 昨年1 1 月) 旅行者小切手を早速再発行して もら
っ たことと､

そ の 後､ そ の小切手が出てきたので ､ そ の小切手を返却する ことをかねて ､
お

礼を言い に い っ た｡ 運よく ､ その 時お世話にな っ た西さ んに会えたの で ､ 重ね

てお礼を述べ て帰 っ た｡

3 時掛 こな っ てしま っ た の で ､
ワ

ー

ゲ ニ ンゲ ン に帰 っ て仕事をす るには遅すぎ

る し
､
そ のまま帰る には早す ぎるの で ､

また､ 国立美術館に寄 っ た0 今日は､

中世 の キリス ト教関係の彫刻､ や き物､ 家具調度類等をみたが､ 朝から､ 立ち

づ め
､ 歩きづめだ っ たの で ､ 帰る こ ろに は足がだるくな っ た0

1 月2 1 日( 水)

温室研究者と出会う

昼食時に仏C にもどると ベ ルギ
ー

の ニ
ー セ ン 印 紙 n) 教授から､ 以前私が出した

手紙の返事がきてい て ､ 2 月2 日に彼の研究室をたずねる ことにな っ た0 高倉さ

んが送 っ てくれたイ ン ス タ ン トラ
ー メ ン1 箱が届いた｡ ありがたい ことである○

昼食時に長身､ 白髪の 紳士と
一 緒にな っ た｡ I A C で 見知らぬ人と同席したと

きは､ 国と仕事の内容をたずねるこ とに して い る ｡ も しかしたら ､ た の し い ､

ある い は有益な話を開けるかも知れない からだ｡ 実際I A C の食堂で食事をする

人の9 0 % は農学関係の研究者だから共通 の話にはことかかない ｡ もし､ 仕事の

話が つ まらなか っ たら自国の話や食物の話をすればよ い 0

長身の 紳士はオラ ンダの人だっ たが ､ 温室の徴気象と温室環境の 適応制御を

研究しており､ 今日は農業大学に コ ン ピ ュ
ー タ シ ミ ュ レ

ー シ ョ ン の講義をしに

きたという｡ 余り にも私の仕事に似て い る ので お どろ い た｡ 早速私も自己解介

し､ 話がはずんだ｡ 名は デ イク ス ホ
ー ル ン(J ･J ･ V a n D i x h o o rn , D ep t ･ O f P hy si cs &

M et e or ol o g y , S e cti o n o f M e as u r e m e nt s , C o ntr ol & S y
st e m s E n gi n e e rin g) で 同僚に

ポ ット(S . A .B ot) と ウ デ イ ンク
･ テ ン ･ カ

ー

テ( A ･J ･U di nk t e n C at e) が い て ､ 彼等

も同じことを研究して い る という ｡ 3 人ともはじめて 聞く名前だ｡ 同じことを
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研究して い る の に どうして い ままで名を知らなか っ た の か不思議だ っ たがとに

かく情報を交換し合 っ た｡ そして ､ 今夜8 時半にまた会 っ て も っ と話をしようと

いうこ とに な っ た｡

8 時半に 仏 C の ホ ー ル で待ち合わせ て ､
また話をした｡ 最初私 の方力叫0 分ばか

り私の 仕事 を文献や原稿 を見 せ ながら紹介し､ そ の 後彼の 仕事を紹介して も

ら っ た ｡

私が彼等の 名前を知らない はずで ､ 彼等は1 年程前から研究をは じめたばかり

で ､ 3 人共 もともとは電気工学着である と い う｡ 話を聞い て い るとまだ初歩的

な段階の ようだ｡ 1 人 は パ プリカ ( ピ
ー マ ン) の 地下環境の最適化を､ 他の 1 人

は､ 温室環境の微気象モ デ ル を､ 米国D E C 社 の コ ン ピ ュ
ー

タP D P l l の会話型言

語で研 究 して い る という ｡ そ んな ことなら ､ 日本の 高倉氏 がや っ て い るよ と

い っ て文献をいく つ か敢 えて おい た｡ そのうちの いく つ かはすで に読ん だこ と

がある と い っ て い た ｡ 1 0 時半まで色 々 と話した｡ 近 いうちに彼の 研究室を案内

して くれる という ｡

彼 の 話で は ､
オ ラ ン ダは ､

ミ ニ コ ン ピ ュ ー タが商業温室で実際にすで に使わ

れて い ると い う｡ 完全に作動してい る の は1 ケ所だけだが ､ 昨年1 年間で1 セ ッ ト

約5 0
,
00 0 ギ ル ダ ー ( 約6 0 0 万円) の ミ ニ コ ン (8 k B

～

1 6 畑 の 記憶容量) が20 セ ッ

ト､ 温室の 環境コ ン トロ ー ル の ために売れたという｡ そして ､ 来月3 日から ロ ッ

テ ル ダム 近郊の プ ライス バイ クで 開かれる園芸展示会で約3 0 セ ッ ト の ミ
ニ コ ン

が温室用 に売られる だろうと予想されて い るという｡ 各ミ ニ コ ンは大体8 区画 を

独立に コ ン ト ロ
ー

ル する入出力装置をも っ て い るという｡ 完全に商業化されそ

うない きお い だ｡ ただ ､ オ ラ ン ダと日本で は今の ところ ､ 温室面積 の規模が
一

般的に はか なり異 なる｡ 彼等は早く制御シス テ ム を完成させて実用化させ た
い

とい っ て い た｡ ナ
ー ル ド バイク の試験場の コ ン ピ ュ

ー タ コ ン トロ ー ル 温室は彼

等の研究成果を待 っ て い るの だという｡ 日本で有名なデル タ エ ッ ク ス( X) コ ン ト

ロ ー ラ ー は現在商業的にはほ とん ど使われておらず, 抽 G でも使用をあきらめ

たとい っ て い た｡ 作物からの 蒸散を促進するの はけ っ こうなの だが､ 副次的な

悪影響が大きすぎて農家は使い たがらない という ｡

高倉氏 の 山登り法の 説明 の つ い で に ､ 私 の 行動モ デ ル 法の 説明 も
一

寸 した

ら､ び っ くりしたようだ っ た｡ 彼等はその ようなことは考えて い なか っ たら し

い ｡

温室の コ ン ピ ュ
ー タ コ ン ト ロ ー ル の 問題点はただ

一

つ ｡ だれも コ ン ピ ュ
ー タ

に何をさせ たら
一

番よ い かを確実に は示して い ない ことだ｡ それで もオラ ン ダ

で は農家が どん どん コ ン ピ ュ
ー タ を実際に使 っ てゆく ｡ 経営規模の 相違が

一 つ
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あるだろう ｡ 他にも違い がある の だろうか ?

最後にオラン ダの話を少しした ｡ 週末は美術館に絵を見に行く
ことが多い と

い っ たら
,
ア

ー

ネ ム( A h n n e m ) と ユ トレ ヒ ト( U tr e ch t)
の市立美術館は知られて い な

いがとて も良い もの がある と敢えてくれた｡ 次 々 と知人が増えて
い き､ うれし

い ｡

わたしの顔写真が雑誌に掲載される

コ
ー

ヒ
ー ブ レイク の 時に ､

C A B O に い る大学院生 (給料はもら っ て い るが学

位を取る ための研究をして い る博士課程大学院生) が ｢ 古在の顔がワ
ー

ゲ ニ ン

ゲ ン の 農業大学 の雑誌に出て い るぞ｣ と い っ て雑誌の 切り抜きを持 っ て きてく

れた｡ 昨年末1 2 月15
～

1 9 日 の ワ
ー ク シ ョ ッ プの 記事だ っ た 0 ｢ 私の 写真が雑誌

にの っ たの はこれが初めてだ｡ これを日本に送 れば ､ 私もオラ ン ダで少しは勉

強して い る こ ともあ っ たことを理解 してもらえ
るだろう0 と いうの は､ 私があ

ちこちの名所の 絵はがきを日本に送 るの で多くの人が私 はオラ
ン ダで観光旅行

ばかりしてい る と信じてい る｣ と言 っ た ら大笑い にな っ た｡ こ の 大学院生 キ
ー

ス (K e e s S p itt e rs) に は ､ 先日 ､ 日本語 の研究論文を英訳 してや っ た0 そ の せ い

か
､ 明日､ 夕食に招待されて い る ｡ もう結婚して い て子供が い ると

いう0

子供が誕生したとき

今朝､
F ri tz ( フ リ ッ ツ) ,

W . T . P e n ni n g d e V rie s に 子供が生まれたというの で

午後の テ ィ
ー タイ ム に

一

寸 したお祝 い を仲間でや っ た｡ 子供が生まれたとき

は
､
そ の男親が同僚あるい は近所の 人にB E S C H U I T M E T M U I S S J E S ( B i s c uit

w it h s m all m i c e ) ( 直訳する と子ねずみ がの っ かた ビ ス ケ ッ ト) を配るの が習

慣とかで ､ それを食べ た｡ 直径 5 c m 位 の ビ ス ケ ッ ト の 上 に バ タ
ー をぬり ､ それ

にピン クと白の色を つ けた砂糖で焼 米をく るん だもの をのせ た ､ 簡単なもの

だ｡

オ ラ ン ダで はお産のその 日のうち に病院から自宅 に帰る人が5 0 % 位だとい

う｡ そして ､ 産後 1 0 日間は保険で家政婦さんを無料で頼めるという｡ また､

母親と子供はその 日のうちから別室に寝るらしい ｡ 日本で は 卜 2 才まで ､ 親と

一 緒に寝る. のが普通だと言っ たらお どろ
い て い た｡

実は ､ 今日は ､ 午前中の コ
ー

ヒ
ー

タ イム に も､ 子 ねずみ がの っ か っ た ビ ス

ケ ッ トを食べ た｡ こ こで働い て い る女の 人に子供が生ま れたからである｡ 他 の

オラ ン ダ人も､ 1 日 に2 回子ねずみ ビス ケ ッ トを食べ たの は今日がは じめてだ

とい っ て い た｡
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フリ ッ ツ は来年から2 年半の 間ア フ リカ の マ リという国に研究目的で滞在する

ことにな っ て い るの で ､
そ の子供は幼児期をア フ リカで過 ごすこ とに なる 0 以

前彼の奥さんと話したとき ､
これ は大きなア ド ベ ンチ ャ

ー であると言 っ て い

た ｡ 新生児の名はF r e e k と付けたと いう ｡ F r e e k に幸あれo

子供との国際親善

夕食後7 時すぎに談話室で話して い ると､ ｢ ミ ス タ
ー コ ザイ

､ 受付に来てくだ

さい｣ と いうアナウ ン ス があ っ た 0 行 っ て み ると5 0 才位の 男と10 才前後の かわ

い い 女の子が私を待 っ て い た｡ どう いう訳かしらない が､ そ の親がいうには ､

｢学校で どこ の国の 言葉で も良いから､ 外国語を1 0 語位ノ
ー ト に書い てきなさ

い という宿題が出て ､ そ の女の 子が日本語を知りた い というの で ､ き っ とI A C

に 日本人がい る と思 っ て訪ねて きた｣ と い う 0 き っ そく ､
よ ろ こ んで ｢ 山 ､

川､ 中､ 大､
日本 ､ 東京｣ 等の や さし い 漢字と ｢ 私はオラ ンダが好きです｣ と

いう文章を
一 つ ノ ー ト に番い て あげ､ 意味と発音 を数えてや っ た0 す るとその

親子 はとてもよろ こんで い た｡ そして帰りに記念に
とい っ てサイ ン入りの ボ

ー

ル ペ ンをくれた｡ ｢ 国際親善に も色々 あら
- な｣ で ある0

オランダの ス ト
ー ム

今日で4 日続きの強風 ( オラ ン ダ人はス ト ムと
い っ て い る) であるQ 風速秒

速3 0 ～ 4 0 m で 小雨ま じりで ある 0 これで は風車がよく回る訳で ある 0 自転車を

こい で い ても ハ ン ドル をと られそうに なる ｡

でも
､
強風も小雨もあまり気に ならない ｡ と いうの は､ 冬至を1 ケ月すぎて ､

段々 日が長く なり ､ 空が明るくな っ て きてくれて
い るからで ある0 冬至前後の

1 ケ月間は本当に暗うつ な天気だ っ た0 1 2 月 なかばから1 月中旬
までの 約1 ケ月

間､ 青空を見たことがなか っ た0 オ ラ ン ダでは､ 冬至 ( 12 月23 日) に
は

､
正午

でも太陽高度は15 度 (大阪で は3 2 度) で あり ､ 日本の冬至における午後3 時頃の

太陽高度に相当す る ｡ つ まり､ オ ラ ン ダで は､ 冬期､ 日本の冬の曇天時におけ

る午後3 時の 明るさ以上に明るくなることはな
い の で ある 0 言 い 換えれば､ オ ラ

ン ダで は冬には､ 夕方と夜の みがあり ､
昼間というもの はない 0 これは人々 の

精神をかなり圧迫する｡ しかも気温の 昼夜の差がと
ても少ない 0 1 2 月 には最低

温度が -

7 ℃ ～
-

1 0 ℃ にな っ たが､ 1 月 にな っ て からは氷が張らなくなっ た0
と

こ ろが日中の最高気温は5 ℃前後で それ以上あがる ことはな
い
0

そんなに暗い天気なの に ､ オ ラ ン ダ人は どういう訳か部屋の中を暗い ままに

しておくの が好き で ､ なかなか電灯を つ けない ｡ ま こ と に忍耐強 い国民で あ
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る ｡ こ の国民性だからこそ､ あれだけの干拓地を何世紀もかか っ て作り上げる

の も可能であ っ たろう｡

1 月2 2 日( 木)

夕食に招かれる

夕刻､ キ
ー

ス(K e e s S pitt e rs) 宅を訪ねて夕食をご ちそうにな っ た｡ 彼は園芸作

物の育種が専門だが､ 冬期は ドゥイ ッ ト氏の 指導で作物の種開放争を理論的に

検討して い る ｡ 彼は大学 (5 年制) を出て3 年日で ､ 月給約1 8 00 ギ ル ダ ー

で ､ 博

士論文を書くため の研究の み をして い る｡

給料をもら っ て い ることをの ぞけば､ 日本の博士課程の大学院生 とほぼ同 じ

立場にある｡ 学生の 指導をしてい る助手 ( たとえば ､ ヤ ン) とは地位が異なり

月給も少な い ｡ ヤ ン の月給は24 0 0 ギ ル ダ ー で ある ｡

彼は園芸作物の ことはもちろん温室の ことにも詳しく ､ 色 々 と知ることがで

きた｡ そして ､ 彼は私に ､ 是非､ 温室会社 ( 農家 の 栽培温室では なく､ 温室を

作 っ て売 っ て い る会社) も見に行くように勧めてくれた｡ 温室関係のオラ ン ダ

語の本も貸してくれた ｡

彼は奥さんと1 才3 ケ月になる子供がい る ｡ 私がお土産代わりに英語で静かれ

た日本料理の 本と コ ケ シを持 っ て い っ た の で ､ 料理 ､ 食物の箔が大分話蔵 と

な っ た ｡ 日本料理の ｢見た目の美しさ｣ には少しお どろ い て い たようだ｡ その

他 ､
政治 の話､ 教育制度の話 ､ 大学 ､ 学生連動の箭など､ なかなかゆかい な夜

を過ごした ｡

1 月2 4 日 (土)

専門外の勉強

昨夜は8 時過ぎより ､ 1 2 時頃まで福井氏の家 に坂本氏と訪ねた｡ 農業の 臥 オ
ラ ン ダ の 臥 大学教育の 話な どをする ｡ 帰り際､ ｢ 土地利用法｣ に関する彼の

書い た原稿をわたされ
､ 読 んで意見を聞かせてくれと言われた｡ 更に ､ 1 月初旬

の 日本 の新聞を借りた｡

昨日の夕方や っ と風が弱くな っ た0 昨日は ､ みぞれとあられと強風で大変な
天気だ っ た0 今朝起きてみるとう っ すらと雪が積も っ て い た｡
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今日は午後からI A C で外国人学生サ ー ビ ス が主催する ｢ オラ ン ダ農業の諸側

面の紹介｢ As p e c ts of D u t ch A g ri c ult ur e｣ というプ ロ グラム に参加した｡ 参加者

は1 00 人位で オラ ン ダの各地から外国人が集ま っ てきた｡ 日本人参加者は私1 人

であ っ た｡ こ の プ ロ グラ ム の 一 部として い く つ かの研究所を訪問した｡ ワ
ー ゲ

ニ ン ゲ ン に住ん で い て も自分の専門に関係ない研究所には行く機会があまりな

い の で ちょう どよ か っ た｡ 明日は､ 午後からス ライ ドを使 っ て の オラ ン ダ農業

の 紹介が2 時間半程ある ｡ 夜は､ こ の 参加者の ために ､ 8 時半から人形劇があ

り､
10 時から午前3 時まで パ ー

テ ィ があるが､ 私は仕事がたま っ て い るのと少し

疲れて い る の で参加しない ことにした ｡

1 月3 1 日(土)

待ちにまっ た温室見学に興奮

現在､ 夕刻7 時す ぎで ある ｡ 私は今､ ユ トレ ヒ トからベ ル ギ
ー のブリ ュ ッ セ ル

ヘ の 車中にある ｡ 今日は楽しい1 日を過 ごした｡

今朝は8 時過 ぎにI A C を出て ア
ー ル ス メ ー

ア に向 っ た｡ かねてから約束して

あ っ た､ オ ラ ン ダの ア ー ル ス メ ー ア の温室農家で働きながら研修してい る日本

人の 若者達に温室を見せて もらうためで ある｡

あち こちの 温室を見 て回る には自動車がある と都合がよ い の で ､ 先日 ､ I A C

に い る日本人の坂本氏 に串を遇転してくれない かと頼むとO K してくれた ｡ と こ

ろが ､ そ の 後､ 私が温室見学をすることを知っ た他の 日本人 ( 松浦､
小島､ 福

井お よび福井氏の 子供2 人) も
ー 緒に行きたい と言い出したの で ､ 計7 人､ 車3 台

で 出発 した｡ ア ー ル ス メ ー ア で案内してくれる日本人が待っ て い る の で ､ そ の

人連をのせ る ため に ､ 私が松浦氏にも車の運転を頼ん だ｡ 日本人で 車を持っ て

い な い の は私と小島氏だけで ある ｡

実は私は､ 昨夜から､ ア
ー ル ス メ ー ア の 実際の農家の温室をじっ くり見 られ

ると いうの で少々 興奮気味で ､ 今朝は朝5 時に目を覚ま して しま っ た｡ 小学生が

速足 の ときの 朝に早く日が覚めるの と同じであ る｡

ヮ
ー

ゲ ニ ンゲ ン からア
ー ル ス メ

ー

アまでは車で1 時間と少し位の旅である ｡ 私

は松浦氏の 運転す る単に同乗した｡ 彼は実に気の よ い ス マ
ー トな2 8 才の若者で

ある し､ 人 の頼み を快く引き受けてくれる｡ ほ ほ10 時 に､ 待ち合わせたア
ー

ル

ス メ ー

ア市役所の横に あるホテル
･

フ ア ン
･ デ ア ･ ホ ー

ス ト( V an d e r P h o r st) の

コ ー ヒ ー ハ ウ ス に着い た｡ そ のホテ ルには5 人 の研修生が待 っ て い てくれた ｡ も
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う1 人の研修生磯野広
一 氏はカ ゼ で 寝込 ん で来られ ない ということだ っ た｡ それ

にもう1 人､ ブラジル の研修生 が働 い て い る所の カ ー

ネ
ー シ ョ ン温室 (切り花で

は品質､ 量､ 規模とも世界
鵬 の 温 室だ と い う) を案内してくれる は ずだ っ た

が､ 今日は土曜日で ､
その温室 に は 誰も来な い の で

､ 勝手に案内されて は困る

とい われたというこ とで来なか っ た ｡ 残念で あ っ た｡

午前中は第
一

に佐々 木三郎氏 の 働 い て い るF a N g e b r . M a n ( M a n 氏 兄弟の会社)

(住所 0 0 St ei nd e n w eg 1 5) で シ ダ と シ ク ラ メ ンを見た｡ 建設後1 0 年以上は経て

い る温室で ､ 暖房は天然ガス を利 用 した温湯暖房で ある ｡ マ ン氏 の温室は3 カ所

に分かれてい るということで ､ こ こ は 約 45 0 0 m 2 程 度 であ っ た｡ こ の 辺 の 暖房は

ほとん どが天然ガス を利用し､ 値 段 は1 m 2 当たり約8 ～ 10 セ ン ト (1 0 円 ～ 1 3 円)

で重油､ 軽油等の 値段の 約1 / 3 だ と い う｡

シダ類の胞子をまい て ､ 出芽 さ せ ､ そ れを二度 ばかり移植して草丈5 c m ばか

りに育て ､
それを政界各国に輸 出 す る と いう ｡ シ ダ の甫が見渡す限りで圧倒さ

れる思 いである ｡ その他､
ベ ゴ ニ ア の 常を平均1 週間 に6 万本出荷して い るとい

う｡

ア
ー ル ス メ ー アはこれで3 回目 だ が

､ 実際の農家は今回がは じめて である ｡ 私

は予備知識がある程度あるの で 特 に 驚く こと はなか っ たが ､ 温室の ことをよく

知らない 松浦､ 小鳥､ 福井氏等 は そ の 規模 の 大きさ と花の きれ い なことにただ

ただおどろい て い た｡ 栽培技術 ､ 環境調節技術 の詳細に つ い て は写真 フ イ ルム

に収めたので ､ こ こで は省略し よ う ｡

2 番目にはタ ス(T a s) 兄弟株式 会 社 に行 っ た｡ こ こは中島氏が研修して い ると

ころで規模は比収的小さく､ シ ク ラ メ ン専門で ､ 年に30 0 万粒の種子を探り ､ 種

子および督を出荷する｡ ここ で は 社 長が案内を して くれた｡ 社長 とい っ て も前

社長 (父親) が早死したとか で 2 0 才 で 温室経営 をは じめた人で ､ 現在は3 1 才

だ｡ 特におどろくペきようなこ と は な い が ､ それ で も栽培上の こまかい ことに

実によく気を配っ て い る ｡ オ ラ ン ダ 人 ら しい ケチ精神 (合理性) があちこちに

あらわれてい る｡ たとえば､ か ん 水用 の水は雨水 を集めて使 っ て い る ｡ 育苗箱

はほとん ど発泡スチロ ー ル製の も の だ が ､ 木箱も少し使 っ ており､ 木箱が腐 っ

て使えなくなるまで は今の木箱 を 使う の だと い う｡ 父親の 代から何十年もか

かっ て自分で育種選抜を根気よ く 繰り返 し､ ほか で は播種から甫として 出荷す

るまで1 3 ケ月位かかるのにここ で は1 1 ケ 月 で 出荷 で き､ しかも､ ほかよりや ゝ

低温で よ い という｡

シク ラメ ンは高温ではい けな い の で ､
どん な厳寒期で も天窓をほん の少しだ

け開けて絶えず空気を動かして い る ｡ 他の 温室で も温室内空気の かくはん用の
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フ ァ ン をず い 分見た｡

遅 い 昼食後､ 今度は渡辺富士雄氏の 働い て い るE V E C E E N S 社を訪ねた｡ こ こ

はア
ー

ル ス メ ー ア の 青首関係の 温室では規模が2 ～ 3 番目とい うことで ､ 従業員

がⅠ2 0 人という｡ 休けい 室､ 娯楽室の 完備した立派な ｢ 会社｣ で ある ｡ 温室自体

も近代的だ｡ こ の 会社 の 温室は全部で 6 .5 b a で ､ それが 8 カ所 に分散して い る

と い う｡ 私達はそのうちの 2 カ所を見た｡

プリ ム ラ ､
セ ントポ ー リ ア ､ シ ク ラ メ ン等が1 棟約8 0 0 m 2 で1 1 連棟の 温室で咲

い ており ､ 見渡す限り､ 花､ 花､ 花である ､ 温室の こ とを知らない 人もその き

れい なこ とにお どろ い て い た｡ シ ク ラメ ン の匂 い がどうにかなりそうに強烈で

ある ｡ こ こ で はシク ラ メ ンだけで年間1 00 0 万粒採種し､ その 中 3 0 0 万粒を自家

消費し､ 7 00 万粒を出荷して い ると いう｡ 現在5 1 品種の シクラメ ンを栽培してお

り ､ 育種もして い るという｡ 温室内には運搬用ト ロ ッ コ の レ
ー

ル があり ､
その

他
､ 省力の ため の 努力が払われてい る｡ ポ ッ ト､ 運搬箱等がすべ て規格化され

て い る の が強みで ある ｡

二酸化炭酸ガス 施用装置を設置してあるが ､
こ こ2 ～

3 年は使用してい ないと

いう こ とだ っ た｡ 不使用 の理由を帰国まで に解明したい ｡

私が1 日中夢中にな っ て温室内外をなめるように見回し､ 質問を絶えずし､ 写

真をパ チ パ チ撮り ､ 動き回 っ て い たの で皆からキチガイ呼ばわりされた｡ キチ

ガイ と言われようと何と言われようと私は温室研究者であり ､
温室に つ い ては

す べ て を知りたい の である ｡ 何回でもまたここに来て みたい ｡ で きる こ となら

2 週 間位住み込み で実際 に働 い てみ たい位である ｡

若社長タス 氏はア
ー ル ス メ ー ア市読会の労働党諌貝で週2 日間は議員として の

活動をして い るとい っ て い た｡ そ して ､ 熱心に彼の 人生論を3 0 分近く話してく

れた ｡

オラ ン ダで は､ 人家はもちろん だが ､ 温室で も温床でも機械でもほとん ど保

険に入 っ て い る ｡ 温室の ガラ ス がわれて も保険で払 っ てくれる ｡

花 の 値段も最低価格を保証してくれる｡ 花､ 野菜の 試験場､ 研究所は大体半

官半民で ､
生産者が毎年決ま っ た額を研究支援費として払 っ て い る の で試験場

は栽培者本位の研究を してくれる ｡

今日の見学で 一 番の 収穫は ､ ア
ー

ル ス メ ー アの温室で1年間近く働い た日本人

青年の 生の 体験談を聞けたことで あろう｡
一 寸したこまかい こ とでも ､ そ こで

働 い て い る人で なければ決して分からない ことが多くあ っ た｡ 日本に帰 っ てか

らも ､ 出来たら連絡をとりたい と思う｡

E V E L E E N S 社 に は大学､ 農林省のえらい 先生 ､ 農協団体がよく見学に来る
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が ､ ま っ たく皮相的な見学で ､ 研修生は ア タ マ にく ると言 っ て い た｡ 仕方がな

い面もある ｡ と いうの はやはり語学の問題があるか らだ｡ 日本から来る人 の多

くはオラン ダ語､ 英語､ ドイ ツ語､ フ ラ ン ス 語の い ずれもよく理解で きない か

ら ､ 温室見学に来ても ､
どうせ理解で きない案内者の説 明を開い て い ても仕方

がない というの で ､ 勝手に温室内を歩き回り写真をパ テパ チ撮 っ てばかりとい

う ことになる ｡ 案内者は自分の 説明 を聞い てくれる人は い ない し､ しかも勝手

にあちこち歩き回られてはアク マ にくる ｡ そ こでそ の怒りが日本人研修生 にぶ

つ けられるということになる ｡

ベ ル ギ ー の ブリュ ッ セ ル のホテ ルに泊まる

ここまで書 い た時に ､ 列車がブリ ュ ッ セ ル に着い た｡ ホ テ ル は前も っ て 駅 の

近くの ア ル バ
ー

トホテ ル に予約して おい たので其 っ すぐそ こに向かう｡ 非常に

立派なホテルだ｡ 古びたホテ ル だが格式､ 調度品等は ｢ こ っ とう品｣ 的でとて

も落ち着い て い る ｡ 風呂に入 っ て寝る こ とにしよう ｡

こ の ホテ ル は ､ 観光案内書に出て い たホ テ ル だが ､ 最初 ワ ー ゲ ニ ンゲ ン から

自分で電話したときは どうして も通 じず､ 受付係の 人に頼んだ｡ そう したら番

号が間違 っ て い ると い っ て ､ 掛け直してくれた｡ と ころが私が電話に出ると相

手は フ ラ ン ス語 しか話さない ｡ そ こでまた受付係の 人に変わ っ て もら っ たら ､

相手は銀行だ っ た｡ もう 一 度番号を調べ 直して電話をか け直して もら っ た ｡

2 月1 日( 日)

ブリュ ッ セル 市内見物

朝10 時前にブリ ュ ッ セ ル市内見物 の観光バ ス に乗り､ サ ン ミシ ェ ル教会､ 独

立記念塔､ グ ラ ン ･ プ ラス ( 王宮広場) ､ 小便小僧 ､ 王宮､ レ ー

ス 編み工場 ､

裁判所等を 一

巡する｡ 観光バ ス では見方が通り 一

遍 に な っ て しまうの で ､ 正午

過 ぎに ､ 古美術館の蓑にある ｢ ア ン テ ィ ー ク ( こ っ とう品) ｣ の野外市場 の と

ころで バ ス から降ろ して もらい ､ 後は1 人で見て 回る ことに した｡

こ っ とう品を見て歩くの はオラ ン ダに来てからふ えた楽しみの 一 つ だ｡ そ の

後､
ル ー ベ ン ス の絵を見るために古美術館に行く ｡ 絵というもの は ､ 複製で 見

ては駄目だということを､ ル ー ベ ン ス の絵を見て つ くづ く感じた｡ 画集で 見た

の とは受ける感じが根本的に異なる ｡ ル ー ベ ン ス の絵は ､ 宗教画に しては珍 し

く ダイナミ ッ クで ､ しかも明かる い ｡ また威圧感を感じさせず､ 近 づ い て い き
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たくなる親しみを感 じる ｡ 3 m X 4 m ある い はそれ以上 もある
ル ー ベ ン ス の 大作

をい く つ も､ しかも､ ほとん ど人がい ない部屋で ､ 心 ゆくまで 見て い られる幸

福を つ くづく感じた○ ところがル
ー ベ ン ス が措い た肖像画は どうもい ただけな

い
｡
い や い やと ､

ま たやたらとリ アリス テ ィ ッ ク に措い て い る ようだ0

こ の古美術館で ､ 偶然､
ヨ

ー ロ ッ パ 近代シ ンボリズム画家展をや っ て い た の

で
､
そちらも つ い で に見た0 こ こ で ゴ

ー

ギ ャ ン の絵を見られる とは思わなか っ

た｡ 得した気分で あ る ｡

そ の 後､ 少しうす 暗く ､ うすら寒くな っ たブリ ュ ッ セ ル の 町を､ 先程
一 度見

たダラ ン
･ プ ラ ス へ 戻 っ た ｡ もう

一 度ゆ っ くり見たい と思 っ たからだ｡ 地図を

持 っ て い なか っ たの で道 に迷い ､ 何度も道をたずねた 0 古 い町なの で道が曲が

りくね っ て い て ､ なかなか思うように目的地に着
い て くれな い 0 と ころが ､ だ

れに 道をたずねて も返 っ て くる の は フ ラ ン ス語ばかりだo 10 人位
の 人に聞い て

英語 で答えて くれ たの は1 人だけで あ る 0 フ ラ
ン ス 語で ベ ラ ベ ラ や られ ると

シ ャ ン ソ ン を開 い て い る ようで 耳当たりは よ い が ､ ま っ たく理解できな い 0 そ

れで も最後に はに っ こ り笑 っ て ｢ メ ル シ
ー ( ありがとう) ｣ と言わなけれぼな

らな い の が つ ら い ｡ 町 に は雪が い たるとこ ろに残 っ て い て ､ 道を歩
い て い ると

寒くて鼻水がたれて くる 0 でも ､ 最後には何とか目的地に着い た0 ダ ラ ン
･ プ

ラ ス は ｢ 小さなパ リ｣ と い われ ､ 中世からの ベ ルギ
ー

繁栄 の面影を印象的に物

語 る建造物に取り囲まれた 広場 である 0 こ こ で は小鳥の 野外市場
が開かれて い

た｡

オ ラ ン ダ の ロ ッ テ ル ダム から列車でわずか2 時 間の距離にある ブリ
ュ ッ セ ル な

の に ､ 人 々 は フ ラ ン ス 語を話し ､ 人 々 の 服装 ､ 態度ががらりと変わり ､ 町並

み ､ 食物もがらりと変わ っ て い る 0 パ ン は ほとんどが ｢ フ ラ
ン ス パ ン｣ である0

歩き疲れたので
一 度ホテ ル に戻り ､

しばらく休憩したの ち､ 夕食を摂りに町

に で る ｡ そ の後また しばらく町をプラ プラする ｡ こ の ホ テ ル ( H ot
el A lb e rt) で

は バ ス つ きシ ン グ ル の部屋を予約 しておい たの だが､ ホ テ ル の 都合で ツ イ
ン の

部屋を シ ン グル と同料金で泊めてくれたの で部屋が広く ､ く つ ろげる 0 古い ホ

テ ル らしく ､ 家具調 度類は とて も落ち着い て い る0 I A C の ホ テ
ル はシ ャ ワ

ー だ

けなの で ､
こ こ で3 ケ月ぶり にゆ っ くりと湯舟に つ か っ て身体を温める

ことがで

きた ｡
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2 月2 日(月)

ニ ー セン教授に会う

朝8 時3 0 分 にホテ ルを出て ､
ブリ ュ ッ セ ル北駅 に向かう｡ ホ テ ル を出るとき

､

フ ロ ン トの 人が ｢ ドゥモ アリガトウ ゴザイ マ シタ｣ と日本語で言 っ たの に ､ 思

わず英語で ｢ こちらこそ､ とて も感じの よ い ホテ ル だ っ たよ｣ と言い返 してし

ま っ た｡

8 時5 0 分 の ル クセ ン ブル グ行き列車に乗車し､ 9 時2 4 分 に ジ ャ ン プル ー

( G 皿 m -

bl o a x) 駅 に着く｡ 最初､ 駅まで迎 えに来てくれて い た人が ニ
ー セ ン( N i s e n) 教授

かと思 っ て い たら ､ 何を話しかけても フ ラ ン ス 語で答えてく る ｡ 変な人だと

思 っ て い たら大学の運転手であ っ た｡ ニ ー セ ン教授とは5 年ほ ど前から文通や文

献交換を何度もしてい たの だが ､ 顔をま っ たく知らなか っ たので ある ｡

ニ ー セ ン教授は私を早速自室に招き入れてくれて ､ 年代順 に彼の仕事の概要

を紹介してくれた｡ 私は大体彼の仕事内容をすで に知 っ て い たので別に驚かな

か っ たが ､ 考えさせられたの は人と人との つ ながりで ある ｡

彼は20 年前にワ ー ゲ ニ ンゲ ン の 園芸工学研究所(I M A G) にしばらく滞在して

おり､ そ こ でI M A G の ス トフ ァ
ー

氏と
一 緒に温室内の光環境の ことに つ い て研究

していたと言う｡ そのときの指導者が ､
IM A G の現在の 副所長で ある ハ ー ミ ング

(G e m i n g) 博士である｡ それがき っ かけで ニ
ー セ ン教授は温室内の 光環境の研究

に没頭しは じめ､ 次に西 ドイツ の ハ ノ ー バ ー 工科大学で シ ュ ル ツ(S h ultz) 氏と 一

緒 に仕事をしてい る ｡ シ ュ ル ツ氏も温室内の光環境を長 い 間研究して い た人で

ある｡

つ まり､ ヨ
ー

ロ ッ パ 大陸で温室の光環境を研究して い る第
一

人者連は皆､ 人

間的 つ ながりがあることになる ｡ 道理で何かしら共通点があると感じられたは

ずだ｡ 私はそれら有益な情報ををま っ たく知らずに1 人で研究してい たことにな

る｡

私は日本語と英語を少ししか理解しない の に ､
ニ ー セ ン教授は フ ラ ン ス 語

で ､
ス トフ ァ ー 氏はオラ ン ダ語で ､

シ ュ ル ツ氏はドイ ツ 語で論文を発表するの

だからい やにな っ てしまう｡
ニ ー セ ン教授が ､

ドニ ェ ー

( R . D o 卯ia u x) 氏と共著で最近 (1 97 5 年) 出版した

｢T r ait e d e l
l

e c l air o g e n at u r el d e s s er r es et ab ri s p o u r v e g et u a x ｣ は､ 野菜温室内の

光環境その 他に関する詳細な記述をした専門書で ある ｡ こ の本は ベ ル ギ ー の王

立気象学研究所から発行され ､ 気象学者､ 物理学者､ 栽培学者を集めた温室内
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自然光に関する国内の 委員会の 成果をまとめたもの である ｡ ニ ー セ ン 教授は

｢ M r . K o z ai の論文を三 つ 程引用させてもら っ て い るから｣ と い っ て サイ ン入り

の そ の 本をプ レゼ ントしてくれた｡

彼は ､
オ ラ ン ダとベ ル ギ

ー

の 気象条件､ 経済条件を比較し､ オラ ン ダで普及

して い る フ ェ ン ロ ー

型およびその 他の 連棟型温室が決して ベ ルギ ー で は最善で

はな い ことを力説して ､
ベ ル ギ

ー

独自の 温室形態構造を開発せねばならない こ

と を熱心 に説い た｡ ま っ たく 同感で ある｡ ベ ルギ ー は オラ ン ダより冬期の風 が

強 い こ と､ 積雪が多い こ と ､ 暖房費が高い ことが主 たる相違点だと言 っ て い

た ｡

約1 時間話した後､
ニ ー セ ン教授と､ 彼 の 共同研究者デ ル ツ ア( D elt o u r) 教授

を訪ねた｡ 彼は物理学科の 教授で ､
コ ン ピ ュ ー

タ による温室光透過計算および

物理 測定関係を担当して い る ｡ まだ若く､ ヒ ゲをたくわえた血の気の 多そうそ

人で ある ｡ 彼は拡散ガラ ス等の 拡散の 程度を計測する手製の3 次元 ゴ ニ オ フ オ l

メ ー タ ー を実演してみ せ てくれた｡ 光源としてはレ ー

ザ ー を使 っ て い る ｡ 物芦

屋 らしい まとめかたで ある ｡ 3 0 分ばかりくわしく説明 して くれた｡

大変興味深か っ たと丁重にお礼を言うと､ お前は ､ 私が こん なに説明したの

に何 も意見はない の か ､
おれはお前と討論するため に待 っ て い たの だと言われ

た｡ ｢ それでは｣ と思 っ て ､ 日頃感じて い る彼等2 人の仕事の進め方 に つ い て ､

お よび ｢ 拡散ガラ ス利用｣ の 短所に つ い て私 の意見を述べ たところ ､ 2 人共ムキ

にな っ て反論して きた｡ せま い 実験室の 中で ､
3 人で大声で わめきちらしながら

しばらく議論した｡

結局 ､ ｢曇りの 日の 多い ベ ル ギ ー で は拡散ガラ ス の使用 は不利である こと､

株高 の高い 単棟温室で の 拡散ガ ラス の 使用は不利であること､ お よ び拡散ガ ラ

ス は入射角が大き い 直射日光に対 して透過率が低い こ と｣ の3 点からなる私の 見

解を彼らは認めた｡ そこで ､ ｢ と は言うものの ､ 冬期､ 晴れの 日が多い 日本で

は
､ あなたがたの研究はとても役に立 つ よ｣ と助け船を出すと ､ ｢ そうだ､ 私

達 は 日本の 人達 の ため に研究して い る の だ｣ と言 っ て大笑い にな っ た ｡

そ の後､ 学生食堂で食事し､ 喫茶店で お茶を飲んだの ち､ 近くにある園芸技

術学校の敷地に建設中の温室を見 に連れて い っ てくれた｡ 園芸技術学校の生徒

の 実習用と研究用の 温室からなるこの温室の床面積は60 0 0 m 2 で ､ 環境制御と管

理 は集中化されて い た｡ 各部分を丁寧に説明して回 っ てくれ､ しば しば立ち止

ま っ て議論した｡ ニ ー セ ン教授は園芸作物の栽培にもかなり詳しい ｡ た だし､

最近 はあちこ ち講義して 回らなければならず､ 研究的仕事がなかなかできな い

と言 っ て い た｡ 彼は ､ 国際園芸学会の幹部であり､ 私は青二才なの に ､ 1 日を割
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い て ､ 親切 に しかも熱心に彼の仕事を紹介して くれたこ とが ､
と て もうれ し

か っ た｡ 今日 の 見学はき っ と将来大きな礎石となると思う ｡ 私自身の 仕事の位

置付け､ 世界の研究レベ ル ､ そ の人間関係､ 研究にか ける情熱､ 等 々 ｡ しか

も ､ それが決して豊かな研究費や研究施設からばかり生まれて い る の でない こ

とも理解した｡ 夕方､ 彼は駅まで見送 っ てくれた｡ 再会を約束して別れる｡

2 月4 日( 水)

園芸展示会見学

I M A G の フ ア ン ミ ュ ア ス( V a n M e u r s) 氏 の運転する車に ア ドリ
ー

(A d ri e v a n d e r

K i eb o a m) と ソ ビ エ ト
･ レ ニ ングラ

ー ドの 温室研究者オ ー ダチ エ ン コ(O ad a ch e n k o)

氏および私が 同乗 し､ I A C を8 時半に出発し､ ロ ッ テ ル ダム 近郊の プライス バ イ

ク(別eis w 埴) の せり市場で開催されてい る園芸展示会を見 に行 っ た 0 こ の展示会

はオラ ンダの温室園芸の展示会としては最大規模 の もの で ､ 約2 00 社が参加し､

2 月3 日から2 月7 日まで の5 日間開催される ｡ 展示場は三 つ ある大きなせり市場の

建物の 一 つ ( 面積2 . 2 b a) を使 っ て い る ｡ 昨年11 月 ア ー

ル ス メ
ー

ア で み た展示会

の規模を数倍大きくした感じで ある ｡ 全部熱心に見て回 っ たらとて も1 日で は全

部を見られな い ので ､ 午前中にパ ン フ レ ッ ト カ タ ロ グをもらい ながら2 時間か

けて全体を大急ぎで見て回り､ 午後は午前中見たもの の 中から､ おもしろそう

なもの を説明係の人 に色 々 たずねた ｡ 私 は温室構造 ､ 換気装置 ､ 環境制御装

置､ 放射暖房､ 移植機械等を中心に見て 回 っ た｡ 昨年の ア ー ル ス メ
ー

ア の展示

会で大体の ことは の みこめて い たの で特に驚くことはなか っ た｡ それでも ､ こ

れだけの規模の展示会を開くことができるオラ ン ダ園芸業界の底力にお どろき

を感じる ｡ 予想見学者数は4 万人だそうだ｡

環境の 自動制御関係だけで も18 社が参加し､ そ のうち私が見て回っ た中で少

なくとも5 社がミ ニ コ ン ピ ュ
ー

タを使用した環境制御を実演して い た｡ その 中の

2 社はア ー ル ス メ ー ア の展示会にも参加してい た｡ 私はア
ー

ル ス メ ー

ア で係属に

かなりし つ こく説明を求めたために､ 私 の顔を覚えて い た説明員に私が質問し

始めたとたんに ､ ｢ あまりくわしい ことは聞かないでくれ｣ と逃げ腰になられ

てしまっ た｡ 説明貞があまり専門的なことを知らない の が残念である ｡

日本の商社員を何人か見かけた｡ 外国からもこ の展示会を見に来た人が数多

くい るようで ､ 英語､
ロ シ ア語､ ドイ ツ語等々があち こちで 飛び交っ て い た ｡

オ ラ ンダ温室園芸の目標は徹底的な省力化と自動化にあ るようだ｡ 機会があ っ
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たら 一 度くわしく書いて み たい が､ どうもオラ ン ダの 温室農家の体質は､ 日本

のそ れとは大分異なる ようだ｡ 夕方7 時単にI A C に戻る ｡

集めた資料からい く つ か の デ
ー

タ を以下にメ モ する ｡

暖房に天然ガス を利用 して い る温室農家は全体の7 5
～ 85 % ｡ 天然ガ ス はきわ

めて良質で ､ 排気ガス に はイオウ ､
エ チ レ ンが少なく､ C O 2 施用に適する ｡

一

温

室企業当たりの平均温室所有面積は､ オ ラ ン ダ全体で4 ,6 00 m
2
､
ウ ェ ス トラ ン ド

地方で7
,
5 0 0 m 2

､
フ ェ ン ロ

ー

地方で3
,
5 0 0 m 2 で ある ｡

園芸業関係の労働者は 7 万人で ､ そ のうち6 万人が常勤 ､
1 万人が季節労働

者｡ そ のうち温室野菜関係の 労働者1 万5 千人｡ 労働者の労賃3 0 ,0 0 0 ギ ル ダ
ー /

人/ 年( 1 ,9 0 0 労働時間) ｡ 主要温室野菜はト マ ト､ キ ュ ウリ ､
レ タ ス ､ ピク ル

ス 用 キ ュ ウリ( G h e r ki n) ､ ピ
ー

マ ン ｡ 温室形態は間口3 .2 m ､ 軒高2 ･5 m の フ ェ ン

ロ
ー

型が主体だが ､ 最近急速に間口6 .4 m ､ または9 .6 m の も の がふ えて い る ｡

花き用 の温室では間口8 m の もの がある｡ 間口3 2 m の フ ェ ン ロ
ー

型温室の コ ス ト

は3 2 ～ 3 8 ギ ル ダ ー / m 2 ､ 間 口6 .4 m と9 .6 m の も の で は3 2
～ 3 8 ギ ル ダ

ー

/ m
2
､ 間 口

8 m で は4 0 ～ 5 0 ギ ル ダ
ー

/ m
2
｡ 環境制御温室を含めれば､ 75

～

1 2 0 ギル ダ
ー

/ m ㌔

全 コ ス トのうち､ 3 3 % が建屋､ 2 2 % が暖房 ､ 1 7 % が附属建築物､ 14 % が制御

装置 ､
8 % が土地､ 5 % が機械器具類 ｡ ( 以前書い た の と少し数字が異なるが)

天然 ガス は1 1 ～

1 6 セ ン ト/ m
3 で

､
そ の他4 , 5 0 0 ギ ル ダ

ー / 年の基本料金を払う｡

コ ン ピ ュ ー タ を利用 した コ ン トロ
ー

ル シ ス テ ム で は換気窓の 開閉を､ 外風速と

外気温 に関連させ て操作する ようにして い るもの が多い ｡

2 月5 日 (木)

午後2 時半から3 時半まで ､
お茶の 時間を利用して ､

C A B O の 前 の池で アイ ス

ス ケ ー トをした｡ 氷 の厚さは1 0 c m くら い で ある｡ ス ケ
ー

ト靴はヤ ンから借り

た ｡ 数度こ ろんだ｡

2 月6 日( 金)

生タ マ ゴをぶ つ けられる

昨日､ 昼食後､ 仏 C からC A B O へ 向かう途中､ 小事件に出会 っ た｡ 私が い つ も

の 通り に自転車にの っ て ブルチ 工 作u u 血 e) 通りを行くと､ ハ
ー ン イ エ ス( H a両 e s)

9 5



通りとの交差点で ､ 1 人 の少年が私の方へ 駆け寄 っ て来て ､ 2 m も離れて い ない

距離から､ い きなり私の顔に何かをぶ つ けた｡ それは私の メ ガネの右側 レ ンズ

にぶ つ か っ た｡ 雪の ポ
ー

ル かと直感的に思 っ た｡ とにかくメ ガネが曇 っ て前が

見えなくな っ たので ､
ブ レ ー キをかけて自転車をと止 めた｡ そして私の コ ー

ト

をみ ると ｢ 生タ マ ゴ｣ で ベ トリと汚れて い る ｡ 私 の顔 もタ マ ゴ の 黄味で汚れて

い る ｡

少し腹が立 っ た の で ､ 自転車をそこに置き､ ぶ つ けられた場所に戻 ると､ 少

年が2 人立 っ て い る ｡ ｢ なぜ ､
タ マ ゴをぶ つ けたの か｣ と聞くと､ 彼等は英語を

話さない の で何を言 っ て い る の か分からない ｡ しかし､ どうも､ ぶ つ けたの は

私達で はない ､
ぶ つ けた人はあちらに逃 げたと言 っ て い るらしい ｡

一

生懸命あ

る方向を指さしてい る ｡ 私 の顔がタマ ゴで黄色くな っ て い たせ い か大人の通行

人が2 人寄 っ てきた｡ 彼等にも英語が通じない ｡ で も事情を少年2 人から聞いた

らしく ､ 私 に警察に行く ことをさかん に勧める ｡

通行人の 1 人が少年の1 人にタ マ ゴを投げた少年の 住所氏名を聞き､ それを紙

に書い て私に渡してくれた｡ 一

寸寄妙に思 っ たの は ､
こ の 少年2 人は タ マ ゴを投

げた少年と友達関係にあり､ い わば共犯なの に
､ 通行人と 一 緒にな っ てさかん

に私に警察に行くことを勧める｡ 日本だ っ た ら ｢ やく ざ同志の 義理人情｣ とい

うや つ で友達の名前を明かしたがらない ところ だろう ｡

人が通るた びに英語が話せ るかどうかを尋ねたが適当な人が来ない ｡ 別 にタ

マ ゴを投げられただけで警察に行く気は毛頭なか っ たが ､ 理由は どうしても知

りたか っ た｡ ｢私と知 っ て い てや っ た のか｣ ｢ 日本人ある い はア ジア人と知 っ

て い てや っ たの か｣ ､ ある い は ｢ ま っ たく偶然に私が通りかか っ たのか｣ ､ そ

して特別な理由があるかどうかを知りたい のである ｡ 1 5 分 ほ どオラ ン ダ語と英

語の チ ャ ンボ ンでや っ てみたが ､ どうもよく分からない ｡ そ のうち､ 友達の 一

人が ｢ 遠くにタ マ ゴを投げた人が見えた､ 木の 蔭に隠れて い る｣ と言うの でそ

の方に近づくと､ 14 ～ 1 5 才の少年が隠れて い た｡ オドオ ドして い る｡ そ こから

ひ っ ぱり出すとさかんに ｢ アイ ア ム ソ
ー

リ
ー

( ごめん なさい) ｣ をくりか

えす｡ かさねて理由をたずねるが何を言 っ て い る の か分からない ｡ さかん に

｢ 警察に行きます｣ とか ｢ クリ ー ニ ン グ代を払い ます｣ とか ｢ コ ー トを洗いま

す｣ ｢ ごめんなさい｣ とかをくりかえすだけである｡

そ こで
､ 私 の手帳とボ ー

ル ペ ンを取り出し､ オ ラ ン ダ語でい い からタ マ ゴを

私に投げた理由を書けと迫ると何かを2 行ばかり書い た｡ あとでヤ ンに意味を開

くと ｢ ふ ざけてや っ た｣ ということらしい ｡ 総合的に判 断すると ､ ｢ 人種差別

その 他の特別な理由｣ はない ようで ､ 単なる不良少年ある い は悪童の い たずら
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らしい ｡ 多少悪質で はあ る と思 っ たが ､

一

応 ､ 相手が出て来て ､ あやま っ た

し､ 住所氏名を確認してあ るので その場を引き上げる ことにした0

少年連と別れる前に､ 通 じて も通じなくて も私の気持ちだけ
は伝えようと思

い
､ 英語で ｢ 私は君を警察に連れて い く つ もりもな

い し､ クリ
ー ニ ン グ代を払

ゎせ る つ もりもない ｡ しかしそれは私が君の行為を許 したこ とは意味しな
い 0

二度 とす るな｡ 私は日本人の 研究者だが ､ 同時に空手の 先生で もある 0 君 を

ノ ッ ク ア ウトさせ る ことはま ことに簡単だ0 今度そう
いうことをや っ たら私は

君に パ ンチ をみ まうであろう｣ と大きな声で 言
っ た0 ｢ 空手の 先生｣ の 部分は

す ぐ理解できたらしく､ び っ くり した顔をして い た0
一

発パ ン チをくらわせる

マ ネをして ハ ナ先で 止めて や っ た｡

そ の後､ ヤ ン は ｢ 警察に行くこと｣ ､ 少なくとも ｢ せん たく代を請求する こ

と｣ を勧め てくれたが､ 私 は止めてお
い た0

一

つ の 小事件で はあ っ たが､ これ

をおおげさに警察ざたに してみ たり､ せ んたく代を払わせ てみ たと
こ ろで つ ま

らな い ｡ せ っ かく の 私 の オラ ンダ友好感情に傷が
つ く 0

一

つ の 経験としての≠

記憶したい ｡ ヤ ン の話で は ､ 人 に生タ マ ゴを投げるケ
ー

ス はオラ ン ダで はか宅

り珍 しい と言 っ て い た｡

午後2 時半から約1 時間C A B O の 前庭 の池でス ケ
ー トをして い るうちにす っ か

り気が晴れた｡ ス ケ
ー トをして い る少年連は実に楽しそうに無邪気である0 和

があ ぶ な っ かしそうに滑 っ て い る と､ オ ラ ン ダ語でさかん に話
しかけて くる 0

どう も ｢ ああしたらよ い ､
こうしたらよい｣ と滑り方 をコ

ー

チしてくれて い る

ら しい ｡ 色 々 な経験をする もの だ｡

今 ､ 夜 の10 時40 分 で ある 0 京大助教授福井氏より電話が
かか っ て きた0 ウ ラ

の堀で 山口夫妻らとス ケ
ー トをして い るから来な い かというQ ス ケ

ー ト靴はあ

ると い う｡ 夜1 1 時に外で ス ケ
ー

トをする の も
ー つ の経験で ある 0 今から行 っ て

来ます ｡

2 月8 日( 日)

再 び温室園芸展示会 へ

先日 の温室園芸展示会( N e d e rl an d s h e T ui n b o w V a kb e u
rs
,
H o rti c ul t u al F ai r) で

収集 したパ ン フ レ ッ ト ･ カ タ ロ グ類を 一 昨日整理して い る とき､ どうしても ､

もう
一 度確認 したい こと ､ 知りたい ことが2 ､ 3 出てきた0 そ こで ､ 昨日午前1 1

時に 仏 C を出て ､ もう 一 度展示会を見に行 っ た0 最終日で あ っ たが相変
わらず
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人がい っ ぱ い であ っ た｡

最初に ､
I M A G の 展示場で ､ リ

ー

フ テ ィ ンク(Li eftin k) 氏 にI M A G の 仕事の概

要を説明してもら っ た0 省 エ ネル ギ
ー

型ボイラ
ー

の 開発､ ボイ ラ
ー の燃焼ガス

の
一 部をC O

2
施用に使うときの

一 酸化炭素( C O) 濃度を測定する機器の検静 (低

濃度を計測できて､ しかも安価なもの) ､
ガ ラ ス 透過率が ､ 乾 い て い る ときは

低く､ 湿っ て い るときには高くなる ようにする ための塗料の 開発 ､
フ イ ル ム等

の 長波放射射出率の 測定器､ 空中ス プレ
ー

の散水量 の床面分布測定法､ 暖房用

配管の省 エ ネ ル ギ
ー

的検討､ 地中加臥 電算機利用の デ
ー タ処理等を説明 して

もら っ た ｡

次にオ ラ ン ダにおける大手温室業者 の
一

つ フ ォ ス カ ン プ ･

フ ライ ラ ン ド

( V os k a m p & Ⅴ 可a 叫 社の 展示場を
たずねて ､ 4 月2 0 日 に同社を見学したい 旨を

申し入れると､ すぐO K してくれた0 そ の後そこで しばらく日本や オラ
ン ダの 温

室の
一

般 的傾向に つ い て議論した0

同様の 見学申し込みをプリ ン ス(P ri ns N ･ Ⅴ) 社 に つ い て も行 っ た0 同社 は､ 本

来 ､ 鉄材の大手会社だが､ 以前より温室建築を手がけて
い る0 4 月22 日 に見学す

る ことにな っ た｡

その後夕刻まで ､ 先日見落とした個所を中心 に見て 回 っ た 0 途中､ 先週ア
ー

ル ス メ ー ア の温室を案内してくれた渡辺氏とブラジル の 日系2世ホ シさんお よび

他のブラ ジル人と会 っ た｡ 彼等もこの展示会に来たの は今日が初めて で はない

らしい ｡ とにかく､ 年に1 回の ､ 世界最大の ､ 温室に関す るあらゆる資材の 展示

会である ｡

夜のア ム ス テ ルダム観光

展示会を見終わっ た後､ 日本人の坂本､ 小鳥両氏 と落ち合っ て アム ス テ ル ダ

ム に向か っ た｡ アム ス テル ダム市内を観光バ ス で回るナイ ト ツ ア
ー に参加す

るためで ある ｡ これは1 週間ほど前に3 人で雑談して い る とき に､ 話が出たもの

で ある｡ い つ もアム ス テル ダム に行くときは美術館 ､ 博物館を回 っ たり ､ 仕事

だ っ たりして本当の観光はあまりして い ない ｡
一 度ゆ っ くり ､ ア ム ス テル ダム

でおい しい夕食でも摂りたい もの だと言うことに なっ たが ､ 知らない レス トラ

ンで高い 金を取られても つ まらない ｡ それ に何処が良い かも分からない ｡ い っ

そ の こと ､ 旅行業者の観光バ ス を利用 したらと いうこ とに な っ た｡ 金額は食

事､ 飲み物その他 一

切をふくめて8 0 ギ ル ダ
ー であ っ た｡

夜7 時にアム ス テル ダム駅前の ビクトリアホテル の ロ ビ
ー で待 っ て い ると バ ス

が来た｡ バ ス は いく つ かの ホテ ルを回 っ て参加者をひろ っ て い っ た｡ シ
ー ズ ン
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はずれ の せ い か､ 参加者は全部で7 名で あっ た｡ 大きな観光バ ス に た っ た7 名で

ある ｡ イギリス からアム ス テ ル ダム の R A I の自動車シ ョ
ー を見に来た夫婦､

ナイ ジ ェ リアからベ ル ギ
ー

へ 仕事に行く途中にア ム ス テ ル ダムで1 泊するという

黒人1 人 ､
パ リ に住ん で い て ア ム ス テ ル ダム へ 旅行に来たフ ラ ン ス 婦人1 人､ そ

れ に日本人3 人である ｡

まず郊外の あまり大きく ない レ ス トラ ン に連れて い かれた｡ 落ち着い た雰囲

気の レ ス トラ ンで料理もよか っ た｡ 見知らぬ 人との 食事だ っ たが少人数だ っ た

の で わりあい 楽しい 食事がで きた ｡

私 にと っ て の収穫は久 しぶ りに ｢ 本物の英語｣ を聞く ことがで きたこ とで あ

る｡ 実は ､ 最近､ 自分 の英語がオラン ダに来て以来､
ほとん ど上達して い な い

の に少々 イ ライラ して い た｡ 私の 英語がうまくならない 理由は ｢ 本物の 英語｣

を話す人と会話す るチ ャ ン ス がきわめて少ないからで ある｡ オ ラ ン ダに来て ､

本当の ｢英 国人｣ ある い は ｢ 米国人｣ と話したの は､ 今日の を除けば1 2 月1 5
～

1 9 日 の ワ ー ク シ ョ ッ プ ( 討論会) だけで ある｡ そ の他は オラ ン ダ英語､ エ ジプ

ト英語 ､
イ ン ドネシ ア英語､ 日本英語 など､ およ び日本語で話をして い るわけ

であ る ｡ 英語を母国語としない 人々 と話をしてい て ､ お互 い に理解 し合えな い

ときは
､ ｢ 私の 英語が悪 い の か｣ ｢ 相手の 英語理解力が悪い の か｣ ､ ある い は

その 道 なの かは っ きり しな い の で 自分の 英語を改善するの がむずか しい ｡ つ ま

り ｢ お手本｣ がない の で どう直して良 い の かわからない の で ある｡ する と､ 結

局 ､ ｢うま い ､
へ た は ともかく話が通 じればそれで い い や｣ 式の ブ ロ

ー

ク ン英

語に な っ て しまう｡ とこ ろが ､ 今日はひさ しぶりに本当の 英語を話す人と話が

で き て ､ ｢ なる ほ どこれが本当の英語か ､
IA C で骨が話して い る英語とは大部

異 なる な｣ と いう感じが した ｡

9 時にそ こ の レ ス トラ ン を出て ､ 町の 中を バ ス で通り､ ア ム ス テ ル ダム 駅前

で
､
バ ス を降り､ ガイ ドに引率されて ､ 旧教会から ニ ュ

ー マ ルクト広場 にかけ

て 10 分ほ ど町の 中を見て歩い た｡ こ れもナイトツア
ー

の
一 部をなして い る 0 そ

の後 ､ バ ー に 入り ビ
ー ル を 一 杯 の み3 0 分 ほ どした1 0 時半頃 ､ ナイ トク ラブに

入 っ た ｡ そ の前に ガイ ドに ､ ク ラ ブの 中で の ビ
ー

ル
一 杯分は8 0 ギ ル ダ

ー

の 中 に

含ま れて い るが ､ それ以上何かを飲み たい 人は自分で料金を払う こと 0 た だ

し､ シ ャ ン ペ ン
一 本15 0 ギ ル ダ

ー

( 1 万5 千円) だから気をつ けるよう にと言われ

た｡ ク ラブの 中で ､

一 般 の客は､ 立派なテ
ー ブル付きのイス に座 っ て い るが ､

私達ツ ア ー

の 人はそま つ なイス に座らされた｡ これは仕方ない で あろう 0 耳が

割れそうな エ レキギタ
ー

の 伴奏で ､ 男の人が何かを大声で歌 っ て い る｡ しばら

くす ると私の となりに女性が座 っ た｡ どこから来たの かだの 何だの話しかけて
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くる の で少し話をして い ると､ 1 0 分程 したら､ ｢ 何 か飲み もの と っ ても良い

か｣ と いう｡ それきたである ｡ ｢私は充分なお金を持 っ て い ない の で ､ 残念だ

が､ 何もあげられない｣ と答えた｡ しばらくすると ､ またたずねるの で ､ 坂本

氏に相談したら､ 彼は ｢ ピ
ー ル なら自分が払 っ ても良い｣ と いうの でその旨 っ

たえると ｢ シ ャ ン ペ ンが良い｣ という ｡ と んで もな い ので 断ると､ しばらく し

て席を立 っ て何処かに行 っ てしまっ た｡ 日本で もこん なと ころに は入 っ たこと

がな い ので ､
どう相応したらよ い か困 っ たが ､ 彼女はイギリス 人だ っ たので 会

話の練習には少し役立 っ たろう ｡

その他､ 手品､ さ い み ん術 ､
ダン ス な どの シ ョ

ー があり ､
1 2 時少し前にそ こ

を出て ､ 次に ､ バ
ー

に3 0 分程立ち寄り ､
こ の ナイト ツ ア

ー

は終わり にな っ た ｡

まあ､ これも
ー

つ の経験で あろう｡

それから坂本氏の 運転する車で ワ
ー ゲ ニ ンゲ ン のI A C ま で帰 っ た｡

2 月1 1 日( 水)

ディクソホ
ー ル ン博士と会う

3 週間程前に ､ 英国 の 国立農業工学研究所( N IA E) の ボウ マ ン( G . E . B o w m a n) 氏

に､ 3 月初旬に訪問したい 旨を手紙で頼 んでおい たが､ 返事が来ない ので今朝電

話をしてみ た｡ 英国 へ の 電話はとて も つ ながりに くく ､ 時間をかなり費や し

た｡ や っ と､ ボウ マ ン氏が電箭に出たので ､ ｢ 手紙を受け取 っ たのか｣ と開く

と
､ ｢ 手紙 は受け取 っ たが ､ 私はもう温室気候の 研究から離れて しま っ たの

で
､ 君 の手紙は科長の ウイ ン ス ピア( W i n sp e 訂) 氏 にあずけた｡ ス ケジ ュ

ー ル は

ウイ ン ス ピア氏が決めてくれる だろうが､ 彼は現在病気で休んで い る｡ ｣ と い

う｡ ｢ 来週 には彼は出てくるだろうからすぐ電話で返事をする よう伝える｣ と

いう｡ 仕方がない ｡ 待 つ ほかなさそうだ｡

午後8 時 に ､ ワ
ー

ゲ ニ ンゲ ン農業大学 ･ 物理 ･ 気象学科(D ep t . o f P h y sic s &

M et e or oI o g y) の デ イ クス ホ
ー

ル ン(D i xh o o m ) 氏とIA C の ロ ビ
ー

で待ち合わせ､ 彼

の研究室に案内してもらっ た｡ 彼の 研究室はIA C から歩い て5 分程の所にある ｡

彼はボン ド ･ グ ラ フ の手法を使 っ た温室気象の シ ュ ミ レ
ー

タ
ー

を開発して い

て､ それを実演してみせ てくれた｡ コ ンピ ュ
ー タ ー は米国D E C 社のP D P ll E lO

で
､
デ ィ ス ク､ カ セ ッ トテ

ー プ
､
テ ー プ レ コ

ー

ダ
ー

､ Ⅹ
一

Y プ ロ ツ タ
ー

､ デ ィ ス

プレイ装置 ( カ ソ ー ド レイチ ュ
ー

ブ) ､ 多点記録計等が周辺機器として使われ

てい る ｡ 彼は エ ン ス ケデ (E n s c h e d e) 市 に所在する､ 工科大学とワ
ー ゲ ニ ン ゲ ン
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農業大学の 兼任教員で あり ､ ワ
ー ゲ ニ ンゲ ンに は水曜日と木曜日だけ来る 0 実

演を見せて もら っ た後､
ミ ニ コ ン の使い方､ 温室の環境 コ ン トロ

ー ル の 考え方

等に つ い て 1時間ほ どディ ス カ ッ シ ョ ンした0 彼が ワ
ー ゲ ニ ンゲ ン に釆たのは2

年程前で ､ それから温室環境の研究を本格的にや り始めたらしく ､
まだ､ これ

とい っ た研究成果 は上が っ て い な い ようだ0 年令は5 0 才を越 え
てい るような気

がする｡ しかし､ 電気工学者らしい 良い セ ン ス の 持ち主な
ので

､
そ のうち何か

やり出すだろう ｡ そ れに ､ 若 い 同僚が2 人 い るというこ となの で楽しみ だ0

2 月1 2 日 (木)

ユ リア ナ女王来る

今日はワ
ー

ゲ ニ ン ゲ ン農業大学の創立1 00 年記念とかで ､ ワ
ー ゲ ニ ンゲ ンにオ

ラ ン ダの ユ リア ナ女王が訪問された 0 IA C の建物にも2 時間
ほ ど滞在し､ 選ばれ

た6名の 外国人留学 生と会見された0 もちろん ､ 私は選ばれなか っ た0 丁度､ 昼

食時だ っ た の で ､ 私 も女王を見る ことがで きた0 日本の ような厳重
な督備体制

は全くなく ､ 女王は私の 1 メ
ー トル横を通 っ て いかれた0 6 6 才だそうで ､

どこ に

でもみられるおばあちゃ ん という感じだ っ たQ

2 月1 4 日( 土)

オランダの パ
ー テ ィ ー の 雰囲気

昨夜は､ ル デ イ(R u d y R a b i n g e) の 家で研究仲間
の パ

ー テ ィ
ー があ っ た0 彼の

家 の改装祝い だそうである 0 行 っ て みる と､
たしかに ､ あち こ ち改装 の あとが

みられる ｡ テ ィ
ー ･ パ ー テ ィ で ､ 夜の 8 時頃から､ 夕食を済ませ たあと

で集ま っ

てくる ｡ 夕食も招待されたときには 6 時過ぎから集ま
る 0 少なくとも平均週に

1 回は､ こ の 種の パ
ー テ ィ に行く の でもう大分なれた0

今日はその様子 を少し記録 しておきたい 0 まず､ 行くとき の服装 は ､ ま っ た

くの普段着で ある ｡ 5 0 才をす ぎた男でなけれ
ばネクタイをしめて い っ たら ､ 必

ず､ ひやかされる ｡ 女性もほとん ど普段着で あ
る 0 行くときに ､ 花を

一 束持 っ

て い く人が何人か い るが､ 手プラで行く人も多
い 0 昨夜は私も手プ ラだ っ た0

もう､ 日本から用意して い っ たお土産は品切れ
だからで ある 0

集まる時間はきわめて い い加減で ､ 昨夜､ 私は8 時20 分 に行 っ たが､ そ の前に
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来て いたの は2 人であ っ た｡ 9 時頃に大体揃うという感じである｡ で も､ フ リ ッ

ツ( Ⅲtz) は今まで赤ん坊の 面倒を見て い て ､ 今､ 奥さん と交代してきたとい っ

て10 時半頃釆たし､ ヤ ン の奥さんの トライ ニ
ー

(T r軸i e) は今まで油絵を措い て

い たとい っ て1 0 時頃来た｡

帰る時間も い い 加減である｡ 1 1 時半頃から帰り始める人が出る ｡ 私は大体12

時半から1 時頃の間に帰るが ､ そ の ときはまだ半分以上 は残 っ て い る ことが多

い
｡ 大体2 時半頃まで続くようで ある｡ 今日の 参加者は15 人位だ っ た と思う｡

どの 家にも､ 必ずタタ ミ10
～

1 5枚分ほ どの 居間があり ､
そ この どこ かに勝手

に腰をおろす｡ 最近は床に腰をおろすの がはやり始めたとかで ､ 4 人種床に座り

こんで い た｡ 靴を脱いで い る人も2 人程 い る ｡

皆がそろうまで は､ コ
ー ヒ ー

､ 紅茶､ ジ ュ
ー

ス 等が配られ るが ､ そ の後はワ

イ ン
､
ウ イ ス キ ー

､
ビ ー

ル
､
ジ ュ ー

ス 等自分の 好き な物を好きなだけ飲むと

い っ た感じである ｡ 私 の ような下戸 には､ 酒をむりして飲 む必要がない の で楽

なものである｡ 私はかなり時間をかけて ､ ワイ ンを コ ッ プに1杯半位飲めるよう

になり つ つ ある ｡ 食べ 物は ､
ビス ケ ッ ト ､

パ ン菓子 ､ チ ー ズ等が多く､ 昨日

は ､ 生 ニ シ ンとリ ンゴと赤 ビ
ー

トを混ぜ たサラダ､ フ ル
ー

ツ ポ ン チ等が出た｡

ほとんどセ ル フサ
ー ビス で ある ｡

骨が 一 つ の 話題で
一

緒 に話すことは少ない ｡ 大体は2 ～ 4 グ ル ー

プ位に分かれ

て勝手に話し､ 時 々 人が入れ替わる｡ 私 は最初､ ドヨ ン グとホ ニ ー と箭してい

たが
､
そ のうち ､ となりに ドゥイ ッ ト氏が来て ､ ｢ お前の 仕事はうまくい っ て

い るか｣ と開かれたの で手短に ､ 私の仕事の 進度を報告して ｢ 大体私の予定通

りに進んで い る｣ と言 っ ておい た｡ 最近や っ と､ 温室内 へ の 光透過を計算する

プロ グラム の改良が終わり ､ それをヤン の作 っ た作物光合成 の プロ グラ ム と つ

なぎはじめたところである ｡ それが済ん だらム ー ス( M o u s) が作成した､ 温室内

の害虫であるダ ニ の発生のシ ュ ミ レ
ー シ ョ ン プロ グラ ムと つ な ぐことにな っ て

い る ｡ 少しでもよ い から､ 何がしかの 結果が得られる と良い のだが ｡

その後､ 反対側 のとなりに座っ たフリ ッ ツ の奥さん と話した｡ 彼女はしばら

く前に赤ん坊を生んだぼかりだが､ 元気そうだ｡ 産後10 日間はお手伝い さんを

頼んだがその後はすべ て自分でや っ て い ると いう｡ オ ラ ン ダの新生児の平均体

重は35 0 0 g だと言 っ て い た｡ こちらも3 児の父親なの で ､ 日本とオラン ダにおけ

る育児の考え方の相違等に つ い て少し話した｡ 3 人 の 子供と女房と離れて1 人で

オラ ン ダに来て い る の は少し不思議らしい ｡ たしかに そうだ｡ ｢ 別 にオラ ンダ

の生活に少しも不満はないが ､ 私の子供が私 の こ とを忘れて しまうので はない

かというの が 一 番心配だ｡ 事実､ 先日､ こちらで と っ た写真を日本に送っ たと
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ころ
､ 子供達が私の写真を見て ､ 『これだあれ』 と言 っ たらしい｣ と言うと同

情 して くれた｡

パ ー テ ィ ー での議論

その 後私の 近くで ､
ドゥイ ッ ト氏と若手連とが有機農業の是非に つ い て議論

しは じめ た｡ オ ラ ン ダ語で議論して い るが ､ ヤ ンが時々英語に通訳 してくれる

のと ､ ときおり英語の単語が混るので大体の 様子は分かる ｡ ドゥイ ッ ト氏は有

機農業には反対らしい ｡ 有機農業の方が収量は多い というデ
ー タがあるが､ あ

れは何百も実験をして ､
そのうちの 数回そういう結果が出ただけで ､ 彼等はそ

の数回だけを取り上 げて ､ 有機農業の有利性を説い て い る という ｡

次 に ､ 原子力発電が問題にな っ た｡ ドゥイ ッ ト氏はここでも原子力発電に賛

成 で ある ｡ 特に ､ 彼は､ 原子力発電に よる廃棄物の 安全処理 の研究にさえ反対

する研究者に､ は げしく反論してい た｡ こういう時の ドゥイ ッ ト氏 はまことに

ジ ェ ス チ ャ
ー

に富んで い て ､ 大声で怒鳴 っ たり､ い きなり靴で床を踏み ならし

たり ､ 手を振り上げたりで ある ｡ そうい えば､ こ の家 に着くなり､ 居間で数回

ジャ ン プ して ､ ｢ 本当にうまく改築できたんだろうな｣ と言 っ て ､ 確かめて い

る風 であ っ た｡ ジ ャ ン プの好きな男で ある ｡

オ ラ ン ダ語で議論して い る の に ､ 私が時々 ニ ヤ ニ ヤしたり ､ 笑 っ たり して い

る の で ドゥイ ッ ト氏 は ｢ お前はオラ ン ダ語が少し分かるように な っ たの か｣ と

私に聞い た｡ ｢ い や想像して い るだけで ､ 少しも分か っ て い な い ｡ ただ､ 私は

オ ペ ラ を見るのを楽しむような気持ちで ､ あなた方の話を楽しんで い る の だ｡

特に ､
あなたの話は ､ リズ ム とメ ロ デ ィ

ー に富んで い て ､
こ の オラ ン ダ ･ オ ペ

ラ は実に楽しい｣ と言 っ てや っ たら ､ 笑 っ て い た｡

少 し固 い話をして い たの で ､ 女性達はい つ の まにか､ 皆､ 別の所 にひ とかた

まりに な っ て ､ 別 の話題で何か笑い合 っ て い た｡

そ の後 ル デ イ ､ ドゥイ ッ ト氏の 奥さん､ ドヨ ン グ氏等と少し話した 0 ル デ イ

とは植物病理分野で の シ ュ ミ レ
ー シ ョ ン の話を､ ドヨ ン グ氏とは コ ン ピ ュ

ー

タ

の話 をした｡

オ ラ ン ダ人の 家を訪ねたら ､ 部屋 の 置物を見るの も
ー つ の 楽しみ だ｡

今日まず目に つ い た の は大きな ｢振子時計｣ である ｡ 結婚記念に もら っ たと

かで ､ 8 5 年前の フ ラ ン ス 革命の直後に作られた時代もの だそうだが､ 今でもと

て も正確だそうだ｡ こ の 時計は ｢ 買 っ た人が死ぬ まで保証する｣ そうで ､ 壊れ

たら店に持 っ て い けばい つ でもす ぐ無料で修理してくれる ことにな っ て い るら

しい ｡
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その他､ 2 0 0 年前に作られたオ ラン ダの地 臥 ルデ イ がア フリカの象牙海岸

で ､ 自分で採集したという昆虫の標本､ その時買っ た土着人の仮装面等々 がカ

ベ に飾 っ てある ｡ また部屋の 中の人工照明で も育つ ような日陰植物がやたらと

あちこちに置い てある ｡

2 月1 5 日( 日)

オランダ人の外国語能力

時々IA C に遊びにくるオラ ン ダ人カ ス バ ー

ス( K a sp e rs) 氏 の家に べ トナム人の

｢ コ ウ｣ 氏と､ I A C に居る日本人3 人 (坂本､ 小島､ 古在) が夕食に招待され
た ｡ それほ ど親しい 間柄であ っ た訳では ない の で どうなる ことかと思 っ たが､

行 っ て み ると意外に楽しく ､
ゆか い な夜を過ご した｡

カ ス バ ー ス 氏は2 6 才で ､ 環境汚染に関する コ ン サ ル タ ン ト会社で働い て い

て
､ 奥さんと2 ケ月になる子供が い る ｡ たまたま､ その家に遊 びに来て い た奥さ
んの 妹さん ( ヤ コ ミネ) とも 一 緒にな っ た｡ フ ロ ー ニ ン へ ン の大学の 一

年生

で ､
ロ シ ア語を専攻してい るという｡ 私達とは英語で話したが､ ドイ ツ 語の方

が話しやすい という ｡ とは い っ ても
､ そ の 英語は私の それよりず っ と上手だ｡

ベ トナム人とは フ ラ ン ス語で話してい る ｡ 19 才の娘が ドイ ツ語 ､ フ ラ ン ス 語､
英語､ オ ラ ン ダ語､ ロ シ ア語をたくみ に許すとい うの は､ オ ラ ン ダ人としては

それほど珍しくな い というの に は驚い た｡ 大学制度の こと ､ 余暇の過ごし方､
社会間遷等に つ い て皆で12 時過ぎまで話した｡

2 月2 1 日(土)

遠足で花の展示会 へ

今朝は､ 仏 C の遠足 ( エ ク ス カ ー シ ョ ン) で ､ 朝8 時から ､ バ ス 2 台を連ねて
アム ス テル ダム の 北4 0k m の ボ

ー

へ ン カ ー

ス ペ ル (B o v e n k ar s p el) に花の展示会
Ⅳ es 血 es e 円 弧) を見に行 っ た0 その 途中､ ア メ ル ス フ ォ ー ル ト(A m ers 加 叫 近

くの ス
ー

ス ダイク (S o es d 潮 にあるオラ ン ダ王族の住居と､ 民族衣装で有名な
小漁村フ ォ ー レ ン ダム(V ol e n d o m ) で 小休止した｡

今度の展示会で は球根類 ( チ ュ ー

リ ッ プ､ ス イ セ ン ､ シク ラメ ン ､ ペ コ ニ

ア
､
ヒ ヤシ ン ス

､ ク ロ ッ カ ス 等) および花木( ツ ツ ジ､ ひめ桜等) が中心であ
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る ｡ 例 によ っ て ､ 園芸機械､ 施設等の展示もある ｡ 2 月の 初旬にプライス バイク

でみ た展 示会を専門家向きとすれば､ 今回の は 一 般向きで ある ｡ 温室その もの

の展示場も ､ 展示面積の多くを小型の家庭用温室および器具類にさい て い る ｡

規模も小さ い ｡ と い っ て も日本で これだけの展示会は どこに も見られない ｡ 家

畜類の 展示も少しあ っ た ｡

展示場は人で ご っ たがえし､ 大変な混雑である ｡ 私は2 時間の見学時間のうち

1 時間半を機械類の 見学に ､
3 0 分を花の見学に当て た｡ も っ と花を見たい の だが

い つ も時間が足りなくな っ て しまう｡
一 度ゆ っ くり ､ 花だけを見て 回りた い ｡

ポ
ー ヘ ン カ ー

ス ペ ル の 展示場近くの ブロ ッ カ ー

( B l o k k er) で 昼食を摂るため

に
､
1 時間ほ どの 自由時間があっ た｡ そ こで ､ 大急ぎで食事をして ､ 残り の時間

で
､ す ぐ近く の 温室を見て 回 っ た｡ ア

ー ル ス メ ー

アヤ ナ
ー

ル ドバイ クにある よ

う な大きな温室地帯で はない ｡ あちこちに古い温室､ 新しい 温室が入り混じ っ

て い る ｡ 私が見た温室で はフリ ー ジアおよびレ タ ス を栽培して い た ｡ こ の地方

の 温室 の ほとん どは側壁が垂直で はなく ､
8 0 度位に傾けて作 っ てあ る｡

一

戸 の

栽培面積 はそれ ほ ど大きく はな い ようだ｡ 人が居れば色 々開きたい 所だが､ 日

曜日の ためか人影がない ｡

近く に ､ 建設中 の骨組み だけの 温室があ っ た｡ 新しい 温室はほとん ど軒高が

3 m を絶 えて い るようだ｡ 骨材を減らす ために ､ 針金をたくみ に使い ､ 強度を上

げて い る ｡

バ ス は その 後ア ム ス テ ル ダム に戻り､ 美術館めぐりと買い 物とポ
ー ト乗りの

3 グル ー プ に分かれ た｡ 私は買い物グル
ー プに入り､ 1 人で ､ ワ

ー テ ル ロ
ー

広場

の r の み の市 (が らくた品の 野外市場 = に行き､ 1 時間半ほ ど見て 回り､ 役立

たず の 古物を少し買っ た ｡

バ ス は夕刻7 時3 5 分にI A C に戻 っ た｡ すぐ夕食を摂り､ 寝た｡ 1 2 時半頃眠がさ

めて ､ 1 階 の ジ ュ
ー ス 自動販売機の所 へ 買い に行くと､ 夜中なの に ､ 談話室に人

がたく さんい る ｡ 開く と､ ウ ラのイ ンタ
ー ナ シ ョ ナル

･ ク ラブで カ
ー ニ バ ル ･

パ ー テ ィ ー をや っ て い て ､ そ の帰りだという｡ これから出かけると いう人も い

るの で ､ 誘われ るままに
一 寸の ぞきに行 っ た0

一

応 ､
ヒ ゲを つ けたり ､ 仮面 を

かぶ っ たりして い る人も い るが､ 特に変わ っ た夙 には見えな
い
0 先程 の バ ス 旅

行で 知り合 っ た年配の 人 に､ カ
ー ニ バ ルとはこ んなもの かと開くと ､ そうで は

な い と いう｡ カ
ー ニ バ ル はもともと ロ

ー マ ン
･ カ ソリ ッ ク系の強 い 地方で行わ

れて い る もの で ､ オ ラ ン ダで は南の地方に行かない と本当の カ
ー ニ バ ル は見ら

れな い と いう｡ 1 時間程してI A C に戻る｡
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2 月2 2 日( 日)

ユ トレ ヒトのデ り ､
-

ル 城見学

昼過ぎより ､ 坂本氏の 車で ､ 短期滞在の山野氏 ( 川崎重 工 の造船技師) と私

の3 人で ユ トレ ヒ ト近郊の ｢ デ
･ ハ

ー ル城｣ を見に行 っ た0 天気が良くて ､ 気温

も適度で ､ 気持ちが良い ドライブだ｡ ヒ ュ ウ テ ン ( V e ut e n) の イ ン タ
ー チ ェ ンジ

で高速道路を下りて ､ お城に向かう｡ の どかな農村風景であ る0 こ の 辺りは小

さな温室地帯を形成 して おり ､ 道路沿い に温室が並 んで い る 0

途中で
一 寸串を止めてもら っ て ､ 温室をの ぞい て み た0 6 0 0 0 m 2 ほ どの電照設

備を備えた温室すべ てにポ ッ ト
マ ム 用の菊の 苗が植えて あ っ た0 フ ェ ン ロ

ー 型

の温室で60 連棟位はあろう｡ 革をい つ も運転してくれ る坂本氏ほ私を ｢ 温室キ

チガイ｣ と呼んで い るが､ 最近はす っ かり協力的に な っ て くれて ､ 温室が見え

てくると ｢ どこかで串を止めようか｣ と言 っ てくれるよう にな っ た0

｢ デ ･ ハ
ー

ル 城｣ は思 っ たよりずっ と立派なお城 で ､ 14 世紀に建て られたも

の を ､ 1 9 世紀に修復したもの という｡ 代 々 の 王様が収集した聴 界各地の美術

品､ 調度品が多く展示してあり ､ 日本の 徳川家の紋が つ い た ｢ 篭｣ が陳列され

ていた｡

2時間ほどお城を見たのち､ 坂本､ Ll｣ 野氏はノ ドが渇い たの で ビ
ー ル を飲みた

い と言っ て近くの レス トラ ンに入 っ た｡ 私はその 間を利用して ､ すぐ近くの温

室をのぞきに行 っ た｡ バ ラが主で ､ その 他プリ ム ラ ､
ベ ゴ ニ ア を栽培して い

た｡ 古くからの 温室鹿家らしく､ 3 0 年以上前に建て たので はなかろう かと思わ

れる､ 側壁が高さ1 m 程の レ ン ガで囲まれた粁高2 m そ こ そこ の 温室､ 木造の温

室､ フ ェ ン ロ ー 塑温慮 ､ 間口6 .4 m の温室等が並んで建て られており､ 温姦構造

の歴史を見せられたようなもので ある ｡ 帰路にも多くの 弧塞を遺跡沿い に見

た｡ 日が暮れてきたの で温室の中をのぞくの はあきらめたが ､ 機会があっ たら

また来てみたい ｡

2 月2 4 日 ( 火)

日本語のわかるオランダ人

夜9 時過ぎに､ 次の日曜日の エ ク ス カ
鵬 シ ョ ン の参加費を払うためにI A C の轟

のイ ンタ
ー ナ シ ョナルクラブに出向い た｡ 日曜日と月曜日以外は夜卵寺過ぎから
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こ この バ
ー

が店開きする ｡ バ
ー

テ ン ダ ー は大体大学生の アル バイトのようであ

る｡ 今日の バ
ー

テ ン ダ
ー はM i chiel v an M il という人柄の 良さそうな青年だっ た｡

私が日本から来たと言うと､ 彼は昨年7 ケ月間大阪の枚方に滞在して い たとい

う｡ 大学の 卒業前の実習として大阪で水の 浄化に関する実習 を受けたと いう｡

滞在中 ､ 大阪府立大学を訪問し､ 工学部化学工学科の央野教授と農学部造園

学研究室の 高橋教授に会っ て 話をしたという ｡ 日本語もず い分よく知っ て い

る｡ 私が自分の 名前を漢字で番い てみせ ると ｢ ああ古いと いう字に存在の在で

すね｣ と い っ て い た｡ 漢字も大分よく知 っ て い る ｡ 好青年で 人な つ こく ､ これ

ならきっ と日本人 と楽しく過ごせ たので は ない かと感じた｡ 時々思 いが けない

人と会うもの だ｡

2 月2 5 日( 水)

引 っ越しを手伝う

ー 昨日､ ベ トナ ム 人 コ ウ氏の 引 っ 越 しを手伝っ た｡ 通常の下宿か ら学生寮に

移るためで ある ｡ 彼は正式に言えば､ 学生寮には入れない が ､ ｢ ま た貸 し｣ で

借りるの で ある｡ 月1 0 0 ギ ル ダ ー だそうだ｡ 学生寮は個室でI A C の私 の 住ん で い

る部屋よりも広い し､ 設備も良い ようだ｡ 日本の学生寮とは比較に ならない ほ

ど良い ｡

コ ウ氏はオラ ン ダ滞在中にべ トナム で革命が起き､ 自国 に帰れなくな っ て し

ま っ たと いう｡ 現在､ オ ラ ン ダで はプラプラして い る｡ l ケ 月程前､ や っ と､ 本

国から ｢ パ ス ポ
ー

ト｣ を送 っ てきたと貰 っ て ､ とて もよ ろ こん で い た｡ 帰国で

きる のは夏で はな い かという ｡

2 月2 6 日( 木)

ヤ ンの家で夕食

ヤン の 家に夕食によばれた｡ マ カ ロ ニ や肉や野菜等とい っ し ょ に妙めたよう

な､ ち ょう ど日本の やきそばの ようなもの を食べ た｡ 彼の 奥さんの トライ ニ
ー

は絵を描くのが好きで ､ 家 の 中の そこ い ら中に彼女の措い た絵が掛けて ある ｡

なかなか上手である ｡ 3 才になる エ ス テ
ー

( E st b er) という子が い て ､ 7 月に はもう

l 人生まれる という｡
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3 月1 日(月)

カ ー ニ バ ル で踊る

昨朝9 時20 分 にワ ー ゲ ニ ンゲ ンのイン タ
ー

ナ シ ョ ナ ル ･ ク ラブを マ イ ク ロ ･ バ

ス で出発 し､ オラ ン ダの最南部マ ー

ス トリ ヒト( M a as td cb t) に カ
ー ニ バ ル を見に

行 っ た｡ I A C から の 参加者は1 0 人､ その他オラ ン ダ人等が10 人 ､ 総 勢2 0 名であ

る ｡ オ ラ ン ダで は最も規模の大き い カ ー ニ バ ルがこ こで行われ る と いう ｡

オ ラ ン ダ人は ､
バ ス に乗り込 むと早速 ビ

ー

ル を飲み 出 し､ 歌 をう た っ て い

る ｡ 服装 もカ
ー ニ バ ル用だ｡ 私はふ つ うの 服装だ っ た の で ､ そ の ような人には

3 角帽子 と レイ (紙の 首飾り) がわたされ､ おまけに ､ 顔に マ ジ ッ クイ ン キで

い たずら書きされた ｡ カ ー ニ バ ル に参加する にはこれが最低の エ チ ケ ッ トだと

いう｡ 昼過 ぎに マ ー

ス トリ ヒ トに到着した｡ 仮装行列が始まる の は1 時間後とい

うことで あ っ た｡ バ スを離れる前に ､ 翌日の午前2 時に バ ス に 集合す る ように

言われた｡ それまで は自由に行動せ よとの ことで ある ｡

すで に ､ 市の 中心街は カ ー ニ バ ル
一

色 で ある｡ 老若男女が参加する とはこの

ことを言うの であろう｡ まだ歩けない で親に抱かれて い る子供から ､
つ えを つ

い てや っ と歩い て い るような年寄りの 男女が皆それぞれ工夫を凝ら した衣装を

つ け､ 仮面 を つ け､ 顔や手を赤､ 白､ 黒 ､ 銀等に塗りたくっ て い る ｡ 市 の広場

で ビ ー ル を飲み､ 中学生のような子供までがかなり酔 っ て い る ｡ 晒天 なのでと

ても晴れや かで､ つ い カメ ラ の シ ャ ッ タ ー を押して しまう｡ 交通整理の おまわ

りさんまで が
､ 酔 っ て フ ラ フ ラ しながら車を整理 して い る ｡

まもなく ､ 仮装行列が始ま っ た｡ 見物人も多く は仮装 して い る の で 仮渡行列

と
一

体とな っ てい る ｡ 私達 の ような見物人も何か仮装 をして い ない と物遠いで

恥ずかしい ような感じである｡ 出店で仮面や ツケヒゲ を買っ て 間に合わせ の仮

装をして い る見物人も多い ｡ 仮装行列は夕方まで 続い た｡ 夕方に な っ て促薬行

列が 一 応終わ っ てからが大変だっ た｡

骨が､ 街頭で ､ ある い はビアホ ー ル で ､ 辺りかまわず踊り始めた ｡ ビ ー ル の

コ ッ プを片手に持ち ､ ガブガプ飲みながら､ 音楽に合わせ て ､ 合唱 しながらの

ダン ス で ある ｡ 動作はきわめて単純で ､ しばらく見て い ればすぐ真似 で きる ｡

｢ 踊 る宗教｣ のオ ドリの ようなものだ｡

日本 のお祭りと
一

番違うの は女性の積極さで あろう｡ 若 い女性 ､ 年配 の女性
が ビ ー ル をあおるだけあお っ て フ ラ フ ラしながら奇声をあげて 踊 り狂っ て い

る ｡ 仮面 をしてい るので誰だか分からない という気易さがある ｡ とにかく､ ポ
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サ ッ と立 っ て い たら､ たちまち誰かに抱きつ かれ
､ 手を取られ､ 顔に何かを塗

られて 踊りの輪の 中に巻き入れられて しまうのである ｡

来る 途中の バ ス の 中で オラ ンダ人が騒 い で い た の が､ そ の 頃にな っ てや っ と

理解できた｡ とにかく ､ 身体を音楽に合わせて動かして い な い と何をされるか

分からな いの で ､ 身体を動かして い る ｡ そ のうち ､ もう どうでもよくな っ て踊

りだす｡ 日本の祭りからは
一

寸想像で きない激しさである ｡ 8 時頃には､ もう飲

み過ぎて ダウ ン し､ 路ばたに寝こ ろが っ て い る人があちこちに出始めた｡ ま っ

たく の 初対面の 人と1 分後には1 0年来の知己の ように抱き合 い踊り合 い ､ そ の輪

が い くらで も広が っ て しまう ｡ オ ラ ン ダ人の 全く別の 一

面を知 っ た思 い であ

る ｡

どうに も足が疲れて ､ 2 時間毎位に少し休憩したが､ 結局1 2 時頃まで踊りの輪

にい た｡ その後､ 疲れたので ､ バ ス に戻 っ た｡ すで に バ ス に戻 っ て い た の はIA C

からの参加者だけで ､
オ ラ ン ダ人 は誰も戻 っ て い なか っ た ｡ しかし､ バ ス の 中

は寒く て休むどこ ろではない の で ､ 結局また､ 近く の どアホ
ー

ル まで行 っ て2 時

まで待 っ た｡ 結局1 2 時間以上踊りを見て い たか､ 踊りをして い た ことになる ｡

昔見た映画 ｢ 黒 いオ ル フ ェ｣ でリオデ ジ ャ ネイ ロ の カ
ー ニ バ ル を見たことを

思 い 出 した｡ その ときは自分の 世界とは関係な い と いう感じで見て い たが ､
そ

の世界を 一 寸垣 間みた思 い である ｡ I A C に帰り着い たの は朝5 時だ っ た ｡ 3 時間

寝て 8 時半には起きて ､ 今日1 日通常通り働い た｡ 英国行きが迫 っ て い る の で ､

色 々 や る仕事がある のだ ｡

3 月7 日( 日)

英国にわたる

4 ､ 5 日前から再び寒くなり出し､ 今朝はとうとう小雪がちら つ き出した0 今

日はロ ン ドン に向けての 出発の 日である ｡ 5 日前から風邪 を引き､ 3 日間
ベ ッ ド

の 中 に い た｡ 初め､ ロ ン ドン ヘ は船と汽車の 旅を楽しむつ もりだ っ たが ､ 風邪

が完治して い ない の で急き ょ飛行機の旅に変更する ○

ア ム ス テル ダム
一 口 ン ドン 間は飛行機でわずか5 0 分程 の旅で ある 0 正午過 ぎ

に ス キポ
ー ル空港を発ち ､

ロ ン ド ン
･ ヒ

ー

ス ロ
ー

空港に着 いたら､ また正午過

ぎで あ っ た｡ 冬期は ､
ヨ ー ロ ッ パ とイギリス には1 時 間 の 時差があるためで あ

る ｡ ホ テ ル は バ ッ キ ン ガム パ レス と
ハ イ ドパ

ー クが見渡せ る バ
ー ク レ ー ン ホ テ

ル を予約して おい た｡ ロ ン ドン も寒く ､ ときおり小雪がちら
つ く曇天で ある o
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今度はどちらの飛行場で も何もス ラれなか っ たの で第
一

関門は突破である ｡ た

だし､ オ ラ ン ダ英語に慣れた耳には､ 本当の英語はかなり ス ピ
ー ドがあり､ 聞

き取りにくい ｡ 1 週間のイギリス 滞在中に少しでも本場の 英語 に慣れたい ｡ 空港

からホテル には バ ス と地下鉄で来た｡ 早速名物2 階 バ ス と古くさい地下鉄のお世

話にな っ た｡

荷物をホテ ルの部屋 に置 い て ､ 早速外に出て ､ ハ イ ドパ
ー

クを少し散策する

が､ 寒くて長くは外に居られない ｡ 風邪を引い て い なけれ ばも っ と情動したい

ところなのだが､ 完治するまでは自重で ある｡ 帰り に近く の ヒル トン ホテル に

寄り､ 軽食を摂る ｡ ホテル に戻 っ て少し休ん だ｡ ホ テ ル 代倹約の つもりで バ ス

無しの部屋 を頼んでおい たが ､ 部屋が狭く ､ 何より室温が低く､ トイ レが共同

で不便なの で ､
バ ス トイ レ付の部屋 に変えて もらう｡ 前 に人 から開い て い た

が
､
イギリス の ホテ ル の 室温は確かに低い ようで ､ シ ャ ツ で は少し肌寒い ｡ 8 時

過ぎに夕食を摂りに再び外に出る ｡

ホ テ ル に
､ 国立農業工学研究所( N IA E) の 温室科長の ウイ ン ス ピア( W i n s p e ar)

氏と エ フ オ
ー ド( Eff b r d) 園芸試験場の プリン グル(P ri n g l e) 氏からET程変更希望

の手紙が私宛 に届い ており ､ 明日はリ
ー バ リ

ー

(L e e V all e y) 園芸試験場の ア レ

ン (A lle n) 所長を訪ねる ことに な っ た｡

近くに適当なレス トラ ン がない の で ､ 夕食は地下鉄 で 2 つ 日 の駅の ピカデ

リ ー ･ サ ー カ ス まで行 っ た｡ 日本が種々 の点で英国の衆似 を してい るの で ､ 地下

鉄に乗る に しても ､ 町を歩く にして も､ それ程勝手が異な る ことはなさそう

だ｡

3 月8 日(月)

園芸試験場を訪ねる

朝10 時1 0分過ぎにリバ プ ー ル ･ ス トリ
ー

ト駅からリ
ー

バ リ
ー 園芸試験場のあ

るブ ロ ッ ク ス ボ
ー

ン ( B r o x b o u m ) 駅 に向かう｡ リ バ プ ー ル ･

ス トリ ー ト駅から

3 0 分程のとこ ろである ｡ リ バ プ ー ル ■

ス トリ
ー

ト駅まで は地 下鉄で行っ た｡ 行

く前にア レ ン場長に電話しておい たの で ､
駅にはチャ ペ ル嬢が迎えに出て い て

くれ､ 試験場まで車で連れて行 っ てくれた｡ 手紙はア レ ン場長に出しておい た

が､ 実際の説明は誰か他の 人がするもの と思 っ て い たの が ､ 場長自ら温室を 一

つ 一 つ 回 っ て熱心に3 時過ぎまで説明してくれたの には恐縮 した｡ 昼食は場長が

近くの レ ス トラ ン に連れて い っ てくれて ､ ごちそうして くれ た｡

11 0



こ の リ ー バ リ ー

園芸試験場 は研究員7 人､ 研究補助員8 人 の小規模な試験場

で ､ ガ ラ ス 室1 h a ､ プ ラ ス チ ッ ク ハ ウ ス 1 b a ､ 計2 b a の 温室と約25 b a の 圃場を

持っ て い る ｡ 花､ 野菜計3 0 種に つ い て各種試験を行 っ て ､
マ ッ シ ュ ル

ー

ム にも

力を相当入れて い る ｡

ア レ ン場長はプラ ス チ ッ ク ハ ウ ス の 普及に力を入れて い るようだ｡ こ の試験

場で も何年もかけて パイ プ ハ ウ ス の構造を改良して い る｡ 塩化ビ ニ ル フ イ ル ム

は汚れ やす い 点で劣り､ ポリ エ チ レ ン フ ィ ル ム か酢酸系フ イ ル ムが 良い との こ

とだ っ た｡ 省 エ ネル ギ ー

の ため の二 重フ イ ル ム ハ ウ ス も作 っ て い た｡ 光強度依

存室温制御 (1igh t d e p e n d e n t c o ntr ol ､ 日射 の強弱に合わせ て温室気温 の高低を変

える 制御) の 実用化試 験 も長年続けて い るという ｡ 多く の 資料をもら っ た の

で
､ 詳細をこ こに記す必要 はなさそうだ｡ 写真をフ イ ル ム 1 本分撮 っ た ｡

今日 はときおり小雪 の ちら つ く肌寒い 日であ っ た ｡ まだ風邪が治りきらず ､

時々 咳込 む｡ 4 時過 ぎには ､ リ バ プ
ー ル 駅に戻 っ て来た ｡ 体調が良か っ たら､ そ

のまま何処か へ 回る とこ ろ だが ､ 自重 して ハ イ ドパ ー クまでま っ す ぐ戻る ｡ そ

の後､

一

寸 グリ
ー ン パ ー ク を歩い て ､ そ の公 園の 入り口 にある ウ ェ リ ン トン博

物館 に 一

寸立ち寄 っ た｡ 金持ちで家柄が良い とこんなもの を集め る と いう見本

が並ん で い た｡ ホ テ ル で 一 休み し､ 資料を整理し終わ っ た の で ､
こ れからチ ェ

リ ン グク ロ ス あたりまで夕食を取りに行こうと思う｡

3 月9 日( 火)

温室作物研究所を訪ね る

今日 は ､ イギリス の 南岸リ トル ハ ン プトン の 温室作物研究所を訪ねた｡ 大変

充実 した1 日だ っ た｡ 行きがけに ､ ホ テル近くの全国農業者同盟の本部がある農

業会館 ( A g ric ultu r al H o u s e) に よ っ て ､
2 日 に行われた園芸展示会の カタ ロ グを

もらう予定で い たが､ 念 の ために行く前に電話すると､ 9 時半にならない と人が

来な い と いう｡ しばらく 時間に余裕がで きたの で ､ 近く の セ ン トジ ェ
ー ム ス 公

園(S t .J 弧 e S P a 叫 を散策する ｡ 朝もやの 中の美しい公園だ｡ 通勤の男女がときど

き散歩道を足ばや に通り過ぎる｡ 毎日こ の道を通 っ て通勤で きる人 は幸福で あ

る ｡

ビ ク トリア駅まで地 下鉄で行き､ そ こから1 0 時 2 分発 の列車に乗 っ た｡ 途 中

の 田 園風景は素晴ら しか っ た ｡ 1 1 時20 分に ア ル ン デ ル ( Am n d el) 駅 に着く 0 丘

の頂上近くに古城 と大き な教会のそびえる古い 町で ､ 美しい の
一

言 に尽きる 0
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なだらかな起伏が何とも心をなごませ る｡ 心 の 落ち着く町である ｡ 駅には人が

迎えに来てくれて い た｡ 研究所はこ こから車で十数分の とこ ろ にある ｡

まず､ 園芸科長で研究副所長で もある シ ェ ア
ー ド(G .F .S b e ar d) 氏 に会い ､ 来

意を説明し､ また私の研究の あらましを説明した｡ シ ェ ア
ー ド氏の下で研究し

て い る若き研究者ディ
ー

ン(D e e n) 氏が研究所の 全般的な説明を各研究室､ 温室

を回りながら､ 1 時間半ほ どかけて説明してくれた｡ 若 い だけあ っ て ､ は っ きり

と意見を言う人で とてもおもしろか っ た｡ 最近 ､ こ の研究所というとすぐ話題

になるク ー パ ー

( C o op e r) 民らによるN F T ( n u tri e n t Ⅲ m t e c h n iq u e ､ 水耕 の
～ 種､

薄膜水耕法) のウ ラ話を大分 してくれた｡ 時間的余裕が なく､ ゆ っ くり話がで

きなか っ たのが残念である｡

その 後､ こ の デ ィ ー

ン 氏とシ ェ ア
ー ド氏と私の3 人で遅 い 昼食を摂っ た｡ この

辺はイギリス の 中では冬期も っ とも晴天が多く､ 温暖な気候の ために有名なリ

ゾ ー ト地帯で あり､ 退職者がたくさん住み つ い て い て ､
イギリス の 申で6 0 才以

上の人口比が最も高い (3 0 % 以上) ｡ 夏はレジ ャ ー 客で混雑するそうで ある｡

そ の他 ､ プ ラス チ ッ ク ハ ウ ス の ことが話題 にな っ た｡ 昨日会 っ たア レ ン氏はプ

ラス チ ッ ク ハ ウス の推進者だ っ たが､ シ ェ ア ー

ド氏は反対論者だ っ た｡ 研究所

の レス トラ ンで食事中､ 昨年末ワ
ー

ゲ ニ ンゲ ン の 討論会で 一 緒だ っ た､ 生物計

量科長の ソ ー

ンリ ー

( T h o m l e y) 氏を見かけたので挨拶 し､ もし ヒ マ があ っ たら

3 0 分でよ い から
､ あなたの仕事を紹介して欲しい とお願 い したら2 時3 0 分までな

ら空 い て い るというの で ､

一

寸予定を変更して ､
ソ

ー

ン リ
ー

氏 の部屋 を訪ね

た｡

まず簡単に ここでの彼の 仕事の 内容を紹介して もら っ た｡ 生殖生長 ( 生長点
の モ デ ル 化に重点が置かれて い る) の モ デル化に興味をひかれた｡ 彼は物理学
の分野で研究業績のある人だが､ この研究所で は植物生理学者とよく協力し､
物理学者に しては珍しく ､ 作物学 へ の応用性を考えて研究して い る得がた い人
である0 その 後､ コ ン ピ ュ ー タ ･

モ デ ル の評価法､ 形態形成の モ デル化等につ
いてデ ィ ス カ ッ シ ョ ン した｡ 世界的に名の知れた学者ら しく､ すぐれた洞察力
を備え､ しかも

､ 控えめな典型的なイギリス紳士である ｡ ある意味では ､ 今日
の 訪問で も っ とも楽しく ､ 軽い興奮を覚える ような楽しい 会話がで きた｡
帰り際､ 多くの別刷りをくれた0 彼は､ つ い 先日､ 植物生理学における数理
モ デル( M ath e m a ti c al M o d el s i n P la n t P h y siol o g y , 1 9 7 6 , A c a d e m i c P , e S S) と いう本
を出版して い る0 再会を約して､ 名残惜しか っ たが別れ た｡ 私の仕事にも大変
興味を示してくれて ､ 英語で論文を書い て欲しい ､ 英語そ の ものに つ い て は い

くらでも見てやる
､
と言われた｡
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次に ハ ン ド( H a n d) 氏と カル バ
ー

ト( C alv e rt) 氏 に会 っ て自然光グ ロ
ー キ ャ ビ

ネッ トと光強度依存室温制御装置の説明を受けた｡ これらに つ い て は前に訪れ

た多くの日本人の 紹介記事で 大体知 っ て い たし､ 彼等の論文を読んで い るの で

大体理解して い た｡

どこの研究所を訪ねて も､ 沢山の 日本人が見学に来るよと言われる ｡ 会社関

係の人が製品を売り込み にく るらしい ｡ カ ル バ ー ト氏は､ 光強度依存室温制御

装置の 説明をしながら温度設定法の 難しさを力説し､ ほん の少しの 温度設定の

相違が収量 に大きく影響する ことをデ ー タで 示し､ コ ン ピ ュ
ー タ導入の不利益

を説い た ｡ イギリ ス の研究者は 一 体に ､ 温度の 環境コ ン ト ロ
ー ル へ の コ ン

ピ ュ ー

タ の 利用 に はあまり関心がな い ようである｡ わずか に関心 を示 した の

は､ 次に会 っ た､ 計測 ･

制御科長(I n st r u m e n tati o n & C o n tr oI D ep ar t m e nt) の ラ ン

ド
ー ル(R a n d all) 氏だけで あ っ た｡ 計測巨 利御科は､ 他の研究部門で 必要とされ

る新しい測定器､ 制御器の 開発と保守を担当して い る ｡ ラ ン ド ー

ル 氏 はとて も

弁の 立 つ 人で ､

一 気に彼らの 仕事の 内容を話しまくっ た｡ と ても早口なの で聞

き取れない ことが多々 あ っ た｡

しかし､ イギリス はや はり良い ｡ イギリス で は私が人と話をして ､ 静が通 じ

ない ときは､ 私 の 聞き方 ､ ある い は静し方が悪い ことがは っ きりして い る の で

とても気が楽で ある｡ オ ラ ン ダでは逆の 場合も多い にあり得る ので ､ 絶えず2 つ

の場合を気にしながら話をしてい る の で気が疲れる ｡ こ の イギリス に半年も屠

れば私の 英語ももう少しはま しに なるかも知れない の にな - と つ くづく感じ

る｡ オ ラ ン ダで は上達しようがない ｡

第二 に､ 町を歩い て い て も英語ばかりなので とても気が楽である ｡ オ ラ ン ダ

では町のポス タ
ー

､ サイ ン類の9 9 % はオラ ン ダ語で ､ 何を番い てあるのか分か

らない ｡

ラ ン ド ー ル氏はイギリス の温室鹿家の制御シス テム はほとんどがオラ ン ダ製

で､ 電気部品はほとん どが日本製であることを嘆い て い た｡ 温室の 環境調節装

置を本格的に製品化しようとして い るイギリス の会社は皆無だという｡ 澱後に

日本の温室事情を簡単に私が紹介して彼に別れを告げた｡ 帰りはシ ェ ア
ー

ド氏

が彼の車で アル ン デル駅まで送 っ てくれた｡

7 時前に ビク トリア駅 に着く｡ ビク トリア駅からバ ッ キ ン ガ ム宮殿の横を通 っ

て､ グリ
ー

ン パ
ー

ク( G r e Ⅲ P ark) を横切り､ ホ テルまで歩い て戻っ た ｡ 公園の ド

アは閉められて い たが ､ 塀が低か っ たので乗り越えて ､ 誰もい ない グリ
ー

ン

パ ー

クを散策しながら横切 っ た｡ とて も良い気持ちだ っ た ｡
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3 月1 0 日( 水)

国立農業工学研究所を訪ねる

今朝も早めにホテ ルを出て ､
ハ イ ドパ

ー

クを横切 っ て公園の向か い側の ラ ン

カス タ ー ･ ゲ ー ト駅まで歩い た｡ 公園内の ザ ･ サ ー ペ ン テ ィ ン(T h e S e rp e n ti n e)

と いう他に沿 っ て ゆ っ くり歩くと､ 公 園を横切 る の に3 0 分 は必要だ ｡ 公園と

い っ ても広さ1 60 h a で 日本の日比谷公園の 1 0 倍ほ どの広さである ｡ 公園内には

馬道があり､ 馬に乗 っ た老若男女が朝から散歩して い る ｡ 公園に沿 っ た木々 に

は何十種の小鳥が さえず っ て い て ､ 朝から ､ 大きな双眼鏡と観察ノ ー ト ､ カ

セ ッ ト ･ テ
ー

プ ー レ コ ー ダ ー を抱えた人が何人か他の そばで熱心に鳥を見てい

る ｡ 私 の 足元には黒､ お よび褐色のうさぎが行き来して い る ｡ こ の公園は池を

はさんでケ ンジントン公園(1 10 b a) と続き､ 自動車道をはさん で グリ ー

ン パ ー

ク(3 7 b a) と セ ントジ ェ
ー ム ス公園(2 1 b a) と つ なが っ て い る ｡ 歩い て い るとと

にかく心がなごむ｡

9 時3 0 分 にセ ン ト パ ン ク ラ ス 駅 に着き ､
9 時4 5 分 発 の ベ ッ ド フ ォ ー

ド

(B e d 触d) 駅行きの列車に乗 っ た｡ 駅 で今日会うウイ ン ス ピア氏に確認の 電許を

したら
､ 駅まで車で迎えを出すからとの ことだ っ た｡ ウイ ン ス ピア氏は国立農

業工学研究所( N IA E) の 温室科長で ある｡ N I A E の 本館は晋の ケ ン ト侯の 宮殿を

そのまま使 っ ており､
金色 に輝い て い る ｡ 昔のお城とその庭園がその まま研究

所の敷地にな っ て い る｡ 庭園は夏は 一

般に公開される との ことだ｡ ウイ ン ス ピ

ア氏の部屋 はその 宮殿の 一 室にあり､ 部屋 の 申に立派な ｢ 暖炉｣ が晋の まま

残 っ て い た｡

手紙で ウイ ー ビ ン グ( W e a vi n g) 氏 にも会い たい 計､ 番 い て お い たの だが ､ 彼
は急な用事で ロ ン ドン に行 っ て しま っ たとの ことである ｡ 代わりに､ 温室の構
造力学を研究して いる ウ ェ ル( W ell) 氏が出て来て ､ 3 人 で しばらくお互い の 国の
温室に つ い て情報を交換した｡ 同じプラ ス チ ッ ク ハ ウ ス と い っ て も､ どうし
て ､ イギリス で はポリ エ チレ ン フ ィ ル ムを使い ､ 日本で は塩化 ビ ニ ル フ イ ルム
を使うの かが話題にな っ た0 ウイ ン ス ピア氏は日本の農業気象学会で作成しつ
つ ある ｢ 温室設計基準｣ にとても興味を示 して い た｡ お互 い に資料の交換をし
合うことを約束する ｡

次に ウイ ン ス ピア氏と共に ､ ポ ウ マ ン (G ･ E ･B o w m a n) 氏を訪ねた｡ 彼とは前
から文献の交換をしてい たし､ 今回も前も っ て原稿を送 っ て ､ 批評をしてくれ
るよう頼 んでおい た0 早速私の原稿の批評をして もら っ た｡ 一 つ はガラ ス の偏
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光に つ い て の問題 だ っ た｡ 彼は物理屋 なの でとても厳密だ｡ その後､
3 人で

一

緒

に食事をする ｡ 食事後､ ウイ ン ス ピア氏が庭内の昔の浴場 ､ 池､ 森､ 3 00 年前オ

レン ジの 木を冬期 の寒さから保護するためにケン ト侯が作 っ たという ､ 屋根が

ガラス の建物( O r a n g er y) 等を案内してくれた後､ 熟収支研究のため の温室､ 空

気温室等を見せ て もら っ た｡ どこの温室研究者もエ ネル ギ ー 節約問題に は熱心

のようだ ｡ 図書室､ 会議室､
ホ ー ル等も

一

寸見たが ､ 宮殿 の居 間､ 応接室等を

使っ て い るの で美 しい の
一

言に尽きる｡

そ の後 ､
また

､
ポ ウ マ ン氏 の ところ に戻り ､ 彼 の自作の ゴ ニ オ フ オ トメ

ー

タ
ー

､ 水分計 ､ 放射温度計､ シリ コ ン 日射計等に つ い て ､ 実演して もらい なが

ら､ 詳 しい 説明を受け ､ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン をした｡

最後に ス ミ ス (S m ith) 氏を訪ね ､
マ イク ロ プ ロ セ ッ サ

ー の温度環境管理 へ の

応用研究に つ い て3 0 分程説明を受けた｡ 現在は､ 光量従属室温制御装置を1枚 の

電気基板上 に作る ことが
一

応 の 目標ということだっ た｡ 短 い時間だ っ たがなか

なか剛央な諮ができた｡ 本当の ところ ､ 2 ､ 3 日は滞在して ､ もう少しゆ っ くり話

をし､ ま た温室の機械化部門も訪ねたか っ たところだが仕方がない ｡ またの機

会を待 つ しか なか ろう｡

3 月1 1 日 (木)

大英博物館を訪ねる

昨日ア シ ュ ダウ ン( A s h d o w n) 氏から伝言があ っ て ､ 今日午前中の ､ ライ ミ ン ト

ン(L y mi n gt o n) 付近 の農家の温室見学が取り止めにな っ た0 彼に急用がで きたた

めである ｡ イ ギリス の商業温室を見る唯
一 のチ ャ ン ス だ っ たの に､ これが中止

にな っ たらイ ギリス に来て実際の温室を見ない で帰 っ て しまう ことになり､ 何

とも残念至極だが先方の 都合とあっ て は仕方がない ｡ 諦める こと にした0

気を取り直して ､ 今朝はまず 一 番にナイツブリ ッ ジ( K nigh ts B ri d g e) にある全

国農業組合の 農業会館を訪ねて ､ そ こで ､ 今年の2月 に ヨ
ー

ク シ ャ
ー で開催され

た園芸会議 ･ 展示会( H o rtic ult u r e C o nft re n c e a n d E xhi biti o n) の カ タ ロ グを入手 し

た｡ これ は年1 回開催されるイギリス 最大の 温室関係の会議と展示会であり ､ イ

ギリス の 園芸動向を知る ために は是非必要なので わざわざ出向い て 入手した0

そ の 足で今度はホ ルポ
ー

ン( H olb o m ) に行き､ 政府関係の 出版物ばかりを扱 っ て

い る本屋( G o v e m m e n t B o o k sh o p) で ､ 農林漁業省が出版した温室の 設計基準資料

を入手 した｡
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その 後すぐ近くの大英博物館に足を急い だ｡ 確かに世界最大の博物館の名に

恥じない 素晴らしい美術品の行列である｡ ギリ シ ャ ､ ロ
ー

マ 時代の彫刻､ 工芸

品は息を呑むような美しさで ､ 何時間でもその前に立 っ て い た い ような気持ち

である｡ とても半日で見回れる規模で はない の で ､ 東洋美術､ 古文番類は見る

のを割愛して ､
こ こ でしか見られそうもない もの に的をしぼ っ てみ た｡ それに

しても迫力の ある美術館である｡

エ フ オ
ー ド園芸試験場を訪ねる

正午まで博物館に居て ､ その後ウオ
ー

タ ー ル ー

( W at erlo o) 駅 に急ぎ､ 12 時46 分

発 の汽車に飛び乗 っ て エ フ オ ー

ド園芸試験場 へ 向か っ た ｡ こ の試験場はイギリ

ス の南岸ブ ロ ッ ケ ン ハ ー

ス ト( B r o c k e n h a rs t) 近く の ライ ミ ン ト ン にある ｡ 駅には

シムズ( T . S i m s) 氏が草で迎えに来てくれてい た｡ 彼は若い研究者で ､
ハ ー ネ ット

(H 血n e呵氏が こ の試験場を去っ たあとを受け継い で頑張っ て い る元気の良い 若者

である｡ 昨日ウイ ン ス ピア氏が ｢ エ フ オ ー

ド園芸試験場 には シムズという若い

人が､ 日本から来た温室の光環境の専門家に対して ､ 多く の 質問を作っ て待ち

かまえてい るよ｣ と言 っ て い た｡

彼は､ 車に乗るなり､ い きなり仕事の 話をまくしたて て来た｡ かなり話すこ

とを考えて整理してい たようで理路整然と､ 手短か に要領よく鮪してくれた｡

私の仕事にとても関心を持 っ て い てくれて細かい ところまで 質問して きた｡ 試
験場に着くなり､ 温室に連れて行かれて ､ また､ 要領よく彼等の研究を手短か

に説明してくれて ､ 意見を求めて きた｡ 温室の 建設方位で なく､ 作物の作付方

位がまず問題 にな っ た｡ 彼は単棟､ 連棟の 南北､ 兼酉方位の 温室内に南北方向
に作物を植え付けてい る｡ 次に ､ 温室内日射測定における 日射計の脛く位置に
つ いて議論した｡ 大分議論したが彼は私の意見を理解してくれ た｡ 次い で ､ 就
験場内の 温室類全体を見て回りながら､ プ ラス チ ッ ク フ ィ ル ムの新製品､ 材質
等に つ い て議論した｡

私は所長の プリ ングル氏宛に見学申込みの手紙を出して お い たので ､ 所長に
挨拶したい と言 っ たら､ 時間がも っ た いな い ､ そ の分 だけ私と議論したい と言
う0 所長には後で良く説明しておくからと言うの で ､ 結局所長には挨拶しない
まま

､ 議論を続け､ その 後シムズ氏に駅まで車で送 っ て もら っ た｡
彼はこの試験場に来る前､ 農林省の仕事で 6 年間ア フ リカ に居たとい う｡ そ
のうち是非日本に行きたい と言 っ て い た0 再会を希望して 5 時に別れ る｡ 短い

時間だ っ たが密度の濃い議論で多くの ものを学んだ｡

11 6



ロ イヤ ル ･ フ ェ ス テ ィ バ ル ･ ホ ー

ル で オ
ー

ケス トラを聴く

7 時す ぎに ロ ン ド ン ､
ウ オ ー タ ー

ル
ー

駅 に戻り､ 駅で食事をした後､ 駅のす ぐ

近くの ロ イ ヤ ル ･

フ ェ ス テ ィ バ ル ･ ホ
ー

ル に向か っ た｡ 8 時からロイヤル ･

フ ィ

ル ハ
ー

モ ニ
ー ･

オ
ー

ケス トラ の 演奏で ベ ー ト ー ベ ン の 交響曲第3 番 ( エ ロ イカ)

と エ グ モ ン トを聞く ため であ る｡ 日本では ロ イヤ ル ･

フ ィ ルを聞く機会がなか

なかな い の で こ の 際 に と思 っ て切符を買 っ てお い たの である ｡ 実は ロ ン ド ンに

来てす ぐ行きたか っ た の だが ( ロ ン ドン ･

フ ィ ル の良い プロ グラ ムがあ っ た) ､

イ ン フ ル エ ン ザ の 治り か けで 咳が残 っ ており､ 行きにくか っ た の で ある ｡ 前

に､ 演奏会 で咳を我慢す るの に苦労した経験があ っ たの で ｡

演奏は素晴らしく
､ 久しぶりに ､ 我を忘れた｡ そして ､ 我を忘れて夢中で拍

手した｡ それ に ､ 思 い が けず ､
ロ ン ドン の紳士とイブ ニ ン グドレ ス で装 っ た ロ

ン ドン の 貴婦人を拝見す る機会を得た｡

演奏は1 0 時 に終わり ､
ホ テ ル に戻 っ たの は10 時半であ っ た｡ エ レ ベ

ー タ ー

の

と ころ で 日本人に声をか けられ､ 30 分 ほ ど苦労話を開かされた｡ 何かの プ ロ ペ

ラ会社 の 課長 さん とか で ､ 英語で 大分苦労して い るらしい ｡

3 月1 2 日 ( 金)

ロ ン ドン の 国立美術館に行く

本日は ､
ケ ン ブリ ッ ジ大学建築学科の大学院生ラン ド

ー ル ･ ト ー マ ス ( R a n d all

Tll O m a S) 氏 と大学で合う予定にして い た｡ 彼とは2 年程前から研究面で何回か手

紙を通 じて藩論して い る 間柄で ､ 今回の ロ ン ドン訪問の ､ 楽しみ の
一

つ であ っ

た｡ と こ ろが ､ N I A E の ウイ ン ス ピア氏が病気だっ たために､ 今回の イギリス 訪

問を出発直前に1 週 間延期したの で ､ 彼と会えなくな っ て しま っ た｡ 出発前に

オラ ン ダから彼の とこ ろ へ 手紙を出して ､ バ ー ク レ
ー

ン ホテ ル に電静をかけて

くれるよう頼 んで お い たが ､ 連絡がとれない まま､ 今日に な っ て しま っ た｡ 彼

との藩論を大 い に楽しみ に して い たが ､
止むを得ない ｡ 本当は､ 手紙で は番き

きれなか っ た部分 を､ 時間をかけて彼とゆ っ くり話し合い たか っ たが
… …

｡

そ こ で予定を変更して ､ 国立美術館( N ati o n al G a11 er y) を訪れるこ とに した｡

この美術館は1 0 時開館なので ､
そ の前に少し観光をしようと思い ､

8 時前にホテ

ルを出た ｡ まず､ 地下鉄で タワ ー

ヒ ルまで行き ､
ロ ン ドン塔と ロ ン ドン橋を見

た｡ チ
ー ム ズ河畔に ど っ しり構えたロ ン ドン塔はなかなかの ものだ ｡ 次 に､ 地

下鉄で ､ ウ ェ ス ト ミ ン ス タ
ー

寺院に行 っ た｡ まだ観光シ
ー ズ ン前の ､ しかも平
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日の午前中とあっ て ､ 観光客の 姿はほとんどなく ､ 荘厳な雰囲気をたたえた建

物内部に､ 格調高い ス テ ン ドグラス からもれ入る光を楽しむこ とがで きた｡ こ

の建物は議事堂に隣り合 っ て い る｡

そ こからトラフ ァ ル ガ ー

通りまで歩き､ ちょう ど開館と同時 に国立美術館に

入る ことがで きた｡ 聞きしにまさる美術館で ある ｡ ミケラ ン ジ ェ ロ ､ フ ア ン ダ

イク ､ ル
ー ベ ン ス

､
レ ン ブ ラ ン ト等もさる ことながら､ フ ラ ン ス 近代の 巨匠ル

ノ ア
ー ル

､
モ ネ､ マ ネ､ ピサ ロ ､

ドガ
､
セ ザ ン ヌ 等に は庄到 された ｡ ゴ ッ ホの

作品も数点あ っ た｡ 芸術にはま っ たく関係のない ､
むしろ無関心 な､ ど素人の

私にも､ これだけの作品を見せ られるとなにか芸術的興奮をお ぼ える ｡ と同時

に
､ 自分が芸術家で ない こ とを神に感謝したい気がす る｡ 私が どん な努力をし

ようが彼等の足 もとにおよぶ ような仕事は､ 金輪際でき っ こ な い の だ｡

昨日､ 大英博物館でも感じた ことだが､ ｢ 芸術に進歩がある の か｣ と いうこと

を つ い考えて しまう｡ ｢ 芸術｣ は時代と共に進歩して い るかも しれ な い ｡ しか

し
､ 昨日見た ､

ロ ー マ 彫刻､
エ ジプト時代の遺物､ 彫刻類を生み 出 した芸術

心､ 創作精神の結晶を ､ 現代の それと比較できるだろうか ｡ 現代に生 きる芸術

家の苦しみ を垣間見 る気がする ｡ こ の 美術館で も多くの 画学生 が古今 の名作を

前にキャ ン バ ス を広げ ､ けん命に ､

一

心不乱 に模写をして い る ｡ 彼等は ､ 過ま

を模写し､ 過去をの り越え､ 新らしい 芸術 を切り開 こうと して い る の で あろ

う｡ しかし､ それにして もなんと困難なこ とか ｡

疲れて ､ モ ネの 作品の 前の椅子 に腰をかけ ､ 忙然と彼の｢ 水避｣ をながめ つ

つ
､ 昨日見た ､

エ ジプトの大彫刻 に思 い を馳せて い るうち に ､ い つ か だれかに

聞い た｢ ル ー

ブル美術館｣ の ことを突然思 い 出した｡ ル ー ブ ル美術館に行けば印

象派の絵画とロ ー

マ
･ エ ジプトの彫刻をも っ と見られる!! 時計を見 る と､ もう

と っ くに昼をすぎて い る ｡

思 い つきで パリに飛ぶ

本当は明日と明後日 ロ ン ド ンに滞在し､ そのままア ム ス テ ル ダム に帰る予定

だ っ たが､ 今日ト ー

マ ス に会えなか っ たの で予定が1 日短縮され た｡ 今か ら､ パ

リに行こう ｡ そして ル ー ブル美術館に行こう｡ そう思うと央も楯もたまらなく

な っ た｡ あと2 日 ロ ン ドンの観光をした っ て ､ どうということはない ｡ 大きな古

い 建物を見て 回るだけの ことだ｡ それならい っ その ことパ リ へ ｡

国立美術館を出て ､ すぐ近くの英国航空代理店にとびこみ ､ 夕方の 便とパ リ

の ホ テ ル を予約した後､
ホ テル に戻り､ 急い で荷物をまとめ､ 地下鉄で バ ス の

タ ー ミ ナル ( W e s t E n d T e r m i n al) まで行き､ そこから エ アポ
ー

ト バ ス で ヒ ー

ス
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ロ
ー 空港 へ 向 っ た｡ ロ ン ドン市内には地下鉄網が張りめ ぐらされて い て ､ 何処

に行くの にも地下鉄が便利で安い ｡ 少々 古くて汚いがそれさえガ マ ン すれば時間

的にも経済的に も 一 番である｡ それに して も有意義なロ ン ドン訪問であ っ た｡

英国での成果に満足

仕事の 面で も実に収穫が大きか っ た｡ 多くの研究者と温室研究の 方向につ い

て話し合えた ｡ それ に ､ 私の研究が､ 日本よりもむしろ ､ 冬季の 日照が非常に

弱い ヨ ー ロ ッ パ で強く関心をもたれて い る点にも気が付い た｡ 今ま ではあまり

そう いう ことを考えずに ､ 私 は日本の 温室農家の ために仕事をして い る つ もり

だ っ た の で ､ 私 の研究を英語で発表しようという強い動機が起きなか っ た｡ し

かし
､ 今回 の旅行で ､ 欧州で私の 研究に これだけ強い 関心がもたれる の であれ

ば､ 私 の 努力を日本ばかりで なく ヨ
ー ロ ッ パ の 温室農家に もほんの 少しでも役

立たせ た い と い う気になり始めた｡ イギリス の 実際の 温室をじ っ くり見 るこ と

がで きなか っ た の は誠 に残念至極で あるし､ ト
ー

マ ス 氏と会えなか っ た の も残

念だが ､ 次の機会を待つ ことにしよう｡ ｢ そ の代りに大英博物館と国立美術館に

行けた の で はない か ､ そして今､
ル ー ブ ル ヘ と近づ い て い るのだ｣ と自分 に言 い

聞かせ た｡

予備知識ゼ ロの パリ

パ リ に寄る予定はま っ たくなか っ た の で ､ 予備知識ゼ ロ である 0 パ リ の地図

1 枚も持 っ て い な い ｡ 空港が どの辺にあり ､ 空港バ ス がどの辺まで 市内に乗り
入

れ ､ 先程予約したホテ ルが どの辺にあり､ そこからル
ー ブ ル美術館まで どの く

ら い距離があるの かま っ たく見当が つ かない 0 と にかく飛行機に乗 っ たら夕暮

時に シ ャ ル ル ･ ドゴ
ー ル 空港に着い た0 そ この 売店で パ リの 地図を買おうとし

たら適当なもの がなく ､ 空港内をあちこち探し回っ て ､ や っ と案内所で地下鉄

の 路線案内図 ( ハ ガキ大の大きさ) を入手 し､ 係の 人にその地図上
に
､ 空港バ

ス の到着所と私の泊まる ホテ ルの大体の場所 に｢ 印｣ を付けてもら っ
て

､ 空港バ

ス に飛び乗 っ た｡

空港バ ス は東駅 ( G ar e d e l
-

e s t) と いう所に行くはずであ っ た0 フ ラ
ン ス 語は

ま っ たく知らない の で地名を発音するの も困る 0 私が英語流
に発音したの で は

ま っ たく通 じない ｡ バ ス に乗 っ て ､ 運転手に聞 い たが要領を得な
い 0 そ こで ､

紙切れ に地名を書 い て後ろ に座 っ た女の 人に尋ねると､ や
はり要領を得ない 0

そ の場所に行く の か行かない のかは っ きり分からな
い の だ0 そ の 人は片 コ ト の

英語を話 したの で ､ ゆ っ くり時間をかけて聞
い て

､
や っ と大体理解で きた 0



の バ ス は東駅 には確かに行くが､ 各駅停車で しかも少し回り道をする ｡ 東駅に

行く直通急行バ ス が他にあるということらしい ｡ バ ス はもう動い て い るし､ 今か

らどう しようもない ので そのままバ ス に座 っ て ､ 東駅 に到着するの を待 っ た ｡

今回 の パ リ訪問で心配なの はお金である ｡ 急 に思 い立 っ た の で余分なお金 が

ない ｡ 景気良くお金を使うこ とは出来ない ｡ 東駅から私の ホテ ルのあるLi e g e ま

で は地下鉄路線図を見る と2 回乗り変えない とた どり着けない ｡ しかも駅からホ

テ ル まで の 道順がよく分からない ｡ そ こで地下鉄 で O r e p a と いう所まで行き､

そ こ からタク シ
ー

に乗 っ た｡ ホ テ ル は1 00 フ ラ ン も払 っ たにして は小さな安ホ テ

ル とい っ た感じだ｡ まだ食事をして い なか っ た の で ､ 食事をしに外出す る こと

にした｡ そ の 前に顔を洗 っ て ヒ ゲを剃りたか っ たが ､ 先程の 束駅 ( こ の 駅 は

ヨ ー ロ ッ パ急行の主要駅らしい) で カ メ ラ以外の 荷物を全部預 けて しま っ た の

で
､ 洗面具がない ｡ その まま食事に行き､ 食事後､ 町をプラプラして ､ ホ テ ル

に戻 る ｡

3 月1 3 日( 土)

ル ー ブル美術館で感動する

ホテル の 人に
､
ル ー ブ ル美術館は9 時 開館だと聞い たの で ､ そ の少し前に到着

するように ホテル を出て ､ 美術館に行くと､ 実際は9 時4 5 分開館だ っ た｡ 1 時間

ほ ど余裕が出来たの で ､ 美術館中庭の 彫刻群および隣合せ の コ ン コ ル ド広場を

散策した｡ 開館 と同時に入り ､ ま っ すぐロ ー マ 彫刻の 部屋 に向 っ た｡

ル
ー

ブ ル美術館を 一

通り見回るには3 日間は必要と聞い て い たので ､ 最初から

全部見回る の はあきらめて ､ 見た い ところ だけをゆ っ くりと見回る こと に し

た｡ 実物の質量感 と実在感には本当に圧倒される ｡ それに 一

つ の 彫刻を前から

見て ､ 下から見て ､ 横から見て ､ 後ろから見て ､
遠くは なれて見て ､ 果 て は手

で触れる ということは本当に幸福である｡ 時代を超越 して伝わ っ て くる古代の

息吹きが言い 知れぬ感動を伝えてくる ｡

次 いで エ ジプト彫刻および遺物の部屋に行 っ た｡ ス フ ィ ン ク ス の手触りをた

ん のうし ､ ミイ ラを入 れる棺の美しさに見とれて い るうちに ､ 生まれて始め

て ､ 何か芸術的感動､ 芸術的絶頂感､ 芸術的興奮とも言う べ き､ 何かどうしよ

うもない ､ どうして良い か分からな い 深 い深い燃え上りを覚えた｡ 後で つ く づ

く感じたの だが､ もし私が1 5 年前の最も多感な時代にこれらを見たら､ 私の 人

生は変っ て しま っ たであろう｡ それと同時に ､ 1 5 年前に これを見ない で良か っ
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た､ 今 これを知っ て 良か っ たという安ど感を つくづく感じた｡ 才能のない 人間

が芸術的創作を人生 の目標にすることほど苦しい ことはない であろうから｡

それ に しても
､ 芸術の歴史とは

一

体何であろう!
一

介の平凡な エ ン ジ ニ ア に

は理解す べ くもない ｡ 興奮の あまり ､ 何か疲れを覚えて ､

一 度外に出て食事を

す る ｡ フ ラ ン ス 式にゆ っ くりと時間をかけて エ ス カ ル ゴ (カ タ ツ ム リ) を賞味

した｡ なかなかの美味で ある ｡

印象派絵画に酔う

食事後､ 印象派絵画を見ようと思 っ て探したがどこにあるか分らな い ｡ 誰 に

開い て も フ ラ ン ス 語で要領を得な い ｡ 仕方なく ､ イス に腰かけて地図を広げて

い た日本人にたずねた｡ 印象派絵画は､ コ ン コ ル ド広場をはさんで ル
ー

ブ ル美

術館と向い 合せ の 美術館に ､ まとめて展示してあると聞 い て い た の だが､ その

場所を探 しあぐねたの である｡ そ の 人は丁度そこを見終っ て来たとかで､ すぐ

敢えて くれた｡ そして ､ そ こを見終 っ たら ､
その 後ろにある美術館も訪ねるよ

うに勧めて くれた ｡ そ
･

こ に は モ ネの｢ 水蓮｣ があると いうの だ｡

印象派絵画 の コ レクシ ョ ン は想像を絶するほ ど素晴らしか っ た｡ ロ ン ドン の

国立美術館に も相当 あ っ たが ､
こ こ にはセザ ン ヌ

､
マ ネ

､
モ ネ ､ ドガ､ ル ノ

ア ー ル ､
ピサ ロ の絵が各何十点も所狭 しと並んで い て ､

い ずれもが世界的名画

で あ る ｡ 実物の 迫力が人の 理性を失わせ る程に迫 っ てくる ｡ ゴ
ー

ギ ャ ンも ゴ ッ

ホも シ ニ ヤ ツ ク もセ ゴ ンザ ッ クも｢ これでもか､ こ れでもか｣｢ これは どうだ｣｢ こ

い つ は どうだ｣ と い っ て人 の 心に迫 っ てくる｡ モ ネの｢水蓮｣ の前ではとうとう椅

子 に座 っ て1 時間を過 ごして しま っ た｡ 色 の微妙さ､ あたたかさ ､ 空気の動きま

で が描 き出されて い る ｡

とうとう開館時刻が来て しま っ た ｡ ピ カ ソ もミ レ ー も見ることはできなか っ

たが ､ もともと全部を1 日で見ることは無理なの だ｡ こ れで我慢することにしよ

う ｡ こ れだけで もパ リに来た価値は十分にあるの だ｡

疲労 するが満足する

疲れ切 っ て美術館を出ると､ 美術館前に2 階建ての観光バ スが止ま っ て い る｡

居合わせ たガイ ドに聞くと ､
こ れは市内観光バス で ､ 今から出発するという｡

今から申し込め ると言うの でその ままバ ス に乗り込 んだ｡ こ の 芸術的感動と疲

れを夕暮れの パ リ の 町並み を見ながら癒すのもまた良かろうと考えたからだ｡

バ ス は夕暮れの パ リを､ ノ ー

トル ダム寺院､ セ ー

ヌ 川沿い ､ バ ス チ
ー ユ

､
カ

ル チ ェ
･ ラ タ ン

､
エ ッ フ ェ ル塔､ 凱旋門､ エ リゼ官､

モ ン マ ルト ル の丘 ､ オ ペ ラ
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座と回 っ た｡ 各場所で バ ス は停止するが降車する ことはない ので3 時間租で 回り

終り､ 暗くな っ て コ ン コ ル ド広場に戻っ た｡ これで ､ かけ足ではあるがパ リ市

内見物もで きた ｡

そ こから地 下鉄で束駅に行き､ 昨日預けた荷物を取り戻し､ そ こからホテル

に戻 っ た ｡ 予 約 して い たホ テル は満月で ､ すぐ近くの ホテ ル を紹介して くれ

た｡ そちらは宿泊料60 フ ラ ン と安か っ たが ､ トイ レが共同で床も み しみし音が

する古ホ テ ル だ っ た｡ 遅 い夕食を取りにホテル を出て 町に出る ｡ パ リの最後の

夕食はオ ニ オ ン ス ー プ
､
ム ー ル月の煮込み､ 食用 ガ エ ルの唐揚げおよびサラ ダ

を注文した｡ 食用ガ エ ルは6 匹も出されて閉口して 少し残したと ころ ､ ウ ェ イ

トレス に ､ こ れはうま い のだから全部食べ ろと裔われて因 っ た｡ 結局､ 全部食

べ た｡

できたらパ リに1 週 間は滞在したい とこ ろだが煉理な注文だ｡ またの機会に し

よう｡ ホテ ル に戻 っ て ベ ッ ドに入り､ こ の1週 間を振り返っ た｡ 忘れられぬl週

間である ｡ 仕事の面 でも ､ 観光の面でも得る所は大だ っ た｡ 特に思 い切 っ て パ

リに来てよか っ た｡ 私の ように ､ 自分の 冒で見ない と物卵僚借用 できない 人間

には ､ 今や っ と ､ パ リが芸術の都､ 文化の中心であるという人々 の 評価に首骨

さきるよう に な っ た｡ 町並み にしてもしかりで ある ｡ 身近 な静､ お土産物店に

しっ て も､ 小さな土産物がとて も上品で ､ あかぬ け して い る｡ これ に比べ ると

アム ス テ ル ダム のお土産物店に並んで い る品物は実にみす ぼらしい ｡ ただし､

良い物はきわ めて値段が高い ｡ パ リ訪問を急に思 い 立ち､ 金銭的 に余裕がない

私に は残念 で あ っ た｡

バ リ
ー ア ム ス テ ル ダム 間は特急列車で5 時間余りなの で ､ 身体 に自信があれ

ば当然列串で帰ると ころだが､ こ のl 週問､ 連日靭から晩まで動き づめで ､ 相当

疲れて い るの で思 い 切 っ て飛行機で帰る ことにした ｡ お金を倹約して身体で も

こわして寝込んで しま っ たら取り返しが つ かない ｡ ホ テ ルで予約を頼むと朝10

時4 0 分 の僻 しか ない という｡ もう少し遅い 午後の便で帰りたい と こ ろだが仕方

がない ｡

3 月1 4 日 ( 日)

プルタ ニ ュ ー の 森を散策する

朝7 時に起き ､ 空港バ ス の 出発点P o rt e M aill ot に向 っ た｡ 本当は8 時単項ホテル

を出れば 良か っ たの だが ､ P o rt e M aill ot の近くの ブルダ ニ ュ ー の森を散策した
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か っ たので ､ 早目に出たの である 0 ブルタ ニ ュ ー

の森は素晴らしか っ た｡ ロ ン
ドン の公園も良か っ たが

､
ブルタ ニ ュ ー の それはまさに｢ 森｣ で あり､ ｢ 森林公

園｣ である0 細 い 曲がりくね っ た散歩道が果てしなく続き､ 木々 がう っ そうとし
て い る 0 5 月の 若葉は どん なに美しかろう｡ 朝早くなの で

､ 人影はほとん どな
い ｡ ときおり､ 犬を連れて散歩する人を見かけるだけである｡ ゆ っ くりと小道を
歩き､ 仕事の こ とを考える ｡

今回のイギリス の 温室研究者との話しを通じて ､ や っ と今､ オ ラ ンダで の仕
事の位置づけとまとめ方の 方向が分りかけて来た｡ 残りあと1 ケ月半､ 出来るか
どうか分らない が全力を尽したい 0 日本に､ 大阪に

､ 堺に､ こ れだけの森林公
園があ っ たなら､ も っ と思慮に潤ちた奥深い 仕事が出来るのではないかと思う｡
去りがたい気持ちを押さえて空港バ ス に乗り､ シ ャ ル ル ･ ドゴ ー

ル 空港へ 向う｡

3 月1 7 日(水)

ドゥイ ット氏の 指事を受ける

午後 ､ 私の 部屋で仕事をして い る と､ ドゥイ ッ ト氏がふらりと部屋に入 っ て

来て ､ ｢ 何か新 しい 結果が出 たか ? ｣ と言う ｡ 彼は､ 片手を上に上げて ､

｢ オ ー

! ｣ と言 っ て ふ らりと入 っ て くる｡ ち ょう ど､ 最近得られた結果をグラ

フ に描い たと こ ろだ っ たの で
､ 机 の上 にそれを並 べ てだい た い の説明をした｡

どういう訳か ､ 彼はと てもの み込み が早く ､ 私がちょ っ と話し出すと､ す ぐ

｢ わか っ た｡ それで は この点はどうだ ｡ ｣ と言 っ て ､

.
どん どん話しを進める ｡

私自身､ 敢近 ､ 得られた結果をどうグラフ に表わしたら良いの かに頭を悩ま し

てい る のだが ､ 彼も同 じことを考えて い るらしく､ ｢ こ の グラ フ の表わし方は

おもしろくない ｡ 結果が 一

目 で分らない で はないか ｡ こういう温室をこういう

方位に建てれ ば､ これだけ得するというこ とが誰にでも
一

目で分るようなグラ

フ の表わし方を考えろ ｡ ｣ と言う｡ 確かにその通りで ､ 先日ヤ ン ともだ い ぶ議

論したの だが ､ なかなかうまい 方法がない ｡ こうすれば良かろうということは

分かる のだが ､ それは時間がかかりすぎる｡ 私 の オラ ン ダ滞在はあと1 ケ月半だ

し､ ヤ ン も他の 仕事を 一 杯かかえて忙しい ｡ 何とか手持ちの デ
ー

タをうまく

使っ て表わ した い の だが ､ デ
ー

タ が足りな い ｡ ジ レ ン マ で どうも気が晴れな

い ｡ あと
､
4 ､ 5 ケ月 の 時間をくれればもう少し上手なまとめ方が出来るのだが､

そ んなことは言 っ て い られない ｡ と にかく､ 色 々 な方法を試してみながら ､

一

方で理論的に自分自身に問い 詰めて い 〈他なかろう｡ あと
一

歩の ところで足踏
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み して い る ｡ どんな仕事でもこれは同じだろう｡ 今が
一 番の山だ ｡ しかし､ そ

れ にして も ドゥイ ッ ト氏は どうしであんなに理解力があるの だろう ｡

3 月1 8 日( 木)

討論会を組織する

今朝は朝8 時半から1 2 時4 0 分まで討論会を した｡ 出席者は ドゥイ ッ ト氏､ ヤ

ン
､
デ イ ク ソ ホ

ー

)t / ン( D ix h o or n) 氏､ ポ ッ ト(B ot) 氏､ ダ ン ロ ッ プ( D u nlo p) 氏

それに私で ある ｡ ポ ッ ト氏とダン ロ ッ プ氏はデ イ ク ソホ
ー ル ン氏の 下で働い て

い る若手研究者である ｡ こ の討商会は私が計画 ､ 立案したもので ある｡ 以前 ､

I A C の食堂で デ イク ソホ ー ル ン 氏と昼飯を 鵬 緒に食べ ､ それ以来､ 彼とは何度

か話し合い ､ 私の研究を紹介したり､ 彼の研究室を訪ねたりとい う仲に な っ て

い る ことは番 い たと思う｡ 彼は毎週 ､ 水曜日と木曜日 に ワ
ー ダ ニ ンゲ ン に来

て
､
I A C の 食堂で昼飯を食べ る ｡

彼はもともと電気工学者なの で ､ 許して い る と､ コ ン トロ
】

ル そ の もの に関

心があり ､ 温室は単なるその 対象で しかなく ､ 作物および温室その もの に対す

る関心が乏しい ｡ それに コ ン ピ ュ
ー タを使うこ と､ ポ ン ドグラ フ と いう数学手

法を使う ことに興味があり､ 現実的な間週悪織 ､ 現場的発想が少ない ｡ しか

し､ 電気屋 だけに ､ 数多くの テク ニ ッ クを知 っ て い て ､ また基礎知織が豊富な

ため に､
一 度うまく問題を つ かめば洗練された仕事をす る可能性を多分に秘め

て い る｡ 現在はまだ問題を つ かみ きれず､ 方向を定めかねて い る状態だ｡

他方､ ドゥイ ッ ト氏は周知の 通り世界的大学者で ､ そ の洞察力 ､ 実績は群を

抜い て立派なのだが､ 私の 感じで は､ 自分の研究を実際の農業に役立て ようと

する考えは少ない ｡ ただし､ 彼は自分 の研究を他の 研究分野 ､ 他 の研究者に役

立て ることは常に考えて い て ､ そ の意味で の彼の薬繊ははかり知れない ｡ と こ

ろが ､ 彼は､ 実際の 農作業に役立てようとするような仕事に対して は､ ｢ それは

単なる技術 の 問題 で ､ 科学の問題で はない ｡ 私は科学者だ｡｣ と い っ て多少軽視

する傾向がある ｡ ヤ ンも同様な傾向を持 っ て い る ｡ そ こで ､ 私はデ イク ソホ
ー

ル ン氏と知り合っ たときから､ 彼と ドゥイ ッ ト氏を会わせて ､ お互 い の長所､

短所を議論させ ､ それ に私が参加させ て もらうこ とは ､ 私にと っ てもまことに

意義深い ので はないかと思 っ て い た｡ 彼等は同じワ
ー

ゲ ニ ン ゲ ン に居て ､ 似た

ようなテ ー マ を研究しながら､ お互 い に名前は聞い た ことがあるが面識はない

という｡
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そこで 私はまずヤ ン と ドゥイ ッ ト氏に｢ デイ クソホ ー ル ン氏と会っ て話した

ら､ 彼はあなたが たの 仕事をとて も高く評価してい て ､
一

度会い たい と言っ て

い た｣ と伝えた｡ 他方､ デ イ クソホ
ー ル ン氏に は｢ あなたの仕事をドゥイ ッ ト氏

とヤ ン に紹介したら､ と ても興味をも っ て ､ も っ と詳しく知りたい と言 っ て い

た｣ と伝えた｡ 敢初はお互い にそれほど乗り気で はなか っ たようだが､ 私が毎週

同じ串 を言 っ て い るうちに や っ と デイク ソ ホ ー ル ン氏がその気になり ､
ドゥ

イ ッ ト氏に電話をし､ 今日の会合がもたれた｡ オラ ン ダ人同士の出会い を日本

人が取り持つ の も変な箭だが､ 要は ､ お互 い に少しでも良い仕事をし､ 少しで

も自分 の研究を人 に評価してもらい たい ､ 少しでも新しい考え方､ 知識を得た

い とい う人達 の 集まりであるから､ 国籍は関係ない ｡

こ の 会合は ､ まず ､
デ イク ソ ホ ー ル ン氏が自分連の研究を簡単に紹介するこ

とから始ま っ た｡ 彼等の 仕事は彼等の グル ー プが開発した会話型 シミ ュ レ
ー

シ ョ ン 言語とポ ン ドグラ フ 法を用い て ､ 温室内気候の シミ ュ レ
ー シ ョ ンを行う

ことで あ っ た ｡ デ イ ク ソ ホ ー

ル ン氏が説明して い る間､ ドゥイ ッ ト氏は頭をか

い たり､
パ イ プそう じをしたり ､ 外を眺めたり ､ さ っ ぱりまじめに聞いて い る

凪がない ｡ と こ ろがときどきピシ ャ リと大串な質問をする｡

ドゥイ ッ ト氏が目の 色を変 える

話しが終り ､ コ ン ピ ュ ー タ室に行き､ 今述べ た仕事の デ イ ク ソホ
ー ル ン氏に

よる実演が始ま る とドゥイ ッ ト氏 とヤ ン の 目の色が変 っ てきた｡ 簡単な指令を

コ ン ピ ュ ー タ に与 える だけで ､ Ⅹ - Y プロ ッ タ
ー とブラウ ン管にたちどころに､

温室内にお ける種々 の環境の グラ フ が措き上げられた ｡ これを見て ､
｢ これは面

白い ､ これ なら我 々 の研究にも使えるぞ､ お い ､ ヤ ン ､ 発芽の問題と､ 形態発

生の 問題 は ､
こ れで 簡単に い ける の ではない か｣ と ドゥイ ッ ト氏とヤンが話して

い る ｡

実演が終っ て ､
ま た

､ 部屋に戻り ､ 温室研究の方向に つ い て の議論が始ま っ

た｡ まず
､
ドゥイ ッ ト氏が例 の早 口でまく したて始めた｡ 彼は温室環境の コ ン

ト ロ ー

ル (最 適化) を次の ように定義した｡ ｢ 水ス トレス を
一 定限度以下に保

ち､ 発育速度をある範囲内に保つ という制約条件の 下に純光合成速度 (生長速

度) を最大に保つ｣ そして ､ そ の ためには､ これこれの モ デ ル化が必要で ､ 特に

発育速度を予測する ために形態学的研究が必須であることを強調した｡

そこ で私は ､
コ ン ト ロ ー

ル の立場 から次の 三 つ の 問題を提起 した｡

1 . たとえ良 い 作物生長 モ デルができても､ それによ っ て壊適環境条件が
一 意

的に決められ る訳で はない ｡
一

般 に生長速度を最大にする組合せは複数ある｡
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2 . たとえ作物にと っ て の最適環境条件が決められたとしても ､ そ の 最適環

境条件を達成する工学的手法は複数あり ､ そ の どれを選ぶかは､ 工学的､ 熱

学的 ､ 経済学的視点によ っ ての み決められる ｡

3 .
い かなる場合にも適用で きる ような汎用作物成長モ デ ルを作成す る こと

は不可能で あり ､
モ デ ル は適応的性格をも っ て い なければなら ない ｡ しか

も､ 実際の 温室の コ ント ロ ー

ル に大規模なモ デル を使用する訳に はい かな い

の で
､
かなり単純化したもので なけれぼならない から ､

コ ン ト ー

ル シ ス テ ム

がフ ィ
ー

ドバ ッ ク ル
ー

プを含んで い ることが ､
モ デ ル の不完全性を補完する

ためにも不可欠である ｡

その後しばらく私 の提起 した三 つ の 問題に つ い て議論が噴出した｡ もうケ ン

ケ ンガ クガ クで ､ 他人がしゃ べ っ て い る の にもかかわらずに大声で 自分 の意見

を言い 出す人がい る ｡

私の 感じで は ､ ドゥイ ッ ト氏は作物の 生長モ デル を作ることに興味の 中心が

あり ､
それを コ ン トロ ー ル に使うことを口で は考えて い るというが ､ 実際は ど

うもそうで はな い ような気がした｡ そこで ､ 私 は ､ 特に3 番目の 問題 に つ い て ド

ゥイ ッ ト氏の 考えをし つ こく問い ただした｡ 最初彼は モ デ ル が良 い も の で あれ

ば
､
フ ィ

ー ド バ ッ ク ル ー プを含む必要もない し､ 適応的で ある必要も ない と

言 っ て い たが話しを続けて い るうちに私の 考え方を認めてくれた｡ こ の ときば

かりは私の英語表現力が十分でない の にイ ライ ラ した｡ もう少し何 とかうまく

説明で きない もの か｡ 日本語ならもう少し理づめ の議論がで きる の だがとくや

しか っ た｡ でもとても実の ある議論で大い に学ぶ と ころがあっ た｡ ドゥイ ッ ト

氏の考え方を確かめただけで も大きな収樺である ｡

議論が終 っ てお互 い にまた別の 機会 にもう
一

度議論しよう ､ 今度はヤ ンが彼

の仕事を紹介する ところから議論を始めよう､ と いうこ とにな っ た｡ そ の 後､

デ イ ク ソ ホ
ー ル ン氏とIA C で昼飯を

一 緒に食べ た時､ 彼は｢ こん な素晴らしい議

論はめ っ たにな い ｡ 私 の研究方向に つ い て ドゥイ ッ ト氏から実に多く の こ とを

学んだ｡ あなたの伸介の労に感謝する｣ と言われた｡ ｢ それは私の よろ こ びとす

るところ だ｡ 私 も議論を多い に楽しん だ｣ と答えた｡

研究とは何かがや っ と分かりか ける

3 2 才にもな っ て実に恥ずかしい 話だが ､ 最近 ､ 研究とは何 なの かがお ぼろ げ

ながら少し分かりかけて きたような気がする ｡ こ の ところ ､
こ こ で の

､ 私 の仕

事のまとめ方に随分頭を悩ませ ており ､ こ ん なに苦しん だの は久しぶ りの こと

である｡ 従来､ 私は ス タ ー

ト時には悩むがまとめる時期には余り悩まずに い い
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加減にまとめて しまう傾向があ っ たようだ｡

今度は ､ ドゥイ ッ ト氏とヤ ンが私の進度をチ ェ ッ クする立場 にあり ､ 私が

｢ こうまとめよう｣ と思うと､ ｢ い や､ それはい かん｣ と反対され､ 随分考え

させ られた｡ そして ､ どうしたら自分の得た結果を他の 人に分かりやすく表現

で きるか
､ 役立 ち得る結果 としてまとめられるかと いうことを考えた｡ これは

ドゥイ ッ ト氏 の おかげだと思う｡

こ んな訳で ､ こ こ で の仕事は私の オラ ン ダ滞在中にはまとめられそうもなく

な っ て しま っ たけれ ども ､ こ こで得た経験は大きい ような気がする｡ それにヤ

ン との討論も私の 考えを整理 ､ 発展させ る の に随分 と役立 っ た｡

3 月2 4 日( 水)

温室設計の相談にのる

となり町ア ー ネ ム の 生態学研究所の モ ー ク氏が温室の 設計図をも っ て私とヤ

ン を訪ねて きた｡ 昨日 ､ 電話で ル デ イ氏に､ ある人が温室の ことで私を今日訪

ね る から相談に の る よう頼まれてい たの である｡

彼は早速大きな設計図を広げて説明し始めた｡ 今度新たに温室を建てる の だ

が
､ そ の 温室を研究棟の周囲の どの辺 に建てれば日影にならなくてすむかと い

う問題である｡ 南側 に建てれば勿論よい の であるが敷地の都合でそうはいかな

い らしい ｡ 話しを聞 い て い ると ､ 最初 ドゥイ ッ ト氏 の所 へ 相談に い っ たらし

い ｡ そしたら､ ドゥイ ッ ト氏は｢ こ の位置では天空光の減少が大きすぎるから建

物からも っ と離せ｣ と言 っ たがどんなもの かと言われた｡ そこで簡単な計算をし

て 天空光の減少は､ 問題 にするほ ど大きくない ことを示 してあげた｡

次 い で直射光の減少 (影) の問題を検討した｡ モ
ー ク氏は

一 応冬至における

太陽高度と方位の計算をして影の位置を求めてい たが ､
どこで間違えたの か数

字が大巾に間違 っ て い た｡ そ こ で ､ 季節毎の太陽高度と方位の グラ フを渡し

て ､ これを元 にもう 一 度検討するようにお願い した｡

3 月3 0 日(日)

ア ル バダ夫妻に干拓地帯を案内される

朝7 時半からア ル バ ダ夫妻にオラ ン ダ西部の ジ
ー

ラ ン ド ( Z e ela n d ､ ロ ッ テ ル
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ダム南側) に ドライブに連れて い っ たもら っ た｡ 先週 は夕食にも招かれ たし､

ア ル バ ダ夫寮には何かと親切 にして もらっ て恐縮して い る ｡

週末は ヨ ッ トの ペ ンキ塗りで忙しい とかで ､ ウ イ
ー

クデ
ー

の ドラ イ ブとな っ

た｡ ア ル バ ダ
ー 家の趣味は ヨ ッ トと｢ 鳥の観察｣ で ある ｡ 長さ10 m 以上 の エ ン ジ

ン付きの ヨ ッ トを持 っ て い て ､ 夏にはヨ ットであちらこ ちらに行くら しい ｡ 冬

は修理やペ ン キ塗 りで忙しいらしい ｡ 奥さんも息子の ピ
ー

タ
ー と し ょ っ ち ゅう

部品を修理したり､ 磨い たりしてい る｡ ビ
ー タ ー は 魔気 ､ 機械に詳 しく､ 電気系

統の修理 ､ 溶接等は玄人はだしである ｡ 彼は現在､ 兵役を終えて ､ ユ トレ ヒトで

歯の技工士の訓練 を受けながら働い て い る ｡

朔はまずロ ッ テ ル ダムに向い ､ そ こから南下 して ､ 干拓によ っ て 出来た島々

を訪ねて 歩い た｡ 各腐々 は楠か攻防で つ ながれて い る ｡ こ の辺りの 島々 の ､ 干

拓の歴史は ､ ア ル バ ダ氏 の脱明によると ､ 1 4 ～

Ⅰ5 世紀 に始まり ､ 今 で も干拓事

業は続けられて い る という気の長い仕事である ｡ どの 島でも海面 の 下 で生活し

て い る訳であるから ､ 洪水による悲惨な被審の歴史もまた多い ｡ ア ル バ ダ氏ほ

干拓につ い て とて も辞しく､ 今日の ドライブは観光と しても勉強と して もとて

も楽しか っ た｡

途中 ､ 何度も温室を見かけ ､ 一

寸串を止めてもら っ て見たくな っ たこ とが何

度もあっ たが､ は したない ので我慢した｡ その代り､ 今日は､ ア ル バ ダ夫嚢の

｢ 鳥の観察｣ の趣味に ､ ゆ っ くりと つ きあっ た｡ 夫寮は ､ 湿地 ､ 林､ 海岸等で鳥

を見つ ける と､ 車をそ っ と止めて ､ 倍率の大きな双眼鏡で鳥を観察 して は ニ コ

ニ コ して い る ｡ 野 一別 ことて も詳しく ､ あの鳥の 名前 はこうで ､ 飛 び方は どう

で
､ 鳴き声はどうで ､ 食 べ物はどうだとこと細かに説明してくれる ｡ 夫妻で 鳥

の鳴き声を寅似して審ん だりもして い る ｡ I M A G の ア ドリ ー も野鳥の 観察が趣味

だ｡ この ような趣味をもっ て い るオラ ン ダ人は多い ようだ｡ 本屋 に も立派な鳥

の図鑑がたくさん並んで い る ｡ 実際､ 私たちが日常見 る ことがで きる鳥の種類

が実に多く ､ きれ い な鳥も多い ｡ 私が い る研究所の前の池で さえ多 くの鳥が集

ま っ て来て ､
コ ー

ヒ
ー タイム の時に､ 話を中断して ､ 皆で鳥を見て い る こ とが

ある ｡

まず､ G o er e e 島 の西端､ ウ
ー

ス トダイク ( 0 0 Std ホ) で
一 休止して ､ 砂丘 にの

ぼり､ 海岸で遊ん だ｡ 夏 の シ ー ズ ン に は この辺り の 人出はすご い らし い ｡ 今日

は ､ 広い 砂丘に私達3 人だけで ある ｡ 久しぶりに梅を見て心がなご む ｡ 変化に富

ん だ砂丘のうねりが心地よ い ｡ しばらく無心に海辺 を歩き ､ 子供た ち の お土産

にと思 っ て 貝ガラ を拾うが､ 特にきれい な貝ガ ラは見当たらな い ｡ 聞くと､ こ

の海岸には ､ 昔､ 町があ っ たのだが海水に浸食されて ､ 年 々 海岸線 が後退 し､
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今はなくな っ て しま っ たということで ､ あちこちに ､ レ ン ガ
､
カ ワ ラなどの残

ガイが見られ る ｡ 歴 史の重みをヒ シ ヒシと感じる 一 瞬である｡ 実際､ こ ん なに

広大な土 地 を干拓に よ っ て作り上げて しまう国民がい るとは信じがたい ｡ 更

に､ そ の土地 を守り､ しか し､ それでも時には自然の偉大な力に抗しきれず､ 干

拓地を梅に返さ ざる を得ない というドラ マ は私の想像を超える ところ にある ｡
こ の よ う な 古 い 歴 史を も つ 干拓地 で あ る か ら町 の歴 史もま た古く ､

Zie ri k z e e ､ M id elb u rg 等 には､ 4
～ 5 世紀前に建て られたレ ンガ作りの家がまだず

い 分見られ た｡ 古 い 町 に住む人の 人情もまた厚く ､ 人な つ こく ､ 素朴である｡
こ こまでく ると ､ さすが に ､ 日本人は珍しい らしい ｡

昼食は シ オウ エ ン (S ch o u w e n) 島の西端にある小さな港の横の レス トラ ンで

と っ た ｡ ヨ ッ ト の 静を大分聞い た｡ 日本で は ､ ヨ ッ トは金持ちだけの趣味の よ

うな気がする が､ こちらで はかなり普通の 趣味の ようである ( とは いえ ､ お金

はかか るら しい) ｡ 澱近は ､ ドイ ツ 人､ ベ ル ギ
ー

人がこ の 辺りにや っ て きて
､

ヨ ッ トを乗り回 し､ 混雑して困ると嘆い て い た｡

M id el b u r g で は町 の 中を1 時間半ほ ど散策した｡ 昔の城下町で 落ち着い たたた

ずま い である ｡ ウ イ ー ク デ ー

の午後である し､ 観光シ ー ズ ン でもない し
､ 人出

が少なく ゆ っ たりした気分で楽しめる ｡ ア ル バ ダ夫妻の場所の 選択と説明は実

に当 を得て い て色 々 と参考になる ｡ 祖国オラ ン ダに深い 愛着を持 っ た人で あ

る ｡ 農技研 の堀江 氏 もア ル バ ダ氏と こ こ へ ドライ ブに来 たら しい ｡ 帰途 ､

G o ri n c h e m の レ ス トラ ンで夕食をし､ 8 時前にIA C に戻る｡

あと 1 ケ月の オランダ滞在

最近 は仕事の まとめ方で頭を悩ま してい たところなの で ､ 干拓地 ドライ ブは

よい気分転換 にな っ た｡ 明後日､ 協同研究者の ヤンがモ ス クワ に行き､ 4 月16 日

まで帰 っ て こな い の で ､ そ の 前にまとめ方だけで も決めておきた い と思 っ たが

とうとう間 に合わなか っ た ｡ 今は残りl ケ月をどう過 ごそうかと頭を悩ま して

い る｡ 研究をもう少し進めたい の だが ､ そうするとまとめるの は日本に帰 っ て

からと いう こ とに な っ て しまうし､ まだ他に訪ねて みたい 国もある し､ やりた

い ことが多過 ぎる ｡ あ っ と いう間に5 ケ月間過 ぎて しま っ た｡

今ま で余り考えなか っ たが､ 最近 つ くづく｢ 日本および日本人｣ と いうことを

考える ｡ 海外 に出た日本人は誰で も多かれ少なかれ感じる ことであろう｡ また

改めて番い てみ た いが ､ 結論的には ､ 仕事に関しては｢ 日本独自の仕事をしなけ

ればい けな い ｡ け っ して真似で はい けない ｡ しかし､ それは結果的に世界に通

用するもの が望ましい｣ と いうことで ある｡
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オラ ン ダに来て みて ､ 日本の施設園芸はヨ ー

ロ ッ パ から実に多くの もの を学

んで
､ あ る い は真似 して い ることがは っ きりした｡ もうそろそ ろ､ 日本独自 の

もの が欲 しい ｡

4 月1 3 日 (火)

立花先生 を迎 えにス キポ ー ル空港まで電車で行く ｡ 夕食はホ ニ ー

の 家に招か

れる｡

4 月1 4 日( 水)

日本人訪問者 への批判

朝から立花先生とI M A G へ 行く｡ 副所長の ハ ー ミ ン グ氏と制御科長 の ム ル ダ ー

( M o u ld e r) 氏 に挨拶した後､
ス トフ ァ ー

氏 に彼等の 仕事を見せてもらう｡ 私 はも

う三度日の訪問なの で ､ 黙 っ て い た｡ 午後は ､ まずラ ン ガ ー ス (L a n g e rs) 氏 に コ

ン ピ ュ ー

タ コ ント ロ ー ル の話 しを聞く｡ 役立 つ ような話は聞けなか っ たが ､ 米

国D E C 社 の P D P l l と いうミ ニ ･ コ ン ピ ュ ー

タ で実際 の温室の コ ン ト ロ ー ル をし

て い た｡

午後3 時半より ､ 構造称(S t ru Ct u re S D e p a rt m e n t) の ス ペ ッ ク(J . C .S p e k) 氏 に会

う｡ 開口 一 番まず こう言われた｡ ｢最近 2 年間 に日本人 の 団体が 2 回来 て ､

私 の話を聞い て帰 っ た｡ 私は彼等にオ ラ ン ダにおける温室構造 の基準化に関す

る資料をすべ て渡すと共 に､ 口頭で も詳細な説明を長時間にわたっ て加 えた ｡

その ことに つ い て はあなたがたも当然知 っ て い ると思うが あなた方はそ の他 に

何を知りたい のか｡ 知りたい点だけを答えるから具体的な質問をしてくれ｣ と

いう｡ 一

見して ､ 仕事ができるが口 もうるさい という感じの人で ､ やり こめ ら

れた｡

日本人が度々I M A G を訪ずれ､ 語学の ハ ン デもあ っ て何も分 からずに帰 っ た

り
､
また

､ 持ち帰 っ た資料をろく に利用もせずに放り出しておくの に､ い ささ

か腹を立て て い る ようだ｡ そう言われれば
一

言もない ｡ ス ペ ッ ク氏は温室構造

力学の専門家で ､ 私は構造力学に つ い て は全く の素人であ るが ､ 立花先生 が会

い たい と言うの で 一 緒に会 っ たという感じなので私は質問がで きずに困 っ た ｡

何とか話して い るうちにス ペ ック氏も色々説明して くれる ようになり ､ 1 9 7 0 年
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より作業開始して ､
1 9 76 年 に施行予定の温室構造設計基準法の原案を見せてく

れて ､ 計算式と係数を敢えてくれた｡ その式中の安全係数は住居 に対して は1 .5

を使うが温室に対して は1 .2 を使うとい っ て い た｡ そして ､ 日本では設計用の風

速最大値をい くら に取 っ て い るかを質問されたの で ､ 覚えて い な い と答える

と
､
で は帰国後手紙で知らせ てくれと言われた｡

次 い で フ ェ ン ロ ー

タイ ブ の 温室構造の特徴に話が及び､ フ ェ ン ロ ー

温室は

ポ ー タ ル (p o rt al) 構造をしてい る の で丈夫なこと､ とい (g n tt e r) が構造材として

重要な役割をして い る こと､ 弾性率が小さ い ア ル ミは構造材としては使わず､

常に フ レ ー

ム (g r a zin g b a r s) として使うの みであることなどを説明してくれた｡

そして標準的なフ ェ ン ロ ー タ イプ の仕様を敢えてくれた｡ 最後の方ではス ペ ッ

ク氏 は上機嫌に なり ､ 和気合い 合 い のうちに別れることが出来た｡

4 月1 5 日(木)

オランダの温室構造

朝8 時3 0 分 にI M A G に行き､ またス ペ ッ ク氏に会う｡ 今回は実際の温室を見て

歩きながら昨日話題 にな っ た点を具体的 に指し示 しながら説明してくれた｡ や

はり専 門家に つ い て温室をみ ると1 人で見るの とは理解度が異なる ｡ オラ ン ダの

温室は ､ トラ ス を上手に使 っ て ､ 構造的強度を増 してい る のが良く分か っ た｡

オ ラ ン ダの 園芸用 の ガ ラ ス はほとん どが7 3 c m X 1 6 5 c m の 大きさに規格化さ

れて い て ､ 価格は6 ギ ル ダ ー

/ m 2 で ある ｡ 通常2 0 枚1 セ ッ トで売られ､ バ ラ売り

はしない という ｡ 大量に買えば割り引きがある｡ 住居用 ガラス 板はどんな大き

さ で も買えるが15 ギ ル ダ
ー

/ m
2 で ある ｡ 日本とは大分事情が異なる｡

午後はC A B O で 私 の 仕事の 後始末をした｡ 最近はとて も忙しく､ 睡眠時間が

少ない ので少し疲れた｡ 最近 は朝6 時頃から活動し始め､ ベ ッ ドに入る の は夜12

時 ～ 2 時頃になる ことが多い ｡

4 月1 6 日( 金)

1 人で ロ ッテ ル ダム観光

今日からイ ー

ス タ ー (復活祭) が始まり4 連休である｡ 日本の ､
5 月 の ゴ

ー ル

デ ン ウ イ
ー

ク の ような感じで ､ 多く の 人は旅行に出掛ける ｡ I A C の 住人も1週 間
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程前から｢ イ ー

ス タ ー に はどこ に行くか ? ｣ とお互 い に聞くの が挨拶の よう に

な っ て い た｡ カナダ人の ドポ
ー

ワ(d e B o a r e) や ユ
ー ゴ ス ラ ビア人の｢ 大目玉｣ が

一 緒に旅行しようと誘っ てくれて い たが結局 ､ 私は気ままな
一

人旅をする こと

にした｡ 最初はドイ ツに行く予定にして い たが ､ 未だオラ ン ダで見残して い る

所がある の で先に そちらを回る こ とに した｡

朝 7 時半にIA C を出て ､
1 週間オラ ン ダ国内の どの 鉄道も自由に乗れる周遊券

(5 8 ギ ル ダ ー ) を買 い ､
ロ ッ テ ル ダム に向 っ た｡ ロ ッ テ ル ダムまで はネパ ー ル

から来て い る2 人達れと
一

緒だ っ た｡ こ の 人達の顔立ちは 日本人そ っ く りで あ

る ｡ 彼等に そういうと､ 彼等も日本人 はネパ
ー ル人 に良く似て い る ､ き っ と祖

先が同じなんで しょうと言 っ て い た｡

ロ ッ テ ル ダム の駅で降り ､ 市電で ヨ
一

口 マ ス ト ( 束京タ ワ
ー

の ようなもの)

まで行き､ 高さ1 8 0 m の 展望台にのぼ っ た｡ ロ ッ テ ル ダム港が
一

望 の もと に見渡

せ る｡ 次 い で ､
ス ピ ド

一

社 の遊覧船に乗り､ ロ ッ テ ル ダム 港を1 時間15 分かか っ

て 一

周した ｡

今回の 観光旅行で は ､ 観光バ ス とタ クシ ー に は乗 らない ことにして い る｡ 最

近はオ ラ ン ダ国内の様子は大体分か っ て い る し､ 観光バ ス に乗ると どう して も

通り
一

遍 にな っ て しまうからである｡

ボ ー イマ ン ス美術館に満足する

昼飯は簡単に済ませて ､ 午後からは ､ 市内の ボ ー イ マ ン ス 美術館(B o y m a n s

v a n B e a m i n g e n)
へ 行っ た｡ 入 っ て み てその 立派さ にび っ くり した ｡ こ の美術館

には レ ンブラ ン ト､ ゴ ッ ホ の作品が数点あると聞い て い た の で1 時間程立ち寄 ろ

うと思 っ て気軽に入 っ たのだが ､
ル

ー ベ ン ス
､
モ ネ ､

シ ー ア ッ ク ､
ゴ ー

ギ ャ

ン
､
ドガ

､
ピ カ ソ

､
ダリ等の 絵がところ狭しと並 んで い る ｡ 特に ル ー ベ ン ス の

小品が数多くあり ､ 魅 せ られた｡ 日本で はもとより ､ オ ラ ン ダでもそれ ほ ど名

を聞かない美術館だが ､
日本で これだけの コ レク シ ョ ン を持 っ て い る美術館は

残念 ながら無い ｡ それに何より 一 番よ い の は､ 見物人がほとん どい ない こと､

どん な名作 ､ 貴重な絵画で もガラ ス 越しに見る必要がない ことである ｡ 彫刻は

手の 感触も楽しめる ｡ 気に入 っ た絵は心ゆくまでゆ っ くり1 人で鑑賞で きる ｡

デル フ トを訪ねる

予定時間を大分 オ ー バ ー してしま っ たが ､ 満足 して こ の美術館を出て ､
ロ ッ

テ ル ダム駅に戻り ､ そ こから電車で1 5 分 ほ どの デル フ トに向かい ､ 夕刻前に着

く ｡ そのまま歩い て新教会の ある マ ル クト広場に向かう｡ 美しい 教会で ある ｡
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その 向かい にある市庁舎は1 7 世紀に建て られたもの とかで 一

見に催する ｡ マ ル

クト広場 のお土 産屋 で デ ル フ ト焼 ( デ ル フ トブル ー ) を見て い るうちに暗く
な っ てきたの で ､ 近く の ⅤⅤ Ⅴ ( フ ィ ー

フ ィ
ー

フ ィ
ー

､ 観光案内所) でホテ ル

を紹介して もらい ､ 町 はずれの ユ リアナホテ ル に宿をとる｡ 小さなホテ ル で
､

バ ス 無しの シ ン グル ル ー

ム で2 5 ギ ル ダ ー

の 宿泊料｡

デ ル フ トの 町は陶器の 町として知られてい るが
､
それ以上に町の中を縦横に

走る細い 運河と古い 町並みが実に調和した美しい 町である｡ ア ム ス テ ル ダム の

町を歩くと､ 観光シ ー ズ ン前の今で も､ 日本人をよく見かけるが､ 今日は ロ ッ

テ ル ダム で もデ ル フ トでも日本人を1 人も見かけなか っ た｡ ボ ー

イ マ ン ス美術館
とい い

､ デ ル フ ト の 町並み とい い
､ まさ に観光客が訪れるの に絶好な場所であ

る ような気がす るの だが､ ア ム ス テ ル ダム から 一 寸離れてい るせい だろうか｡

最近 ､
これだけの運河と干拓地を何世紀もかか っ て作り上げたオラ ンダ人に

一

つ の 感慨を感じる ｡ 決して上品なところ の な い オラ ン ダ人であるが､ 苦労を

表に出さずに ､ 家庭を大事にする点は長所とい っ てよい だろう｡ あるポ ー ラ ン

ド人に言わせ る と､ オ ラ ン ダ文化は農奴の文化で あり､ 泥くさくてかなわない

そうだが､ それもまた真実で ある｡

イ ー

ス タ ー

の 第1 日､ 足 で歩い たロ ッ テ ル ダムとデ ル フトにまずは満足である｡

4 月1 7 日(土)

ス ヘ ゲ ニ ンゲンと マ ドロ ー ダム で遊ぶ

朝 8 時にホ テ ル を出て ､
ハ ー

グ に向かう ｡ 本当は ハ ー グ に行く前に､ デ ル フ ト

で デ ル フ ト焼 の 工場見学をしたか っ たの だが
､ 見学者が1 0 人以上集まらないと見

学させ られない と いうの で ､ 諦めざるを得なか っ た｡
ハ ー グ駅から市電 の 9 番に乗り､ ス ヘ ゲ ニ ンゲ ンに向かう｡ こ こ の夏は海水

浴客､ 日光浴客で 賑わうリゾ ー

トタウ ンらしい が､ まだ春先だし､ しかもあい に

くの濃い霧で ､ 海岸に は人影もまばらである｡ ミ ルク色の霧の 中を歩きながら､

夏 には見られるで あろう水着姿の日光浴客をまぶ たに思い浮かべ たり ､ 遠く日本

に思い をはせ たり ､ 土産物屋をの ぞい たり ､ 1 時間ほどぶ ら つく ｡

ハ ー グ に来た目的は マ ウリ ッ ツ ハ イス( M a mi tsh uis)美術館を訪れる ことなの だ

が ､ まだ開館時間の1 1 時に 間があるの で ､ 近く の マ ドロ ー ダム に立ち寄る ｡ マ

ドロ ー

ダム には オラ ン ダ各地の名所や建物が2 万 m 2 の敷地 に2 5 分 の1 の大きさで

作られたミ ニ チ ュ ア タウ ンがあっ て
､
お子様用だが､ 大人で もけ っ こう楽しめ
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るほ ど精巧 に出来て い て ､ 風車､ 電車､ 船 ､ 車等は皆勤く ようにな っ て い る ｡

家族連れで 来たい所 である ｡

マ ウリッ ツ ハ イ ス美術館で楽しむ

1 1 時過 ぎに マ ウリ ッ ツ ハ イ ス美術館 に着く ｡ 小規模な美術館だがその 内容の

豊富さに驚か され る ｡ レ ン ブ ラ ン トの 作品が数多い し､ ル
ー ベ ン ス も何点かあ

る｡ ル
ー ベ ン ス の 措 い た婦人の肖像画 2 点は ､ 彼の 他の 作品とは少し作風が変 っ

て い て新た な発見で ある ｡ ル
ー ベ ン ス の 作品 には見る たび に引き付けられる ｡

彼 の純粋なひた むきな作風 ､ 態度､ 何 より も美し い 心 ､ 子 どもの ような無垢な

心 ､ 作品 の 中に措か れる美し い 目､ それに何よりも ダイナミ ッ クな画面
… … 決

して単なる宗教画家で はな い ｡

今日 の 収穫は フ ェ ル メ
ー

ル の作品を見たこ とであ る ｡ デ ル フ ト風景 ､ 手紙を

書く女は良い ｡ 婦 人 の像( H e ad of a gi rl) の 前で は足が釘付けに な っ た ｡ 作品 の

展示数が少な い の で1 時間ほ どで
一

通り見終 っ た後､

一 度外に出て軽 い 食事を し

てから､ また入館して ､
ル

ー ベ ン ス
､
フ ェ ル メ

ー

ル を1 時間ほ どかけて 見直し､

2 時過ぎに外に出る ｡

テ イラ ー 博物館でミケラン ジェ ロ の作品を見る

市電で ハ ー グ駅 に戻り､ 今度は電車で30 分 ほ ど北 の ハ
ー

レ ム に向かう ｡ ハ ー

レ ム 駅近く の テイ ラ
ー

博物館を訪ねるためで ある ｡ こ の 博物館には化石 ､ 鉱石 ､

昔の 機械等の 他に ミケラ ン ジ ェ ロ ､
ラ フ ァ エ ロ ､

レ ン ブラ ント等の デ ッ サ ン の

コ レ ク シ ョ ン がある ｡ 数は全部で数十点と少ない が ､
い ず れも

ー 見 の 価値の あ

る
一

級品揃 い で ある ｡ あまり知られてい ない せ い か､ 私が行 っ たときに は私の

他 に孫らし い 子供 を連れたおじい さんだけしか い なか っ た｡ しばらくす るとそ

の 2 人も い なくなり ､ 博物館の 中は私だ 捌こな っ て しま っ た ｡ し んと静まり返 っ

た展示室で ､ しば しミ ケラ ン ジ ェ ロ の デ ッ サ ン と向かい 合う ｡ ど素人 の私に

は
､
もと より作品 の 良し悪しなどは分らない し､ た だ眺めて い る だけ であ る

が ､ 何か 芸術 というもの の こ わさを垣 間見た思 いがす る ｡

ミ ケラ ン ジ ェ ロ の デ ッサ ンと い っ て も､ それはほ ん の 下書きで ､ 彼 はそれを

措くの に何分もかからなかっ た ろう｡ それが 40 0 年間 の 生命を持っ て い る｡ そ

して才能のな い 人が 5 千時間かけて ひと つ の 作品を作り上 げて も､ 1 年以 内に忘

れられて しまうことが多かろう｡

今日の予定はこ れで終りの つ もりだ っ たが､ ハ
ー レ ム の 駅に戻る とキ ュ ー ケ

ン ホ フ行きの バ ス が待 っ て い たの で ､ 飛び乗 っ て しま っ た ｡ もう4 時を過 ぎてお
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り､
これからチ ュ

ー

リ ッ プ見物するにはちょ っ と遅すぎる かもしれない と思 っ

たが ､ 最近は日が長くなり､ 7 時半頃まで暗くならない の で ､ 少しくら い は花

を見られ るだろうと思 っ て バ ス に飛び乗 っ て しま っ たの だ｡

キ ュ ー

ケン ホ フ の庭園で花を楽しむ

一

人旅は話し相手が い なくて つ まらない面もあるが ､
こうや っ て自分 の好き

なもの を好きなだけ見てまわり､ 思 い つ くままに気軽に予定を変更できる点は

長所であ る｡

キ ュ ー ケ ン ホ フ は ハ ー レム とライデ ンの 中間に位置し､ 世界的に有名な球根

の産地で ある｡ キ ュ
ー

ケ ン ホ フ の
一

画が大きな庭園にな っ ており､ 色とり どり

の 球根作物が咲い て い る ｡ その 公園 へ 行く途中の道の両側 にある畑にヒヤ シ ン

ス
､
ス イ セ ン

､
ク ロ ッ カ ス 等が見渡す限り色 とりどりに 咲 き乱れて い る ｡

チ ュ
ー

リ ッ プの 開花最盛期には少し時期が早くて ､ チ ュ
ー

リ ッ プは早生品種し

か開花して い ない の が少し残念で ある ｡ 5 時前から6 時まで キ ュ ー ケ ン ホ フ公

園の 中を散策する ｡ シ ヤ ク ナゲの植え込み がかなりあり ､ 満開のもの もあ っ

た｡ 園内は相当広 い の にかなり の 人混みで ある ｡ 世界各国 からの旅行者らし

く､ フ ラ ン ス 語 ､ 英語 ､
ス ペ イ ン語､ イ タリ ア語が飛び交 っ て い る｡ イ ー ス

タ
ー

祭で ､
ことさらなの で あろう｡

昨日､ 今日と強行軍だ っ たの で ､ 少し疲れた｡ 予定で は ､ 今晩は ハ
ー レム に

楕を取り ､ 明日ア ル ク マ
ー

ル から締切大境防を渡 っ て ワ ー ゲ ニ ンゲ ン に帰る つ

もりだ っ たが､ 予定を変更して今晩ワ
ー

ゲ ニ ンゲ ンに帰る こ とにした｡ 来週2 0

日 (火) から3 日間､ 今度は仕事で研究所､ 会社､ 温室等を回ることにな っ て い

る の で ､ その 日まで に疲れを取り除くため､ 明日は休養が必要であると判断し

たからで ある｡ 美術館回りや チ ュ ー リ ッ プの花見等はあくまで趣味であり ､ 仕

事で はない ｡ オ ラ ン ダ最後の温室見学をするの に､ 疲れて ぼん やりして しま っ

て は も っ た い ない ｡ 気ままな1 泊旅行だ っ たが ､ 結構楽しめた ｡ 夜10 時過 ぎに

IA C に戻 る ｡ 今日は1 7 日､ あと2 週間で帰国で ある ｡ 残り少な い オラ ンダ生活を

有意義に過 ご したい ｡

4 月1 8 日( 日)

オラ ンダ人は春の到来を楽しむ

午前中､ 休息する ｡ 午後から､ 山口
一

家 に誘われるまま ､ 郊外 へ花見に行く｡
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ワ
ー ル川 ､ ライ ン 川沿い は日光浴やキャ ン プをする人で賑わ っ て い る｡ 風 の

な い
､
おだやかな日なので

､ 多く の 人は水着姿で寝転んで 日光浴をして い る｡

春を楽しん で い る ようだ｡

4 月1 9 日(月)

思い つきで ドイツに行く

イ
ー

ス タ ー 祭の最終日で ある｡ 昨日は早めに寝て ゆ っ くり休んだの で ､ 今朝起

きるとす っ かり疲れが取れてい た｡ 朝食を摂りながら､ 急 に ドイツ へ 日帰りで

行くことを思 い つ き､ すぐ出かけた｡

ア
ー

ネム から電車に乗り ､
デ ュ ッ セ ル ドル フ に正午に着く ｡ そ こで降りて昼

食を摂り､ ち ょ っ と町をぶ ら つ い た後 ､ また電車に乗り､ ケル ンに 向かう｡ 車

窓から見える春景色はこの上なく平和である ｡ 遅 い春で あるが ､ そ の代わり､

春は
一

度に ど っ と押し寄せて くる｡ モ ク レ ン ､ レ ン ギ ョ ウ､ サ クラ ､
ア ンズ､

シ ヤ クナゲ､ チ ュ
ー リ ッ プ､ ス イセ ンが同時に満開で ､ 世界が 一 度 に牽やいで

見える｡ イ ー

ス タ ー とはキリス トの復活を祝うというよりは､ こ の 春を楽しむ

ため の休日と解釈した方がよさそうにさえ思える｡

2 時前にケル ン に着く｡ 駅前をブラブ ラした後､ ライ ン川沿い に出て岸辺を散

策する｡ 昨日と同じく､ 川沿い には水着で 日光浴する人があちこち にい る｡ 半

年間にわた っ た冬が今終り､ 春の 到来を全身で受け止めて い る の だろう｡ 岸辺

から種々 の 遊覧船が出て い る の で ､ そ のうちの 一

つ
､ 1 時間で付近を 一

回りする

船に乗り込ん だ｡ 川 では ､ はや水上ス キ ー に興じる人 ､
モ

ー タ ー ボ ー

トで水しぶ

きを上げて い る人 ､
み な水着である ｡ 対岸には花が咲き､ 小鳥が鳴い て い る｡

私 は1 0 日後には日本へ 帰国する｡ こ の6 ケ月間に い ろ い ろ経験 したことをひと

つ ひ とつ 思 い 浮かべ ながら､ 春の そ の 風を顔に受ける ｡ 隣りに座 っ た人がさか

んに ドイ ツ語でなにやら話しかけてく るが､ テ ンプ ン カ ン プ ンで ､ ただ ニ コ ニ

コ 笑うしか辛がない ｡ ドイ ツ では ドイ ツ語 しか通 じない ｡ 駅 の 案内係でもドイ

ツ語しか話さない ｡ こ ちらが英語で聞くと､ な にやら ドイ ツ語で答える｡ 何か

単語の 一 つ で も聞き取れたら ､ それに つ い て また英語で 聞く｡ する と向こうは

またドイツ 語で答える｡ それを3 ､ 4 回線り返して い ると どういう訳か､ 大体は

話しが通 じる ようだ｡ 最後はに っ こりわら っ て ｢ なんだかさ っ ぱ りわからな

い
｡ ｣ と日本語で言 っ て別 れる ｡ す ると向こう はお礼を言われたの かと思 っ

て ､ つ られて ニ コ ツ として い る ｡ 夜8 時少し前にIA C に戻る ｡
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4 月2 0 日( 火)

温室会社を訪ねる

朝7 時にI A C を出て ､
オ ラ ン ダ最大の 温室会社の 一 つ で ある フ ォ ス カ ン プ社

( V o s k a m p e n V rul a n d) の あ るS - G r a v e n z a n d e に向かう｡ S - G r a v e n z an d e はナ
ー

ル ド

バイ ク( N a ald w ijk) の 隣町にあたり､ デ ル フトから車で2 0 分位かかる｡

10 時 に会社に着い た｡

出迎 えて くれたの は
､
2 月 にプライス バイク(Bl ei s w 埴) で の 園芸展示会でい ろ い

ろと説 明してくれた輸出部の コ ル テカ ー

ス(K o rte k a a s) 氏 で ある ｡ まず応接室で

会社案内の パ ン フ レ ッ トを見ながら会社の概要を説明してもら っ た｡ 温室会社と

い っ て も日本の それより規模が大きく､ 会社内部に設計､ 換気､
かん水､ 制御

パ ネル等の 各部を持ち､ 各部に1 0 人種 の 設計技師をかかえて い る ｡ 売り上げの4 0

% 以上は輸出に よる ｡ イギリ ス ､ アイル ラ ン ド､ フ ラ ン ス ､ ドイ ツ に支店を持ち､

アメ リ カ ､
カナダ､ ベ ルギ

ー

､
チ リ ､

コ ロ ン ビア
､
ギリ シ ャ

､
イ ス ラ エ ル

､
イ

タリ ー

､
日本等に代理店を持 っ て い る｡ 会社は創立25 ､ 6 年で ､ もともとは住居

用の 家を建て る建築会社 だっ た｡ 戦後しばらく して温室建設を手がけはじめ､

今は温室およ び温室に関連す るシ ス テ ム を売 っ て い る｡ 関連 シス テ ムとしては

ボイ ラ ー

､ 暖房設備 ､
か ん水設備､ 換気シス テ ム ､ 真空凍結設備などを手がけ

てい る ｡

フ ォ ス カ ン プ社 の温室の構造的な特徴などを聞 い た後に ､ 同じ敷地内に有る

工場を見て まわ っ た｡ 鉄骨の プレス 加工 ､ 穴あけ､ ア ル ミ の 裁断 ､ 加 工 ､ トラ

ス 構造 の電気溶接 ､ ア ル ミ フ レ
ー

ム の組み立て ､
コ ン ト ロ ー

ル パ ネ ル の製作､

かん水チ ュ ー ブの裁断､ 換気装置 の部品､ C 型鉄骨､ 樋の成形まで会社でや っ て

い る ｡

大きな工場内で ､ 労働者が ､
流れ作業的に忙しく仕事をして い る｡ 私達 の よ

うに温室を眺めて い る の は楽だが ､ 騒音の 中で温室を作る側 の人の苦労は大変

だ｡ 今は ボイラ ー

の 組み立てを自社でや っ て い る が､ これは経済的に引き合わ

ない の で ､ 今後は他社の ボイラ ー を使うそうだ｡ 骨材どうしの接続金具も作 っ

て い た｡ 木材の フ レ ー ム も作 っ て い た｡ 会社として は木材は経済的にも引き合

わな い の で使い たくない が､ 農家が棄壁や側壁 には木材を使うことを希望する

の で
､ 仕方なく使 っ て い るが ､ おそらく農家の懐古趣味なの だろうと言 っ て い

た｡ 場所に よ っ て ､ 写真を撮る の を禁じられたの が残念だ っ た｡

オ ラ ン ダの温室会社はお互い の競争が厳しく ､ 経済性の向上､ 強度の改良に
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少しでも後れを取ると､ たち どころに倒産する と言われて い る ｡ こ の会社の温
室構造には ､ 少な い部材で い かに強度を増すか

､ 作業性を増すかというと ころ .

に種 々 の工夫が見られる ｡ それに ､ やはり ､ 多く の 開発部貞をかかえて い るの
は強みだ0 こ の ような温室会社は 日本に は存在しない ｡ オ ラ ン ダに い てもなか
なか見 るチ ャ ン ス がな い の で

､ 今日 の訪問は有益 だ っ た ｡

温室地帯を散歩する

畳まで見学した後､ ｢ 明日はナ ー

ル ドバ イクの試験場 を訪ねるの で ､ 近く の ホ
テ ルを紹介してくれ｣ と頼んだら､ 車で ホテル まで送 っ てくれたが

､ そ こ はあ
い にく満室だ っ た0 そこ で ､ 隣町 の ポ エ ル ダイ ク( P o e 明 k) の ホ テル ･

フ ェ ル

バ ー ハ(V e r b u r g h) に連れて い っ てく れた 0 ポ エ ル ダイ ク は人口数千の 小さな町
で ､ 町の 中心以外は四周見渡す限り温室が続い て い る○ ホテ ル の レス トラ ン で昼
食をと っ た後､ 午後は予定を組んで い なか っ たの で ､ カ メ ラをぶらさげて ､ 近く
の温室を見て回 っ た0 古くからの温室地帯らしく ､ 建て られてから2

､ 30 年は経
て い るような木造温室から､ 最新式の 鉄骨ア ル ミ温室までが､ ずらりと並んで
い る｡

温室建築の歴史を写真に残す つ もり で ､ 手当たり次第に シャ ッ タ ー

を押し
た0 私は写真を撮る のが下手なので｢ 下手な鉄砲 も数撃ちゃ当たる｣ 式に撮りま
く っ た0 い ろ い ろ観察してみ る と換気窓 の構造 などに歴史的な発展があり､ 興
味深い ｡

オラ ンダでも片田舎の ここまでく ると ､ 日本人 (外国人) を見かけるの が珍し
い らしく､ 私が通ると

､ 人が振り返 っ たり､ 子供たちが近付 い てきて話し掛けてく
る0 温室の写真を撮 っ て い ると

､ 中から人が出て来て
､ 中 に入 っ て写せと手招

きで入るように勧め てくれる 0 骨ひ とな つ こく親切 そう な感じであるが､ こ の
辺まで来ると ､ 英語を話す人は ほとん どい ない の で ､ 会話は身振り手振りであ
る 0 道で行き交う人も必ず挨拶を送 っ てくる 0 こちらも バ カ の 一

つ 覚えの オラ
ン ダ語で ｢ ダ ー

ハ ( こんにちわ) ｣ と答える 0 午後4 時ごろ 一 度ホ テ ル に戻 っ て
10 分程休憩した後､ 今度は ､ 先程見た所の 反対側の温室を6 時半頃まで見て回 っ
た0 今日の午後は5 時間ほ ど歩きづめで温室を見たこと になる ｡
温室地帯は だい たい交通の 不便な へ ン ピな所に有るの で ､ 車を持 っ て い ない
と見学に は不都合なことが多い 0 しかし､ 今日は車を使わずに自分の 足だけで
温室見学をする長所 を最大限に生かせたと思う0 車を使 っ て い たら

､ 今日み た
い な徴に入り細にわたる ような温室見学は とて も出来な い だろう｡ 今日は晴天
で暖かか っ たの で

､ ち ょう ど､ 昆虫 や植物が好きな人が野原をピク ニ ッ ク気分
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で歩きながら写真を撮 るような感じで ､ 温室を見て回れた｡ 足は疲れ ､ 土踏ま

ずの 部分が痛むが ､
心地よい 疲れで ある ｡

オ ラン ダでは髪も身体もよごれにくい ?

帰りに床屋 に寄 っ た ｡ これで オラ ン ダの床屋は二度日である ｡ 私 は日本で は

少なく とも月 に
一 度は床屋 に行き､ 普通の人よりも短めに髪を刈 っ て い る ｡ 髪

の手入れはしたことがない が ､ 風呂に入る毎に頭を洗う ので ､ 短くない と不便

だからで ある ｡ 少し毛が伸びてくる と気になる ｡ と ころがオ ラ ン ダに来てから

は
､ 髪 の毛 がい くら伸びて もさほ ど気にならない ｡ 第

一

の理由は髪の 毛が汚れ

ない からだと思う ｡ ほ こりが立 つ と いうことがほとん どない し､ 汗ばむことが

あまり なく ､ 湿度が低い せ い か ､ 汚れが少なく ､ 髪 の 毛を洗う頻度はオラ ン ダ

に来てか らず っ と少なくな っ た｡ ヨ
ー ロ ッ パ の男性 が蒙の毛を伸ばしたり､ ひ

げを伸ばす の は それが理 由の ひ とつ にある の で は な い かと思う｡ 私 の観察では

オラ ン ダ人男性の 約3 分 の 1 弱が ひげを伸ばして い る ｡

下着や ワイシ ャ ツ を着替える頻度も少なくな っ た｡ 以前､
コ ー ヒ

ー タ イ ム の

時､ 私 が ｢ 日本で は ､ 夏 には ､ 多く の 人が下着や ワイ シ ャ ツ を毎日取 り替え

る｡ ｣ と話 したら ､
お どろ い た風だ っ た｡ オ ラ ン ダ人は下着 ( シ ャ ツ) を つ け

ずに ､
い きなり色物の 木綿か毛の シ ャ ツを着て ､

しかも1 週間くら い 同じもの

を着て い る人が多い ｡ 女性で もそん な人が割と多い ようだ○

4 月2 1 日 (水)

温室野菜試験場のコ ン ピ ュ
ー タ温室を見る

朝6 時 に目覚める ｡ 昨日とは打 っ て変わ っ て曇天で肌寒い ｡ 昨日もら っ た
パ ン

フ レ ッ トに しばらく目を通 した後に､ 朝食をとる｡ 食後1時間ほ ど､ また近くの

温室を見て 回る ｡ 温室の写真を撮 っ て い たら ､ そ こ の 主人が出て 来て ､ 中 に

入 っ て写真を撮 っ て よ いから入れと言っ てくれた｡ オラ ン ダ語と英語とドイ ツ

語をミ ッ ク ス しながら彼が話してくれたと ころ によ ると､ 彼は2 ･5 b a
の 温室を､

常時4 人で ､ 収樺時には2 ～ 3 人の 臨時雇い を入れて管理して い ると
いう0 テ ッ ポ

ウ ユ リと カ
ー

ネ
ー シ ョ ン と ス ト レリチア を栽培して い て ､

ス ト レリチアは卸値

で 一 花2 ギル ダ
ー で売れると言う｡ 彼 の奥さんは子供が い るので温室で は働かな

い ｡ こ れ は他の 所で も聞い たが ､ 経営者の奥さん は温室内で は働かな い の が普

通だ｡ 日曜日は誰も働 かない という｡
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9 時半にナ
ー ル ドバイク の温室野菜試験場の ス トライボ ッ シ ュ 氏が私達をホ テ

ル に迎えに来てくれた｡ 彼は温室内の 湿度制御法であるス トライボ ッ シ ュ 法の

開発者として ､ 日本の私達の仲間で は名の知れた人である ｡

試験場に着くとすぐフ ア ン デ フ オ
ー レ ン( V a n d e V o o r e n) 氏 に紹介された ｡ 彼

は コ ン ピ ュ ー タ制御科(C o m p u ter C o n t r oI D ep a rt m e nt) の 科長だ｡ まだ3 4 才とか

で
､
ワ ー ゲ ニ ンゲ ン農業大学の 園芸学科で植物生理学分野の 統計解析で学位を

取り ､ そ の後､ 1 年半兵役を務めた後､
こ の試験場 に来たと いう｡ 若くして重

要ポス トに抜てきされた人だけあ っ て ､ 活動的な自信家 タイ プで ､ 彼等の仕事

をまず概括的に説明してくれた｡ C o m p u t e r C o n tr oI D e p ar t m e nt は約3 人の研究者､

3 人 の プ ロ グラ マ
ー

､ 2 人 の栽培担 当者､ その 他数人の 研究協力者及び会社の

サ
ー ビス があるそうである ｡

こ こ で は
一

区画5 6 m
2
の 温室24 区画が個々 に コ ン ピ ュ ー

タ ･ コ ン ト ロ
ー

ル 出来

て
､ 各区画毎に栽培試験が行える ようにな っ て い る ｡ コ ン ピ ュ ー タ はシ ー メ ン

ス 社の プロ セ ス コ ンピ ュ ー タ3 30 で 記憶容量は5 6 キ ロ ワ ー ド､ 演算は16 ビ ッ ト､

入力チ ャ ンネ ル は7 6 0 点で ､ 昨年5 月から本格的な栽培試験が始ま っ たと いう｡

全 工事費は約4 億円で ､
その うちの6 千万円が コ ン ピ ュ ー タ買価だという｡

当面は各種の 環境条件下 における栽培試験の 統計解析を行なうというこ と

で
､ 研究方向として 目新しい ことは聞けなか っ たが ､ シ ス テ ム そ の もの はシ ー

メ ン ス の助力を大分受けて い るようで ､ ス マ ー ト にまとま っ て い た｡

コ ン ピ ュ ー

タ 周辺装置 として は ､
コ ン ソ

ー ル ･ タイ プライタ ー

､ カ ラ
ー t

デ ィ ス プ レ ー

､
マ グネ ッ ト ･ テ ー プ

､
デ ィ ス ク､ 紙テ ー プ ㌧ パ ンチ ャ

ー

､ リ
ー

ダ
ー 等がある ｡

当然､ 話は コ ンピ ュ ー タ の使用法にな っ たが､ 彼はまだは っ きりした方向を

決めかねてい るようで ､ シ ミ ュ ー シ ョ ン にも使い たい し､ 自分の専門である作

物生理の 統計解析､ その他栽培試験
一

般の デ
ー

タ処理に も使い たい との ことで

あ っ た｡ まだ若い し､ 1 年前に シス テ ムが動き出したばかりだから当然かもしれ

ない ｡ 私 の考えを述べ ると興味を持 っ てくれて ､ 私が今月末に帰国すると言うと

残念が っ て い た｡ 以前にC P O 研究所の シ ヤ ラ(C b all a) 氏から私 の ことを聞い て ､
一

度 ゆ っ くり話したい と思 っ て い たの に ､ と言 っ て い た｡ 私も願 っ て もない と

ころ だがもう予定が詰ま っ て いて ､
1 日は割けない ｡ それに しても ､ 私と同年代

の研究者が1 0 人以上の部下と年間4億 円の予算を使うとは恐れ入 っ た｡ しかし､

こ の研究所 の予算の 3 0 % (以前は5 0 % ) は農家が出資して い る の で実用的な研

究成果を出す ことが至上命令なの で ､ 苦労が多い と思う｡

その後､ 温室と コ ンピ ュ ー タ ル ー ム に連れてい っ てくれて ､ 実物を見ながら説
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明をしてくれた｡ まだ コ ン ピ ュ ー タ の能力の1 0 % も使 っ て い な い ような感じだ

が､ 現時点で は当然だろう ｡ 制御環境要素は温度､ 湿度､
C O
2 漉度 ､ 土壌温度､ 土

壌水分等である｡ 最近 ､ 光合成速度も試験的に測定しはじめたという｡ シ ス テ ム 全

体を記述 した文献 ( N oth . J . A g ri c . S ci . 1 9 7 5 , 2 38
- 2 4 7) をもら っ た｡

昼食の 時間に､ 彼とス トライボ ッ シ ュ 氏と私達で近く の レス トラ ン に食事に

行 っ た｡ フ ア ン デ フ オ ー レ ン氏 は､ 時間的余裕があ っ たら ハ ー グにあるシ ー メ ン

ス社およびライデ ンに あるイン ダル( b d al) 社を訪れるとよい とい っ て い た｡ き っ

と有意義なデ ィ ス カ ッ シ ョ ンが出来ると いう｡

ス トライボッ シ ュ 氏の顔色が変わる

私が ､
ス トライ ボ ッ シ ュ 氏の名は日本ではとて も有名である､ 温室研究者は

誰でも知 っ て い る ､
三原義秋教授の温室気候の テ キス トにも詳しく説明されて

い るというと､ とて も喜んで い た｡ ｢ と ころが､ ある人達は ス トライボ ッ シ ュ

法とデ ル タ エ ッ ク ス ･ コ ン ト ロ ー

ル 法を混同して い る ようだ｡ ｣ と言うと ､

ち ょ っ と顔色が変り､ 詳しく説明しは じめた｡ ｢ 本質的には､ 両者は余り変わら

な い が
､ 発表したの は私の 方が先で ､ 彼 ( ハ イナ氏) は私の方法を真似しただ

けだ｡ それに湿度を測 る彼の方法は実際的でない ｡ 第 一

､ 彼は彼自身の発想が

ない から ､ 現在､ 研究方向を見失 っ て何をしたら良い か分 っ て い ない ｡ ｣ となか

なか手厳しく批判 して い た ｡ ｢ そ の 点､ 私 の ス トライボ ッ シ ュ 法は､ 現在､

フ ア ン デ フ オ
ー レ ン 氏が コ ン ピ ュ

ー

タ を使 っ て発展的 に継承 してくれて い

る｡ ｣ と の こ とだ っ た ｡ 渾度を コ ン ト ロ ー ル の 指標にする のは測定精度の面

と
､ 植物 と空気との湿度に関す る相互作用の面 で好ましくない と言う ｡ 2 人と

も､ 是非日本を訪れて 日本の温室研究者と会い ､ 温室を見たい と言 っ て い た｡

フ ア ン デ フ オ ー レ ン氏 は日本の 誰かから招待状をもらい たい と言 っ て い た｡

温室コ ン ピ ュ ー タ ･

メ
ー カ ー を訪ねる

食事後､
フ ア ン デ フ オ

ー レ ン氏とは再会を約して別れた ｡ ス トライボ ッ シ ュ

氏が私達 の次の訪問先で ある ､ ホ ヘ ン ド ー

ル ン社 ( H o o g e n d o o m 社) へ 車で連

れて い っ てくれた｡ ホ へ ン ド
ー ル ン社 は温室環境制御の ための コ ン ピ ュ ー タ コ

ン ト ロ ー ル シ ス テ ム を
､
ハ ー ドウ ェ ア とソ フ トウ ェ アを

一

式にして売 っ て い る

所で ､ 業界の第
一 で ある ｡

こ の種の 会社として ､ 当初 ､ フ ア ン デ ル バ ー グ社 ( V A N D E R B U R O 社) を訪

問する予定だ っ たが､ い ろ い ろな人の 意見を聞くと､ どうもホ へ ン ド ー

ル ン社 の

方が訪問先として良さそうなの で ､ 急き ょ こちらに変更したの で ある｡ こ の 会社
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は､当初は温室環境制御のためのアナ ロ グ ･ コ ン ト ロ
ー

ラ
ー

を販売して い て ､ 今
でもそれを売 っ て い る の だが､ 最近の大規模温室の環境を コ ン トロ ー

ル する の に

ア ナロ グ式は コ ス トが高すぎて ､
ミ ニ コ ン ピ ュ ー

タを使う方が安価なの で ､
コ

ン ピ ュ ー タ を使 っ て ダイ レク ト デ ィ ジタ ル ･ コ ン ト ロ ー

ル をして い るの だと

いう｡

会社に着い てみて驚いた｡ ボロ の木造3 階建てで
､
3 階 は柔道 ､ 空手の 道場 に貸

して い る という｡ 壊れそうな階段を上 っ て2 階に案内され ､
デ フ ェ ツ フ ェ( d e

V e 脆) 氏 に紹介された｡ 彼は ソ フトウ ェ ア開発の責任者 だが､ まだ若く ､
ワ ー

ゲ ニ

ン ゲ ン農業大学の 園芸学科卒業だという ｡

まず全体的なプロ グラ ム の説明を受ける｡ 実演しながら説明してくれた｡ 温室

農家の 人はプ ロ グ ラ ムや コ ン ピ ュ ー タ の ことを全く知らなくて も ( ち ょうど､

テ レビの構造を知らなくて もテ レビを見る ことが出来る ように) ､ 操作出来 るよ

うにな っ て い る｡ 農家 の 人はテ レタイプに打ち出される｢ 気温の 設定値は? ｣ ｢潅

水の時間間隔は? ｣ というような質問 に ､ 数字で答えれ ばよい ように な っ て い

る 0 それも
ー

度答えれば､ あとは変更を必要とするまで打ち直す必要 はない し､

間違えておかしな数字 ( たとえば気温の 設定値として4 0 ℃) を打 つ と ､
コ ン

ピ ュ ー

タ が｢ こ の数字に間違い はないか? ｣ とメ ッ セ ー ジを送 っ てくる｡ 論理的な

間違い ( たとえば暖房パイプの最高温度を6 0 ℃ ､ 最低温度を7 0 ℃ に設定する) を
しても､ ｢最低温度 より最高温度が低い とは ? ｣ とメ ッ セ ー ジを送 っ て くる ｡

コ ン ピ ュ ー タ は フ ィリ ッ プス社 の P 85 2 を使用し､ コ ア メ モリ ー

は8 キ ロ ワ ー ド

だと い う｡ 一 概に は言えない が
､ 温室規模が1 h a 前後以上 なら コ ン ピ ュ ー

タ を

使 っ た方が長期的に見れば安価であるとい っ て い た｡ しかし､ ミ ニ コ ン ピ ュ ー

タ で なければだめで ､ マ イク ロ コ ンビ ュ れ タ で は制限が多すぎて使い もの にな
らない とい っ て い た｡

こ の 会社はすで に30 台の コ ン ピ ュ ー

タ を温室農家に売 っ て い る ｡ その他 フ ア
ン デ ル バ ー グ社が1 台､ イ ンダ ル社 (IN D A L 社) が1 台売 っ ており､ 現在3 Z 台が

商業温室の 環境 コ ント ロ ー

ル に働 い て い るという ｡ そ の 他､ 2 社が現在ソ フ ト
ウ ェ アを開発中らしい ｡

この 会社の実績が飛び抜けて高い の は､ こ の 会社が アナ ロ グ ･ コ ン ト ロ ー

ラ ー

を温室に使 っ て い た経験が長 い の で
､ そ の ノ ウ ハ ウ に詳しい からだと い

う0 大きな コ ンピ ュ ー

タ会社やソ フ トウ ェ ア会社は温室環境管理の経験が無い

ために ､ 環境管理装置の設置､ 管理 ､ その 他の ノウ ハ ウが無く困 っ て い る と い

う｡

1 4 2



農家のコ ン ピ ュ
ー タ温室を見学する

実際 に農家の温室で動い て い る コ ンピ ュ
ー

タ を是非見たい と言うと､ 近くの

シ ョ プ ル イデ ン(S ch i o pl uid e n) に ある フ ア ン ルイ ベ ン( V an R u y v e n) 氏 の温室に連

れて い っ て くれた ｡ こ の 温室の 総面積は1 .2 h a で ､ 労働力は4 人で ト マ ト ( 品

種 : S o n at o とd e R uite n) を栽培して い る｡

まず驚き､ か つ ､ ｢ これだ! ｣ と感心 したの が､ コ ン ピ ュ
ー

タ が置 い てある
一

室で ある ｡ 作業場の6 ～ 7 m
2
の

一 角を汚い ドアで仕切 っ た狭い所 にある ､
1 .5 m X

l m X O .6 m 位の 鉄製の 箱の 上にテ レタイプがボン と置い てある｡ コ ン ピ ュ
ー タ本

体と入出力装置は その 鉄箱の 中で ある｡ こ れが コ ンピ ュ
ー タ だと言われなけれ

ば
､ 誰も気付かない で あろう ｡ 普通見られるような コ ン ト ロ

ー ル パ ネ ル は無

く ､ 記録はテ レタイプ紙 に打ち出される の みである ｡

第二 に感心 したの は ､ そ こ の 主人が ､ 今までト マ トの選別をして い た汚れた

手で ､ ま るで テ レ ビ の ス イ ッ チ を入れるような気軽さで ､ テ レ タイプの ボタ ン

を押し､ 何 で もなく､ 説明 して くれる ｡ 気負 っ たところがない し､ 特別の こと

を して い るという気配 はない ｡ ふ つう の 人が電話をかけたり ､ 電気掃除機を伴

うときの 表情と同 じで ある ｡ これこそ私が ｢ そうあるべ きだ｣ と思い 続けてき

た こ とである ｡ ト マ トとク ワを掘 っ て い るそ の 同じ手で コ ンピ ュ
ー タ をい じ亡

て い る ｡

｢ コ ン ピ ュ ー タ を買 っ て どうだ､ もうか っ たか? ｣ とデ フ ェ ツ フ ェ 氏に開く

と
､ ｢ さあね､ まだ分 らん ね､ それより､ こ の トマ トの 味はどうだ? 意見を聞

かせ て くれ｡ ｣ ときた｡ こ のト マ トの7 0 % は西 ドイ ツ に輸出されるという｡ こ

の ト マ トの 味に彼は非常に満足して い るらしい ｡

こ の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム は ソ フトウ ェ アを含めて (制御機界を除く) 約6 00

万 円だという｡ なぜそん なに安く作れるの かと尋ねると､ 第
一

に ､
ア ナロ グ入

力､ デ ィ ジタル出力装置の徹底的な簡素化にあるという｡ 通常の アナ ロ グ入力

装置はい ろ い ろ な使途の 可能性を考えて ､ 複雑な回路を採用してい るが ､ こ の

会社 で は､ 環境 コ ン ト ロ ー ル に最低限必要な回路だけの 独自の アナ ロ グ入力装

置を開発 し､ 大幅に コ ス トを下げたという｡
一

般 に ､ アナ ロ グ入力の点数が多

くなる と､ その 価格は コ ン ピ ュ
ー タ本体の 価格より高くなるから､ こ の 工夫は

有効で ある ｡

第二に ､ ソ フ トウ エ ア ( プロ グラム) はどの 温室農家にも共通なので ､
2 台目

から はプ ロ グラ ム 開発費がかからず､ 売れれば売れるほ どコ ス トは下が っ て い

く ｡ プ ロ グラムは コ ン ピ ュ
ー

タ シ ス テ ム と
一 式にして売り ､ プ ロ グラ ム だけで

は売らない ｡ プ ロ グラ ム は ､ 機械語 ( バイナリ
ー

プロ グラ ム) に直して ､ 他の
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人には理解出来ない ように した後､
コ ンピ ュ ー タの記憶装置に記憶させた形で

売るという｡

こ ん な事故はまだ実際に は起っ て い な いが ､ 例 えば､ コ ン ピ ュ
ー

タが故障し

てもう
一

度プロ グラ ム を コ ン ピ ュ
ー タ に記憶させねばならない ときは､ どうせ

会社の人が現地に行かねばならない の だから ､ 農家にプ ロ グラムを紙テ
ー

プ等

の 記憶媒体で わたしておい て も無駄だという｡

私が ､
この コ ンピ ュ ー タ を環境コ ント ロ

ー ルだけで なく､ 例えば ､ 収健期の

運搬､ 選果 ､ 包装 ､ 会計等にも共用出来ない かと聞くと ､ それは私達も最初か

ら考えて用意はして い る｡ ただ､ まだ農家側からの 需要が出て い ない か ら実現

して い ない だけだという｡

こ の会社のプロ グラム開発の 基本方針は｢ 環境 コ ン ト ロ
ー ル の設定値及びその

変更は1 00 % 農家 の責任で行ない ､ それに関して は会社は
一

切関知しない ｡ ただ

し
､ 論理的､ 常識的におか しな設定値を農家が与えた場合は､ コ ン ピ ュ

ー タが

警告を与える ｡ そして ､ 設定値の 与え方は､ 農家が希望する範囲内で ､ 傲大阪

にきめこまかく与えられる ようにし､ しかもそれを最も簡単に出来るよう にプ

ロ グラ ムを工夫する ｡ 与えられた設定値を確実に遂行､ 達成するの は1 00 % 会社

の責任で行なう｡ 異常が起 きたときの 督報は出すが､ アナ ロ グ バ ッ クア ッ プ装

置は つ けない ｡ アナ ロ グ コ ント ロ ー ラ ー は高価だし､ デ ィ ジタル装置の倍病性

は年毎に高ま っ て い ると い うことで ある｡ アナ ロ グ コ ン ト ロ
ー ラ ー を売 っ て い

た会社の人が言うのだから ､
こ れは本当かもしれない ｡

ホ へ ン ド
ー ル ン社の 建物の1 階は組立工場にな っ て い て ､

7 ～ 8 人が配線作薬を

して い る ような小規模な会社なので ､ 小 回りの きく仕事が出来る｡ しかも温室

の申で汗をかきながら仕事をすることに よ っ て ､ 農家の心の 奥まで入り込めるの

かもしれない ｡

4 月2 2 日 (木)

ア
ー

ル ス メ
ー

ア の花き試験場 へ

朝9 時過ぎにア
ー

ル ス メ ー ア( A al s m e e r) の花き試験場 ( P r o efs t ati o n v o o r d e

B l o m ist e ry) を訪ねる｡ この 訪問の約束はI M A G の ム ル ダ
ー 氏を介してお願 い し

た｡ 私達を迎 えてくれた マ ー

ル セ ン( M a a rs s e n) 氏は事務部の 渉外係の ようで ､

｢ 試験場内を順次連れて 回るが ､ 技術的なことは分ら ない から聞か な い でく

れ ｡ ｣ という ｡ 大変感じの良 い 青年だ っ たが､ 質問出来ない の に は 一 寸困 っ
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た ｡ これだ っ たら､ こ の訪問も私が直接約束を取るの だ っ たと思 っ たが ､ 今と

な っ て は仕方がない ｡ 気を取り直して､ ｢ とにかく順次案内して下さい ｡ ｣ と

頼んだ ｡ ｡

こ こ には前にも 一 度訪ねて ､ そ の時は専門家に案内してもら っ て い る の で大

体は分 っ て い る ｡ そ の時 はまだ鉄骨の組み立てが始ま っ たばかりだ っ た コ ン

ピ ュ ー タ 温室の ､ そ の 後の進展具合を確かめるの が今回の 私の 訪問の 目的で

あ っ た｡ そ こで ､
コ ン ピ ュ ー タ温室を充分みた い の で ､ まずそこ へ 連れて い っ

て 下さ い と頼 む｡ まだ工事中で ､ 7 0 % の仕上がり具合だ っ た｡ 鉄骨ア ル ミ構造

は 完成し､ ガ ラ ス がはめて あり､ 多くの 人が内装工事に汗を流して いた ｡

環境制御装置に い ろ い ろ な仕掛けがあるようだが､ 質問に答えてくれる人が い

な い の で ､ 自分で眺めたり ､ さす っ たりしたもの の ､ 分らない点が多々出てくる｡

一

切 の 配管は床下 にあり､ 水､ 暖房用温水､
土壌消毒用蒸気 ､ 炭酸ガ ス施肥､ 測定

等の パ イプが床下に
一

列に並んで い る｡ 暖房用パイプは移動可能の ､ 吊り下げ

式で あ る ｡
一 部､ 日長制御室がある ｡

全体的な印象として は､ ナ
ー

ル ドバイク の野菜試験場の コ ンピ ュ
ー タ制御温

室を
一

回り小さくした感じである｡ 1 時間ほど眺めて い たが､ や はり細か い 点

まで は分らない まま､ こ の温室に別れを告げた｡ その 後､ 順次他の温室､ 設備

等を見て 回り ､ 写真を撮 っ た後､ 正午前に試験場を出る 0

見学旅行最後の場所として はもの たりない が､ これはこちらの 責任なの で仕

方がない ｡ 1 時間半ほ どかけて ､ 歩 いて町の 中心まで ､ 温室を眺めながら戻る 0

ア ー ル ス メ
ー

ア にはこれで もう4 回釆たことになり ､ 町の 地理もだい たい 覚え

て しま っ た｡

4 月2 3 日( 金)

研究成果をドゥイッ ト先生に報告する

郎 時にワ
ー

ゲ ニ ン ゲ ンの研究所 ( C A B O ) の 自重に着く0 今日は朝 綿 半
よ

り､ 私とヤ ンが ドゥイ ッ ト教授に､ 私がオラ
ン ダ滞在中にした仕事の 報告をす

る こ とにな っ て い る ｡

残念ながら､ こちらで の仕事をオラ ン ダ滞在中に論文
にまとめ るまで には至

らなか っ た｡ こちらで作っ た計算機プロ グラ ム の使用説明書
の原稿を書き､ 論

文に載せ られる ような図の鉛筆書きの 下書きを書き､
それに簡単な注釈を付け

たとこ ろで時間切れである0 ただ､ 今回の こ ちらで
の仕事は以前の私 の した仕
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事と関連があるの で ､ それに つ い ての論文を2 編ほ ど､ 夜､ 暇なときにこ つ こ つ

書き上げたものがある｡

そ こで それら原稿 2 編と､ プ ロ グラ ム ､ 図 ､ 下審き原稿等に日を通しながら

ドゥイ ッ ト教授の到着を待つ ｡ 彼は 8 時半少し前にや っ てきた｡ こちらの教授

は朝来るのが早い ｡ ア ル バ ダ氏は朝7 時半から8 時くら いの 間には研究所にや っ

てくる ｡

まず私が図を示 しながら ドゥイ ッ ト教授にオラ ン ダで 得た研究成果を3 0 分程

かけて説明する ｡ 私達は温室内作物の 純光合成量を計算するための計算機モ デ

ル を作り ､ そ の 具体的計算例として ､ 温室の 建設方位と屋根傾斜角を変えた

時､ 温室内光合成量がどの程度変わるかを計算したの で ある ｡

私 の 説明が終ると､ 彼はまず ｢ ところ で ､ 最終的結論として ､ 建設方位に

よ っ て温室内の作物の成長が異なるとするの かね? ｣ と問い て きたの で ､ ｢ 両

者には冬期に は1 0 % の差があ るの で ､ 異なると い っ て よ い と思う ｡ ｣ と答え

た｡

すると
､ 彼は ｢ そ の結論の 出し方は間遠 っ て い る｡ 作物成長は温室の建設方

位によ っ て それ程影響されない と結論するのが ､ 本当で はない か? ｣ と言う｡

ドゥイッ ト先生に反論する

こ こでひ としきり議論が行なわれる｡ 彼は例によ っ て早口 で筋道だ っ て講翰

を進めてく るが今回だけは私も負けて はい られない ｡ 半年間の研究を どうまと

めるかが問題とな っ て い るの だから｡ しか し彼の 言う こ とには筋が通っ て お

り ､ 私も首肯出来る点がある ので ､ 私は 一 歩後ろ に退く ことにした｡

｢ 分りました｡ 私はあなたの結論に賛成します｡ 結論 には賛成 しますが ､ そ
の結論をどう引き出すかに つ い て私 の考えがありますの で聞い て下さい ｡ ｣ と
い っ た｡

｢温室の方位､ 構造に作物成長が影響されるか どうかにつ いて は､ 過去に ､
数多くの理論的､ 実験的研究があります｡ そしてそれらの結翰はお互い に矛盾
しあ っ て い る の が実情です ｡ ところが今回私達が得た結果は ､ それらの長年の

議論 に終止符を打て るだけの 内容があるような気がします｡ と いうの は､ 私達
が得た結果から は ぜト マ トで は方位 の影響が現 れず ､ レタ ス で は現れるの
かj F なぜ理論的推測と栽培実験の結果 が異なるの かJ F なぜ温室内の光環境
の 測定結果が人によ っ て異なるの かj 等の各研究者間の矛盾を､ かなり鋭明出
来るからです｡ ｣ と言 っ て具体的 に例を上 げて説明した｡
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ヤ ン との討論

こ の 時､ ヤ ン の と ころ に電話が掛か っ てきてヤ ンが 中座した ｡ する と ドゥ

イ ッ ト氏 は
一

寸話題 を代えて ､ ｢ お前はヤ ンと沢山ディ ス カ ッ シ ョ ンしたか?

あい つ はお前の 良い パ
ー

トナ
ー

になれたか? ｣ と尋ねて きた｡

そこ で 私は ､ 素直に ｢ 今回の オラ ンダ滞在で最も有意義だ っ たもの の
一

つ は

ヤ ン との デ ィ ス カ ッ シ ョ ン である ｡ 彼との デ ィ ス カ ッ シ ョ ン は実に楽しく ､ か

つ 有意義だ っ た ｡ ｣ と答えた｡ するとドゥイ ッ ト氏は ｢ そうか､ 実は彼は私の

実に良い デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の 相手で あり ､ 良きパ
ー

トナ
ー

なの だ ｡ 彼との デ ィ

ス カ ッ シ ョ ン で私は実に刺激を受ける｡ ｣ と言う｡

そこ へ ､ ヤ ン が戻 っ て来ると ､
ドゥイ ッ ト氏はヤ ンに向か っ て こう言 っ た｡

｢ どう だ ､ ヤ ン ､ 今思 い つ い た の だが ､
お前連の こ の研究成果 をシ ミ ュ レ

ー

シ ョ ン ･

モ ノ グラ フ ( 双番) の1 冊として本 にして 出版して みな いか ､ どう思

う ? ｣

そ こ で ひ としきりヤン と ドゥイ ッ ト氏がその ことに つ い て話して い た｡ ヤ ン

は ｢ こ ん な研究を本に しても特殊すぎて 買 っ てくれる人が余り い な い だろう｡

それ に ､ 畳 的に も少なくて1 冊 の本になるかどうかは疑わしい ｡ ｣ と言う｡ ドゥ

イ ッ ト氏は ｢ シ ミ ュ レ
ー シ ョ ン モ ノ グラ フ は双書だから各本の 内容とは関係な

く ､ そ の シリ
ー ズ全て を買 い 集める図番館や愛好家が沢山い るよ 0 世 の 中には

そう い う マ ニ アが い る もの だ｡ ｣ と言 っ て笑 っ た｡

｢ そ
･

れ に本の 厚さはプ
ー

ドッ ク出版社との 初期の契約で ､ 5 0 ペ
ー

ジ以上にま

とま っ たら1 冊 に して 良い ことにな っ て い る の だ｡ ｣ と言う｡

研究成果の 出版を勧められる

しばらく彼等で話しをして い た後､ 食後に私の 意見を求め てきた0 全く突然

そ ん な こと を聞かれて も私に はどう答えて い い か分ら ない 0 と にかく ｢ そう

言 っ て くれ るの はま ことにありがたい 0 しかし今私の 最終意見を言うわけに
は

い か ない ｡ 日本 に帰 っ て相談しなければならない 0 ｣ と言
っ た0 ドゥイ ッ ト氏

が私達 の オラ ン ダで の仕事を1冊 の 本にしたらどうかと勧めてくれ
るの はまこと

に嫁 しい ｡ 英語で本を書けるチャ ン ス などめ っ たにな
い 0 それ以上 にその よう

に私達 の仕事を評価してくれたのが嬉しい 0

他方 ､
どちら にして も私の オラン ダで の仕事は論文の 形で いずれ発表

せ ねば

ならな い の だが ､ 論文ならばタイ プライタ用紙20
～ 3 0 枚で済むもの を､ 本とな

れば厚さの薄い 本でも1 00 ペ
ー ジは書かねばならな い だろう 0 日本 に帰 っ てそん

な時間 が取れ る だろうか ｡ 日本に帰れば色
々 な仕事が私を待 っ て い るだろう
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し､ オ ラ ン ダと異なっ て 日本は週6 日制だし､ 夕方5 時に帰宅するわけにもい か

ない ｡ 家に帰 っ ても子供が寝るまで は仕事をする わけに はい かない ｡ 半年間も

家を空けたの だから ､ しばらくは日曜日に大学に行 っ て仕事をするようなこと

をせず､ 子供達と進 んで やりたい ｡

私があい まい な返事を したの で ドゥイ ッ ト氏 は私の 気持ち を計りかねて い

る ｡ 欧米人が最 も不可思議に思う日本人の態度だろう ｡ そ
･

こ で私 はかさねて

｢ 私として は嬉しい話だが十分な時間が取れるか どうか分らない ｡ ｣ と言う

と
､ ｢ それで は こう しろ｡ お前は こ こ で の仕事を どうせ論文にまとめ る つ もり

だろう｡ それに ここで書い た二 つ の論文を合わせたら1 冊 の 本になる畳がある ｡

あとは ハ サミで切り貼り しろ ｡ 最終原稿はヤ ンと私が作ろう ｡ ｣

ドゥイッ ト教授の集中力と真価

ドゥイ ッ ト教授の 表情がす こ しづ つ 変 っ てくる｡ 何かを考えは じめて い るの

であろう｡ ｢ まず､ 本を書くときの 一

般的な注意をしよう ｡ 本は読みやすくなけ
れば い けな い ｡ 特に本の 前半で は細かい ことに触れて は い けない ｡ 箔の 本流と

支流をは っ きり分けねばならない ｡ 支流 は大きすぎて は い けない ｡ お前の仕事
は少 し細かい ところまで進みす ぎてい る ｡ それらを捨て て ､ 本流をも っ と大串
にしろ ｡

そうこうい っ て い るうちに､ ｢ よし､ 日次と大体の 内容はお前の帰国前､ す
なわち､ 今作 っ てしまおう｡ ち ょ っ と紙切れをも っ て きてくれ｣ という｡ こう
なる と､ もうお手上 げである ｡

ヤ ンと私 は顔を見合せた｡ ドゥイ ッ ト氏はなにやらぶ つ ぶ つ 貰い ながら､ 紙
に何かを書き つ けて い る｡ 日次を作 っ て い るらしい のだが ､ 字が運筆なのか下
手なの か私に は全く読めない ｡ しばらく番い て は､ ウ ー

ム と い い ながら ､ 大き
な×印を つ けて ､ もう1 枚紙をくれとい っ て ､ 新たな紙にまた沓き始める ｡ 私は
となりでかしこま っ て紙を1 枚づ つ わたすだけである｡
こういう時の ドゥイ ソ ト氏の集中力に は想像を絶する ものがある ｡ 他人には

何を考えて い る の か全くわからない ｡ 彼の頭脳の 中で は脳神経が フル 回転して
い る の だろう0 窓のすぐ外で土木工辛がは じまり機械の騒音が 一

段とうるさく
な っ た0 ｢ も の を考えるに は 一 寸音がうるさすぎる な｣ と い っ て廊下を へ だてた
となりの 部屋 に移 っ た｡ 私達 も つ い て行く｡
しばらくして ､ や っ と書き終 っ たらしく ､ ｢ これで どうだ｣ と い っ て紙切れを

1 枚ボンと渡された0 何を書い てある の かま っ たく読めない ｡ 何かが十数行番い
てある 0 ヤ ンが｢あとで タイ プライタで打ち直して 君にわたすから｣ と い っ てそ
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の紙 はヤ ン がう けと っ た｡ ｢ こ の目次どうりに書けば､ お前の いうように温室の

方位と構造に関す る光の問題 には研究に終止符がうたれるからな｣ と言い残して

彼は部屋 から出 て い っ て しま っ た｡

ドゥイッ ト教授に研究のまとめ方を教わる

何 と いう洞察力､ 構成力 ､ 理解力だろう｡ 全く いや に な っ て しまう｡ 私 はも

う10 年間も温室の ことで仕事をしており､ 彼は温室の こ とな どほ とん ど知 らな

い はず なの に ､ 私より温室をよく理解して しまい ､ 本 の 日次を作 っ て しまうな

んて ｡ 後で ヤ ン にタイプして もら っ た ドゥイ ッ ト氏の 日次をみ ると､ ま ことに

簡単な要点だけの 配列なの だが ､ 実にうなずける構成である ｡ 今 回の オ ラ ン ダ

滞在 で ドゥイ ッ ト氏からは多くの もの を学ん だが ､
｢研究の まとめ 方｣ に つ い て

もそ のう ちの 一 つ で ある ｡

今考 えて み る と､ 私は温室を愛し､ 温室農業を愛して は い たが ､ それは盲目

的 ､
ミ ク ロ 的 で あ っ たような気がす る ｡ 巨視的に

一

度温室から遠くは なれて大

きな愛で 包 み ､ 小さなこ とは思い切 っ て切り離す度量がなか っ た ｡ そ の ため細

か い 所ま で 目が届 い たが ､ そ の ために愛は偏愛的になり､ 温室の
一

面 しか み て

い なか っ た ｡ それは見方を変えれば自己愛ともとれる ｡ 自分 の得た研究結果を

拡大解釈し ､ 余り にも意義ずけに腐心して きた ｡

今回 の ドゥイ ッ ト氏 のまとめ方は､ ｢ 今回私達の得た結果からは､ 特に有意義

な結論 を引き出すこと は出来なか っ たが ､ それはこれ これの 理由に よ る 0 過

去 ､ こ の 間題 に 関して ､ あ る人はそれを過大評価 し､ あ る人はそれを過小評価

して 来たが ､ それは これ こ れの理由による｡ したが っ て こ の 間題 に関する各研

究者間 の 矛盾は､ こ のように解決され､ 終止符が打たれ た｡｣

4 月2 4 日 (土)

ドイ ツ ヘ の 日帰り旅行を思い つく

朝7 時半 にI A C を 出て ､
エ デ ･ ワ

ー

ゲ ニ ン ゲ ン( E d e
- W a g e n i n g e n ) 駅

8 時 11 分 発 ミ ュ ン ヘ ン行きの列車に乗り､ ドイツ ライ
ン 川沿い の ロ

ー

レ ライ見

物 に行く ｡ 当初､
この旅行はア ー ネム ､ デ ュ ッ セ ル ドル フ ､ ケ ル ン ､

ボ ン
､
コ プ

レ ン ツ の順序で列車を乗り継い で行き､ ライ ン川で も っ とも景色
が良く ､

ロ
ー

レ

ライ で有名な コ プレ ン ツ
ー

マ イ ン ツ間は遊覧船で上 る つ もりだ っ た 0 しか し､

明 日 はワ
ー ゲ ニ ンゲ ンの 日本人グル

ー プが私の ためにさよなら パ
ー テ ィ

ー とし
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て オ ッ テ ル ロ
ー の森林公 園に皆で行くというの で ､ 急遽 日帰り旅行に変更し

た｡ 列車はボンから マ イ ン ツまで ､ ほ ぼ ライ ン川 に平行 して 走る ので ､ 船と列

車の違い は､ 移り変わる景色の早さの遠 い だけで ある ｡

ケル ン まで は先週行 っ た の で ､ それまで は列車の 中で書き物をし､ 外は余り

見なか っ た｡ コ プレ ン ツ を過ぎた頃､ 食堂車に行き､ 食事をとりながら景色を

眺める ｡ ライ ン川で作られた峡谷､ その 上にそびえたつ お城等が日を楽しませ

る｡ あ い にくの 小雨で ､ 遠くの景色 はかすんで い る ｡

満開の ナシの花を見ながら ､
こ の6 ケ月間に経験したこ とをひと つ ひと つ 思 い

出して い く｡ 昨日の ドゥイ ッ ト氏の 話で興奮したためか ､ 昨夜は夜中に日が覚

めて しま っ た｡

マ イ ン ツには12 時2 8 分 に着き､ すぐ12 時5 2 分のケル ン行きの列車で戻る｡ もっ

とゆ っ くりしたい の だが､ 今日は是非帰途にフ ェ ン ロ
ー に寄りたい のである ｡

フ ェ ン ロ
ー

温室発祥の 地を訪ねる

フ ェ ン ロ
ー

( V e nl o) とはオラ ン ダの 中東部の ドイツ国境に接 した町で ､ ドイツ

の デ ュ ッ セ ル ドル フ に近 い ｡ フ ェ ン ロ
ー は

､
こ の 日記の 中で もしばしば述 べ た

ように､ フ ェ ン ロ ー

型温室の発祥の地で もある ｡

昔､ フ ェ ン ロ
ー は 主要な温室地帯だっ た｡ 現在はア ー

ル ス メ ー ア ､ ナ
ー ル ド

バ イク等の 温室地帯 に押されて ､
温室面積は減少し､ 昔日 の 面 影はない とい

う｡ 私がフ ェ ン ロ
ー

を訪ねて みたい と思うの は単なる好杏心 である ｡ 行っ てみ

たところ で どうとい うことはない だろう ｡ これは､ 例 えば ､ ゲ
血 テ研兜者が

ゲ
ー

テ の生家を訪ねたりす る心境と同じであろう ｡

5 時過 ぎに フ ェ ン ロ ー

の 駅 に着く｡ 時間がない の で駅前からタク シ
ー で フ ェ ル

デ ン(V el d e n) に向う ｡ フ ェ ン ロ
ー 郊外の フ ェ ル デ ン に温室が沢I i.1J 有る と問い て

い たからである｡ 車で数分の距離だ っ た ｡ 温室が沢山有りそうな所で碑を停め

てもら っ た｡ 新しい 温室と古い 温室が半々 くらい に並んで い る ｡ 今日 の 目標は

古い 温室を見る ことである ｡

感動で胸が高鳴る

新しい温室には日もくれずに足早に古そうな温室に近付く ｡ レタス が植えて

あっ た｡ そ の構造を見て ､ あっ と驚い た ｡ まさに ､ 夢にまで 見た フ ェ ン ロ ー 温

室 の原型で ある｡ こ の温室の基本構造は鉄骨であるが ､ そ の他の構造材は木造

である｡ 現在の近代的フ ェ ン ロ ー

温室の 基本構造 は鉄骨で ､ その他はアル ミで

ある ｡ つ まり､ 木造の部分がそのままア ルミ に変 っ ただけで ､ その 他はほぼ同じ
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である 0 樋はやはり丈夫な巾の 広い鉄骨を使い ､ 構造力学的にも重要な意味を持
たせて ある 0 フ ェ ン ロ ー タ イブとは､ 外観や連棟や屋根傾斜角に特徴が有る の
で はなく ､ 基本構造に特徴が有るの だ｡ 感動で胸が高鳴る｡

誰も い なか っ たがそ っ と中に入 っ て見る 0 外からでは換気窓が どういう仕掛
けで 開くの かよく分らなか っ たからで ある｡ 換気窓に つ ながる鎖をそ っ と外して
みて驚 い た｡ 普通の換気窓は開けるときに力を必要とし､ 閉めるときは自重がか

かるの で 余り力を必要としない の だが､ こ この換気窓は仕掛けが逆になり､ 開
けるときに は力が要らない よう にな っ て い る ｡ ｢ 開く｣ とい っ ても換気窓が持
ち上がる の で はなく ､ 下が っ てくるのである｡ 螢り空で ､ もう6 時を過ぎようと

して い る ｡ うまく写寛が撮れるようにと念じながらシ ャ ッ タ ー を押す ｡

考古学者が高松塚古墳を見つ けたときの輿衡! で はない だろうが､ 何か訳の

分らぬ 興奮が胸を走る ｡ 何度も換気窓を開閉してみ る｡ 今､ 私は フ ェ ン ロ ー 温

室発祥の 地 に立 っ て い る の だ｡

次 い で近くの別の温室に行っ てみ る ｡ 温室の前で馬の足を丁寧に洗 っ て い る

親子に温室を見せて欲しい と頼む｡ 子供の方は20 蔵前後だが英語を良く許す ｡

今日は じめて会 っ た英語を活す人である｡ こ この温室はやはりフ ェ ン ロ ー

タ イ

プだが基本構造を含めすべ て木造である｡ しかし､ 基本構造は フ ェ ン ロ ー

タ イ

プそ の もの で ､ やたらと太 い柱が使っ て ある｡ 換気窓は自動開閉にな っ て い

る ｡ こ の温室は14 年前に建て たそうである｡ 今年中に この温室はとり こわして

斬ら しい の に建てかえるとい っ て い た｡

彼は私がなぜ 日本からこ んな片田舎まで 温室を見に来たの か不思議に思 っ た

らしく ､ その理由を問うて楽たので｢ フ ェ ン ロ ー

馳温室の 原型を見に来たの だ｣

と答えた｡ それでも彼にはその理由が良く分らない らしく､ ｢ 私達の新しい 温室

も見て くれとい っ て ､ となりにある奥新しい ､ フ ェ ン ロ ー

温室､ ボイ ラ ー 室 ､

自動制御盤などを見せ てくれる ｡ 私の方は新しい 温室は今まで何度も見て い る

ので ､ 今日は古い フ ェ ン ロ ー 温室を1 分でも長く見たい の で ､ もう 一

度､ ｢ 私は

古い温室だけを見に来たの だ｣ と い っ て古い 温室の方 へ 行く｡

オ ラ ン ダもこ こまで 来ると外国人 ､ 特に日本人はめずらしい の だろう｡ 近く

で遊ん で い た子供たちが集ま っ て来て ､ 私をめずらしそうにみ て い る ｡ 持ち合

わせ て い た日本の1 円玉と10 円玉を骨に1 枚づ つ あげる ｡

お札を貰 っ て別れ ､ 更にもう 一 つ の古そうな温室を訪ねた｡ こ の温室は現在

はもう使用して おらず ､ ところ どころ ガラ ス が割れたり ､ 木がくさ っ たりして

い る ｡ 中 に入 っ て写輿をとる ｡ これもフ ェ ン ロ ー 型である｡ 大きな満足感と疲

労感が
一

度にどっ と出る ｡ 疲れた｡ 大きな道に出て バ ス を待 っ たが中々 来ない
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ので1 時間かけて駅まで歩い て帰る 0 途中､ 古物屋 でおみやげにとて も良い もの
をみ つ けたの だが､ 残念ながら6 時閉店で ドアが閉ま っ て い る｡ 疲れはてて1 1 時
に ワ ー ゲ ニ ンゲ ン にたどり つ く ｡

強行 スケジ ュ
ー

ル に疲れ果てる

最近10 日間程､ す い み ん時間は4 ～ 5 時間だし､ 早朝から夜遅くまで 活動して
い る の で疲れがたま っ たの だろう0 数日前から時々 心臓 がギ ュ ー と痛み だす こ
とがある 0 実のところ､ 3 月 の ロ ン ドン とパ リ ヘ の 旅行の後､ 私の肉体はかなり
過酷な日に会わされてきた0 風邪を引い たまま

､
まだ寒い ヨ ー

ロ ッ パ を8 日間歩
き回 っ たため ､ 風邪をこじらせ て しまい

､ その 後2 週 間程の 間に ､
2 日間ほ ど食

物を何もとれなか っ たことが 2 回あ っ た0 頭痛と吐き気と熱で ベ ッ ドから動け
ず､ せ めて水 だけでも飲まなければと思 っ て

､ 無理 して ベ ッ ドから起 きると
､

吐 い て しまう0 吐くとい っ ても胃袋の 中に食物はは い っ て い ない から出てくる
の は黄色い胃液である 0 胃液だけならまだよ い の だが､ そ の 中に血の かたまり
が10 数個混 っ て い る のが気にな っ た｡

咳が どうしても止まらず､ 一

寸冷た い 空気を吸 っ たり ､ 他人 の タ バ コ の 煙を
吸 っ て しまうと､ もうどうにもならない程咳こん で しまう｡ 恐らく気管支炎が
悪化したの だろう0 ひ ょ っ とすると､ こじらせて ､ 肺炎か肋膜炎か結核にで も
なりかけて い る のかなとも思 っ た0 身体もだる い 0 疾はみ な血痕である ｡ 半年
か 一 年オラ ン ダで入院するこ とになるかな - と思 い こま ざるを得ない ような状
態に何度かな っ た｡

オランダの開業医

医者に二度治療を受けに行 っ た0 オ ラ ン ダの 医者は中々見識があ っ て おもし
ろ い 0 2 日 間食物をとれずに3 日日に どうやらや っ と ベ ッ ドから起き上がれる よ
うにな っ たとき､ こ のままでは衰弱して しまうからと思 っ て ､ 医者に行 っ た｡
ふ つうに歩けば10 分 で着く医院に ､ フ ラ フ ラしながら4 0 ～ 5 0 分かけてや っ とた

どり つ き､ 診てもら っ た0 問診をされた後､ 1 分程聴診器をあて られた結果 ､

｢異常音は聞こえない ､ 風邪がひどくな っ ただけだ､ 早く帰っ て ベ ッ ドで4 ～ 5 日
寝て い ろ 0 1 週間もすれば良くなる｣ と い っ て ､ 処方箋を書い て もらえず､ すご
す ご帰らざるを得なか っ た0 日本だ っ たら

､ 食物もとれず､ 吐気､ 熟､ 血痕､
頭痛､ ひ どい 咳とな っ たら､ 血沈速度 ､ 血圧位は計り､ 場合に よ っ て は レ ン ト
ゲン撮影もするだろう0 そして注射の1 本は打 っ てくれるだろう｡ 結局､ 何も薬
をもらえずが っ かり して帰 っ た｡
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二度日に行 っ たときは ､ 私がとにかく何か薬が欲しいから処方箋を書 い てく

れと頑強 に頼んだら､ 書 い てくれたが ､ それをも っ て薬局に行くと､ 薬局でく

れたの は｢ 甘くてとろりとした水あめ｣ の ようなもの で ､
これは何のくすりだと

聞くと｢ ノ ド｣ の くすりだという ｡ 日本 の｢ 浅田あめ｣ を液状 に したようなもの

で ､ くすりと呼べ ない代物で ある｡

医者 に言われた通りにべ ッ ドで おとなしく寝てい れば良い の だが､ 仕事をし

なければならない し､ 帰国の 日がせま っ てくる の で ､ 外出した い 気持が先にで

て
､

一

寸良くなりかけるとすぐ起きて色々動き回り､ す ぐまた ダメ にな っ て し

まう｡

とうとう観念 して4 月8 日 ～

4 月1 1 日の 4 日間おとなしくべ ッ ドで寝て ､ 残り3 週

間の 身体コ ン デ ィ シ ョ ンをととの える ことにした｡ 4 月1 0 日 にはア ム ス テル ダム

に本拠地をおく世界的オ ー ケ ス トラ楽団 コ ン セ ル ト へ ボ ー の演奏する バ ッ ハ の

｢ M at th e us P a ssi o n｣ を聴きに行き､ 1 1 日に はオラ ン ダの古都ライ デ ンを訪れる予

定だ っ たの だが ､ 涙をの んで中止した｡ この 二 つ の予定を中止 したの はい まだ

に残念至極で ある ｡

異国で病気になる の は ､ 実に つ ら い ､ 貴重な体験で あろう｡ 基本的には､ 私

がオラ ン ダの 冬を甘く見たのが原因で あろう｡ 時に はあたたかくなるが､ 天気

が変りやすく､ 4 月 に入 っ ても､ 朝方は0 ℃以下になるこ とがたびたびあ っ た｡

外の空気は つ めたく ､ 風 は強 い ｡ 私が1 1 月 にこちらに来たときはもうすで に冬

であっ たから今年は半年間近く冬を過したことになる｡ それで 気管支がま い っ

て しま っ た の だろう｡

最初に医者に行 っ たとき､ 私が｢ ノ ドが痛い｣ と訴えると医者は｢ お前はタ バ コ

を吸わんだろう｣｢ タ バ コ を吸わんや つ はノ ドが弱い んだ｣ と い っ た｡ ま るで タ バ

コ を吸うことを勧める 口ぶりである｡ でも確かに ､ 風邪を引く とノ ドをやられ

るようにな っ たの は私がタ バ コ を吸うの をやめた2 年前以後で ある ｡

今はとにかく何とか日本にたどり つ くまで自分の身体がま い らないように気

を付けなければならな い ｡ もう 一 度 フ ェ ン ロ
ー

に行 っ て温室を見たい 気持は

山々 なのだがやめて おこう｡

4 月2 5 日( 日)

日本人によるお別れピク ニ ッ ク

私が近々帰国するというの で ､ ワ
ー

ゲ ニ ン ゲ ン に住む日本人が私の ためにお
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別れピク ニ ッ クを企画してくれた｡ 場所は車で3 0 分程の所に有る オ ッ テル ロ
ー

国立森林公園で ある ｡ ク レ ー

ラ
ー ミ ュ ー

ラ
ー 美術館はこの公 園の 中 にある ｡

参加者は1 4 人 (成人男子6 人､ 成人女子3 人､ 子供5 人) で ､ 現在イギ リス 旅行

中の松浦氏を除く全員である ｡ ワ
ー

ゲ ニ ンゲ ン の ア パ ー トに住んで い る3 家族が

日本的お弁当を用意してくれた｡ 外で食事する には 一 寸寒か っ たが午後からは

次第に暖かくな っ た｡

思えば､ 夢のような6 ケ月であっ た｡ こ の記録で は ワ ー

ゲ ニ ン ゲ ン の 日本人の

ことをあまり書かなか っ たが ､
それは日本人との付き合い がなか っ た ことを意

味するので はない ｡ しばしば皆で集ま っ ては飲み ､ かつ 食 い ながら談笑 し､ 愉快

な時を過 した｡ ただその時は日本式で楽しん だの で ､ わざわ ざ記録す る には及

ばなか っ ただけである｡ 京都大学助教授の福井氏 は皆に ､
ワ ー

ケ
ナ

ニ ン ゲ ン の村

長と呼ばれて い た｡ しばしば､ 福井氏その他の 家に呼ばれて夕食やお 茶をご馳

走にな っ た｡ 私が風邪をこじらせて2 日間何も食べ て い な い と聞きつ け て ｢ おか

ゆ｣ を作 っ てくれたの は山口夫妻で ある ｡ 小島､ 坂本両氏とはよくI A C の9 階の

バ ー に行 っ た ｡ 坂本氏の車で 日帰りで ドライブを楽しん だことも数回ある ｡

仕事上 の専門がま っ たく異なる人々 と話すの は とて も楽しく ､ 人生 を逝かに

してくれる ｡ 集ま っ ては､ 日本に つ い て ､ オ ラ ン ダに つ い て
､
ヨ ー ロ ッ パ に つ

い て議論し､ また生活情報の 交換もした｡

皆の好意に感謝しながら､ 日本風のり巻き､ お むす びをたらふ く食べ て ､ だ

だ っ ぴろ い 森林公園内を散策し､ 最後の 見納めに ､ 美術館内の ゴ ッ ホ の絵を見

て回る｡ 特に絵が好きだ っ たわけで はない ｡ ど素人の 私が数多くの本当の 良い

絵を見る ことが出来たの は ､
ま ことに幸い であ っ た｡

4 月2 8 日(水)

オランダ人によるお別れ パ
ー テ ィ

ー

夜､
ホ ニ ー

の 家で ､ ドゥイ ッ ト氏の グル
ー プが集ま っ て ､ 私の さよ ならパ ー

テ ィ
ー

をや っ てくれた｡ ドゥイ ッ ト夫妻､ ア ル バ ダ夫妻､
ル デ イ 一 夫嚢､ サ ベ

リ ス 夫妻 ､
ヤ ン

､
ホ ニ ー

､ フ リ ッ ツ ､ ド ヨ ン グたちが集ま っ てくれた ｡ 皆､ な

にかと私に気を使 っ てくれた人達で ある ｡

宴たけなわの 11睡頃､ ドゥイ ッ ト氏が代表して ､ 私 の 子供達と嚢の為に ､
と

言 っ て ､ オ ラ ンダの子供用の 歌の レ コ
ー

ド､ パ ズ ル ､ オ ラ ン ダ紹介の本をプレ

ゼ ントしてくれて ､ 別れの言葉を述 べ てくれた｡
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そ の 中で ドゥイ ッ ト氏は ｢ 私は初めて君と会い ､
1 0 分程話したとき､ 君とヤ

ン が コ ン ビを組めば実に良い話し相手になり ､ しかも良い仕事が出来るであ ろ

う事 を確信したので ､ 多少無理を通して もら っ て君とヤ ンを結び付けたの だ ｡

外国で研究す る には良き研究協力者を持つ ことが ､ 良い仕事をす るための 必須

条件で あ るからだ｡ そして結果は私の 期待してい たよう にな っ た ｡ 私 は若い 研

究者が調子良く仕事を進めて い るときには何も言わずに ､ 困 っ て い る ときだけ

助言す る ことにして い るが､ 今回は助言する必要をあまり感じなか っ た｡ それ

に君の 英文原稿を読ませ て もら っ たが､ 君の 英文は実に明瞭で分りやすい ｡ お

そら く日本語で も正確な文章を番い て い るのだろう｡ 出来る限り早く ､
シ ミ ュ

レ ー シ ョ ン 双書の原稿を書い て ､ 私とヤ ンの ところ へ 送 っ て欲 し い ｡ シ ミ ュ

レ ー シ ョ ン双書 の1 冊 として君達の仕事は立派に出版する価値がある｡ 最後に ､

君 は家族を日本にお い て ひとりでオラ ン ダに半年間生活し､ 君自身も ､ 又君 の

家 族も き っ と寂しい思 い をしたことがあ っ たろう｡ 帰国後はこの 私達のささや

か な プ レゼ ン トを活用 して ､ 寮と子供達と､ 努めて
一

家団らんの時間を持 っ て

欲 し い ｡ 次回オラ ン ダに来るときは､ 家族と来るように｡ ｣ と言 っ た ｡

お 別れ の挨拶で あるから ､
ほ め られるばかりで恐縮したが､ 素直に喜ばせ て

も ら っ た｡

4 月2 9 日(木)

ア ル バダ家によるお別れ パ
ー

テ ィ
ー

昼食をアル バ ダ氏 の家に招かれた｡ ア ル バ ダ夫妻 には最初から最後まで親切

に して もら っ た｡ ワ
ー

ゲ ニ ンゲ ン で の最後の 食事である ｡ や はり別れはつ ら い

もの だ｡ 日本に帰りたい という気持と､ 別れを惜しむ気持は矛盾せずに同時 に

存在する もの らしい ｡

オ ラ ン ダで の 生活を私がい かに楽しん だかを話し､ ア ル バ ダ夫妻は､ 彼等 が

日本 で 会 っ た人々 の ことを思い 出しながら､ 管に よろ しくと言う0

ドゥイ ッ ト氏の受賞祝賀パ
ー ティ

ー

昨日 ､ 所長の ハ ー

ス トラ氏に別れの挨拶をしに行 っ たロ そ の時 ､ ｢ もう帰 る

の か ? こ の前来たばかりだと思 っ た の に ! ところで ､
明日は何時にワ ー ゲ ニ ン

ゲ ン を発 つ の かね? もし3 時半過 ぎまで ワ
ー ゲ ニ ンゲ ン に居る なら ､ 明日特別

な パ
ー

テ ィ
ー があるので

一 寸出席してい かない かね? ｣ と ハ
ー

ス トラ氏は 言 っ
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た0 ｢ 明日は夕方まで にス キポ ー

ル 空港まで行けばよ い ので
､ 時間的余裕はあ

りますが ､
い っ た い何の パ ー

テ ィ
ー

なの ですか? ｣ と聞くと ､

｢ 明日はC A B O の職員全員が集ま っ て パ ー

テ ィ
ー

をする の だが
､ まだ誰にも

どういう目的で パ ー

テ ィ
ー

を開くのかを言 っ て い な い の だ｡ 職割 こは ､ と にか

く用があるから3 時半に集会室に集まれ ､
としか知らせ て い な い の だよ｡ ｣ と

言 っ て
､ 要領の得ない答えである ｡

しばらく口をもごもごさせて い た後､ ｢ 良し､ 君だけに は秘密を漏らすが､
決して誰にも他言しない でくれ｡ これは私しか知らない こ となの だ｡ ｣ と､ 3 回
も繰り返 して言 っ てから ､ 次のようなパ ー

テ ィ
ー の 目的を敢 えてくれた｡

｢ 実は ､ 明日は ユ リ アナ女王の 誕生 日の 前日で ､ 毎年そ の 日に は ､ 功績の

あ っ た人に勲章が贈られるの だ｡ そして今年は C A B O の ドゥイ ッ ト氏が叙勲さ
れ るの で明日その パ ー テ ィ ー がある ｡ 勲章の授与パ ー テ ィ ー は とて も珍しい

し､ それに外国人である君が出席する の は面白い と思うがね｡ ｣ と言う｡

そ こ で言われるままに パ ー テ ィ ー に 出席してみ た｡ 開会の 挨拶は所長の ハ ー

ス トラ氏が した｡ オ ラ ン ダ語なの で何を言 っ て い る の かは分らないが
､ 骨を10

～

2 0 秒おきに げらげら笑わせて い る ｡ 日本だ っ たら大兵面目 にほめたたえるだ

けだろう｡ とにかく ドゥイ ッ ト氏は農学研究者として世界的な科学者であると

同時に ､ 社会問題 ､ 政治問題 にも造詣が深く ､ そ の 活躍 は顕著で あるというこ

とらしい 0 実際 ､ ドゥイ ッ ト氏の エ ネル ギ ー

問題 ､ 労働問題 ､ 農業人口論等に

関する論議は傾聴に催する ｡

次 いで ､ 奥さんを連れてや っ てきたドゥイ ッ ト氏が挨拶に立 っ た｡ ハ ー

ス ト

ラ氏におとらず皆を笑わせ て い る ｡ 後で フリ ッ ツ に聞い たところ ､ 話しの要旨
は ｢勲章の話を初め て聞い たときは ､ す ぐさま辞退 しようと思 っ た｡ そんなも
の は欲しくなか っ たし､ 必要ない と思 っ たからだ｡ しか し

､ 考えてみ ると､ 私
が勲章を辞退したとして

､ そ の辞退した許を私が 一

生他言 しない で い られるか
が心配だ っ た0 私は き っ と1 0 年以内にその話を他人に漏らしてしまう｡ 人間は
そういう話に死ぬまで 口を つ ぐむの は難しい もの だ｡ しかし､ それが出来なけ
れば､ 本当に辞退 したこ と に はならない だろう ｡ それ で ､ もらう こと に し
た0 ｣ と いう ことを話したらしい ｡ 正式な授与式は午前中に ハ ー グで 済ませて

きたらしい ｡
` 私はカメ ラを持ち合わせて い たの で ､ フ ラ ッ シ ュ をたきながら写真を撮 っ て
い ると

､
ハ ー

ス ト ラ氏がや っ て きて ､ ｢ ドゥイ ッ ト氏の 背広の胸に勲章を付け
させたい の だが ､ どうして も付けたがらない ｡ 君が ､ 写真を撮 っ て 日本で見せ
たい と言えば承知するかもしれないから､ 一 寸頼ん でみてくれ｡ ｣ と言うの で
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ドゥイ ッ ト氏に尋ねてみると､ 頭を掻きながら､ ｢ 君 に頼まれたとなると断る

わけに い かない だろう｡ これは例外的行動だ｡ ｣ と言 い ながら､ 胸に勲章を付

けた｡ なかなか立派な勲章である ｡ 次い で に奥さんと並 んで もら っ て ､
パ チリ

と シ ャ ッ タ
ー

を押した｡ うまく写 っ て い るとよい が｡

ア ル バダ氏との別れ

5 時半頃､ ア ル バ ダ氏 の 車で エ デ ･ ワ ー ゲ ニ ンゲ ン の駅まで送 っ て もらう ｡

ワ
ー

ゲ ニ ンゲ ン の景色もこれで最後かと思うと万感が胸に込み上 げてくる ｡ ア

ル バ ダ氏に何かお礼を言い たい と思うのだが
､
なかなか声にならない ｡ 車が駅

に近付く頃､ や っ と心が落ち着き､ 改めて お礼を述べ る ｡

ア ル バ ダ氏は ､ ｢ ドゥイ ッ ト氏から聞い たの だけど､ 君とヤ ン との仕事が1 冊

の 本になるらし い ね ｡ これで私は君の世話をした甲斐があ っ たよ｡ ｣ と つ ぶ や

い て い た｡ 私の 方はまだ1 00 % 心 の踏ん切りが付けられず にい る の で ､ うまく返

事が出来ない ｡ しか し､ 本当に有意義な半年間だ っ た｡ 何とか有終の 美を飾り

た い気拝も強い ｡ 駅 の プラ ッ トホ ー ム で 固い 撞手を交わし､ 再会を約束して別

れ る｡

4 月3 0 日( 金)

ドイツの ハ ノ ー バ ー 工 科大学を訪問する

朝1 0 時 に ハ ノ ー バ ー に到着｡ ハ ノ ー バ ー 工科大学園芸学部の ザ ベ ル テ ィ ツ ツ

( Z a b el tit z) 教授を訪ねる｡ 彼は､ 現在の ドイツ温室環境工学研究分野で指導的立

場 にあ る｡ こ の学科から温室環境に関する研究で博士号を取得した人が数多く

出 て い る｡ 工科大学にある学科らしく､ 研究は実証的､ 実験的にまず進め､ そ

の 後､ 理論面 を固めて い くという方法を取 っ て い る｡ そ して ､ ドイ ツ 人ら し

く ､ 綿密､ 克明な段階式発展法を取る｡

私に と っ ては不幸なことに､ 彼等の仕事の ほとん どはドイツ 語で発表されて

い るため に
､ 文献だけで は十分な理解が出来な い ｡ そ こで日本に帰る前に是非

一 度訪ねて ､ 実験設備を自分の 目で確かめたい と思 っ て い た の で ある ｡ 研究の

範囲は幅広く､ 暖房､ 換気 ､ 光､ 徴気候､
ガ ラ ス強度など､ 全般的にや っ て い

る ｡

ザ ベ ル テ ィ ツ ツ氏はまだ若い教授で あ っ た｡ 活動家､ 実験家らしく ､ 会 っ た

とたん に挨拶抜きで ､ い きなり仕事の ことを話しはじめた｡ 概要を聞き終 っ た
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ところで ､ 氏は誰か に呼び出された｡

その 間､ 若 い研究者エ ル ス ナ ー

( EIs n e r) 氏が私を外に連れ出して温室を見学

させてくれた｡ 実際に研究にタ ッ チ して い る人らしく､ 説明は細かく ､ 実験装

置を詳細に説明してくれる｡ 現在､ 彼は暖房方式の 違い に よる温室作物群落内

の徴気候を詳細に測定して い た｡ 水分収支に特に注意して い るという｡ こ の 測

定が終 っ たら､ 群落微気候 の モ デ ル を理論的 に考察す る つ もりだと言 っ て い

た｡ 案内の途中で ､
エ ル ス ナ

ー

氏は ｢ こ この学科で は ､ 助手は6 年間働くと必ず

何処か他へ 出て行かねばならない 規則があ っ て ､ 研究がまとま っ た頃は研究条

件の ひ どく悪 い ､ 地方の試験場か民間会社に行かねばならない の が残念だ｣ と

言 っ て い た｡

それ程広くない敷地内にある実験測定装置を見て 回る の に ､ 3 時間を費や して

しま っ た｡ 見せてもらうというより､ 途 中で立ち止ま っ て は エ ル ス ナ ー

氏と話

し込んで い た時間の 方が長 い ｡ 日本の温室に多い に興味を持っ て い て ､ また知

識も持 っ て い た｡ 途中からザベ ル テ ィ ツ ツ氏も加わり ､ 2 人 で説明してくれる ｡

次い でザ ベ ル テ ィ ツ ツ氏 の 部屋に戻り ､ 彼等の得た最新の デ ー タを交えながら

2 人で説明を続けてくれた｡

温室研究が盛んな国と言えば､ オ ラ ン ダ､ ドイ ツ ､ ベ ル ギ ー

､
イ ギリ ス

､ 日

本等だが温室成果の 多くはそれぞれの 自国語で書かれて い る の で相互理解が容

易ではな い ｡ 各研究者は英語文献を読めるが ､ それ以外の 外国語が読めない場

合が多い からだ｡ ただし､ 英語に加えて ､ オ ラ ン ダ人は ドイ ツ語とフ ラ ン ス語

を解 し､ ベ ル ギ
ー

人 はオラ ン ダ語とフ ラ ン ス 語を解す人が多い ｡ 今回の ハ ノ ー

バ
ー 訪問で ､ ドイ ツ温室研究の 現状を垣間見る ことが出来た｡ 文献をい く つ か

もら っ た の で
､ 帰国後ゆ っ くり検討してみ た い ｡

私の性格と外国生活

昨日から変なことを考え始めた｡ 私は小さ い時から､ 火事､ けんか､ 台風な

どが好きで ､ それらが身近 に起 こると落ち着い て い られず､ 血が騒 ぐ｡ 野次馬

根性だろう｡ どういう訳か生き生きして しまうの だ｡ 昔から この私の性格はあ

まりほめられたもの で はなく､ 自分でも感心しな い で い た｡ と ころが､ どうも

この半年間､ オ ラ ン ダで生き生きと生活出来たの は､ こ の 野次馬根性のお蔭で

は ない かと思われるふしもある｡ 毎日毎日､ 火事やけん かや 台風を見歩い て い

たようなもので ある｡ 1 分先､ 1 時間先に何が起 こるか分 らない という未知な世

界に血が騒い だのかもしれない ｡

明日は帰国で ある ｡ 少し､ 疲れて い る ｡ 日本に帰 っ た時､ オ ラ ン ダ生活の疲
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れで立 ち上がれなくなる よう なことのない ように祈る ｡

15 9



く著者紹介》

古在豊樹 ( こ ざい と よき)

専 門分野: 植物環境工学 ､ 園芸環境学

19 4 3 年9 月生まれ

1 96 7 年3 月 千葉大学園芸学部園芸学科卒業

1 97 2 年3 月 農学博士 (東京大学) の 学位授与

東京大学大学院農学系研究科博士課程修了

1 97 3 年3 月 大阪府立大学助手 農学部

1 97 5 年1 1 月 ､ 1 9 7 6 年5 月 オ ラ ン ダ ･ 生物 ･ 化学研究所留学

1 9 7 7 年3 月

1 9 8 2 年5 月

1 9 9 0 年4 月

1 9 9 1 年9 月

1 9 9 2 年7 月

1 9 9 7 年4 月

1 9 9 9 年4 月

千葉大学助教授 園芸学部

日本農業気象学会費受賞

千葉大学教授 園芸学部､ 現在に至 る

日 本植物工場学会学術賞受賞

日本生物環境調節学会学術賞受賞

日本農学質受貴

千葉大学園芸学部長

オ ラ ン ダ留学便り

19 99 年5月15 日 第1刷発行

著 者 古在豊樹

発行人 鹿田 喬

発行所 ライ フ リサ
ー

チ プ レ ス

〒1 5 6 - 0 0 5 3 東京都世田谷区桜2 - 1 9 - 3 2

電話 ･ 編集部0 3(3 7 0 6) 0 9 1 9

◎ T o y o ki K o z ai 1 9 9 9 , P ri n t e d i n J a p a n

落丁 ･ 乱丁本は お取り替え い たします



王S 8 N ヰー 9 0 占与7 2 - 4 0 - O c o o 9 5 ¥ 1 0 0 0 E

発行 ライ フリサ ナ チ プレス

定価 本俸1 0 0 0 円 (税別)




